
        
            
                
            
        

    

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●前回までのあらすじ




　人類が戦争を捨て、争いを遊戯ゲームで解決することを選んだ新時代。

　かつての最強。国家、大企業間の争いを決着する最終手段、《黒の採決ブラツクバウト》で五年間不敗を成し遂げた伝説の遊戯者プレイヤー、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは闘争の日々に飽き、自由の身となった。

　しかし、世界を襲う激動は彼に安息を許さない。

　妹、可か憐れんと再会した紅蓮は獅し子し王おう学がく園えんへの入学により『普通』の生活を求めるも、そこは遊戯がすべてを決める実力至上主義の学園であり、彼の実力を知った者とのさまざまな遊戯に巻きこまれ、これらを一蹴。ついに学園の頂点に上り詰めてしまう。

　しかし、これで一安心。安息の日々が訪れるかと思ったのも、束つかの間ま……！

　獅子王学園の中枢、クオリアシステムを賭けた世界各国の遊戯教育校との対抗戦──。

　その名も《獣王遊戯祭ベステイア》が開催され、紅蓮と仲間達もまた参加することとなる。

　待ち受けるのは外国勢力の暗躍、暗殺まがいの襲撃などの妨害工作。

　獅子王レジャーランドを舞台とした過酷な選抜戦を終え、自分の日常を脅かす者の存在を知った紅蓮は、成長の兆しを見せる仲間達と北欧、アルセフィア王国へ向かう。

　同行するのは妹、可憐に加え紅蓮の友としての覚悟を決めた少年、白しろ王おう子じ朝あさ人と。

　そして未いまだ手の内を見せないカルトの黒い聖女、フラヴィア・デル・テスタ。

　最後に海外勢の陰謀により負傷した姉になりすました予備戦力、御み嶽たけ原ばら静しず火か。

　五名でやってきた初の海外。そこで出会ったのは、町娘、遊戯者プレイヤー、そして──王女。

　三つの顔を持つ依頼人、ユーリエル・アルセフィアは、学園長である獅し子し王おう創はじ芽めと裏取引を交わし、病弱な弟を救うため、最強者である紅ぐ蓮れんの力を借りようとした。

《獣王遊戯祭ベステイア》で各国が戦う遊戯ゲーム、それこそ王位継承戦。

　アルセフィア王国を代表する六人の王子姫君がそれぞれの遊戯者に願いを託し、王立学園を隠かくれ蓑みのにＡからＦの６クラスが仮想空間上の国土を奪い合う、まさに代理戦争。

　第四王女ユーリエルの名代となり、Ｆクラス代表となった紅蓮はあえて一歩退ひいた姿勢を貫き、ロシアの工作員ミラ・イリイニシュナ・プーシキナと接触。

　獅子王レジャーランドでの妨害工作の主犯であり、信頼できないとわかっているはずの彼女と取引をし、自陣営の拠点をすべて売り渡す暴挙に出る。

　戸惑いを隠せないユーリエル、さらに《砕さい城じよう》の流れを汲くむ遊戯者、凍とう城じよう紫し[image: ]れんと未み恋れんが姿を現し、世界戦の舞台は静かに、しかし確実に緊張を増していく。

　そんな中、頭角を現したのはＡクラス、第一区画総督カールス・アルセフィアだった。

　かつてユーリエルの母を騙だまし、詐欺じみた手管ですべてを奪った若き王子。

　何を企たくらむのか──不信に固まったユーリエルは彼が主催する《お茶会》への出席を拒否。

　招きに応じたＣクラス、ヴァチカン代表遊戯者クリステラ・ペトクリファ、そして紅蓮を交えた三者会談が開かれ、カールスはその本性の一端を露あらわにする。

　前獅子王学園生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やとの因縁。《有能なる者》を求め、ライバルとして覇を競うことに興奮する歪ゆがんだ王子は、対する両者に不平等条約の締結を求める。

　小国に利益なく、ただ大国のみが利を貪る押しつけじみた条件に、クリステラは反発。紅蓮もまた条約を拒んだ瞬間、ＡクラスはＣ、Ｆクラスに宣戦を布告する。

　電撃的な侵攻により壊滅寸前に追い込まれるＣクラス。

　次の狙いはユーリエルが率い、紅蓮を擁するＦクラス──。

　絶体絶命のピンチに追い詰められるユーリエル。

　無力を噛かみしめながらも、カールスに対する醜い復ふく讐しゆう心しんをさらけ出す彼女に、紅蓮はついに隠された真意の一端を明かす。全国力が最低のＦクラス、戦争すら自由にできない。

　ユーリエルとカールス。これまで紅蓮が行ってきた消極策にこめられた意図のひとつは、最強国と最弱国、血塗られた兄妹きようだいの一騎打ちを実現するためだったのだ。

　同盟を結び、拠点を売却したＤクラス代表、ミラが裏切りＡランクに全拠点を売却。無防備となった本拠地にカールスは即侵攻を宣言、両クラスの命運を賭けた戦いが始まろうとしていた。





●王女は戦場へ行った




　スキヤキホテル屋上庭園、第六区画総督府前──。

　艶あでやかに薔ば薇らが咲き誇る壮大な庭は、ヴィクトリア朝時代の古いイギリス風の佇たたずまいを残しつつ、近代技術の粋を凝らした維持管理により、手入れはほぼ自動化されている。

　熟練の農夫は土の味を知るという。

　口に含んだだけで土壌のｐペーＨハーを測る経験も、土地に吹く風から気象を予測する技も、今や電子化されて久しい。

　ＡＩ制御による緻密な管理で季節ごとに咲き誇る色とりどりの薔薇、かつて母が愛した庭園を──あえて土を残した小道を、ユーリエルは進んでゆく。

　死に装束は、獅し子し王おう学がく園えんの制服。

　ここ数日でようやく着慣れはじめたそれを翻し、薔薇のつぼみや風にそよぐ葉に目を細め、耳を澄ませて堪たん能のうしながら。

（……もう、戻ってこられないかもしれませんが）

　愚かなことだ、と思う。

　絶体絶命の危機、最大の国力、莫ばく大だいな経済力、才能や実力なら比較にもなるまい。

　カールス・アルセフィア、アルセフィア王国第一王子たる異母兄とユーリエルの差は、それほどまでに大きい。普通に考えるなら敗北必至、予想すら無意味な『当然』。

　いわば一歩一歩が処刑台に進む、囚人のようなもの。

　そのはずなのに。

「笑っているのですね。……緊張は、していないのですか？」

「ええ。……紅ぐ蓮れんの、おかげで。そして……この景色の、おかげで」

　薔薇の花弁が散る庭園の小道を、ユーリエルはクルリと振り返り。

「可か憐れん、貴女あなたはどう思いますか。この庭を、見下ろす世界を……」

「……この庭園は、見事だと思います。ですが、風景に関しては」

「はい、わかります。……観光地以外はスラム同然。美しくは、見えないでしょう」

　ここは貧困と飽食の汽水域。

　海水と淡水が入り混じった海に豊富な魚が集まるように、人々の群がる漁礁に過ぎない。彼女が愛する国民は外貨を求めて群れる。そしてそんな彼らに無邪気に餌を与える観光客や外国勢力。それは、屈辱の縮図なのかもしれない。

「……王族らしいことなど、何もできませんでした。アメリカと組み、海外からの技術や叡えい智ちを集め、自領土を発展させたカールス。その立ち上げの経緯も込みで」

　統治者、政治家、いや──人間の器が違うのだろう、とユーリエルは想おもう。

　小道を歩む彼女のすぐ後ろに続くのは、砕さい城じよう可憐。遅れてついてきていたはずの御み嶽たけ原ばら静しず火かや白しろ王おう子じ朝あさ人とといった仲間達の姿もいつのまにか消え、二人きりになっていた。

「弱気になっている、のでしょうか？　大勝負の前、当然ですが……」

「いえ、違いますよ。……勝負は強い者が勝つ、というのは幻想に過ぎませんから」

　単純に強ければ勝てる、などというのはセンチメンタルで甘い夢に過ぎない。

　どれほど優れた能力があろうとも、油断慢心を突かれればシーソーは傾く。

　軍事力や経済力のみで世界を動かしていた時代とは違う。遊戯ゲームにより決着する新時代において、窮きゆう鼠そ猫を噛かむなど口に出すまでもない当然の理屈で。

「──ですが、油断慢心を望めるほど甘い相手ではないのでは？」

「はい。カールスなら、必勝を確信しても敗北を予測するでしょう」

　だが、それでも遊戯の場ではごくわずかな可能性が残るはずだ。それに賭けると決めた。

　王女が顔を上げ、クルリと庭園を眺めるように回ってみれば、やはり──。

「でも。私はとても……欲張りです」

　母が遺のこしたたったひとつの財産であるこの庭園を、弟と共に歩きたい。

　貧しさに苦しむ民に、救いを。駄菓子屋でカードをぶつけ合った子供達に、未来を。

　そして自分自身にも、勝利の味と日常という幸福が。

（……綺き麗れいなものだけじゃない、私自身の欲ユ望メ……！）

　それを思い出せた今、怖おじ気けづくことなく全力でぶつかることができる。

　義務感のみでは続かない。それができる者を聖人と呼び、ユーリエルはそうではない。

　勘違いしていた。小市民として、自分の幸せを願う町娘としての自分。国家国民のため、未来を願う王族としての自分。そしてダイス一振りに命を賭ける──遊戯者プレイヤーの自分。

　三つの貌かおすべてを束ねる覚悟を決めたからこそ、彼女の歩みに迷いはなかった。

「……お兄様から、言こと伝づてを預かっています」

「？　……メッセージアプリで連絡してくださればいいのに、わざわざ貴女あなたに？」

「ええ。お兄様はたまに古風なところがありますから。電子マネーやクレジットカードがお嫌いだったり、３Ｄプリンタの精巧な模型より、自分で手作りしたものを好まれたり」

　合理と非合理。両方を抱えている兄、紅ぐ蓮れんの思惑を、可か憐れんはまったく読めずにいる。

（お兄様のなさることですから、当然と言えば当然なのですが──）

　だからといって思考を停止させてはいけない、とも思う。向上心を失い、ただ兄に従うだけの奴隷になってしまえば、それこそ紅蓮が安らげる時は永遠に来ないのだから。

「『とにかく時間を稼げ。そしてお前が勝て』──とのことです」

　ごく短い言葉の裏に秘められた意図を、可憐は考える。

「……私なりにお兄様の意図を読むならば、恐らくユーリエルさんに衆目を惹ひきつける。そしてその間に何かしら、遊戯が有利に働くように動くおつもりではと」

「ですが、クオリアの管理下にある遊戯で、外的要因により有利不利が操作されるなど。……想像がつきません。そんな方法、存在するのでしょうか」

「そこまではわかりません。お兄様の意思は広大無辺、妹とはいえ遊戯の場に付き従うようになって１年足らずの経験では、予想することすらおこがましいというもの」

　ユーリエルの背後で、ふう……と思わず可憐はため息をつく。

　こんな時、圧倒的な差を思い知らされる。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという歴戦の遊戯者プレイヤーに対し、英才教育を受けたとしても、可か憐れんは圧倒的に経験が足りず、実戦で揉もまれていないぶん刃やいばが鈍い。

　豊かな胸を押さえて無力感に耐える可憐に、ユーリエルはふと振り返ると、思いついたように質問を投げた。

「紅蓮とは、生まれてからずっと一緒だったのではないのですか？」

「いえ。……お兄様が《黒の採決ブラツクバウト》に参戦されるにあたり条件をつけました。私を遊戯ゲームから遠ざけ、戦いの場から離して育てるように──と」

　その条件は可憐が独力で力をつけ、砕城本家の教育役に遊戯を挑んで変更させるまで、ずっと愚直に守られ続けていた。可憐が紅蓮と接触できたのは今年の初夏──。

「お兄様がお戻りになり、本家との遊戯に勝利し決別なさった後です。だから、ほんの数か月に過ぎません。……血のつながりはあっても、まだまだ」

　心のつながりが弱い、と可憐自身も思う。心と心を繋つなぐには、やはり時間が必要だ。

　互いの価値観をすり合わせ、妥協し、時にはぶつからなければ磨けない──激流で角が取れ、丸みを帯びた自然石のような信頼の境地には、まだ遠く。

「お兄様からの信頼は、いまだ勝ち得ていません。ですが、私はお兄様を信じています。一方通行の片かた想おもいでも、これだけは自信を持って言えますから」

「……離れて暮らしていた兄のことを、そこまで信じられるのですか？」

「裏社会で五年間無敵。勝利を積み上げ、ついに最強の遊戯一族の束縛すらねじ伏せて自由を得た。それがお兄様、文字通りの最強ですよ？　疑う方が無理があると思いますが」

「い、いえ、違います。実力ではなく……心の、あり方を。彼の人格、人柄を」

　遊戯の実力と人間性には何の関係性もない。

　どうしようもない犯罪者まがいのクズだろうが、人助けを厭いとわない善人だろうが。

　ダイスを振れば皆、平等。卓を囲めば勝者と敗者に分別されるのみ。稀まれに異能で運勢を捻ねじ曲まげるような異常者が現れたとしても、基本法則は変わらない。

「《黒の採決》で勝つような人間は多かれ少なかれ、異常です。平然としていながらどこかがおかしい──紅蓮にも、怖いところがあると知りました」

「当然でしょう。お兄様は、天使ではありません。だって」

　運命を賭けて遊戯を行うような賭博師、遊戯者など皆すべて。

「悪党でなければ生きられません。お兄様は悪となろうと、お兄様のままでした。再会した時からずっと、これだけは確かに言えますよ」

　自分を善人などと自称するような厚かましさは、紅蓮にも可憐にもない。

　分類するなら当然、悪だろう。遊戯者などという人種は皆そうだと思っている。

　もし善なるままに勝てるとしたら、きっとそれは超常の者に愛されているが故だ。

　だが、紅蓮も可憐もそれはない。お互いを愛するものは、お互い以外に存在しない──。

「私はお兄様を愛しています。お兄様も私を愛しています。その確信が揺るがぬ限り、信じられますよ。血のつながった、兄なのですから」

　一瞬の迷いもない言葉だった。カミソリ一枚入る隙のない、絶対の信頼。

　そんなとてつもない『妹』を前に、ユーリエルはこれから戦う自分の『兄』を想おもう。

「羨ましく思います、可か憐れんさん。……半分でも、血の繋つながった兄、カールスを。いくら深く想っても、私の目には愛情のかけらすら映りませんから……！」

　本当は、そうできればどれほど幸せだろう、と思う。

　ただひとり、母親を同じくする弟ユリウスのように。

　すべての肉親を慈しみ、砕さい城じよう兄妹きようだいのような信頼関係を築き、結ばれることができれば。

　いや、かつてはそうしていた。カールスを兄と信じていた。だがあの男はその無邪気な信頼を裏切り、母を騙だまして、言葉巧みにすべての財産を巻き上げた。

　卑劣な詐欺行為。莫ばく大だいな利益がカールスの支配者としての序盤を大いに助けている。

　つまるところ、現最大勢力のＡクラス──大国アメリカと組み、王位を狙う野心の礎は、ユーリエルの母親を人柱として築かれたものなのだから。

「……私にとっては、貴女あなたが羨ましいんですよ。ユーリエルさん」

「？　私が、ですか？　王族としての立場のことなら、あまりいいことはありませんよ」

　義務にがんじがらめに縛られて、人間らしい生活など葬り去られてしまう。

　木こつ端ぱのような王族の端くれでさえそうなのだ。

　世間のキラキラとしたお姫様、セレブじみたイメージなど現実にはありえない。だが、可憐は違うと言いたげに首を振り、薔ば薇らの香りがする庭園の風に前髪をそよがせる。

「王族としてではなく。遊戯者プレイヤーとしての貴女が羨ましいです。私もお兄様を追いかけたい、と。その舞台を夢見て、焦がれ続けていたのですから」

「……素敵なものなど、ありはしませんよ？」

　実力至上主義と言えば、強い者が正当に評価されるシンプルな法則を誰もが想う。

　だが、《黒の採決ブラツクバウト》の舞台では──どんなに強かろうと、限界がある。

「勝率はトップクラスの遊戯者でもおよそ四割。六割は敗北します。当然サボタージュや談合があるわけではありません、必死の本気の実力で、負けます」

　なぜなら、相手も遊戯者。それも人生を賭けた必死のプロだ。全人類のトップ０・０００１％に楽々入れるクラスのエリート、頭脳と体力、センスと技術と知識の究極に位置する者が鎬しのぎを削る地獄の果て。

「矛盾、という言葉がありますね。最強の盾と最強の矛をぶつける──。それを延々と、あらゆる舞台で続けるようなものです。互いに壊れ続けながら、４割の勝利を５割に、６割に、いえ……１分１厘でも増やすため、最強と最強が競い合う」

　ぶつかり続けるダイヤモンド。

　砕くだけ散る宝石達。努力と叡えい智ちの結晶が壊れ、砕けて使い捨てにされる世界が。

「──《黒の採決》です。私もヤクザ組織の代打ちとして身分を隠し、いくつもの修羅場を潜くぐりました。それでも何度かの敗北を喫し、『オトシマエ』をつけましたから」

　たとえば、とユーリエルは獅し子し王おう学がく園えんの制服、丈の短いスカートを軽くめくり。

「この腿ももの付け根にサメがかぶりついたことがあります。対抗組織との遊戯ゲームに敗れた私をヤクザが捕え、制裁を加えた時ですね。日本から来た男が私を取り押さえ、サメの泳ぐ水槽に入れました。莫ばく大だいな負債のオトシマエとして」

「……悪趣味にも、ほどがありますね。そのヤクザは？」

「数年後に私以外の遊戯者プレイヤーの敗北によって破滅しました。その後、台頭してきた他の組織に取り入って、私はこのホテルに留とどまり続けたのですが……」

　それは決して楽な道のりではなかった。

　身体からだを使えと迫られたことも一度や二度ではない。遊戯に賭けて守り抜いたものの──無む垢くな少女が薄汚い欲望のこもった男達の視線に慣れるほど、その窮地は訪れ続けた。

「私を守ってくれたのは、お金。そして、遊戯者としての能力だけでした。この身に備わった異能、《瞬間記憶》は役に立ちましたが、それだけでは常勝など望めません」

　そう、古典的なゲームに例えるならば。

「お金、財産はＨＰ、生命力です。異能は装備可能な武器、攻撃力や防御力を増やすもの。レベル、ステータス、遊戯者としての基礎がなければ、どちらも結局は無意味なので」

「私には、勝てない……そういうことでしょうか？」

「いえ。そんな地獄の中で、最後まで不敗を貫いた紅ぐ蓮れんは、凄すごい。それこそ私や貴女あなたが想像する何倍も過酷な修羅場を、あの人は越えてきたはずです」

《黒の採決ブラツクバウト》に制約はなく、賭け代に際限はない。

（『《黒の採決》をぬるくしたようなシステム』──。以前、お兄様はそう仰おつしやっていましたね）

　可か憐れんは思う。事実、獅し子し王おう学がく園えんのシステムは素人目には過酷だ。

　人権や意思を売り買いし、事実上の奴隷階級にまで落とすことが許されている。

　だが、それでも越えられない一線がある。それは──『命』だ。

　破産による破滅、経済的社会的な『死』はあっても、敗北の制裁に命を奪われたり、貞操が危機に陥ることはない。あったとしても例外、本人の同意がなければ不可能だ。

　たとえば楠くすの木き楓かえでがいる。かつて時とき任とうミミに敗れ、あらゆる権利を手放して学校を全裸で歩いていた彼女すら、強ごう姦かんじみた真ま似ねはされなかった。

　あるとしたら権利者が本人の同意のもと、対価を受け取って『売る』のみ。主人である時任ミミによってある意味保護され、無分別に犯されるようなことはありえずに。

　だが、《黒の採決》にはそんな枷かせなど存在しない。

　遊戯を除いては無法地帯、卓を囲むまでがまさしく修羅場。そんな環境の中を、王女としての名声や権威を一切使うことなく、ユーリエル・アルセフィアは泳いできたのだ。

「……辛つらかったでしょうね。王族が、いきなりそれでは」

「ええ。言葉に尽くせないほどでした。でも……私には、できました」

　それには、理由があった。

　言葉にできない地獄を渡り切る意欲があった。責任と重圧に忘れかけていた想おもいが。

「──あの男に。私と母様とユリウスの信頼を踏ふみ躙にじったカールスに。復讐せずにいられるものか、と。いつか絶対に、あのしたり顔を踏み潰つぶしてやる、と」

　かつての自分はそう思い、呪い、憎しみと怒りを武器に這はい上あがったのに。

「中途半端な実力をつけ、紅ぐ蓮れんという希望を得て忘れかけていました。人間はあまりにも弱い。どんな想おもいも、恨みも憎しみも忘れてしまう。それはきっと、神様が与えてくれた慈悲なのでしょう。──争いを、適度に終わらせるための」

　忘却という救いがなければ、人類はとうに破滅していただろう。

　恨みを忘れない、憎しみを燃やし続ける、それには燃料が必要だ。想いを持続させる、それ自体にエネルギーがいる。それが不要な人種もまれにいるが、それは。

「異能者、怪物──そんな風に呼ばれる超越者のみ。そうではない私は、ただ足あ掻がくしかなかった。……それだけです、可か憐れん」

「……困りました」

　そんなユーリエルを見上げ、可憐はぷくりとわずかに頬を膨らませた。

「どうしました、可憐？」

「憎めないじゃありませんか、そんな言葉を聞いてしまったら。……誰かを想い、裏の世界に身を投じて生き残る。私がしようとしていることの、先輩です」

　依頼人と遊戯者プレイヤー、そんな表向きの立場を越えて。

「生き延びてください、ユーリエル」

「はい、可憐。……ありがとう」

　互いの名前を呼び交わし、二人の『妹』は目礼を捧ささげる。

「勝ちます。あの男を、『兄』を超えて、戻ってきます。紅蓮の力を借りているから、フェアとは言えないかもしれませんが」

　最初から、フェアプレーなど存在しないゲームだ。スタート位置から莫ばく大だいな差があり、本来なら戦争など成立しない。一方的に叩たたき潰されて終わり、アリと巨人の戦い。

　だが、もし。Ａクラスという巨人が、アリのひと噛かみで倒れたとしたら？

（信用は失墜し、カールスが築いたすべてが……壊れる）

　最有力候補。現時点で最大勢力。強者、勝者のイメージが強いほど敗北のリスクは高まる。それも対等の存在ではなく、圧倒的弱者に敗れでもしたら……！

　国民は失望し、すべての評価は下落し、屈辱にまみれるだろう。

　これは決してカールスにとってローリスク・ローリターンの消化試合などではない。

　ハイリスク・ローリターンのくだらない博ばく打ち。勝って得るものは最低エリアの制圧と、妹の屈辱のみ。逆に敗まければ失うものは、最強を誇った自身のすべて……！

　この対決をおぜん立てしてのけた演出家──舞台裏に隠れ、裏で糸をひくのは、砕さい城じよう紅蓮。

　その思惑をユーリエルは読めない。だが、読めなくとも……伝わるものなら、ある。

（紅蓮を信じて……その言葉のままに！）

　あまりにも細いアリアドネの糸を全力でたぐり、勝利という出口をめざす。

　間近に迫った庭園の中枢、決戦の場へ没入するＶＲ筐きよう体たいの在あり処か。その扉を開き、足を踏み入れようとするユーリエルの背に、可か憐れんはあっと思いだしたように声を上げた。

「大切なことを忘れていました。お兄様がこれを貴女あなたに、と」

「え？　……これは……」

　差し出された『ソレ』をユーリエルは訝いぶかしげに見つめ、困惑の眼まな差ざしを可憐に向ける。

「貴女に勝利をもたらす糸、だそうです」

「しかしこんな物を持ち込むのは──」

「今回のルールには明記されていませんでした。すなわち『コレ』を使うことは最初から想定されているということなのでしょう」

「……ルールを決めたクオリアの意図はわかりませんが、なるほど。遊戯ゲームの内容次第では、これは大きな武器になるかもしれませんね」

　ユーリエルは納得し、可憐の手から『ソレ』を受け取った。

　そして二人は互いを励まし合うかのように、まったく同時に言う。




「……勝ってきます。待っていてくださいね、可憐」

「ええ。負けてお兄様の顔に泥を塗ったら怒りますよ、ユーリエル」




　パシュ、と空気が抜ける音。

　古風な室内に似つかわしくない最新機器、ＶＲ筐体に足を踏み入れる姫君を、可憐はじっと見送り──。




「どうか、勝利を。──お兄様」




　始まるであろう戦い、その勝利を神ならぬ兄に祈るのだった。





●薔ば薇ら園の屈辱




　──アルセフィア王立学園、正門前駐車エリア。




「着いたよ、紅ぐ蓮れん。始業時間前、所要時間10分ジャスト。新記録かな？」

「……いつの間にこんなデカいバイクを調達したんだお前は。始業前に学園に行きたいと頼んだのは俺だが、安全運転って言葉を思い出せ、頼むから」

「大丈夫だよ。この国の運転免許は僕らの年齢でも、ＶＲ講習と、外国人価格の割高手数料で買えるから」

「安心できる要素がまるでない。……やれやれ、まあ、助かった」

　爆音と共に滑り込んだ大型バイク。黒革のライダースーツのジッパーを勢いよく下ろし、砕さい城じよう紅蓮は跳ぶように降りる。

　ハンドルを握るのは白しろ王おう子じ朝あさ人と。急いで学園に行きたい、紅蓮の願いを聞いて即動き、どこからともなく移動手段を調達してのけたのは、彼の手腕だった。

「こんなこともあろうかと思ってね。遊戯ゲームでは、紅蓮の影すら踏めないけれど」

　それでもできることはあると信じ、サポート可能な方法を考えた。

　同じくライダースーツ姿、脱いだヘルメットから銀髪に汗を輝かせ、朝人が息を吐く。

　早朝の路上は空すいていたとはいえ、急ぎの運転で疲れたのだろう。
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　だが弱音を吐くことなく、朝あさ人とは笑顔で信頼する男に想おもいを告げる。

「『水みず葉は』さんも似たようなことを感じて、動いてる。僕の用意したカードのひとつが、今回偶然使えただけさ。他にできることがあるなら、何でもするよ？」

「何でも、か。犬になれ、とか言ったら迷わずしゃぶりついてきそうで怖いな」

「命令なしでも喜んでやるよ？　……姫ひめ狐こ姉さんの見てないところで、だけどね」

「なんでわざわざカノジョから隠れる必要があるんだ？　ま、気持ちだけありがたく受け取っておくさ」

　少し身を乗り出す朝人にひらひらと手を振り、紅ぐ蓮れんは背を向ける。

　その先にあるのはアルセフィア王立学園の本校舎。

　ただならぬ雰囲気を察したのか──大型バイクに跨またがったまま、朝人は遠ざかる紅蓮の背に声をかけた。

「ところで……どこへ行くんだい、紅蓮？」

「聞くのが遅いぞ。ま、秘密にするようなことでもないが」

　振り返りすらせず、紅蓮はフラットな表情のまま。

「犬になりに行くのさ。──ロシアのな」

　片手を軽く掲げて言う彼の言葉に怪け訝げんそうに眉をひそめる朝人。しかし疑問を呈するのを許さぬように立ち止まりも振り返りもしない男の背中を、朝人は見送るしかなかった。

「まあいいさ。僕は僕で──。いや、僕らで」

　ポケットに手を入れ、隠すように持っていたスマートデバイスに指を滑らせて、メッセージを送る。




『送迎は完了。ここから先は頼んだよ、《氷剣》』




　短い震動が返信があったことを伝えてくるが、朝人はそれを見ようともしない。

　大型バイクに跨り直し、爆音を響かせてターンを決め、バイクを走らせる。

（──できることを、するだけさ）

　最強戦力を欠き、本丸には敵の王手がかかった危機の最中。

　移動中、ヘルメット越しに紅蓮が囁ささやいた『策』──自分を信頼して委ねてくれた細い、だが確かに存在する勝ち筋をたどるために。




「君が信じてくれたから。……絶対に、やり遂げてみせるよ。紅蓮!!」





　　　　＊






　エンジン音とタイヤの軋きしみが遠ざかる。

　アルセフィア王立学園、朝の廊下。その静寂を引き裂くような音を聞きながら、紅蓮は怒りも焦りも感じさせない、チベットスナギツネのような面持ちで進んでいく。

（現状。Ｆクラスは『詰んで』いる）

　本丸は敵の強襲を受けている真っ最中。

　反撃？　無理だ。宣戦布告に必要なポイントすらなく、反撃の出口となる拠点がすべて売却され、ユーリエル以外の遊戯者プレイヤーは全員宙に浮く形になっている。

　反面、Ａクラスは絶対無敵の安全状態。前日にＣクラスを潰つぶして勢いに乗り、拠点には遊戯者を配置してガッチリと守りを固めている。これは、恐らく……。

（Ｆクラスの吸収を単なる国力増強のみとは考えていないから、か）

　カールス・アルセフィアは切れ者だ。

　最大勢力を誇るＡクラスの独走を他の勢力が見逃す、などと甘い見通しでは動くまい。

　Ｆクラスの吸収を誘い水とし、独走を防ぎたい他勢力の侵略をあえて誘い、予想される攻撃ポイントに遊戯者を配置。効率的に迎撃し、抵抗の意欲を削る。

（王国そのものを遊戯盤に見立て、積極的に動いて場をかき乱す。負けたくなかったら今動かなきゃ間に合わない。焦りに囚とらわれた攻勢は、長くは続かず……）

　勝利はＡクラス、カールスのもとへ転がり込むだろう。




「ただし、このまま進めば──の話だろう？」




　ピアノの音と共に、ほくそ笑むような女の声。

　アルセフィア王立学園本校舎は、旧時代の星型要塞を改装したものだ。

　＊型の大枠、中央から伸びた各端に各国の留学生を配置。６クラスを割り振り、中央部を外交の場として開放する擬似社会。小さく閉じた世界に、光射さす庭が存在する。

　中央エリア、中庭薔ば薇ら庭園。高い生垣を迷路のように剪せん定ていし、遺伝子操作技術によって作り出した色とりどりの花を季節ごとに咲かせた、まさに現代のエデン。

　その中央──。

　大理石の噴水、苔こけむして見事に古色を帯び、心地よい水音を響かせる隣に、温室がある。

　安っぽいビニール張りではない。十九世紀ロンドン、ハイドパークに存在した水晶宮、クリスタル・パレスの設計を元にした総ガラス張り。南国の植物が整然と並ぶただ中に、純白のピアノがなぜか置かれ……朝あさ陽ひが射す中心に、その女が座っている。

「チャイコフスキーの『トロイカ』か。……この陽気で弾くには合わないな」

「ロシアの曲が雪景色にのみ映えるなどと考えるのは浅い見方だ。冬が長いからこそ、短い春を存分に謳おう歌かしたくなる。──そう、今の私のようにな」

　鍵盤に指を滑らせながら皮肉に笑むのは、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。

　Ｄクラス遊戯者の代表、ロシアの遊戯者を束ねる女スパイにして遊戯者。

「そこまでは当然、私も読めている。カールス・アルセフィア……奴やつを打倒するには今をおいて他にない。絶好のタイミングで資本主義者を横から殴る、最高の気分だ」

　笑いながらも指は止まらず、巧みに曲を奏で続ける。

　盛り上がりが最高潮に達した瞬間、ミラは上気した笑みで紅ぐ蓮れんへと。

「熱いラブレターは受け取ったよ。──紅蓮」

「そんなもんじゃないと思ったんだが。俺はただ、状況を理解してなさそうなんで現状を説明しただけだ。今ここに至るまでの状況、思考の流れを説明したメッセージを」

　言いながら紅蓮はデバイスを取り出し、メッセージアプリの画面を開く。

　ミラに送ったいくつかの短文。

　それはＡクラスの急激な膨張と、Ｆクラス攻撃を急いだ意図を説明したものだ。

「Ｆクラス攻撃は誘いの隙。……なるほど、傾聴に値する意見だ。が、ならばその目もく論ろ見みを外してやれば済むこと。Ａクラスが動けないうちにこちらの利益を確保する」

「……Ｃクラス。敗北のダメージが抜けきらないうちに叩たたく、か？　ハイエナだな」

「アフリカにおいて集団で狩りをするハイエナは、時としてライオンすら退かせるぞ？　敵の勢いが盛んなうちにぶつかるなど、戦術を少しでも知っていれば避ける」

　最後の音を高く響かせ、ミラは演奏を終える。

　温室に設置されたピアノ。いつのまにかその隣にまで歩み寄っていた紅蓮に、演奏用の椅子上でクルリと回って向き直ると──丈の短いスカートの奥で、なんと。

「ハイエナは腐肉を喰くらうという。だが腐肉も食べる、というだけでな。新鮮な肉も好んで食べるのだ。……たとえば、こんな風に若々しい肉も……な？」

　スルリと手を伸ばし、履いていた靴下を片方、脱ぎ捨てる。

　ロシア美女特有の白い肌。大理石を彫ったような見事な造形の腿ももが、獅し子し王おう学がく園えん制服のスカートから槍やりのようにまっすぐ伸びて、紅蓮のもとへ差し出される。

「あんたの足を食えとでも？　……趣味が悪いな」

「とんでもない。どうもこの国では足が蒸れるようでな。少々疲れたし、フットレストが欲しいところだ。このくらいの高さで……な♪」

　挑発するように足を組み、素足の片方を誘うように上下に揺らす。

　揺れる素足の高さは、ちょうど……土下座した人間の頭がピタリと収まる位置だった。

（さあ、どうする？　砕さい城じよう紅蓮）

　ゾクゾクする快感を覚え、ミラの頬がますます熱を帯びる。

　かつて外見はもちろん、記憶まで弄いじった上で婚約を迫った相手。

　しかしまんまと手玉に取られ、尊厳も純情も踏ふみ躙にじってきた相手。

　ハニートラップじみた工作が完全に裏目に出た挙句、ミラは本国での立場を失い──今復権するまでにさんざん屈辱を味わい、辛酸を嘗なめたものだ。

　その意趣返し。紅蓮が自分に、ロシアにどうしても頼みたいことがあると、その聡そう明めいな頭脳で読み抜いた結果、ミラはそうすることで男の器を試していた。

「……時とき任とうといい、白しろ王おう子じ透とう夜やといい、お前といい。遊戯者プレイヤー界かい隈わいじゃ人間家具が流は行やってるのか？」

「貴様という凶暴な獣を屈服させた、その証あかしだ。どうした、不敗の伝説。裏社会の最強が、かつて手玉に取った女に頭こうべを垂れ、踏ふみ躙にじられる……これ以上の屈辱はあるまい？」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは答えず、ただ無言のまま温室の床に膝を突く。

　手が伸びる。美術品を鑑定するような慎重な手つきでミラの素足に触れ、見上げる。

　上座と下座、頂点と底辺。ミラは椅子に座り、紅蓮は地に膝を突いている。

「……っふ……!!」

　思わず声が漏れ、ミラはゾクゾクと背筋を走る快感に震えた。

　快感が共鳴している。有機連結頭脳体、意識領域の共有とクラウド化によって、彼女とつながっている全員が同じ快感を我がことのように味わい、増幅しているのだ。

（溺れるな。これは……麻薬だ）

　脳内麻薬が迸ほとばしるのを感じ、ミラはうっすらと桃色に染まった頬を引き締める。

　実験体、クラウンが自滅した原因──共有での快楽や感情の増幅により、リミッターが外れた脳内麻薬の過剰分泌。極端な躁そう鬱うつや昂こう揚よう感により判断を見誤ったあのクズと。

（同じ過ちなど犯すものか。だが……しかし。ふふ、ふふふふふふっ……♪）

　紅蓮の手が足首、そしてふくらはぎに触れる。

　まるで聖職者から冠を与えられる王のように、自ら膝を突いた男は──

「話を聞いてくれ。……頼む」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]────……ッ!!」

　ゾクゾクが止まらない。あの砕さい城じよう紅蓮が、不敗伝説の主人公が……！

（私に、土下座している。それどころか、自ら望んで、私の、足……をっ……♪）

　卑屈に伏した頭、特徴的な癖のある髪が足の裏に触れてくすぐったい。

　長毛種の猫をじゃれつかせるような快感。男の頭を柔らかく踏みしめながら、ミラは指で髪をつまんで弄もてあそんだあと、親指の爪先を紅蓮の顎先にかけ、強引に上を向かせる。

　紅蓮の表情に変化はない。

　屈辱に凍っているような、それともただ耐えているかのような無表情。その裏でどんな感情が渦巻いているのか、想像するだけで心が吹き飛びそうなほど興奮する。

「どうした？　目をそらさないのか。……私の大切なところに興味があるのか？」

「ないな。今の俺にあるのは、あんたが依頼を受けてくれるかどうか、だよ」

「頼み方がなっていないな。本当に礼儀を知らないヤツだ。だからこそ屈服のさせがいもあるというものだが……そうだな。これ以上聞いてほしいのなら」

　強引に上げさせた紅蓮の口元。顎からその唇へ、素足の親指をねじるように。

「くわえろ。私の足を舐なめ、奉仕するがいい」

「…………」

　こりっ、と紅蓮の歯が唇へ侵入した指を甘く噛かむ。

　キュン、とミラの胸が疼うずく。まるでサーカスの猛獣、決してなつかないケダモノが屈服の意志を示した瞬間のように、歓喜が止まらなかった。

　興奮で吹き飛びそうになる理性。だがそれを凍土で培った意志で抑え、ミラは親指を男の唇から抜くと、勝者の愉悦をたっぷりと含んだ言葉で言い放った。

「どこまでも堕おちはしないか。豚のような悲鳴をあげて、私という餌にかぶりつく……そんなお前を想像していたのだが、すべては見せてくれないようだ。ククク……」

「そうか。いい趣味だな。最低だが」

「[image: ][image: ]──……っ♪　クク……いいぞ、ゾクゾクする。我を張れ。拒んでみせろ。それだ。私が味わった恥辱を何倍にもして返してやる。そのためには抵抗してもらわねばな」

「その倒錯しきった変態性欲はともかく……ビジネスの話をしよう、ミラ。話のきっかけとしてここまでは譲歩したが、これ以上のサービスは有料だ」

「ふん、日本人のお得意、課金というやつか。いいだろう、何が望みだ？」

「そうだな……まずは、現状を確認しようか」

　温室の地面に座ったまま、紅ぐ蓮れんは女帝じみた顔つきのロシア美女へ語りかける。

「お前がＦクラスを裏切って、Ａに拠点を売った狙い。……それには二つの意図がある」

　解体する。ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、彼女の秘めた狙いを。

「ひとつは俺を排除すること。最低の環境でも俺に自由を与えて放置したままでは、後々面倒なことになる。だから早期に退場させ、盤面を整理したかったのも本音だろう？」

「フッ。……当然だ。誰でも思いつくつまらない発想。読みとも呼べないな」

「焦るなよ。それじゃあ堪こらえ性しようのないメスブタと同じだぜ」

「……──ッ!!」

　一瞬生じたミラの激げき昂こう。だが紅蓮は意にも介さず、

「そしてもうひとつ。必敗の局面を読んだ俺が、打開策に出る可能性。自前の戦力では、Ａクラスの勢いを潰つぶせない。ならば、よそから兵力を借りるしかない……」

　過去の歴史に学ぶなら、そう、これは──。

「旧大陸、三国時代。圧倒的な魏ぎの軍勢に対抗するため、蜀しよくの軍師諸しよ[image: ]かつ亮りようは江こう南なんの孫そん呉ごに助けを求め、厳しい交渉の末に君主を説いたという。それに近いな」

「蜀、劉りゆう備びか。研究が進んだ現在ではただの野党の親玉だが、昔は志半ばで散った悲運のヒーローとしてもてはやされた。敗者が大好きな日本人好みのプロパガンダだな」

「そうかもな。傲慢な勝者よりひたむきな敗者を好む。なぜか。負けたからさ」

　それはシンプルな心理。

「俺ならこうする。ああすればよかったのに。歴史上の人物に心でマウントを取る愉悦。どれほど活躍しても結局負けた、英雄の無能を嘲あざ笑わらうシニカルな笑い。勝者には絶対できない薄汚い欲望を、敗者には自由にぶつけられる。わかってるか？　ミラ」

　このままならば、嘲ちよう笑しようを受け、敗者となるのは──。

「俺であり、お前だ。みすみすＡクラスの勢力拡大に協力し、その膨張を止めるでもなく放置して肥え太らせた。お前を送りこんだロシアの勢力はどう思うんだろうな。お前という敗者を、蜀しよくを嘲あざ笑わらう現代人のように。さぞ楽しいオモチャにするんだろうよ」

「……ッ！」

　ロシアを束ねる政治勢力は冷酷だ。

　裏面の調停役、遊戯者プレイヤーの束ね役としてミラとその一族が果たしてきた役割は重い。しかし、失態を演じ無能と判断されたなら、代わりはいくらでもいるのだ。




　そのための、有機連結頭脳体技術なのだから。




　地位を失い、脂ぎった党幹部の慰み者にされる自分。今紅ぐ蓮れんにしたことの何倍も残虐で、醜い欲望をぶつけられる自分。なまじ知識があるだけに、事実が想像に重みを与える。

「私を、脅迫するつもりか？　……砕さい城じよう紅蓮」

「そうは言ってない、利害を説いてるだけさ。まだ逆転の手段は残っている」

「……確かに。貴様ならばその答えにたどり着いている、とは思っていたぞ」

　そしてその暁には──。

「戦力に欠ける自陣営、無能な『味方』ではなく、私という有能な『敵』を頼ると。屈辱を嘗なめてでも私を動かしにやってくる、とな」

「あいつらはあいつらでよくやってるとは思うがな。盤面で活いきない駒がある、なんてのは当然のことだ。生きてさえいれば出番は来る。……だから、退がれ」

「…………！」

　ガサッ、と茂みが不自然に音をたてる。

　蔑むような流し目で、ミラはそちらを確認する。

　濃密な熱帯植物の陰、気配を殺して潜む女の姿。あれは紅蓮と同じ遊戯者、クラウンが潜入の折に手ひどいダメージを与えたという、御み嶽たけ原ばら水みず葉はだろう。

（以前得たデータでは砕城の調整を受け、理性を失った怪物だと言うが──）

　護衛として侍はべっていたであろう彼女が飛び出してこないのは、よほど以前喰くらった傷が深いのだろう。後遺症で半端に理性を保っているなら、無む茶ちやな賭けに出る勇気はない。

「いいのか？　護衛役を遠ざけて。私としては他者の眼前でお前を嬲なぶれるのは極上の愉悦、金を払ってでも頼みたいところではあるがな」

「本当に趣味が悪いな。交渉の場面で頭を下げ、相手に媚こびを売る程度のことでぐだぐだ騒ぐことそのものが、お子様じみてるんだよ。今重要なのは、そこじゃない」

　遠く、足音がわずかに響く。命令を受けた『水葉』が温室から出たタイミングを図って、紅蓮はデバイスを取り出し、そこに表示された画面をミラへと向けた。




「ＤクラスにはＡクラスの総督府を陥おとしてほしい」




「何……？」

「ご存ぞん知じの通り、今Ｆクラスは敵の大将に総督府を狙われてる。ここでうちのたよりない王女様が負ければすべてが終しまいだ」

　それは、あまりにも容赦なき戦略。

　今遊戯ゲームに向かい死力を尽くそうとする味方を布切れほども信用していない提案。

「Ｄクラスの領地でＡと境界を接しているのはここ……軍事拠点Ｄ－１。ここから総督府を落とすまで最低３回、３つの軍事拠点を越える必要がある。Ｄ－１から軍事拠点Ａ－３へ侵攻。さらにＡ－５、そしてＡ総督府。カールスがユーリを倒すよりも先に、この３か所を続けざまに落とすことができれば──俺達の勝ちだ」

「馬鹿な。紅ぐ蓮れん、お前ともあろう者がルールを見落としたとでも言うのか？」

　無謀としか言えない提案を、ミラは一蹴する。

「ペラペンが開示した詳細ルール３条５項。

『軍事拠点を有していないクラスに対してのみ、総督府に対して《戦争》を行える』

　……この項目があるかぎり、その作戦は机上の空論としか言えんな」

　今現在、Ａクラスが確保している軍事拠点は計14個。

　本来保持している拠点Ａ－１～５、昨日Ｃから奪ったＣ１～４、Ｄから買ったばかりのＦ１～５。すべてを攻略しなければ、紅蓮が語った侵攻ルートは無意味となる。

「あまりにも敵陣は深く、闇雲に突き進んだところで総督府は落とせない。……その程度のプランしかないと言うのなら、この会談はここまでだな？」

　そんなはずがない。

　確信をこめた声音で笑うミラに、紅蓮は何気なく「ところで」と返した。

「今、何時だ？」

「……７時45……46分、か。それがどうかしたか？」

　端末を見もせずに答えるミラ。マンガアプリやゲームのアイコンが並ぶ自分のデバイスを確認、正確さを確かめてから、紅蓮は皮肉げに口角を上げた。

「今、このタイミングでカールスが侵略を始めた理由。それが、『時間』にある。

　正確にはあと14分後。午前８時から９時までの間に、カールスは決着をつける気だ」

「８時から、９時。……そうか！」

　ミラは一瞬だけ思考を巡らし、紅蓮は手にしたデバイスからあるメッセージを読む。

《獣王遊戯祭ベステイア》開始時になされたマスコット、『ペラペン先生』からのルール解説。

　個々のアプリに送られてきたものだった。

「毎朝８時から９時までの１時間内に、遊戯者プレイヤーの再配置を行うことができる。もし再配置を行わない場合、以前の配置を引き継ぐ──。カールスの朝駆け、その理由がここにある。敵を釣り、侵攻を誘って潰つぶす、『攻勢防御戦略』のためにな」

　カールス・アルセフィアの勝利戦略。

　朝７時の宣戦布告、その理由とは──

「まず、前提として──Ａクラスは、絶対的優位が約束されているように見えた。莫ばく大だいなＣＰに市民の支持。傍はたから見れば最強の優勝候補だろうさ。だがＡクラスには大きな問題があった。最初は良くても、遊戯ゲームが進めば露見する……『弱点』がな」

「わかるさ。……『立地』だろう？」

　言いながら、ミラはポケットから折りたたんだ紙を取り出した。

　それは《獣王遊戯祭ベステイア》の簡単な勢力図。各陣営の拠点とエリアを図解したものだ。

「Ａクラスはアルセフィアの中枢、中央区画を丸ごと支配している。ここは最も繁栄し、人口も多くうまみのある『国家の心臓』だ。が、島の中央部というアクセスの良さ、その繁栄の一因こそが、《戦争》においては最悪の弱点となった」

　中央に位置するということは、参加全勢力と国境を接するということ。

　一歩間違えれば四し面めん楚そ歌か、袋ふくろ叩だたきにされかねない場所。軍事拠点が５つから増えねば、まだいい。どこから敵が攻めてこようと自慢の遊戯者プレイヤー達が迎撃できる。

「各陣営、配置可能なメンバーは５人までの遊戯者と１名の王位継承者。１つでも領土を取ってしまえば、その時点ですでに足りなくなる」

　全拠点が落とされない限り《戦争》の対象にならないルールを活いかし、総督府の守りを空にしてしまえばギリギリ、６個までは完全な防御ができる。

　しかし、それ以上に増やしてしまえば──守りを捨てて６つ、そのままならば５つ。

　それ以外の拠点は無防備状態。ただ《戦争》を宣言、進撃するだけで奪われてしまう。

「ＣＰとは民意の反映、国民の支持だ。カールスは勝者という期待感を利用し、勝ち組の幻想を配って国民を煽あおり、莫ばく大だいなＣＰを稼いだ。だが……」

　紅ぐ蓮れんは語る。大国、勝利者、勝ち組、トップを走る者にかかる『呪い』を。

「……その代償として、負けられなくなった。国民の期待を煽った手前、負けたり弱気なところを見せれば失望を買う。支持は失われ、他勢力にＣＰが流れちまう」

「それを阻止するには……勝ち続けるしか、ない」

「ああ。だからだろうな、昨日Ｃクラスへの侵攻をＣ４までに留とどめたのは」

　Ｃクラスの全遊戯者を《看破ペネトレイト》し所在を見破ったカールスは、あえてクリステラが居るＣ５以外の拠点をすべて奪った。これは、つまり……！

「確実に勝てるのがそこまでだったからだ。他の連中は潰つぶせても、あの聖女様が相手じゃ完璧な勝利が見込めない。万が一のリスクを考え、手堅く利益を確定させた」

　自信にあふれた野心家に見えるカールス。

　だがその打ち筋は、驚くほど堅実で理に適かない、確実性を重視しているのだ。

　そして、と紅蓮は分析を続けながら、カールスが描いた完全勝利の戦略を暴く。

「限界まで拡大した拠点と領土を守るには、他勢力を殴っておく必要がある。こいつには勝てないと──あえて矛を交えて、敗北感を植え付けておくのさ」

　巨大な領土を守るのはたった５人の遊戯者。スキだらけの巨人を刺す絶好のチャンス。

「カギになるのは『時間』だ。他の陣営に《戦争》の報しらせが伝わり、方針を固めて動くまで、だいたい30分。動き出すとしたら８時頃、そこまでカールスは読んでる」

　にわか作りの大帝国。守備はたった５人のみ。

　絶好のチャンスに動くであろうライバルを蹴散らし、絶対勝利を印象付ける……！

「それがヤツの勝ち筋、というわけか。となると、定石は……」

　ミラは配置図を眺めると、磁器のように白い指でいくつかの拠点をタップする。

「Ｂと国境を接するＡ１、Ｅと国境を接するＡ４、ＤＥと接するＡ３。反攻が予想されるＣ２、３、４のいずれか……計４か所に遊戯者プレイヤーを配置。保険として総督府に遊戯者を残すか、あるいはＣの領土を２個塞ぐ、といったところか？」

「論外だ。──ミラ、カールスの思考を辿たどれよ。あいつはアメリカと組んだ。絶対の勝者、勝つことを誰よりも貪欲に求める。敗北は許されない、それがヤツだ」

　ならば選択する戦術は、ロシア的な穴熊戦術ではない。

「さっきも言った『攻勢防御戦略』──肉を切らせて骨を断つ。たった５人の遊戯者で、あらゆる方位からの侵略を防ぐ配置が、これだ」

「！」

　ミラの手をとり、その指を操るように紅ぐ蓮れんは勢力図をタップする。

　Ａ３、Ａ５、Ａ総督府、Ｃ１、そして……Ｃ３！

　選択され、赤く変わった５つの拠点に、ミラは傍かたわらに立つ男を見上げた。

「なるほどな。私は軍事的視点で敵の侵略を防ぐことを第一に考えていた。が、お前は違う。まさに遊戯ゲーム──将棋やチェスで言う『勢力圏』で見ている」

[image: ]

「ああ。《獣王遊戯祭ベステイア》はルール上、国境を接する軍事拠点に対して《戦争》を仕掛け、支配権を奪うことができる。相手の土地に攻めるなら国境に遊戯者プレイヤーを配置するが」

　守備の場合、その必要はないのだ。

　敵対陣営が領土へ侵攻する。空いた土地ならそこは即奪われる。

　が、その隣に味方がいれば？　敵に落とされた拠点へ《戦争》を仕掛け……奪い返せる。

　しかも、守備と違って一発勝負ではない……！

「遊戯者が配置された拠点に《戦争》を仕掛け、防御側が勝った場合、敗北した陣営は賠償として５００００ＣＰを支払う。だが、攻撃側のペナルティはそれだけだ」

　奪われた領土を奪回すべく開戦費用５０００ＣＰを払い、即《戦争》を仕掛ける。

　勝てばよし、敗まけたら５００００ＣＰを防御側に支払い、そして即再戦。勝つまで！

「領土を守らず、あえて敵に奪わせ、攻撃によって奪還する。

　全陣営中最大、４６１８００ＣＰという莫ばく大だいな資金による──『攻勢防御』」

　紅ぐ蓮れんがタップした拠点はすべて、敵の侵攻ルートに隣接している。

　遊戯者が配置された拠点と接する拠点はすべて、その遊戯者の勢力圏なのだ。

「将棋などでもよくあることだ。進み、敵の駒を取ったと思えば即座に指した駒を取られる。その応用──たとえば、Ａ３はＤとＥが進軍できる拠点すべてを勢力圏としている」

　紅蓮の言葉からすべてを察し、ミラは静かにその内容を再確認していた。

「Ａ５にも遊戯者を配置しているのは、同時侵攻への備えか。ＤとＥが両方動いた場合、この位置ならどちらも迎撃が可能になる。Ｃ１、Ｃ３への配置もそうだ……ＢとＣがどちらか、あるいは両方動いても侵攻可能な拠点はすべて配置した遊戯者の勢力圏。財力にものを言わせた無限攻撃で奪い返せる」

「そういうことだ。だが、お前達Ｄクラスにだけ侵攻ルートが存在する。Ｄ２からＦ４へ侵攻、するとここだけは勢力圏から外れてる……が」

　だからこそ、この時間に攻めた意味がある。

「午前８時から９時の再配置可能時間。ＤクラスがＦに侵攻する動きを見せれば、Ａ３の遊戯者をＦ３に再配置してやればいい。一発で侵攻ルートがすべて塞げる」

「その隙にＥが動いたとしても、Ｅが侵攻できるＡの拠点はＡ４、Ａ３のみ。……どちらもＡ５の勢力圏だ。取られたら即奪い返せばいい」

「そういうことだ。他の時間帯にはできない再配置時間を利用した機動防御。プラス攻勢防御で、８時から９時の間、Ａの守りは鉄壁だ」

　それだけの時間があれば、ユーリエルを倒してＦを潰つぶすには充分。

《獣王遊戯祭》初の脱落者。いわゆるファースト・キルを決めてしまえば……！

「カールスの『勝利者』像は完成する。絶好のチャンスに動けず、みすみす優位を許した他の王位継承者に敗北感を与え、国民の支持をかっさらうって寸法だ」

　まさに完全勝利の道筋。

　解き明かされた勝利の方程式には、一分の隙もないかに思えた。

「この配置は完璧だ。カールス・アルセフィアは昔、初心者の身で棋聖のタイトルを持つ棋士に勝った。論理の紡ぎ手としては最高峰の才能を有してるってのは確かなんだろう」

　だが、これは《獣王遊戯祭ベステイア》だ。将棋でも、チェスでもない。

　それにより、致命的なセキュリティホールが存在する。

「敵の配置は読めている。総督府を除く、配置された遊戯者プレイヤー５人。そいつらが全員倒され、拠点を追放されたとしたら？」

「それは……再配置を行えばいいだろう？」

「問い合わせてルールを再確認した。８時から９時の間なら、再配置は可能だ。ただし、その時点で再配置可能な遊戯者ないし王位継承者が配置されていないと実行できない。要するに、その時点で空いている遊戯者がいなければ再配置はできないんだ。当然だな」

「何……？」

　そう。現在進行形で《戦争》中の遊戯者は。

　遊戯ゲームを放り捨て、他の拠点に逃げることなどできはしない。故に。

「全方向から同時に侵攻する。１人はＤ１からＡ３へ、もう１人はＤ２からＦ４へ侵攻。Ｆの拠点を片っ端から占領。同時にＥクラスをそそのかして《戦争》を起こさせ、Ａ４を占領させる」

　Ａ４に遊戯者はいない。宣戦布告と共に占領されるが、Ａ５に配置された遊戯者が《戦争》を宣言して奪回するだろう。が、それが終わるまでは動けない。

「Ｅが勝てばよし、負けたら連戦してＡ４を獲とるだけだ。同時にＢ、Ｃにも同じようにＡへの侵攻をそそのかす。遊戯者が配置されている拠点を攻撃しつつ、別働隊に片っ端から空地を制圧させていく。守りのいない拠点をすべて埋めるんだ」

　これは戦争ではなく、陣取りゲーム。

　現実と見まごうリアルな描写がされているため錯覚しがちだが──

　遥はるかにあっさり、あっけなく奪い、奪われる。そういうルールのもとで動いている。

「機動防御、攻勢防御戦術の肝は、戦力の再配置にある。守備側の４人が《戦争》中なら当然誰も動けない。慌てて総督府を空にしてくれる馬鹿なら楽でいいな」

　潜伏して手放せない重要な拠点を死守する通常の守備配置と違い、取られたら取り返す攻勢防御戦術は、その性質上所在を隠すことができない。

　多方面が同時に動いても対応可能な万能の盾。だが、全方面に火がつき、同時多発的に攻撃を仕掛けられれば──いわば、Ａクラス包囲網による奇襲攻撃！

「《戦争》を仕掛けた時点でどこにいるのかは一目瞭然だ。潰つぶしてしまえば、後は総督府までフリーパス。ケリは午前中でつくだろう」

「そんな理屈で他勢力を動かせると？　フン、乗ってくるとは思えんな」

　嘲あざけるようなミラの言葉。だが、その裏にある感情を、紅ぐ蓮れんは読む。

　弱い怒り、驚き、恋慕、そして最大勢力は──恐怖。

「動くさ。今ここで動かなければ、王冠はカールスのものになる。今話した俺の予測、敵の配置や戦略については既に各陣営に通達済みだ」

　ミラの間近。至近距離で見つめ合う男女は恋人のごとく。

　落ち着き払った紅ぐ蓮れんと違い、ミラは動揺を見せつつも男の言葉を吟味していく。

「……通達済みだと。ＥクラスやＢクラスと接触したということか？　まだ始業前、外交の場である中央棟も開放されていないというのに……！」

「根がマジメだな、お前も。幸いウチはすべての拠点を売り払われて人手が余ってるんだ。そして《看破ペネトレイト》のおかげで遊戯者プレイヤー全員の顔と名前が参加者全員に知れている」

「！　まさか……《看破》を身分証明代わりにしたとでも言うのか!?」

「そういう利用もできる、ってことさ。攻められている最中のＦクラスが、直接総督府に遊戯者を送ってきた。どうせ滅びる相手だ、一応話は聞いてやろう……」

　息を呑のむミラの前、指揮者のように軽く指を振りつつ、紅蓮はおどけてみせる。

「……そう話を持って行くのは簡単だろ？　Ｂクラスには朝あさ人と、Ｅクラスにはフラヴィア。Ｃクラスのクリステラとは面識があるからな、連絡先も知ってるから使者すらいらないし、Ａクラスに恨み骨髄だ。メッセージひとつで即レス受諾の返信があったよ」

「……そして、Ｄクラス。私を口説く使者が、お前か」

「そういうことになるな。どうする、ロシア。俺の知人、遊戯者ミラとしてじゃない。国を背負った代表としてのお前に聞く。このままＡクラスの尻を舐なめて勝ち馬に乗るか、あるいは王冠を奪うために戦うか。好きな方を選ぶんだな」

（よく言う。選択肢などあるものか……！）

　痛いところを突かれた、と他ならぬミラにはわかる。

（党幹部の追及は激しい。このまま消極的に遊戯ゲームが進めば……失脚すらあり得るだろう。よりによって米国の息がかかったカールスの戴冠をアシストし、その勝利をおぜん立てするなど。反米感情の強い老人達に、粛清の口実を与えるだけだ）

　早急に成果を上げられるなら、ミラ自身の首は繋つながる。それどころか大きな功績となり、増大した発言力によって今後の遊戯を有利に進められるだろう。

　だが、そんな都合をおくびにも出さず──沈黙するミラに、紅蓮は。

「引き延ばしにこれ以上応じるつもりはない。今、時間は極めて貴重な資源だ。ユーリが命を削って稼いだ時間、１秒たりとも無駄にするつもりはないんだよ」

　タイムリミットは再配置可能時間が終わる、午前９時。

　それまでにＡクラスが誇る牙城すべてを崩し、全遊戯者を討伐して、空白拠点を制圧。

　すべての拠点を食い荒し……Ａクラス総督府を、陥おとす！

　ユーリとカールスの遊戯が決着する前に、Ａクラスの総督府が陥落すれば──。




　ユーリの勝敗にかかわらず、Ａクラスの敗北は確定する。




　それこそが紅蓮の戦略。

　絶体絶命の危機に瀕ひんしながら見み出いだした、逆転の一手。

「理はわかった。……だが、簡単には乗れん。そちらの都合でＤクラスに侵攻させようと言うのなら、相応の対価を支払ってもらわねばならないな。差し出せるものが、今のＦに存在すると？」

「あるさ。Ｆクラスじゃなく、俺の私物になるが」

　ス、と紅ぐ蓮れんはシャツの襟に手をかけ、ネクタイを緩めて逞たくましい頸くびを露あらわにする。

　自然に筋肉の浮いた野性を感じさせるカラダ。男の色香を醸すそこに、手を当てて──。

「この命が担保だ。よこせ、持ってるんだろう？」

「は？　何をだ、愛いとしい紅蓮？」

「とぼけるなよ。有機連結頭脳体の精神ネットワーク、そのログイン権となるナノマシン。持ってるんだろ？」

　複数の人間が脳を繋つなぎ、意識や記憶、人格を共有する精神のクラウド化。当然、その中で主導権を握るのはミラ、彼女以外ありえない。

「食事の場で、交渉の場で、密ひそかに俺にナノマシンを仕込もうと動いてたのは知ってる。駄菓子屋の商品じゃなく、店主の婆ばあさんの食事に混ぜるとはえぐい真ま似ねをするな」

　アルセフィアに来て以来よく利用している観光地、ＳＨＯＷＡ通りの駄菓子屋。

　紅蓮は密かに信頼できる筋──獅し子し王おう学がく園えん理事長、獅子王創はじ芽めに連絡。

　日本から輸入している駄菓子類の安全チェックと並行して、老婆と店に出入りした子供全員に日本大使館から派遣した護衛をつけ、密かに監視させていた。

「店に出入りしてる子供と婆さんに、ロシア大使館からの工作員が複数接触したな？　証拠の動画、写真はある。ナノマシンの接続も阻止させてもらった」

「……遊戯ゲームに参加していない一般市民だ。ペナルティは発動しないが？」

「だが失態には違いない。せこい裏工作に失敗、証拠まで握られた。クレムリンの上司は、お前をどう評価するかな。連邦系の人事の冷酷さは、共産時代からの伝統だろ」

「そこまで理解しているわけか。だが、それを今この場で明かすとは……」

　ロシアの失態だ。もっと効果的な場面もあっただろう。

　だがあえてこの場、余人を交えないふたりきりの場面で手札を切った、その意図は？

「……ナノマシンなら、ここにある」

　ポケットから取り出したのは──銀の爪で大粒のダイヤを固定した、結婚指輪。

「このダイヤは水溶性の素材で作った偽物でな。爪から外して飲み物に落とせばたちまち溶解し、中のナノマシンがばら撒まかれる。ひと口でも含めばおしまいだ」

「この遊戯時代に、暗殺の手管をしっかり残してるわけだ。邪魔なジャーナリストを平気で暗殺する国だけあって、さすがに慣れたものだな」

「そうした汚れ仕事を担ってきたのが私と、その一族だ。たとえ陽ひは当たらずともな」

　存在は影なれど、国家を担う誇りだけは失わず。

「卑ひ怯きよう外道は敗者の台詞せりふだ。祖国のため、一族のため、私は勝ち続けねばならない。お前が家族や仲間のために必死になり、その命すら賭けるのと同じだよ」

「そうかもな。ま、ごたくはいい。指輪をよこせ」

　手を差し出す紅ぐ蓮れんに、ミラは左手の薬指にそれを嵌はめて──応じた。

「おやおや、困ったものだ。欲しければ、ここにキスでもしたらどうだ。一度は夫婦だった身だ。誓いのキス、というのも悪くないだろう？」

「偽りの関係を本物といつまでも思い込む。しつこいな、お前も」

「あれは偽りから始まったかもしれない。だが、それが本物になるかもしれない──そう、今は叶かなわずとも、未来には。そう願うことすら罪だとでも？」

「別に。夢見るだけなら自由だ。現実の俺を巻きこむな」

「辛辣だな。……だが、お前がこのナノマシンを含むということは──」

　紅蓮が精神を繋つなぐコレを求める理由は、わかる。

　そう、Ａクラス相手の三連戦。

　超大国の喉元にナイフをつきつける電光石火の侵略劇。

　ミラですらその実現可能性は低い。

　米国のどんなレベルの遊戯者プレイヤーが配置されているかもわからぬのだ。後れを取るつもりは毛頭ないが、それでも必勝を約束できると口にすればそれは自信ですらないただの虚勢。

　しかし、必勝の二文字が虚勢とならない人物がひとりだけいる。

　地球上に、ただひとり──。




「私のカラダを使い、Ａクラスを打倒する。──そういうことだと思っていいのだな？　我が夫、紅蓮よ」




「表現に異議はあるが、合ってる。俺と思考を共有し、お前のカラダで遊戯ゲームに挑む。どうだ、この条件は？」

　絶対無敵、五年間不敗、その影すら誰にも見せなかった男が。

　その最強の一端を、これ以上ないほど丁寧に見せてくれる。文字通りすべて溶け合い、一体化して。それがどれほどの価値を生むか……ミラには、想像すらできなかった。

（その成果だけで党の老人どもを黙らせるに充分。この場で王位継承戦を終えたとしても、これだけで納得させられるほどだ。砕さい城じよう紅蓮には、それほどの価値がある……！）

　遊戯時代の戦略兵器。最強の遊戯者の精神、そのデータ。

　喉から手が出るほど欲しい国家財産。だが、それ以上に──ミラにとっては価値がある。




「いいだろう。その冷酷な仮面、貌かおなきキツネのような表情の奥でお前が何を考えているのか」




　ミラのことを本当はどう思っているのか。少しでも愛情はあったのか……？

　その答えが得られるだけでも、国家予算以上の価値はある……！




「今、明かさせてもらう。さあ──誓いのキスだ。つながろうじゃないか、我が夫よ！」




　す、と左手の薬指を差し出すミラ。

　その場面だけを切り取れば騎士と淑女の誓いのごとく。

　膝を突いた男に手をさしのべ、男は優しいキスで返すロマンスの一場面──。




「同期したくらいで読み切れるといいな？　ミラ」

「フン。なんとしても、お前の秘密を暴いてやる。……紅ぐ蓮れん!!」




　──だが、その中身は陰謀と愛憎渦巻く獣の戯れ。

　ロマンスとはほど遠い地獄じみた世界で、紅蓮はミラの指ごと宝石を舌先に転がす。

　トロリと溶けた模造ダイヤモンド、わずかな苦みと痺しびれるような刺激を伴う液体が粘膜に触れた瞬間、バチン！　──と、音ならぬ音が骨と神経を伝わり意識に届く。

（……精神接続、か）

　クオリアシステムでさんざん味わってきた、五感が肉体を離れる離脱感覚。

　新たな世界に繋つなぎ直される特有の違和感と共に、紅蓮は意識を失うのだった。
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●皇帝の末路インペリアル・フエイト




　──違う世界へ接続した瞬間、違和感が襲ってくる。




　ＶＲ筐きよう体たいのオゾン臭、合皮のシートからほのかに伝わる機械の熱、汗ばむ身体からだや緊張感からくる昂こう揚よう、ありとあらゆる感覚を一度フラットに戻される独特の感覚。

（リセット感、とでも言えばいいのでしょうか……？）

　ユーリエル・アルセフィアは思いながら、感覚を慣らすようにうっすらと眼めを開ける。

　瞼まぶたの感覚がある。開くと同時にぼんやりと像を結ぶ世界を確認し、ほっとひと息。

（眼、よし。聴覚、嗅覚、触覚……。大丈夫、ですね）

　強引にテンションを調整される気持ち悪さは、クオリアシステム特有のものだ。

　通常のログインではなく、絶対公正の遊戯ゲーム、審判モード。

　使用が許されていない薬物、人体改造による思考の加速や強化などの『チート』対策。これを潜くぐり抜ぬけるため、多くの遊戯者プレイヤーが試行錯誤を繰り返してきた。

　その結果が異能に代表される拡張感覚だ。

　前時代的な覚醒剤などによる強化は、クオリア接続と共に強制的に断たれ、仮想の肉体を得た時点でフラットに戻る。が、本人の感覚に紐ひもづけられた異能は、変わらない。

（私の《瞬間記憶》もまた、その産物）

　裏社会の代打ちとして経験を積み、さらに獅し子し王おう創はじ芽めとの売国契約によって自陣に得たクオリア筐体。遊戯開催以前から接続を繰り返し、感覚の慣らしはほぼ済んでいる。

　対する諸外国の打ち手、遊戯者達は──建前上、学生だ。

　それもクオリア分枝を持たない教育機関の学生であり、ＶＲ環境の違和感を克服できるチャンスは乏しい。ささやかだが、これは彼女が他国に持つアドバンテージ。

（ちっぽけすぎる、武器。でも、それにすがるしかない）

　チャンスが訪れるのは一瞬だ。

　準備を永遠に続けることなどできない。

　チャンスが来た瞬間、配られたカードで勝負するしかないのだから。

（ですが、他の遊戯者ならいざ知らず。あの男が相手では）

　クオリア慣れというアドバンテージは消えたも同然だ。

　相手も自分と同じ、いやそれ以上に慣れている。練習ではなく実戦、他国相手の折衝や大企業相手の遊戯によって。それができる環境に、あの恵まれた王子はいるのだから。

（国家間、大企業間、億、兆単位の金額を判定するクオリアシステム。それを学校、教育機関が分枝とはいえ所持するなど、本来ならありえない）

　アルセフィア王立学園のそれは《獣王遊戯祭ベステイア》の間だけ貸与されたものだ。

　勝者となった国が持ち帰るトロフィー、勝者に与えられる巨大利権。

　未来の指導者層に新時代の戦争、遊戯経験を積ませ、さらに自国の遊戯者を大幅に強化できる絶大なボーナス。それを日本から引ひき剥はがすチャンスを逃す者などいない。

　そう、諸外国にとって、アルセフィアの王位、未来など──

「クオリア分枝争奪の、オマケ。……その程度のものだなんて、言わせません」

　王族の誇りを秘めた言葉が、花園の空に溶けて消えゆく。

　爽やかな朝の空気──空には小鳥が舞い、遺伝子操作技術の恩恵を受けた薔ば薇らが美しく咲き誇る庭園は、つい先ほどまで可か憐れんと共に歩いてきた戦いの小道に他ならない。

　現実と一切区別のつかない没入感覚。

　スキヤキホテル屋上庭園から見下ろす世界は、風の香りや建物の配置、気温や湿度などあらゆる要素で現実を再現している。が……遊戯ゲームならではの『演出』があった。

　……ワアアアアアアアアッ……!!

　ホテルを囲む戦車、装甲車、軍用車両の隊列。

　男臭い顔つきの米兵が整然とホテルを取り囲み、銃口をこちらへ向けていた。

　それらはすべて仮想空間で再現された偽りの国民、設定された軍事力の擬人化である。

　本来ならそれに自国の軍勢、ユーリエルの軍が立ち向かうべきところなのだが。

「…………」

　誰ひとり、声をあげない。

　米兵が自動小銃や戦車で武装しているのに対し、守備側の部隊は──ゼロ。

　一切軍事力に国力を割り振っておらず、民を守るものはなく。

　辻つじ々つじに立つＮＰＣは、自国を占領する軍隊をただ呆ぼう然ぜんと見上げるだけだった。

（……これは、当然のこと）

　民を守らぬ王侯が、民に守られる資格などあるはずがない。

　かつて、カールス・アルセフィアの罠わなに嵌はめられ、治めていた第六区画を破滅に導いたのは他ならぬ彼女の母親である。

　詐欺同然の事業に資金を吸われ、詐欺師を責めすらせず、自ら国民に詫わびて国外追放処分を受けた母親は──もはや憎まれてさえいない。

　絵に描いたような失敗国家。

　重くのしかかる税、逃げ場のある者はすべて逃げ、残ったのは行き場のない本当の弱者と、無法地帯を選んで暮らすような悪党ばかり。

　そんな国家の屍しかばねを、表向き飾り立て……屍を見世物にするかのように、観光客が落とす外貨をしゃぶって生きている、そんな最低の国こそが、彼女の背負うすべてだった。

（私の勝利を、誰も望んでなどいないでしょう……）

　むしろカールスの勝利すら、願っているはずだ。

　失敗国家の底辺より、上り調子の大国の一部になれる。表立った騒ぎにこそならないが、民の沈黙に隠れた意思を、ユーリエルは鋭く読み取っている。

　軍事拠点はすべて陥おちた。国土は引き裂かれ、残るは首ひとつだけ。

　誰も望まぬ勝利。負けた方が国民のため。それでも勝利を目指す理由は……！




「──おや。来たのかい、ユーリ？　てっきりこのまま無血で終わると思ったんだが」

「まさか。貴方あなたにお礼をするチャンスを無駄にするなど、ありえません」




　スキヤキホテル屋上庭園、第六区画総督府──。

　その門前に、瀟しよう洒しやな英国風庭園には似つかわしくない野戦陣地が構築されている。

　第三次大戦以前のアメリカ、米陸軍仕様の前線指揮所。

　無骨な塹ざん壕ごうと土ど嚢のうで構築された、実用性の塊じみた軍事拠点のただ中に、白い薔ば薇らのように男が一人、咲いている。

　周囲に侍はべる軍人、ＮＰＣにまるで合わない特注品。騎士を思わせる白亜の軍服をまとい、胸に無数の勲章を飾って、カフェのようなテーブルに優雅に座り……。

「皮肉じみたことを言うものだね。私はお前を、可愛かわいい妹だと思っているのに」

「いつでも喰くらえる獲物だから──でしょう？」

「ははは、そう尖とがることはない、茶を一服つきあってくれたまえ。私は無駄な戦いは避ける主義だ。いくら一方的に終わる可能性が高いといっても、遊戯ゲームに入ってしまえば数時間は拘束されるだろうからね。少々時間が惜しい」

　敗北の可能性など、最初から考えてすらいなかった。

　ただ、自分の時間が惜しいから。

　傲慢ですらなく、ただ本気でそう思い──男は、アルセフィア王国第一王子カールス・アルセフィアは、異母妹ユーリに紅茶を勧める。

「……ッ!!」

　眼中にない、とでも言いたげな態度に殺意が奔はしる。

　母を操り、破滅させた男。

　第六区画という生いけ贄にえを最大限に利用し、詐欺師と組んで旨うまみを絞り尽くしたあげく自らの栄達に利用した捕食者。

（この男を殺すために……私は、悪魔と。紅ぐ蓮れんと、手を組んだ……!!）

　嫌悪感が隠せない。唇がわななき、頬が蒼あお褪ざめる。

　だが。

　怒りは、暴発せず。

「……いいでしょう。頂きましょう、注ついでもらえますか？」

「ほう？　……意外だな、カップの中身を私にぶちまけるくらいは想像していたが」

「そんなことはしません。これから殺す相手に敬意を払おうと思ったまでです」

「嘘うそだね。そのドブを見るような眼まな差ざし、私に向ける感情は１００％の殺意のみだ。人を見る目には自信があるのでね、そんな可愛らしい嘘では騙だまされはしないよ」

　慣れた仕草でカップに紅茶を注ぎ、充分に蒸らされた茶葉の香りを堪たん能のうしながら。

「仮想空間とはいえ、この香りは素晴らしい。さすがクオリアシステム──我が国のＡＲ、ＶＲ技術を以もつてしてもここまでの再現は不可能だ。諸外国が欲しがるわけだよ」

「我が国の王位は、その争奪の駒でしかありません。遊戯ゲームの王国、海賊国家などと誇ったところで、所詮は諸外国のゲームボードでしかないのですから」

「その通り。だからこそ、私が変えるのさ。君にそれができるかい？　──ユーリ」

　彼女の前にカップを置きながら、驚くほど魅力的な笑顔でカールスは微笑ほほえむ。

　それは政治家の笑みだ。あらゆる年齢層の好感を稼ぎ、媚こびず見下ろす殿上人のそれ。

「正直に言おう、君は無能だ、ユーリエル・アルセフィア。他に手段がなかったとはいえ、己おのが領地を立て直すどころか外資に売り、言葉にするのも汚らわしい密輸、麻薬ビジネスの拠点にまで成り下がった。それを君は拒むどころか悪党どもの手先に堕おち、情婦じみたふるまいまでしたというじゃないか？」

「……ッ!!」

　嘘うそだ、と叫びたくなる衝動を、ユーリエルは抑えつける。

　感情的に否定してしまえば、国民に事実だと受け取られてしまうだけだ。

（この男は私を見ていない。──私は、この男の演じる芝居の登場人物でしかない）

　クオリアによって再現された仮想現実空間には、見えない耳目が存在する。

　王位争奪戦を見守る無数の眼め。この場を見ている国民に、そして対抗する王子と姫に、自分の正当性をアピールする舞台として、この茶会は仕組まれたのだ。

（でも……それは、ある意味望むところです。時間を稼ぐには好都合……！）

　今すぐにでもテーブルをひっくり返し、遊戯を挑みたい。

　口を利くだけでおぞましさに背筋が震える。強烈な拒否感に暴走しそうな手を、

「……ッ！」

　パン、と自らの頬を叩たたき、ユーリエルは抑えた。

「ほう。どうした、妹よ。罪を認め、罰するために自らを打ぶったのかな？」

「いいえ、違います。……私は貴方あなたが嫌いです。なぜか、その理由を考えていました」

「それは残念だ、私は妹である君を、家族として愛しているつもりなんだが」

「搾取できる相手だから、でしょう。資本主義の怪物」

　あくまで優雅に、穏やかに見えるように──他者の視線を強く意識してカップを受け、その香りを楽しむふりをしながら、ユーリエルは自らの感情を分析した。

「……お母様が健在だった頃。その正体に気づく前、私は貴方を慕っていました。母こそ違えど血を分けた兄であり、とても優秀な人だから。未来の国の舵かじ取とりを委ねてもいい、貴方が王位を継ぐなら仕方ない……そうとさえ思っていましたよ」

「それは光栄だね。今は違う、というのが少々残念だが」

「ええ、違います。貴方の本性を知った今、そんなつもりは毛頭ありません。母が失脚した後、私は第六区画の運営に失敗しました。国の体裁を保つため、あらゆる手を尽くしましたが、悪手でしかないことも多かった。それは認めましょう」

「ほう。無能を認めると言うんだね？」

「ええ、私は無能でしょう。ですが、なればこそ自らの手で責任を取りたい。これから変えていく、自ら傾けた船を自ら正す、その覚悟がある。ここで貴方あなたに敗まけ、その手に国土を奪われるということは、そのチャンスを失うということなのです」

　今のユーリエルの仮面は──『王国の姫』。

　復ふく讐しゆうに滾たぎる遊戯者プレイヤーでも、大舞台に震える町娘でもない、支配者の貌かお！

「もう一度言います、カールス。私は貴方を尊敬していました。だからこそ、裏切られ、本性を知った今──」

　気づきは、あまりに遅かったけれど。

「心から、貴方を嫌悪します。母をたぶらかし、詐欺師まがいの男を利用し。自らも損失を被った善意の第三者であるフリをして膨大な財産を奪った──詐欺師の共犯者である、貴方を！」

「それは誤解だ。無む茶ちやな言いがかりというものだよ、ユーリ」

　強く糾弾する妹を、やれやれといなすようにカールスは嗤わらう。

「あの事件は私としても痛恨の至りだ。あの失敗以来、人を見る目を養えるよう努力して、ようやく今にまで至ったのだから。あの件を利用して私腹を肥やすなど、ありえない」

「言い切るのですね。隠蔽工作が完全だから、ですか？」

「そんなことをする必要もないからさ。必要なら後日、いくらでも調べてくれたまえ。協力は惜しまないとも。私は公明正大な男だ、甘んじて受け入れよう」

　絶対の自信。揺るがぬ姿勢は、疑惑の渦中にあろうとも崩れない。

（当然ですね。……どれほど調べようと、証拠など出てこない）

　肉を切らせて骨を断つ。

　母を陥れ排除するためには自分自身も多少の損失を負ってもいい、その覚悟で仕組まれた罠わなだったのだから。

　事実としてカールスの投資額は母と比べれば致命傷になる程度のものではなかった。

　自ら持ち掛けた事業だというのに、だ。

　言葉は嘘うそをつく。

　事象のみが真実を語る。

　警察も民も悪だと見抜けず、何者にも糾弾されないとしても。カールス・アルセフィアが最も得をする流れを辿たどったことだけが変わることのない真実なのだ。

（わかっている。いくら訴えても無駄なことくらい）

　過去を糾弾した程度のことで、この傲慢なる異母兄の牙城を崩せるとは思わない。

　憎らしいほどの余裕、哀れにも敗者となり錯乱した妹すら受け入れる笑み。

　寛大な姿勢で包容力をアピールする姿を見つめ……ユーリエルに、不意に痛みが走った。

「……本当に、貴方は変わってしまった。幼い頃は、ちょうどこのように……」

　アルセフィアの王宮で、穏やかなティータイムを過ごすほど兄妹きようだい仲は良かった。

　身体からだが弱い弟ユリウスを心配してか、よく手土産を持って現れ……時には療養中の病室で二人揃そろって、マッスルカーの雑誌を見せたりプラモデルを作った。

（ユリウスはあまり興味がなかったのに。けど……来てくれたのが、嬉うれしくて）

　病み衰えながらも笑顔を浮かべ、カールスを出迎えていた。

　そんな男の優しさに、しだいに宮廷闘争に追い詰められていたユーリエルも……その母も心を許し、この男は違うと。冷酷な権力の亡者とは違う、温かい人間なのだと。

「……私を、弟を、家族として遇してくれていた。けど、それすらもすべて偽りだった。母に取り入るためには私や弟、ユリウスを懐柔した方が早い。そうだったのですね？」

「それは考え違いというものだ。……私は、心底妹、弟たちを心配していたよ」

　覚えているかい、と問いかけながら、カールスはティーカップを軽く掲げる。

「私の誘いに初めて応じてくれた時だ。正式なティータイムの作法なのだよ、と私が嘘うそを教えたら、君は疑うことなく信じていたね。──砂糖を山のように入れて」

「ええ。溶け残るくらい砂糖が入ったお茶を、これが大人の味と思い込んで飲みました。その後、貴方あなたは『ごめん、嘘だよ』と言って、正式なマナーを教えてくれた」

「そうだね。子供の頃の、微笑ほほえましい記憶……」

「──では、ありません」

　懐かしげに言うカールスの言葉を、ユーリエルはごく短く否定する。

「後日、悟りました。あれは信頼度のテストだったのだ、と。私という人間が自分の常識や意志よりも、貴方を信じるか……という」

　カールスを信じたからこそ、不自然な砂糖まみれのお茶を『そういうもの』だと思った。

　当時のユーリエルが異母兄に抱いていた絶対の信頼。それは自分の違和感より、相手の言葉を上位にすら見てしまう……実の兄、家族に等しいものだった。

「すべては、最高の信頼を最低のタイミングで裏切るための布石。砂糖まみれの紅茶のように──毒をたっぷりと含んだコンサルタントという毒餌を与え、喉元深く飲み込ませて、第六区画という大魚を釣り上げる、策略だった」

「証拠はない。そうだろう？　妹をそれほど頑かたくなになるまで追い詰めてしまうとは、我が身の不徳を反省するよ。できればこの戦いが済んだら、改めて話し合いたい」

「白々しい。本当にそう思っているのなら。……一度でも……!!」

　ガチャッ……!!

　我慢しきれぬとばかりに、ユーリエルはカップを強くテーブルに置く。

　仮想現実とは思えぬ流麗な演算。紅茶が揺らぎ、わずかな滴がこぼれるが──拭くまでもなく、細かなポリゴン分解されて消えていき、この世界が偽りだと伝えてくれる。

「一度でも、心の壊れた母のもとへ行きましたか。謝罪の言葉も、気遣う優しさも、利用価値がある間だけのこと……！　役に立たないと、もういらないと判断したら見向きもしない。それが貴方の、本性です！」

　スイスの病院に幽閉同然の形で入院している母の姿を、ユーリエルは何度も見ている。

　直接行くことは許されない。ネット回線越しのＴＶ通話で繋つながるたびに。

「もう、母は話せません。私の顔も、ユリウスの顔も忘れてしまいました。ただ、ごめんなさい、と。民に、傷つけてしまった人に謝り続けて……壊れてっ……！」

　誰も恨まず、自分だけを責め続けた母は、その重さに耐え切れずに。

　開き直れるような強さもなく、生き延びる図太さもないままに、生きていると呼べるのかも怪しい余生を枯れるように過ごしている。

　──その絶望を、言葉にできるはずがない。

「私は、貴方あなたを信じました。母は、貴方を信じました。ユリウスも、貴方を信じました。私達家族の信頼を裏切った貴方が、同じ口で国民に信頼を求めることの卑劣さ、醜さを。少しでも恥じる心があるのなら、今すぐここから出て行きなさい!!」

「……ッ！」

　ほんのわずか、優雅にして寛大なる王子の仮面が揺らぐ。

　自分も騙だまされた、被害者なのだ。と、以前のように言い逃れることはできる。しかし、仮にも王位を賭けた遊戯ゲームの最中、過去の過ちをクローズアップされるのはまずい。

　若気の至り、失敗をバネに奮起した美談──。そうカバーできる範囲を越えてしまえば、残るのは詐欺師に手玉に取られた無能、あるいは親族の信頼を裏切った卑劣漢だ。

「……何な故ぜ、母をあそこまで追い詰める必要があったのですか？　そんなことをしなくても、貴方は……王位継承の筆頭候補だったはずでは……！」

「やれやれ。……黙っていたのでは、本当に悪党にされてしまいそうだね、ユーリ」

　剥はがれかけた仮面を被かぶり直し、穏やかさを取り繕って、カールスは追及を躱かわす。

「ここで謝罪を繰り返すことはできる。だが、王となる者に甘えは許されない。過去の力不足は認めよう。その上で乗り超え、そして前へ進むと決めた。義は母は上には悪いと思っているが、その罪は──彼女の願い通り、民の幸福を以もつて償おう！」

　攻守がクルリと、入れ替わる。

　ザッ!!　と、陣地に待機していた米兵姿のＮＰＣが一斉に最敬礼を行う中。

「私は玉座を獲とる。それを阻むつもりなら容赦はしないよ、ユーリエル・アルセフィア。私の前に立ちはだかるなら、この場で潰つぶすことになるだろう」

「いいだろう。……カールス・アルセフィア。いや、お前で充分か」

　ガラリと言葉遣いを変えて、ユーリエルはジロリと鋭い眼めで対する男を睨ねめ上げる。

　その顔は清せい楚そなる姫君のそれではない。地獄を味わい、苦難を嘗なめながら這はい上あがった、歴戦の。闇社会の代打ちにまで堕おちながら復ふく讐しゆうの牙きばを研ぎ続けた、遊戯者プレイヤー。




「お前は、私が倒す。──かつてのような子供としてではない、遊戯者として!!」

「いいだろう、昔話は終わりだ。かかってきたまえ、ユーリエル!!」




　第二の貌かお。闇の代打ち、遊戯者としての側面を露あらわにするユーリエル。

　王子もまた寛大な仮面を脱ぎ捨て、苛烈な戦士のごとく挑戦を受ける。

　二人の戦意の高まりをクオリアが検知し、システムメッセージがその場に響いた。




『【皇帝の末路インペリアル・フエイト】のルールを説明いたします』




　純白のティーテーブルに光が宿る。

　空中に描かれるワイヤフレーム、現実ではありえない光に物質が描画され、ユーリエルとカールス、二人の前に10枚のカードが出現した。




『全５枚の【役職カード】と、全５枚の【財産カード】を使った心理ゲームです。

　役職カードは【皇帝】【司祭】【騎士】【商人】【暗殺者】の５枚。

　財産カードは【王権】【十字架】【剣】【奴隷】【金貨】の５枚。

　各プレイヤーに10種１枚ずつ、計10枚が配られた時点で開始となります』




『遊戯ゲームの流れは以下の通りとなります。

　まず、最初に各プレイヤーは配られたカードから任意の【財産カード】を提示します。

　これは賭けカードとしてシステムが預かり、続いてプレイヤーは手札の【役職カード】を提示。絵柄を比べ、役職カードの【相性】がいい側が勝利となります。

　それぞれのカードの提示方法はテーブル上、カードと同じ大きさに縁ふちどられた光の枠に置くだけです。

　向きなどは問いません。この提示スペースにカードが接触してさえいれば、システムが判定できます』




『【役職カード】には相性が設定されています。

　１）皇帝はすべてに勝てるが、暗殺者にだけは負ける。

　２）司祭は皇帝と商人には負けるが、騎士と暗殺者には勝つ。

　３）騎士は皇帝と司祭には負けるが、商人と暗殺者には勝つ。

　４）商人は皇帝と騎士には負けるが、司祭と暗殺者には勝つ。

　５）暗殺者はすべてに負けるが、皇帝にだけは勝つ。

　６）両者が同じカードを提示した場合、引き分けとなり財産は没収されます』




　いわゆる、捻ひねりを加えたじゃんけんゲームの亜種だろう。

　仰々しいタロットカードを思わせる絵柄には独特の不気味さがあり、各自の手元にある10枚すべてが、本物の紙としか思えない質感に感じられる。

（【役職】も【財産】も裏面は同じデザイン、か）

　各カードに傷はなく、目印もついていない。裏面からのカードの判別は不可能と言える。




『勝敗が決定した後、勝者は両者の賭けた【財産カード】を両方獲得します。

　尚なお、ここで獲得した【財産カード】を再度賭けカードとして提示することはできない。

　それぞれの【財産カード】には【価値ポイント】が設定されています。

　前述の勝負を５回繰り返した後、獲得した【財産カード】の【価値ポイント】の合計値が高い方が勝者となります。

　また、勝敗にかかわらず、使用した【役職カード】はシステムが没収。

　二度同じカードを使用することはできません』




　システムメッセージの平板な説明に対し、ユーリエルはふと疑問を抱いた。




「待て。各【財産カード】の【価値ポイント】は何点だ？」




『それは禁則事項です。ルール上、開示されることはありません。

　ですが、各自の初期手札の【価値ポイント】の合計値は１００ポイントです』




　闇の遊戯者プレイヤーらしい冷静な問いに、無機質なシステムの返事が重なる。すると、

「なるほど……絵柄や設定から【価値ポイント】を推定し、どの財産の奪取に強い役職を使うか。戦略的に考え、【価値ポイント】を稼げということか」

　カールスは手元のカードをパラリと広げて言った。

　限られた５枚の財産と役職。どの財産にどれだけの価値があるかわからない以上、常に真剣勝負で役職の比べ合いに勝たねばならない。

　どのカードに価値があるのか？

　あえて公開していない以上、かなり【価値ポイント】には上下の幅があるのだろう。

　各自がそれぞれの【財産カード】を値踏みし、どのカードを奪うか。

　どれを狙って勝ちにいくか、そうした駆け引きが要求されることになる。

　と、そのとき、カールスが問いかけた。

「ふむ。ちなみにこの【財産カード】は、ゲーム中、常に同じ価値を有し続けるか？」




『回答いたしかねます』




「フッ……なるほどね。ありがとう、だいたいわかったよ」

（無回答、か。カールスは何かを掴つかんだ素振りを見せているが、この意図は、一体……）

　そうした思考、さまざまな読みが今、カールスとユーリエルの脳裏を緻密に巡っている。

　相手の心理を読み、価値観を予想し、相手がどの手札で、どの役職で勝ちにいくか──。場を読んだ者が勝つ、心と心のサドンデス。身を削り合う、カードの殺し合い。

「なかなか面白い趣向じゃないか。クオリアシステムは公正な裁定を行うため、先入観や先んじた研究の存在しないオリジナルゲームを即興で作ると聞いてはいたが──」

「これがその結果、というわけだ。私とお前、皇帝ならぬ国王の座をめぐる戦いには」

「フフ……ふさわしいものだろうな。では、始めるとしよう」

　運命を賭ける10枚のカードを手に、異様なほど冷たく澄んだ異母妹の眼めを見据えて、カールスは自信を窺うかがわせる仕草で軽く手を振り、遊戯ゲームの開始を促す。




『遊戯承認。──特別遊戯【皇帝の末路インペリアル・フエイト】開始します』




　静かに頷うなずいたユーリエルの同意を感知。

　無機質なシステムメッセージが遊戯の開始を宣告し、二人はほぼ同時にカードを構えた。





　　　　＊






『第１ターン目開始。両者、賭ける【財産カード】をセットしてください。

　制限時間は15分です』




（随分と長いな。私にとっては願ったり叶かなったりだが）

　紅ぐ蓮れんから下された指令は、『時間を稼げ』だ。

　すべての【財産カード】を賭け終えるまで75分。紅蓮の狙いはわからないが、１時間以上もあれば何かを仕込むには充分すぎるだろう。

（しかし、15分……か。まるで人じん狼ろうゲームのディスカッションタイムばりの時間だ）

　ポーカーやブラックジャック等、ただカードを引き手札を作るたぐいのゲームでは不要な長尺の思考時間。

　クオリアがそうあれと決めた以上、その設定にはそれなりの妥当性があるはずだ。

　つまり──。

「15分。【財産カード】に割り振られた【価値ポイント】を推理するための時間か」

「……余裕だな、カールス。口にすれば私にヒントを与えるだけだというのに」

「どうせ【役職カード】を使った勝負が本題なんだ。【財産カード】の価値の上下なんて、二人で知恵を交わして先に共通見解を作ってしまった方が楽だと思うがね」

「お前とブレインストーミングする気はない。黙って一人で考えろ」

　にべもなくユーリエルはカールスの誘いを撥はねつける。

　奴やつは詐欺師だ。それも善人の仮面を被かぶり、自らは嘘うそをつかず善意のフリをしながら、隠れて人を貶おとしめるたぐいの手合いだ。

　対処法はただひとつ──対話せず、関与せず、徹底的に他人の距離を保つこと。

　懐に入られれば、刺される。

　顔を見ず、声も聞かず、ありのままに事象を見定めて真偽を判定し、冷酷に鉄てつ槌ついを下す。

　それだけが、有能な詐欺師を殺すたったひとつの方法だ。

「残念。無駄な手順は省きたかったのだが」

　おどけた笑みとともに肩をすくめる王子の仕草に苛いら立だたされ、ユーリエルの頬が強こわ張ばる。

　だがすぐに息を吸い、彼女は自らの昂たかぶりを鎮めた。

（乱れるな。それこそ奴やつの思う壺つぼだ。まずは冷静に【財産カード】の価値を考えろ）

　自分に言い聞かせるように彼女は思考を開始する。

　広げた手札の中にあるのは【王権】【十字架】【奴隷】【剣】【金貨】の５枚だ。

　普通に考えれば【王権】や【金貨】は金銭的価値が高く、【奴隷】は低い、【十字架】と【剣】が今ひとつ読み切れぬといったところだろうが、裁定者はクオリアシステム。

　そのような単純な理屈で設定されているとは到底思えない。




　そもそも【価値ポイント】とは、本当に金銭的価値か？




　国家の在り方によって権力や金の価値は大きく変わる。

　資本主義国家ならば金や企業の力が圧倒的に強く、王家が存在してもそれは象徴としての意味合いであり権力を有するかといえば違うだろう。その他にも宗教や軍部が最も権力を振るう国もあれば、裏社会が牛耳る国などその形は千差万別だ。

　この【皇帝の末路インペリアル・フエイト】がどんな国家をモデルとしているか、それが掴つかめないことには価値を判断することなどできはしない。

　絵柄を見れば推理できるかと思いまじまじと手元のカードを検あらためてみたが、どれだけ穴のあくほど見つめても、そこから特定の社会構造は浮き彫りにならなかった。

（唯一、どんな国家の在り方でもわかりやすく価値が低そうなのは……【奴隷】のみ）

　必敗の手札のときに、いかにこの【奴隷】を押しつけるか。

　これはそういう遊戯ゲーム、と考えていいのだろうか。

（……答えが出ない。思考の方向を変えてみるか。たとえば、【役職カード】について）

【司祭】【騎士】【商人】の３枚は三すくみの関係になっている。

　この遊戯の本質は、じゃんけん。

　相手の手を読み切り自らの手を押し通すだけの、最も古典的で最も初歩的な遊戯。

【皇帝】と【暗殺者】が加わることで多少複雑性が増しているが、根本は同じだ。

（１ターン目は最も蓋然性が高い。相手が何を出すか読みにくい以上、高い賭け代をここに張るのはハイリスク。ゆえに、出すべき【財産カード】は──）




　──【奴隷】。




　制限時間一杯まで思考する素振りを見せ、ユーリエルはその１枚を選び場に伏せた。

　と、指を離す直前。ちりちりと胸を焦がす罪悪感に襲われ、顔をしかめる。

　本当にこれでよかったのかという後悔が今更ながら大波となって押し寄せ、彼女の腕がぶるりと震えた。だがもう時計の針は戻せない。自分はもう賭けてしまったのだ。

　ユーリエルとカールス。両者の選択を見届けたＡＩが裁定の電子音声を流す。




『両者【財産カード】の提示完了。オープンします。

　ユーリエル・アルセフィア、【奴隷】。

　カールス・アルセフィア、【金貨】。

　それでは続けて【役職カード】を選んでください。

　制限時間は10分です』




（【金貨】……だと……!?）

　ユーリエルは、あまりの驚きよう愕がくに目を剥むいた。

　制限時間が今回も10分、すなわち５ゲームで50分あり、【財産カード】の選択に使える75分を合わせれば２時間もあるのかというポジティブな思考を同時に走らせながらも、先にどうしても意識が向いてしまうのはカールスの賭け代のことだ。

（資本主義国家でなければ、【金貨】の価値は確かに低い場合もあるだろう。だが、多くの国において【金貨】すなわち経済は価値あるものだ。なぜ──……）

「不思議かい？」

「……ッ」

　内心を見透かしたようなタイミングで投げかけられた問いに、ユーリエルは歯は噛がみする。

　目は口程に物を言う。意味ある言葉を吐かずとも、憎々しげな眼まな差ざしが彼女の内心を何よりも雄弁に物語っていた。

「確かに【金貨】は高価で大切だ。それを最も選択肢が多く、相手の手が読みにくい第１ゲーム目に賭けるなどあり得ない。──そう言いたいのだろう？」

　正解だ。ゆえにユーリエルは【奴隷】を選んだ。

「いや、選ばされた。その決定に、君の自由意思はない」

「戯たわ言ごとを……！」

「どうかな。この遊戯ゲームを千人以上にプレイさせ、統計を取れば、おそらく最も多くの者が第１ターン目に【奴隷】を賭け代に選ぶはずだ。なぜなら、それこそが最も理に適かなっているように見えるから」

「それはつまりただの逆張りで【金貨】を選んだと、遊戯者プレイヤー失格の情けない意図を解説しているのか？」

「いいや？　《黒の採決ブラツクバウト》を経験した者とは思えぬ、平凡な選択だと思ってね」

　失望を覗のぞかせた目で、カールスは遊戯者としての妹を見下した。

「ユーリ。君はこの遊戯の本質に気づいていない」

「お前はあのルール説明ひとつで、そこにたどり着けていると？」

「もちろんさ」

　ニコリと微笑ほほえみ、彼は【財産カード】の角を愛あい撫ぶするように指を滑らせる。

「君は随分と長く賭け代を悩んでいたようだが……【財産カード】の【価値ポイント】がそれぞれいくらなのか？　そんなことはどうでもいいのさ」

「何……？」

「なぜ選ばない？　『すべての勝負で勝つ』という単純かつ明快な手段を」

「何を……！」

　何を馬鹿げた理想論を。そう声を荒らげかけて、ユーリエルはぐっと言葉を呑のみ込んだ。

　駄目だ。ここで反論すれば奴やつの思う壺つぼ。なぜこの局面でこのような極論をぶつけてきたのか、その意図を冷静に考えれば感情的な反論は下の下の愚策。

　カールスが見据えているのはこの遊戯ゲームの勝敗だけにあらず。《獣王遊戯祭ベステイア》全体の勝利を目指し、より国民の支持を集められる戦い方を心得ている。

　衆愚、という言葉がある通り、国民の最も多い割合が知能も教養も足りない愚者である。

　国民を不当に侮っているわけではない。ただどんな国であっても、権力者の思考誘導に騙だまされず、自らの頭で客観的に冷静に物事を判断し最も賢い選択をできる人間はそれほど多くないのが実情だ。

　そういう種類の人間には『極論』がとても効く。

　単純明快で、思考が不要で、センセーショナルな発言に衆愚がインテリジェンスを感じるのは心理学をかじったことのある者なら誰もが知るところだ。

　そんな人々に『すべてで勝つ』ことの実現不可能性を説いても、効果は極めて低い。

　いかに確率や数字の論理で説明し、じゃんけんに近しいこの遊戯の勝率は80％を超えれば優秀だと訴えたところで、１００％を主張する者よりも弱く感じられる。

（やられた。コイツ、私の『王の資質』を徹底的に貶おとしめ、自分の票に変える気だ……!!）

　厄介なことにこの毒は、一度回ったら止めるのは困難だ。反論しても、黙っていても、カールスの発言が正当化され、ユーリエルの評価が落ちるようにできている。

【奴隷】を第１ターン目に出してしまった時点で、これは避けられない展開だった。初手のそれが国民にとって、カールスの発言を裏付け、ユーリエルの平凡かつ弱腰な姿勢の証明になってしまっているのだから。




「５戦５勝で【財産カード】を独占する──それこそが覇道、それこそが王道！　権力か、金か、武力か、宗教か、人か、そんなものはすべてを手中にし、すべてを民に還元してこその王！　本物の王ならば、最低限度の義務!!」




　カールスの主張はヒートアップし、それに釣られるように「わあああ！」と観衆の声が聞こえてくる。

　第六区画総督府の遥はるか下、建物を取り囲むように押し寄せた民衆ＮＰＣの盛り上がり。

　現実の国民ではないものの、クオリアが演算した国民性から生み出された疑似人格から出てきたその反応は、ほとんど国民の生の声と呼んでも差し支えないだろう。

　それだけ、カールスの言葉は民の心を掴つかんでいる。




　だが、ユーリエルの表情に、絶望の色は浮かばない。




（この雰囲気を覆す方法は、ある）




　むしろカールスにとっても今のハッタリは諸もろ刃はの剣のはずだ。大言壮語。散々に国民の期待を煽あおった以上、一戦でも落とせば恥も恥。穴に入ってもやり過ごせない大恥だろう。

　それも盛り上がりが頂点の今、この瞬間。第１ゲームで敗北を喫したらどうなる？

　最大限の失望感が国民の間に蔓まん延えんするはずだ。

（ここだ。カールスにとって絶対に落とせないこのゲームで、奴やつの顔に泥を塗ってやる）

　国民からの評価を最低に。そして【金貨】も手中に収める。

　全５ゲーム中、今が最も取らなければならない勝負。つまり、出すべきカードは……！




（いや、待て……!!）




【皇帝】のカードに指をかけた直後、急な悪寒に襲われユーリエルは硬直した。

　カールスの口元に勝利を確信したような笑みが浮かんでいたがために。

　動きを止めた彼女に気づき、悪辣な王子はクククと声を漏らし肩を震わせた。

「そんなにおしゃべりな『眼め』で、よくこれまでやってこられたものだ。君の思考は面白いほど『眼』に表れる。──私が【暗殺者】を出すと思っているんだろう？」

「……ッ」

　表情の変化はない、はずだ。

　裏の遊戯ゲームで戦い続ける中で思考を押し隠す術は己に叩たたき込んだ。すべてを見抜いているかのような言動をカールスは繰り返しているし、実際、【暗殺者】を出すと予想しているだろうという彼の指摘は図星を突いているが──そこまで正確に読み切られてしまうほど、顔に出てはいないはずなのだ。

（なぜだ。なぜここまで正確に読み切られる？）

「私はあの日、詐欺師に見事騙だまされた後──君の母を救えなかった自己嫌悪から人を見る能力を磨いたんだ。そして手に入れた。人の才能を見抜き、人の心を見抜く『眼』を」

　黙れ。

「私にとって『読み』は呼吸、自然体で当たり前のようにするものだ。思考すら不要」

　黙れ。

「君の欺ぎ瞞まんを暴くことなど、紅茶を楽しみながらでもできるのだよ」

　黙れ黙れ黙れ!!

「私の中を覗のぞくな、詐欺師め……ッ!!」

　ぐっ、と唇を噛かむ。

　口の中に鉄の味が広がるのを味わいながら、熱くなる思考を冷ましていく。

　そうだ、熱くなってはいけない。

　冷静になれ。カールスの発言はブラフ。この場においては【皇帝】を出すのが正解。

【皇帝】ならば最悪でも引き分け、負けはないはずだ。

　絶対に負けられないこの局面、カールスは【暗殺者】だけは出せないはずなのだから。

　なぜなら第１ゲーム、【暗殺者】を倒せるカードが３枚も残っている状態で出すのが、最も危険な使い方だから。国民に対して大おお見み得えを切った今、最も勝率の低い【暗殺者】を出すとしたら、相手が必ず【皇帝】を出すと確信している時のみ。そんな都合よく、手を読み切れるはずがない。はずがないのだ。

　歯を食いしばり、ユーリエルはそのカードを選択し、場に叩たたきつける。

　第１ゲーム目を占う運命の一枚。その勝敗の結果は──……。




『両者【役職カード】の提示完了。オープンします。

　ユーリエル・アルセフィア、【司祭】。

　カールス・アルセフィア、【皇帝】。

　判定──勝者、カールス・アルセフィア。【財産カード】の【奴隷】と【金貨】を獲得しました』




「皇……帝……？」

「ク……フフ、ハハハ……」

　予想外の結果を呆ぼう然ぜんと見つめるユーリエル。

　その表情がよほど滑稽に思えたのか、カールスは手袋を嵌はめた片手で顔を覆い、肩を震わせた。

「本当に君は素直だ。こんな典型的な心理テクニックに踊らされてくれるとはね」

「あ……！」

　──しまった！と息を呑のむ。

　嘲ちよう笑しようする詐欺師の瞳に煌きらめく悪意を覗いた瞬間、彼女は自身の失敗に気づいた。

（なんて典型的な手管……！　なぜ私は、そんな手に……ッ）

《黒の採決ブラツクバウト》でも対戦相手の心を見透かし、操るような遊戯者プレイヤーは大勢いた。

　遊戯者エルとして幾度となく陥れられ、あるいは同じ手段で相手を陥れたりした。

『コイツは心を読む』──そう噂うわさされてる奴やつがいたら要注意だ、とは裏世界の常識である。なぜなら、本当に人間の心を読める異能者は未だ存在しないから。

　電子信号、聴覚、洞察力、想像力を以もつて、『最もそれらしき裏』を探るのが限界だ。

　それは『相手の真意に近づける能力』であり、『相手の心理を見抜く能力』ではない。

　近づく、と、見抜くでは、その蓋然性において大きな隔たりがあるのだから。

　しかし、ある作業をひとつ挟むだけで『近づく』の距離を大幅に縮めることができるとされている。

（それこそが、圧力。──古典的な刑事のテク）

　恫どう喝かつや嘲ちよう笑しようで恐怖、怒りを与えて相手が何を目的としているのかを浮き彫りにする手法だ。

『私が【暗殺者】を出すと思っているんだろう？』

　鍵となったのは、この台詞せりふだ。

　カールスはあたかもユーリエルの思考を読み切ったかのような素振りでそう問いかけた。

　しかしその問いは、合理的な思考力を持つ人間には、ほぼ１００％的中する問いでしかない。

（すべての手札が残っているとき、まず最初に考えるべきは『自分が【皇帝】を使うか否か』──そして、『相手が【皇帝】を使うか否か』。つまり【皇帝】と【暗殺者】の読み合いに持ち込むか、残り三枚の三すくみの読み合いに持ち込むかの二択しかない）

　そして、そのどちらにおいても思考の途中に過よぎるのは──。

（相手が【暗殺者】を出す可能性……！　もし私が【皇帝】を出したがっているなら敵の【暗殺者】を恐れるし、それ以外のカードを出す気でいるなら、それは敵の【暗殺者】を殺とるつもりでいるからに他ならない……！）

　初手。手札がすべて揃そろうこの段階で【皇帝】や【暗殺者】の存在を無視して、三すくみの勝負しか頭にない人間など存在しない。なればこそ、恐れにせよ勝利の確信にせよ、頭の片隅に【暗殺者】がちらつくのは当然のことなのだ。




　ただひとつの例外──ユーリエルが【暗殺者】を出そうとしている場合を除いて。




　カールスの質問を受けた反応の激しさ、動揺具合を観察することで、彼女が【暗殺者】を出そうとしているか否かを量った。そして【暗殺者】の存在を殊更意識させられたことで、彼女の心理がとある鎖に縛られる。




　もしも狙いを完璧に読み切られていたら、一方的に【皇帝】を討ち取られてしまう。




　この遊戯ゲームにとって最も致命的なのは【暗殺者】で【皇帝】を刺されること、この一点。

　逆に【皇帝】を討ち取れなければ、【暗殺者】はただの死に札となってしまう。

　人間の心理は勝つことの利益よりも負けることの損失を恐れるようにできているという。

　憎悪を燃やした姫は仇きゆう敵てきを踏ふみ躙にじる怒りに燃えたままであれば、【皇帝】を叩たたきつけて引き分けに持ち込めただろう。しかし彼女はあのとき──……。

（私は、冷静になってしまった）

　カールスは詐欺師。きっと自分の憎悪や復ふく讐しゆう心しんをくすぐり、利用してくる。だから怒りの感情を煽あおられたら冷静になり、惑わされないようにと自分に言い聞かせた。

　故に、合理的な選択を選んだ。

　一方的に【皇帝】を失う損失は大きすぎる、仮にここで負けても失うのは【奴隷】だけで済む──と、ユーリエルは、損失回避の心理へと自動的に導かれてしまったのだ。




「憎悪に燃えようと。心を氷に閉ざそうと。私にとってはどちらでも構わないのさ」




　権謀術数の王子は、愉悦も落胆もない、フラットな様子で肩をすくめる。

　それは、人間を相手に真剣勝負に挑む者ではなく。

　ただ実験動物への投薬結果を、檻おりの外から観察する研究者のような目で。




「人の本性が最も現れるのは感情の臨界点。蒸気から水へ。水から氷へ。その変化の瞬間だけはどんな大女優でも誤ご魔ま化かせない。そしてユーリエル、君は君が私に勝とうとする限り、どれだけ心を殺そうと試みても、変化せずにはいられない」




　反論できない。それは違う、と。お前などに読み切られてなるものかと。
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　言いたくても、言えない。

　たったいま無様な敗北を喫したユーリエルには、言う権利などありはしなかった。




「私の勝ちだ、哀れな妹よ」
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●ユーリエル・アルセフィア

残り【役職カード】：皇帝、騎士、商人、暗殺者

残り【財産カード】：王権、十字架、剣、金貨

獲得【財産カード】：なし




●カールス・アルセフィア

残り【役職カード】：司祭、騎士、商人、暗殺者

残り【財産カード】：王権、十字架、奴隷、剣

獲得【財産カード】：奴隷、金貨
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●鉄のカーテンの向こう




　──まるで眠れぬ夜のよう。




（思考が鈍い。体形が違いすぎて歩きにくい。下半身より上半身が大きいせいか？　アスリート並みに鍛えてる分スペックはいいが、活いかしにくいな）

（ふん。この私のカラダをいいように使っておいて、それか。磨いた知力、体力共に世界最高クラスのスペックはあると言うのに不満げとは……酷ひどい男だな、紅ぐ蓮れん？）

　責めるような内容とは異なる、どこか甘い声がする。

　耳鳴りのような響き。空気の振動ではない、脳が『音』と錯覚している電気信号だ。

（今は女だ。まあ、身体からだだけだが）

　アルセフィア王立学園、Ｄクラス校舎。

　廊下に満ちる雑音じみた情報に晒さらされながら、一人の女が歩いていた。

　設定年齢は17歳、現実には20歳を過ぎている。もう少し齢よわいを重ねれば誤差になるが、この年頃では２、３歳の差はかなり大きく──大人びた身体つきや醸しだされる色香、凛りんとして歩く腰つきなどに、本来なら男達の視線が殺到することだろう。

　が……ここ、Ｄクラス。ロシアからの留学生達が集うエリアにおいては、それはありえない。裏の使命は知らずとも、彼女の身分を知っているからだった。

　かつてロシアに絶対権力者として君臨した元スパイ、ＫＧＢ上がりの元首相。

　三次大戦を経てなお、その衣鉢を継いだ党幹部は権力を一手に独占している。

　かつて失態を演じ、降格されてなお……廊下を歩く彼女、ミラはごく一握りの支配者、党幹部に連なる上級国民であり、下層出身の留学生は声すらかけることができないのだ。

（しかし、憎らしいほど落ち着いているな。女に慣れているからか？　……いやらしい）

（俺は遊戯者プレイヤーとしての五年間、クオリア内の外装、仮想空間の肉体を使い分けてきた。生まれ変わるみたいな経験を何度も積んでりゃ、多少のことで動じることもないさ）

　とはいえ、突然の切り替えに困惑するのも確かで。

（胸が重いわ、スカートはひらついて心もとないわ。女子ってのは面倒くさい上、防御力が低すぎる。自分で着てみてわかったが、風通しが良すぎじゃないかこの制服!?）

（……それはそう思うが、日本の伝統なのだろう？　アニメなどの文化資料でそのように描写されていたので、各国の代表や婦人団体も受け入れたと聞くぞ）

（俺も最近知ったが、それはどうも間違いらしい。……母国が変態国家扱いされるのは、さすがに嫌だな。チャンスがあれば言い訳くらいしておきたいが）

（ふふ。しかし、紅ぐ蓮れんが私の身体からだにドギマギしている……。感じるぞ、胸の鼓動を。性的な感覚はあるのか？　私の身体に劣情を催したなら、違うカラダでいつでも……）

（いらん。というか、性的刺激を与えたら興奮するってのは人体の仕様だぞ。仕様通りに手順を踏んでその通り動いたからって特別なことがあるか？）

　今、本来の《砕さい城じよう紅蓮》は眠っている。

　あの中庭のベンチで横になり、陰ながら《氷剣》──御み嶽たけ原ばら静しず火か、姉に扮ふんした彼女が、おかしな真ま似ねをされないようボディーガードとして控えているはずだ。

（だいたい興奮してるのはお前だろうが。人が使ってる最中に勝手に発情するな）

（……フフフ。これが、興奮せずにいられるものか。あの夜、私とお前が結ばれた幼き日、初夜すら迎えられなかった苦い思い出が、報われそうなのだぞ？）

（言い方が気持ち悪いな。……何てこった。変態が三人目だ、増えすぎだろう）

　御嶽原姉妹とミラの共通点を見み出いだし、頭痛を感じつつ紅蓮＝ミラは思考を進める。

（有機連結頭脳体。ナノマシンにより形成された脳共鳴ネットワークで意識を接続、個々の意識を保ったまま互いの肉体や記憶をシェアする、闇の超科学の産物）

　かつてこの技術を使っていた道化師は、人格インストールにより接続した人体すべてを自分のものとし、単独で数百の肉体を同時に操ってみせた。

（しかし、意識や人格がひとつきりじゃセキュリティに問題がある）

　道化師は紅蓮に精神を破滅させられ、敗北の記憶すら全員で共有したために壊滅した。

　その反省からだろう。崩壊したネットワークを再建、新たに構築されたシステムは進化し、個々の意識を保ったままリアルタイムでの意思伝達が可能となっている。

　その成果のひとつが──ザッピング。

　まるでＴＶのチャンネルを切り替えるかのように、スイッチひとつで接続した全員が、それぞれの肉体を切り替えて使用できる、科学による人体拡張の到達点だった。

（身体からだを借りる代償として、俺の行動はすべて公開する。ただしそれ以上の記憶や思考、遊戯ゲームに関係ない個人的な事柄はブロックさせてもらう）

（……そんな細かな調整が、たった今接続したばかりの貴様にできるはずが……！）

（できるさ。言ったろ？　昔取った杵きね柄づか、ってやつだ）

　今、ミラの意識は肉体の主導権を紅ぐ蓮れんに渡している。

　本来なら記憶は双方向性だ。片方の肉体に接続していれば、両者の記憶や感情、意志はほぼ完全に伝達される。が、紅蓮は早くも脳共鳴ネットワークの運用に慣れつつあった。

（基本インターフェイスはクオリアの応用。当然だな、他人の肉体を動かす方法なんて、独自に開発してたら何年かかるかわからない）

　クオリア内でのＶＲ、外殻を動かす仕組みをそのまま持ち込んだ方が手っ取り早い。

　つまるところ、紅蓮にとっては馴な染じみ深ぶかいシステムだ。ＶＲ筐きよう体たいによるログインという過程を脳共鳴ネットワークが代替しているだけで、普段と変わらない。

（……本当に、読めん。約束が違うぞ……！）

（俺は嘘うそつきだが、今回は誠実に約束を果たしてるつもりなんだがな）

　契約内容は『ミラの身体を借り、思考を共有して遊戯を行うこと』だ。

　過去の記憶や感情、プライベートまで暴露するなどと約束した覚えはない。

　言葉にするまでもなく、そう『思う』だけで伝わり、ミラは不満げながらも沈黙した。

（……フン。屁へ理り屈くつを……悪魔め。そこの角を曲がれ、そこが私の教室だ）

（了解。記憶を探るまでもなく、便利だな。その調子で頼む）

　紅蓮の思考はあくまでもシンプルだ。

　わだかまりのまったくない、まるで旧知の知人に接するような態度。

　罠わなにかけたも同然の女を責めもせず、言われるままに廊下を曲がり、教室へ──。

「──おはようございます、同志タヴアーリシチミラ!!」

「おはよう。……朝から派手だな」

　思わず素のまま、軽い驚きに任せて紅蓮は言う。

　認証をパスして教室に入った途端、屈強な少年達がズラリと列をつくり、出迎えたのだ。

　軍隊並みの厳しい統制──全員が角刈り短髪のマッチョな白人という、ステロタイプなロシア人のイメージ。線の細いタイプは妖精のように美しく、ごつい男は熊のようだ。

「同志、お鞄かばんはお持ちではないのですか？」

「ああ。先に一度登校した後、中庭を散歩していたのだ。荷物は席にある、ありがとう」

　何気ない社交辞令。紅蓮としてはただの日常会話のつもりだった、が……。

「！　……もったいないお言葉……!!　尊敬する同志に労ねぎらって頂き、恐縮であります！」

「ああっ、卑ひ怯きようだぞイワン……！　お前だけがお褒めの言葉を賜るなど不公平だ！」

「幸福は分かち合うべき。それが我が祖国の思想だろう。同志に褒めて頂くという栄光を、お前が独り占めにするなど許されんぞ。今すぐ替われ！」

「フッ、生あい憎にくだが我が祖国はとっくに資本主義だ。チャンスを逃さない者が勝つ……！　ミラ同志のお言葉は薔ば薇らの香りがしたよ……クククク……！」

「あっ貴様、同志の息を嗅ぐなどこの性犯罪者め！　吊つるせ！」

（……なんでただ挨拶しただけで、粛清の嵐が吹くんだよ……！）

　屈強なロシア人達がミラの言葉を巡り掴つかみ合い、ガチで筋肉をぶつけ合う。

　あまりと言えばあまりの光景に、紅ぐ蓮れんは呆あきれはてながらも頭の中に語りかけた。

（おい、ミラ。……こいつら、遊戯ゲーム関係者じゃないだろうな？）

（一般の留学生だが？　それがどうかしたか）

（どっかで見たノリだったんでな……。獅し子し王おう学がく園えんの連中にそっくりだ）

　それとも自分が知らないだけで、これが『普通』と言うのだろうか？

（ロシア人といえば陰気で酒飲みなイメージだが。高校生だからか、雰囲気は明るいな）

　三次大戦以降。さらなる争いを避けるため、諸国家間の交流は極端に制限されてきた。

　かつての教訓──ＳＮＳによる過度な情報が戦争を煽あおった悲劇を繰り返さぬための措置により、一部の権限を持つ者以外が他国の情報を得る手段は少ない。

　紅蓮はその数少ない例外、かつて国家間遊戯で各国を巡った経験があるものの、外との接触は限定されていた。そのために、現在の外国の暮らしに関する知識は乏しい。

「戯たわけたことを！　貴様らに同志の真の魅力が解わかると言うのか!?　祖国の冬のごときあの冷たい眼まな差ざしが己に向けられた時のときめき、それこそ至高よ！」

「筋トレ漬けのドＭは帰ってサンボでもやっていろ！　時々端末を見つめてフッと微笑ほほえむ、あの春の雪解けめいた笑顔。微笑み……ああ、あの笑顔をぜひ僕の手で……！」

「ロマンス馬鹿め。同志の魅力はあの年上っぽい雰囲気だ！　まさしくオトナの女……。制服がムチッ☆　プリッ☆　とはちきれそうになっている下半身だろ!?」

「いやそれはない！　同志をいやらしい眼めで見るなイワン、この性犯罪者めが!!」

　男達のトークは勢いを増し、当の本人が真横で聞いているにもかかわらず白熱していく。

　男だから気持ちはわからないでもない。が、今はミラの肉体を借りている以上、男どものいやらしい視線や情熱の裏にあるエロい欲求がダイレクトに理解でき、危機感を覚える。

（……ところでさっきから叫んでる連中、軽く不愉快なんだが）

（おや？　それは嫉妬かな？　我が夫よ、心を重ねた甲か斐いがあったというものだ……！）

（ンなわけがあるか。今お前の体を使ってるのは俺だぞ。変な目で見られるのはな）

（つれない男だ。……なら、一言注意してやればどうだ？）

　脳内に響くミラの意思。それには、先を見通す者のいやらしさと──。

（この教室で、私に逆らえる者などいない）

　隠しきれない傲慢なサディズムを感じて、紅蓮＝ミラは不快感を隠さずに発しながら。

　秀麗な眉をひそめ、いまだ騒いでいる同級生達に、一言。

「──そのくらいにしておけ。不愉快だ」

「……!!」

　稲妻が走った軌跡さえ、見えた気がした。

　それを聞いた瞬間、ふざけた調子で遊んでいた男達が愕がく然ぜんと固まり、特に中心になっていたイワンが、屈強な顔に脂汗を浮かべ、ひっと喉を鳴らしながら座り込む。

「……どうした？　何を怯おびえている、イワン。私は、不愉快だと言っただけだぞ」

「ヒッ……！　ど、同志!!　はしゃぎすぎました、申し訳ありません……！」

「謝ることはない。ふざけていただけだろう？　静かにしてくれればそれでいいんだ」

　それは紅ぐ蓮れんにとって、ごく普通の注意だ。

　へたり込んだ男の前に立ち、自然とその身体からだに染みついた動きをとる。

　鋭く尖とがった靴先を男の下半身、その間近へ突き立てて片膝をつき、トウモロコシのヒゲに似たくすんだ金髪を間近に眺める。チロリと舌を覗のぞかせ、癖のある笑みを浮かべて。

「私の下半身が好きか？　イワン」

「ひゃ、ひゃい……!!」

「存分に味わわせてやろう。──靴をしゃぶれ、下げ衆すが!!」

「ひぐうううううううっ!?」

　紅蓮＝ミラの固い革靴が、這はいつくばったイワンの口にネジ込まれる。

　屈強なロシア人が泡を吹き、か弱い女の爪先に誘導されるように右を向き、左を向いて、床を転がり悶もだえ苦しむ。だが、その頬はピンクに紅潮し、目元はトロンと蕩とろけていた。

「気持ちいいのか、変態め。救いようのないクズだな……失うせろ!!」

「げほっ!!　ごほっ……あ、ありがとうございます!!　ありがとうございます!!」

　何な故ぜか礼を言いながら逃げ出すイワンを見て、紅蓮は自分の行動に疑問を感じた。

（おい、ミラ。本当にこれでいいんだろうな。……お前の記憶を辿たどったらこれが最適解、ということになってるが、ただのプレイにしか見えないぞ）

（いいのだよ。お前達の国とは違う。我が祖国において、指導者は──強くあらねば）

　そう、それは北の果て。古くは皇帝が治め、共産主義により赤く染まり、自由化を経て希代の指導者によって独裁じみた治世を続けた国のカタチ。

「……ミラ同志。素晴らしい」

「毅き然ぜんたるお方だ。こうして机を並べられること、まさに光栄……！」

「イワンの馬鹿め、あれでは褒美をもらったようなものだ。羨ましいぞ、まったく！」

　──即すなわち、弱肉強食の混こん沌とん。

　権力、暴力、色香に財力。いかなる形をとろうとも、力に変わりはない。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、彼女がＤクラスの女帝として君臨できた理由。

　単純明快、彼女が強いからだ。躊ちゆう躇ちよなく他人を罰し、暴力まがいであろうと統制して、秩序を保てるからだ。上位者による決断と指導に慣れた戦後のロシア国民にとって。

（……三次大戦以前から進めた調教の成果、ってわけだ）

　指導者の前では豚のごとく従順に、外敵に対しては子を守る母熊のごとく凶暴に。

　その結実が、この少年達の姿なのかと思うと、紅蓮は嫌なものを感じてしまう。

（あまり長居はしたくないな。また野郎の尻でも蹴飛ばすはめになったら嫌すぎる）

（そうか？　なかなか堂に入っていたぞ。どこかの女の尻でも叩たたいていたのでは？）

（そんな趣味はねえよ。……他の代表メンバーはどこだ？　秘密とは言わないだろうな）

　記憶を検索すれば顔も名前もたやすく思い出せる。

　だが、紅ぐ蓮れんはあえてミラの許可を求めた。脳が繋つながった状態であろうとも。

（記憶はそいつの生きた履歴、そいつの財産だ。それを共有して広げよう、みんなで豊かになろうって発想が、脳共鳴ネットワークと有機連結頭脳体には存在する）

（共産主義的、と言うかね？　……夢と終わった理想をなお追いかけている）

（おたくらのロマンシチズムに興味はないな。だが、俺はお前に渡す記憶に制限をかけているのに、俺があんたの記憶を無制限に閲覧するのはフェアじゃない）

　だから許可を求める。

　それは、ルールの隙を突いて自己の利益を追求する遊戯者プレイヤーらしからぬ潔癖さだった。

（お前は不思議だな、紅蓮。悪魔のように狡こう猾かつに敵を追い詰めることもあれば、時として聖人もかくやと言うように優しくもなれる。どちらがお前の本当の貌かおだ？）

（どちらもだ。善であり悪であり、どちらでもない）

　どんな悪人でも気まぐれに慈悲を施すこともあれば、善人が悪事を犯すこともある。

（禅問答みたいな実りのない議論をする気もない。外国を覗のぞき見るのは悪い気分じゃないが、ドＭマッチョの群れに放り込まれてると思うと嫌だからな）

　さっさと用事を済ませて『仕事』にかかりたい。

（Ａクラスとの開戦をとっとと伝えたいんだ。教えてくれ、ミラ）

　紅蓮のうんざりとした想おもいを察したか、脳内のミラはクスクスと笑いながら。

（ククク……♪　不要だ。というより、連絡ならとうの昔にできている）

（……何だと？）

（ロシアの遊戯者は、五人全員が私だ。対面上、別人を装うための人格を保ってはいるが、主人格である私の記憶を同期し、参照し続けている外部端末に過ぎない）

（道化師と同じか。一度俺に壊されたシステムをまだ使ってる、と？）

（そのための『ザッピング』だ。道化師はすべての肉体を並列に扱っていたが、私の場合はツリー状にネットワークを再構築してある）

　上位者は下位の肉体を無制限利用できる。

　が、下位の者は許可なしでは上位の肉体に干渉できない。

　与えられる記憶を同期して情報をやりとりできるだけ。情報端末、兵隊として機能する、言わば人体をそのままドローンじみた使い方ができるように加工したのだ。

（下位の端末を潰つぶしたところで私には届かない。あの方法は使えんよ、私を潰すためには私自身と戦わなければならないだろう。……今の私達には、不可能だがな？）

　身も心も接続した今、遊戯ゲームは成立しない。

　同じ身体からだの右手と左手でじゃんけんするようなものだ。意味がない。

（そうか。なら、用事を済ませてさっさと切るとしよう）

（ほう、怒っているのか？　……端末と化した者たちに、同情しているとでも？）

（別に。国家間の遊戯者プレイヤーになりたがるような自殺志願者につける薬はない）

　が、ヒトを木で偶くのように扱うゲスな発想のもと発展した科学と、それを戦争にしか使えない連中には──ミラも、そして自分も含めた業の深さには、反へ吐どが出る。

（伝わってくるぞ、お前の嫌悪感が。常に自分自身を責め、嫌って……変わろうと願い、それでも周囲は変わらぬことを、お前が嫌うお前を求めてくるのだな）

（理解者面をするなよ。お前に何がわかる？）

（わかることもあるさ。……皮肉にも、貴様に潰つぶされた結果だがな）

　ふ、と紅ぐ蓮れんの意志とは関係なく体が動いた。まるで自動操縦のように席を立ち、恍こう惚こつと尊敬の眼まな差ざしを向ける一般生徒の列を二つに割って、教室を出ていく。




「同志、そろそろ授業が始まりますが……」

「授業か。すまないが欠席だ。これから少々……戦争でな？」




　ニッ、と。

　紅蓮なら到底できない肉食獣の笑顔で、ミラ＝紅蓮はそう振り返った。





　　　　＊






「教室から行える簡易ログインでは、感覚の没入度が低すぎる。体感が１フレーム遅れるだけでも致命傷になることもあるからな。当然──」

「クオリアと接続可能なＶＲ筐きよう体たいが、各クラスにも用意してある……か」

　ひとつの口でふたりの言葉、傍はたから見れば独り言の虚むなしい会話。

　当人達にとっては、繋つなぎっぱなしのボイスチャット。

　心の声、意志というあやふやな媒体より、やはり声に出した方が理解はしやすいのだ。

「声に出す、音が生まれる、耳で聞く、理解する……。工程を踏む分、か」

「電子書籍やテキストデータだけを閲覧した方が利便性は高いが、本という形に加工した方が愛着が湧いたり、意識が変わるのと近いな。人間というやつは……」

「古い媒体からなかなか脱却できない、ということだ。──さ、これだ」

　教室を出たあと、ミラ＝紅蓮は、教室の傍そばにある遊戯室に入り、獅し子し王おう学がく園えんで見慣れたカプセル型の筐体をコンコンとノックする。

　人数分だろう、設置されているのは計６個だ。

　どれもロボットアニメのコックピットを思わせる未来的な造形だが、レトロでゴシックな雰囲気をもつ建物の雰囲気に合っていない。

　ゴシックホラーの世界にＳＦを混ぜたような違和感を覚えながら、紅蓮は記憶をたどる。

（確か、遊戯室は各留学生のいる６個の校舎と、中央にもあったか）

　各校舎のそれは防衛用だ。

《獣王遊戯祭ベステイア》参加者が使い、人知れず拠点を守るためのもの。中央に設置されたのは拠点の奪い合いとは関係ない通常の遊戯ゲームと、そして《看破ペネトレイト》を受けて顔や名前が割れ、隠す意味がない遊戯者プレイヤーが使うものだろう。

　ミラと同期した遊戯者がこの場にいないのは判わかっている、が──。

「使用中、か。……誰だ？」

「愚かな質問だね。『君』以外は僕しかいないんだから」

　ノックした筐きよう体たいに赤いランプが灯ともっている。

『使用中』の表示が出たそれに紅ぐ蓮れん＝ミラがそう呟つぶやくと、プシュッと空気の圧縮音がし、分厚いドアが上に向けてゆっくりと開いていった。

「ＡクラスとＦクラスの遊戯は今も進行中だ。予想通りカールスの優勢。ユーリエル……ヤクザの情婦に堕おちた負け犬は、毛ほどの役にも立ちそうにない」

「……そうか」

　気のない返事を返しつつ、紅蓮＝ミラは筐体から現れた男を観察する。

　不健康に痩せた身体からだ。眼鏡をかけ、髪は無頓着にあちこち跳ねている。

　一見周囲に興味がない学者タイプのようだが、その眼めの輝きはひと味違った。こちらを、紅蓮が入っているミラの身体を観測装置のようにまじまじと舐なめるように眺めている。

「『別の君』からメッセージは受け取ったよ、ミラさん。Ａクラスと戦争だってね？」

　楽しげにそう言ってから、まるで自分の言葉が呼び水になったかのように。

「フヒッ……。悪くない、悪くないよ。カールス、あの男は大嫌いだったんだ。生まれつきの指導者、勝ち組ですと言わんばかり。自分が信じる正義をゴリ押しして、それ以外を踏み潰つぶす……そんなヤツが得意の絶頂で足をすくわれたとしたら？」

　フヒッ、フヒヒヒッ……。

　陰気な笑みは自分の妄想に加速され、大きくなっていく。

「ヒヒヒヒッ……!!　愉快だ、それは実に愉快だろうね!!　最強の座から転落したヤツがどんな顔をするのか、楽しみなんてものじゃない。それが視みられるかもしれないだけで、Ｄクラスの、僕の領地を賭ける価値はあるというものさ！　……頼んだよ、ミラさん？」

「……ああ」

　気のない返事をしながら、紅蓮はこの男の正体を悟る。

　キーワードは『僕の領地』。また、脳共鳴ネットワークの参加者ではない以上、ロシアの遊戯者という可能性は除外される。なら、最後に残された結論は……ひとつ。

（ツボルグ・アルセフィア。王位継承権を持つ第二王子だよ）

（……だとは思ったが。どうも、マトモなキャラには見えないな）

　呆あきれを含んだ紅蓮の思考に、ミラは同意のイメージを返しつつ情報を開示する。

　ほんの一瞬、コンマ数秒。超速の情報伝達により直接刷り込まれた記憶、ミラとミラの端末が経験し、ツボルグ・アルセフィアに関して見聞きしたデータを総合すると。




　母親は国内の有力者、ロシア系財閥の令嬢。利権目当てで現国王と接触──。

　私生児を産み、認知され王宮に迎えられるも不満。特に第一王子、カールスの母親とは仲が悪く、事あるごとに対立しては敵てき愾がい心しんを募らせていた。

　そんな母親の影響か、ツボルグ自身もカールスとの仲は最悪に近い。が、利益を考えて手を組むこともあり、反目し合ってはいてもコントロールできる範囲のようだ。

（性格は最悪。病弱に生まれついたコンプレックスのためか、特に恵まれた者、強い者、キラキラとしたいわゆるセレブ、上位者に対する敵対心が異様に強い……）




　総じて、ツボルグという男は。




（強い嫉妬心や敵愾心をバネに動く《高貴な怪物》。いわゆる暴君の類だが無能ではなく、悪評を恐れずドラスティックに改革を進められる可能性もある）

（そういうことだ。母親のコネもあったとはいえ、タフな交渉を繰り返して我がロシアのバックアップを得たことからもわかるだろう？）

　が、嫉妬深さと狭量さは大きな欠点だ。

　もし玉座に就いたなら、真っ先に行うのは粛清だろう、とロシアの分析官は結論している。

（ある意味ロシアが担ぐにはふさわしい王子だな……ん？）

　溢あふれる情報の精査に意識を削そがれていたせいだろう。

　いつのまにかツボルグが間近に接近していたことに気づくのが遅れ、紅ぐ蓮れん＝ミラは、男が自分の手をとり、自らの頬に導いて、スリスリと擦こすり付けるのを……！

「ああ……。やっと触らせてくれたね！　想おもった通り、磁器のような冷たく美しい手だ！　まるで母さんのようじゃないか。夫がいるなどと言ってつれなくしておきながら、この手を間近にひらひらさせているなんて。……誘っているとしか思えないよ！」

「余計なお世話だ、そんな意図はない。……放せ」

　乾いた枯れ木のような、ざらつく顎。

　髭ひげがひっかかるようなことはない。が、ツボルグはまるで普段抱かせてくれない子猫を抱きしめるような愛いとしさをこめて、ミラの掌てのひらに頬ほお擦ずりしながら言う。

「例の話、考えてくれたかい？　──Ｆクラスの馬鹿を操り、カールスを動かしてヤツが出払ったスキに本拠地を落とす。そしてアイツを潰つぶしたら……ネ？」

「……興味はない。何度も言うが、私には『夫』がいるからな」

　正直認めたくはない。

　が、紅蓮＝ミラはその記憶に従い、何度も繰り返してきた断り文句を告げる。

「ソイツが誰かは知らないが……悪い話じゃないと思うけどなあ。僕が王になれば、当然ロシアの復権に力を貸すんだ。経済的な結びつきを強めるには……ねえ？」

　ミラの手を頬に当てながら、不気味な熱を帯びた眼めでツボルグは言う。

「僕と君とが結婚し、ロシアの血を王室に取り入れるのが手っ取り早い。……だろ？」

「政略結婚など、新時代にふさわしくない因習だ。くだらない」

「君にとってはそうかもね。だが、それによって国に流れる数十億ドルの経済効果は？　かつての敗北の責任、膨大な対外債務を弁済する力になると思うなァ……！」

　その言葉を聞いた瞬間、紅ぐ蓮れんの脳内に『ミラ』の記憶が弾はじけた。

（教えてやろう、この男が何を言っているのかをな。──紅蓮）

　恨みや憎しみは感じない。まるで愛を告白するような熱さと甘さで、意志が伝わる。

　正確にはこの肉体の主はミラだ。伝わるというよりは、伝えるといった方が正しい。

　今も中庭で眠り続けている、砕さい城じよう紅蓮本人の肉体へ。

　ミラが抱えた感情、コールタールのように黒く粘つく感情と情熱、その意味とは。




　──脳内でフラッシュバックするかつての記憶。




　最初に弾けたのは幼いミラの記憶。




「肉は売り切れ!?　おい、これっぽっちじゃ飢え死にしちまうよ！」

「俺に言われても困るよ、お偉いさんに言ってくれ。はい次の人！」

「……車だのデバイスだのは輸入できるってのに、なんでまた食い物はないんだ？」

「『戦争』に関係ないからだろう。俺達下々の暮らしなんか……。ベーコンが買えたなら、そこの酒場で遊戯ゲームといこうぜ。勝った奴やつが肉を総取りだ……！」




　肉屋に大行列を作る労働者達。護衛に囲まれた黒塗りの高級車から外を眺めるミラは、彼らのそんな会話をこっそりと聞いて──不思議に思い、手持ちの端末を操作する。

　いくつか呼び出される情報、国内ニュースの内容は。




『──貿易赤字、拡大中。車、電子機器の輸入が活発な反面、内需は落ち込んでいる。大戦期、我が国の主産業は軍事と豊富な地下資源によるエネルギー輸出であった。が、近年復興は著しく進み、諸国は自前の設備によるエネルギー確保を成功させつつある』

『各国の通常戦力破棄、進行。ロシアの兵器輸出額は下落、これによる経済悪化は……』

『失業率、８・２％拡大。軍のリストラ、早期退職枠拡大によるものか』

『企業の衰退著し。特に石油、天然ガスなど発電、エネルギー関連企業株軒並み下落』

『国民は飢えている！　パンと肉をもっと■■■──（検閲削除済：党本部）』




（私が子供の頃のロシアがこれだ）

　自嘲をこめた意思が紅ぐ蓮れんの心をノックする。脳内で再生される記憶の中、輸入品らしき高級デバイスを使って熱心にニュースを見る少女──それは、明らかにミラ本人で。

（三次大戦の惨禍も今や昔。軍は解体され、失業者は溢あふれ、独占状態だったエネルギー事業は各国の技術開発により崩れ財政は悪化。党は損失を補うため、地下資源の投げ売りと飢餓輸出まで行う、どうしようもないありさまだった。……知っていたか？）

（いや。……俺が関与したのは、サハリンまでだったからな）




　かつて、ミラと出会った頃の記憶を紅蓮もまた、再生する。

　北方の海底地下資源を巡る遊戯ゲームだった。

　オホーツク海沖の海底資源──石油、天然ガス、メタンハイドレートなどの大鉱脈が新発見され、財政難に悩むロシアは是が非でもこれを獲得せんとした、が。

（──そこは、ロシアと日本の領海、その境界にあった。当然日本も採掘権を主張、互いの決着は遊戯によってつけられることになり……）

（お前が、来た。紅蓮、当時最強を誇った、不敗伝説の真っ最中のお前が）

（そうだ。そしてお前も来たな、『女め狐ぎつね』）

　皮肉げな紅蓮に、ミラは微笑ほほえみかけるような意識と共に。

（そうだ。お前と出会ったんだ、『紅蓮』）

　衰退したアラブ以上の埋蔵量があるとされる巨大海底資源。

　それを獲得するため、ロシアは国内最強と言われた遊戯者プレイヤー──ミラの父を抜ばつ擢てき。さらにスパイ組織の総力を挙げ、砕さい城じよう本家やその内部に工作戦を挑んだのである。

（買収、暗殺、洗脳、ありとあらゆる悪をなしたという。そこまでした工作はすべて──。私を送り込むためだ、紅蓮。お前と私が出会うためにな……！）

　──ザッ。

　細かなノイズと共に、黒髪の少女が現れる。

　基本的な顔立ちは昔のミラそのものだ。しかし目つきは穏やかで、服装も日本の女児が普通におしゃれで身に着けるような、ごくありふれた魅力的なものになっている。

（父は私を洗脳した。記憶を消し、偽りの人格を入れ、サハリンに乗り込んできた砕城家の現地コーディネーターを買収、お前の『婚約者』として紹介し……）

（俺を抱き込もうとした。色香に惑わして遊戯を有利に運び、可能なら俺をも手なずけてロシアへ誘う。……子供相手にハニトラをかけるなんて、バカげた話だ）




　当然、その策略はあっさりと紅蓮に見破られ──。




「あの歴史的敗北以来、ロシアは窮地に立たされつつある。正直驚いたよ。ロシアの破綻を招いた戦犯として拘束された父親の代わりに、君が……。敗北の原因を作ったと噂うわさされる、ミラ嬢がやってきた時はね」

「！」

　再生された記憶に気を取られている隙に、ツボルグはミラとの距離を詰めていた。

　それこそ壁に追い詰めんとするかのような勢い。痩せた腕に似合わぬ力で壁に押し付け、甘えるように顔を寄せる。真正面から視線を重ねた、次の言葉は。

「サハリン海底資源の獲得失敗により、ロシアは致命的打撃を受けた。君の父親は責任を取らされ今もシベリア暮らし。お母さんは病院だったかな？　それもこれも、あの男……Ｆクラスにいるという男。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、ヤツのせいだ……！」

「……ああ。それは、確かだ」

　紅蓮＝ミラはそう答える。

　当然だ、当時の紅蓮は本家の命令に従い、ただひたすら敵を倒すだけの存在だった。

　妹を守る、救う、そしていつか自由の身になる。そんな夢だけを頼りに辛うじて生きていた頃、偽りであろうとも『日常』の香りをまとって現れたミラは、紅蓮にとって。

（……感じるぞ。紅蓮、お前は……私、を……！）

（そうだな。嘘うそだとわかっていた。策略だと知っていた。それでも……）

　好きだった、のだろう。初恋というヤツだったのかもしれない。

　だが、それはきっとミラという人間個人に向けたものではない。彼女が垣かい間ま見みせた自由、人間らしい生活、どこかにあるはずの『日常』に、あの時から紅蓮は恋い焦がれた。

「しかし、五年間不敗とはいえ……組む相手を間違えればこのザマだ。ユーリエル、あの無能な妹と組んだばかりに《戦争》すら起こせぬ最低ＣＰ。手をこまねき、我がクラスに拠点を売り払ってすり寄ってくるなど……ククク、愉快だったろう？」

「そうだな。それなりには、愉快だったよ」

　素っ気なく答える紅蓮＝ミラ。が、王子にとってそれは強がりに思えたのだろう。

「そんな強さもそそるなあ……！　泥にまみれ、汚れながらも強く花開く、まるで薔ば薇らだ。我がアルセフィアの象徴、薔薇のような乙女よ。僕は君が気に入っているんだよ」

「……光栄だ。スポンサーの評価は助かる」

「おいおい、他人行儀はやめてくれよ！　僕が王冠を得た暁には、君を妻に迎えるんだ。そしてロシアとアルセフィアは密接な関係を結び、我が国が誇る遺伝子技術やＡＲ技術を以もつてロシアを支援、新たな産業を興して国を富ませる。……薔薇色の未来だ」

　男は細い鼻をミラの髪に埋うずめ、スウッ──……と、深く息を吸い込んだ。

「はあ……たまらないよ、薔薇の乙女の香りだ。教室のクズどもがたまの挨拶や会話を狙って争うものを、僕は独占できる。なぜか？　僕は王だからだ。王子として生まれ、冠を継ぐ者としての教育を受けてきた」

「……そうだな。この戦いに、勝てば」

「そう、僕は王になる。何が五年間不敗の最強だ。自由になったせいかすっかり鈍なまって、今や君の言いなり。残るはいけすかないＡクラスのカールス……ヤツだけだ！」

　まさか、紅蓮とミラが同期しているなど考えもしていないのだろう。

　本人が間近にいるとも知らず、嬉き々きとした顔で紅ぐ蓮れんを罵りながら、ツボルグは続ける。

「その暁には君の『夫』とやらの正体も教えてくれたまえ。僕が直々に話をつけてやろう──まあ、一国の王子たる僕と競る度胸はないだろう。晴れて君は僕のもとで永遠に咲くことになるんだ。麗しの薔ば薇らよ……！」

（……俺のことは、教えてないのか？）

　紅蓮の疑問にミラは答えない。

　国家間遊戯ゲームクラスの大事となれば、その概略は外部に伝わっても詳細は機密である。

　アルセフイア王室もミラが遊戯に何らかの形でかかわった、程度のことは知っているのだろうが、まさか二人が偽りの婚約者だったとは知らず、勢い任せに言っている。

　そのくらいは理解できる。この程度では腹も立たない。

「……了解した。では」

　素っ気なく答え、紅蓮＝ミラがＶＲ筐きよう体たいのハッチを開いた、その時だ。

「ツボルグ。……これだけは言っておく」

「何だい、薔薇の……ッ!?」

　振り返りざまに、ミラの腕が鷲わしのごとく少年の胸倉を掴つかみ──ついさっきとは正反対。

　男を引き寄せ、その苛烈な怒りをこめた『眼め』で睨にらみつけ、言葉を失わせた。

「ヒッ……!?　な、何をする!?　どうしたんだ、僕は味方……!?」

「ああ、そうだ。貴方あなたはスポンサーであり、私の上位にある。だが……」

　それは、紅蓮ではない。

　ミラ。今、一時的に肉体の主導権を紅蓮から奪い、彼女自身の意志でその想おもいを、歪ゆがんだ形であろうと愛するものを侮辱された怒りをぶつけていた。

「それだけの話だ。砕さい城じよう紅蓮は私が倒す──ヤツは私のもので、私はヤツのものだ。ヤツを辱めていいのは私だけ。これは、紅蓮にドン底へ叩たたき落とされた私の正当な権利であり、他の誰にも許さない。いいか？　理解できたなら、そう言え」

「……！　わ、わかった!!　く、苦しい……首が……!!」

「フン。ヘシ折らなかったことを感謝しろ。本来なら秒で終わっていたぞ」

「ヒヒ……フヒヒヒヒ。やっぱり、猫を被かぶっていたんだねえ。従順な軍人、祖国に従う鉄の女。その仮面の裏にはやはり、僕好みのドロドロした面倒くさい女がいた！」

　思い切り絞められた痕を首に残して、ツボルグは床に倒れ伏す。全身に脂汗を滲にじませ、それでも興奮しきった様子でナメクジのように這はい、ミラを見上げて。

「たまらない……たまらないな、君をぜひ王妃にしたくなった……！　フヒッ、フヒヒヒヒ……興奮するよ！」

「……貴様といい、道化師といい。私の傍そばに現れる男は、気持ちの悪い笑い方をするな」

（嫌な運命だ）

「うるさい。……まったく」

　頭に響いた紅蓮の言葉に短く返し、ミラは再び肉体の主導権を紅蓮に委ねた。

　ほぼ一瞬、タイムラグがほぼ存在しない迅速さで元の感覚を取り戻す。

　喘あえぐ王子から素っ気なく視線を外すと、そのまま開いたＶＲ筐きよう体たいに入り、シートに身を横たえて接続に備える。手元の操作盤からいくつかの指示を送って。

「遊戯ゲーム申請。──Ａクラス第３拠点に《戦争》を宣言する」

（《看破ペネトレイト》で敵の正体を確認しなくていいのか？）

　からかうような脳内音声。感覚がＶＲに切り替わる時のシャットダウン感を味わいつつ、紅ぐ蓮れんは最後のリアルな息を──他人の体で吸いこんでから、宣言した。




「いらない。……その必要もない。どうせすぐに終わる」




　飾り気のない予言は、筐体の機械音に紛れて消えていった。





●踊る人形たち




「Ｄクラスが動いた。まるきりデタラメではなかったようじゃな、クリステラ」

「Sìシー. カレン・サイジョウ。彼女からの提案に乗りますか？　──姫殿下、ヌグネ」

「よいよい、堅苦しい名などいらん。そちはもう少し砕くだけた方が可愛かわいいぞよ。ま、そちは見た目より心映えの方が美しいからして、ちょっとの違いじゃがの」

　Ｃクラス支配地、第三区画総督府。

　アルセフィア建国当時、国王によって建立された大聖堂。かつてローマ教皇を招きミサを執り行ったとされる礼拝堂、信徒達の座る長椅子に、ひとりの少女が座っている。

　最新技術を惜しげもなく注ぎ込み、虹のようにきらめく光のドレス。

　それをまとう少女は、若いというより幼い。

　一見すると12～13歳、少し発育のいい小学生に映る。

　しかし、自ら施した化粧により整った顔立ちをさらに飾った美貌は、幼さとあどけなさ、背徳の妖艶さを醸し出し、清せい楚そでありながらどこか男の劣情をくすぐるだろう。

　アルセフィア王国、第三王女ヌグネ。

　どこか老成した喋しやべり方をする幼女。口さがない者は『青い血の娼婦ブルーブラツドビツチ』と仇あだ名なする。

　その名の由来は先王の寵ちよう姫きであった母が、イタリア出身の元ダンサーであり……。

　引退後、高級娼しよう婦ふとして暮らしていた頃、外交でやってきたアルセフィア国王の寵ちよう愛あいを受け、彼に求められてこの国へやってきた、という経緯による。

「くだらんくだらん、ヒトなんぞ一ひと皮かわ剥むけばうんこじゃぞ、うんこ。イケメンも美少女も服を脱がしてパンツ下ろしてカメラのひとつも突っ込めば、うんこと臓物が入っておる。美しいドレス、派手な教会、結局うんこを飾るガワに過ぎん。無意味じゃ無意味」

「では……なぜ貴女あなたはその身を飾るのですか？」

「ンなもんハッタリじゃ、ハッタリ。人の上に立つ者がウニクロのジャージ着とったら、誰も特別なんて思わんじゃろがい。世の中はバカが９割、ちょっと予算を突っ込むだけで９割騙だませるんじゃから、効率としては悪くない、そんだけじゃよ」

　上品に、清せい楚そに、華麗に、恐ろしく下品なことを堂々と言い放つ。

「王は特別であらねばならん。他ならぬ民のためにの。特別なればこそ事業を起こし、税を集めて国を動かすことができる。身だしなみも整えておらんキャバ嬢に喜んで貢ぐバカがそうおるか？」

　真剣に、真摯に、キリリと顔を引き締めて。

「あえて言おう。──女王とは、全国民のキャバ嬢であると！」

「……その感覚は、どうかと思うのですが」

「間違ったことは言うておらんしオフレコじゃ、オフレコ。わしは真面目なキャバ嬢じゃぞ。国民を気持ちよくさせるために努力は惜しまん。貢いでもらったカネもきちんとやりくりして使う。喜んで推すがよい」

[image: ]

　宗教狂いの娼しよう婦ふの娘──そんな風評を受け、貴族社会ではある意味軽蔑と共に語られるこの王女のそうした顔を知っているのは、ただクリステラ・ペトクリファのみ。

「だいたいわしが言うのもなんじゃが、この国の将来はマジヤバじゃぞ。このまま行けばこの大聖堂で、身内を平気で騙だます最低野郎のカールスめが冠を受ける。あのアメリカかぶれめの政策は許容できん。貧富の差が拡大するばかりじゃ」

「……外貨を獲得できる高所得者層に対する減税、法人税などの減免でしたか？」

「そじゃ。社会活動を後押しすることそのものは間違っとらんが、貧乏人から搾り取って上を肥ふとらす弱肉強食、見た目綺き麗れいなサバンナじゃ。当然、教会の存続も危ういわい」

　フンと鼻を鳴らすと、ヌグネは手にした大型端末を手早くタップ。

　呼び出されたのは教会の財務情報だ。市民の寄付を基に運営されているものの、伝統的な建築物の維持管理、弱者救済や難民支援などで常に支出が収入を上回っている。

「赤字赤字、まっかっか～、じゃ。アレがトップになんぞ座った日にゃ不採算部門として、即取り潰つぶしにされかねん。貧乏人を救わねば、金持ちも食ってはいけんというに」

「Cosaコーザ faiフアイ……どうします？　例の申し出を受けるのでしょうか」

「ユーリエルの狗いぬ。いや、悪魔かの？　カワイイ妹やメッセージをよこしたカレンの後ろに潜む、あやつめの提案じゃな。フッツ[image: ][image: ][image: ]に考えれば、ノーサンキューに決まっとる。拠点を全部売り飛ばされ、身内に刺されて顔も名前も全部バラされ、あげく総督府目前にまで攻め込まれてほぼ死に体じゃ。味方につく意味がないわい」

　その状況で送られてきたのが──『ユーリエル・アルセフィア』の名で記された計画。

「１時間以内にＡクラスを潰す。できるわきゃなかろう、常識的に考えんか、たわけが。プレゼンするならもうちょっと説得力がある感じにせんか、これだから遊戯者プレイヤーとなんぞという輩やからは、バクチ打ちから成長せんのじゃよ。……《戦争》っと」

　それは、あまりにも呆あつ気けなく。




『《戦争》を申請しました。Ｃ４防衛者不在により無条件の奪還に成功。

　続いて軍事拠点Ｃ３への《戦争》を開始しますか？　──了承。

　防衛者配置あり。至急、仮想モードでの侵略戦に移行してください。

　攻撃者、クリステラ・ペトクリファ』




「ニヒヒッ♪　呆気ないもんじゃのう。旧大戦時代に核ボタンを押した輩も、こんな気分だったんじゃろか。ま、というわけで頼むぞよ、クリステラ」

「Sìシー. 貴女あなたが、望むなら。……ですが、どうしてですか？」

「理由か……いくつかあるんじゃが、まずわしはカールスが嫌いじゃ。あのイケメンが気にくわん。バカでかい車道楽にウン千万ドル突っ込むのは平気なくせに、わしが貧乏人に２ドルのメシを配給するのには文句をつけよるからの」

　子供っぽい膨れっ面でヌグネは言い、大型端末を高く掲げる。

　ステンドグラスから射さし込む光が彼女を照らす。

　神託の石板を託された預言者のように、タブレットを掲げた娼しよう婦ふの娘が──。

「しかして、昨日。配給に来とった第六区画の子供が、ニコニコしとった。妙な外国人にお菓子をもらった、一緒に遊んでもらった言うてな」

「それは……。神の教えに則のつとった振る舞い、ですね」

「さよう。ついでに言えば、わしはユーリが好きじゃ。あの方の母親は大変よい方じゃよ。ただよい方すぎてわしのように汚いものを知らなかった、知らなすぎたんじゃ」

　だから罠わなにかかり、カールスの手によって破滅させられた。

　しかし、それを。悪意が善意を踏ふみ躙にじり、穢けがすのを──誰もが許したわけではない。

「好きなものと嫌いなものがぶつかっとる。ついでに言えばあのクソ野郎めにわしらは、ブン殴られて大変痛い思いをしたばかり。Ｄクラスの戦争バカどもが先陣を切ってくれた以上、これ幸いと横からブン殴ってやるくらいのことはしてもよかろう？」

「……わかります。少々、お口が過ぎますけど」

「怒った顔も可愛かわいいのう♪　……頼むぞよ、聖伐者。我が十字軍クルセイダーよ」

　ガラリと声の印象が変わった。

　砕くだけた飾り窓の女ではなく、現実を知るタフな政治家のように。

　聖なる光さえ帯びて、大聖堂のただ中に──神の栄光を背負い、立つ！

「背教者どもを潰つぶせ。紅ぐ蓮れんとやらの計画通り、そちがＣ３を獲とり次第再配置を行う。そちはＣ３に移動、他の遊戯者プレイヤーをＣ５に再配置、Ｃ２およびＣ４を獲って領土を奪回したのち、Ｆ領地へ侵入。Ａの拠点を虱しらみのごとく潰してくれるわ！」

「Sìシー, signoreシニヨーレ.──かしこまりました、姫殿下」

　穢れた姫に、現代の聖女が付き従う。清貧という言葉を具現化したかのような彼女と、傲慢に己を飾り、女王たらんとする強欲の幼女。相あい容いれぬかに見える二人。

「貴女あなたは、強い。穢れを知るが故に、そこから人を救うことをためらわない。汚れることを恐れず、誰かを助けんとする貴女を。悪に報いを与え、正義の側に立ち、正しく私という暴力を、神聖なる武器を扱わんとする貴女のために」

　微笑ほほえみが、消える。

「聖戦を。吉報をお待ちください」

　スッ──と、研ぎ澄まされた刃やいばに油をひとさじ塗ったかのように。

　クリステラ・ペトクリファは陶器人形のごとくその笑みを凍らせ、臣下の礼を取った。

　そのままＶＲ筐きよう体たいが隠された祭壇へ静々と歩いていく。その姿を見送りながら、ヌグネはタブレットに表示された愛いとしい妹姫からのメッセージをじっと見つめる。そして。




「ＤとＣは動いた。さて残るＢとＥは、さすがにメッセージ一本で動きはせぬぞ。……どうする、ユーリ。そして、その背後に潜む参謀とやら。まさか無策ではあるまいな？」




　青き血の娼婦ブルーブラツドビツチと称される王女は、皮肉げに笑った。





　　　　＊






　──第二区画、Ｂクラス総督府。




「かっけ[image: ][image: ]っ！　何コレ、キミの？　へ～、デケー！　マジイケてっしょ、コレー！」

「……わからない。うるさい？」

　アルセフィア王国でも異色の街並み、最先端科学と伝統美術が融合した中華街。

　メインストリートを占める半導体やＰＣ部品を扱うハイテク産業のオフィスビル。

　が、一本裏に回れば貧しい移民が住むスラム街。第六区画以上の天国と地獄、金持ちと貧乏人のごった煮のような街の中、その技術を誇るかのようなツインタワー・ビル。

　かつての中国、党のバックアップを受けた経済特区で発展を遂げた超高層建築群を摸も倣ほう。

　三次大戦により破滅したソレを発展、再建した街並み──その根元に停とまったバイクを眺め、栗くり色いろの髪の少年は眼めをきらきらさせてしゃがみこみ、ハイな歓声を上げた。

「わっかってねえなあ未み恋れんちゃん！　男のロマンよ、こーゆーの！　かー、オレもなー！　バイクありゃあなー！　運転とかなー！　してみてえんだけどなー！」

　チラッ、チラッ……と。

　制服の幼女を肩車し、ウザい意図をこめて見上げてくる。

　その言動は軽薄そのもの。蛍光色で『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＳＩＳＴＥＲ』とプリントされたＴシャツといい、首から提げたヘッドホンに制服といい──。

　どこにでもいる、どんな国でも見かけるチャラい男。

　そうとしか見えない少年をバイクのシートから見下ろして、白しろ王おう子じ朝あさ人とは言った。

「……運転してみるかい？　練習できる場所があれば、だけど」

「おっ、話わかんジャーン！　いいねいいね、楽しみってやつは大切さ。メンタル維持、兵器のメンテは必要だもんネ。あとで雇い主に了解とっとこポム太郎！」

「……はしるの？」

「おう、とっとこじゃなくズギャーンって走る。マジ楽しみだわー。じゃ、報酬はソレってことで。いいだろ？　Ｆクラスの説ぜい客かくさん」

「……！」

　以前紅ぐ蓮れんのもとに現れ『息子』を自称した栗色の髪の少年──凍とう城じよう紫し[image: ]れん。

　その妹、彼の傍そばを片時も離れない幼女、未恋と共に。

　紅蓮の送迎を終え、即急行したＢ総督府の門前。バイクを停めた直後に現れた二人は、かたや皮肉げに、かたやぽやぽやとした眠そうな顔で白王子朝人を出迎えた。

「まだ用件は伝えてないはずなんだけど。……まさか、読めてるのかい？　僕らが何をしようとしているのか」

「トーゼン。つぅーか、Ａのメチャクチャな領土拡大と突出、時間帯を指定した朝駆け。ここまで材料出されて読み切れねー遊戯者プレイヤーは無能っしょ？」

　──参ったな、言い返せないや。

　厄介なことに嘲あざけるような調子もない。心底そう思っているであろう自然さで凍とう城じよう紫し[image: ]れんは言うと、答えのわかりきったパズルを解くように語り出す。

「ローマ帝国の滅亡の原因、わかる？」

「……紀元前のかい？　それは、諸説あると思うけど」

「今のテーセツ？ってーやつだとさあ、勢力拡大のし過ぎが原因って話っスわ。勢力をデカくしすぎた結果、あの時代のインフラや通信技術じゃ中央の命令を辺境に届けらんなくなり、得られる利益より維持のコストがでっかくなったソーなんで」

　大帝国の統治、大領土の支配。それに最も必要なものは──。

「ヒト。防御にあたる遊戯者はいくら領土を拡大しても５＋１の最大６人から増えない。……コレなー。コレがあるかぎりいつか誰かが気がついた。ＣＰ、民衆の支持を得るには外征で勝つのが一番だ。土地を押さえりゃＣＰも増える、まじラッキーなんだけど──」

「──領土が増えれば増えるほど、守備に穴があく」

「そゆコト。カールスはテメーの選んだ遊戯者をうまいこと配置し、勢力圏理論で奪わせ取り返すホットラインを構築。これでほぼどこを攻められても対応可能、っと」

　ハッ、とそこまで分析してから、紫[image: ]は皮肉げに唇を歪ゆがめた。

「バッカじゃね？　そこまで読めりゃ、どこに遊戯者を配置するかなんざバレバレっすわ。あとは全部の箇所に《戦争》を仕掛けて足止め、その間に無防備な拠点を食い荒らす」

「……どろぼう」

「そそ。空き巣狙いのコソコソコソ泥。けどま、ノる価値はあるんじゃね？」

　細い身体からだに似合わぬ安定感で妹を肩車し、そのタイツにくるまれた太腿ももで頭を挟まれながら、かけらほどの欲情の気配もない。この男にとって、頭に乗せた妹は──。

（……まるで、ロケットランチャーだ）

　朝あさ人とにとって、その男のしぐさはそう映る。愛も尊敬も信頼もあるようだ。

　が、ヒトに対してではない。自分が装備している武器、兵器、道具に対する信頼性。

　相棒とも言える『兵器』への感覚は、完全にヒトに向けるものとは逸脱していた。

「それじゃあ……。君達も動いてくれる、と？」

「そゆコト。勢力圏理論で考えっと、Ａクラスの配置はＣ１が鉄板、獲物はココだ。ココを獲とって遊戯者を抑え、うまくいったらＡ１くらいはかるーく獲らせてもらいますかね？　ウチも雇われの身なんで、稼げる時に稼いどかないとツラいんすわ」

（参ったな、本当に言うことがない。……これじゃ、子供の使いだ）

　紅ぐ蓮れんに託された指令。Ｂクラスを扇動し、対Ａクラス包囲網の構築と軍事拠点Ｃ１への侵攻を実現する。タフな交渉を覚悟していたのに、相手にその気がさらさらない。

　紅蓮の『子供』を名乗る兄妹きようだい。実際はわからないが、その卓越した遊戯ゲームセンスだけは、本人に迫るものがあるようだ。だと、したら……！

（僕に有利な点がある、としたら。……これくらい、かな？）

「…………」

　ふかふかした兄の髪に埋もれるように眠りかけていた未み恋れんが、不意に顔を上げる。

　バイクを降り、若干汗ばんだ様子の朝あさ人とを見つめ、観察するように瞳孔を開いて。

「……このひと。ふつう」

「は？　オイオイ何言ってんの未恋チャン。仮にも紅ぐ蓮れんサマのツレよ？　なんかとんでもねー能力隠し持ってんだろ当然。目からビームとか出んじゃね？」

「出ないよ。僕は正真正銘、異能なんてものは持っていない。兄なら持っていたかもね。けど、僕はただの凡人だ。そこの可愛かわいい妹さんが言うとおり……ね」

「はあ？　……兄、って。誰っちですかー？　知らないんですけどー？」

「白しろ王おう子じ透とう夜や。……獅し子し王おう学がく園えん、前生徒会長。僕はその弟だよ。知ってるかな？」

「ほ？」

　ピクリとその名前に反応し、紫し[image: ]れんは濃い隈くまの残る眼まな差ざしを朝人に向けた。

「あ～、ハイハイ。聞いたことあるっすワ。日本有数の遊戯ゲーム名家？とか言っちゃって、実情は紅蓮サマに頼り切ってた。そこの長男がなんかスゲーってイキってて、しまいにゃ実家に拉致られたとか。アンタ、その弟サンなんっスか？」

「うん。だからそこの君……。凍とう城じよう未恋ちゃん、だったかな。その子の《魔凍の瞳》──異能封じは僕には通じない。封じられる異能がないからね」

「ふ～ん……。けどそれってつまり、純粋な遊戯センスのせめぎ合い。異能すら芽生えない才能ナシのダメダメ君が、ハンデ無しでプロの遊戯者プレイヤーと殴り合う、ガチンコ勝負のお誘いだってこと……ワカッてます、センパイ？」

「学年は同じなはずだけど。その呼び方はいいのかい？」

「いーんじゃないっスか？　学生のセンパイ、ってことで。なんとなーく、だけどさあ。オレも紅蓮サマに近いとこアンのよ。フツーに、マジメに暮らしてたヒトって」

　──あんまし嫌いになれないんだわ。

　最後の言葉は吐息のように儚はかなくて。

　まるで『日常』への憧れを語りながら、実際は決して自分には手に入らない、と──。

　どこか諦めてしまったような、紅蓮にも似た影があった。

「……君も、遊戯を止やめたいのかな。『お父さん』のように」

「いんや？　だって俺らは兵器なんで。ブッ壊すのが仕事の鉄砲玉よ。未来もない、過去もない、あるのはただただ今だけだ。だからさァ、おもしれー遊戯をヤッてる時だけが、まだ『生きてるゥ！』って実感あるのよね。それ以外、死んでるみてーなもんで」

「遊戯中毒、か。僕じゃお眼鏡に適かなわないわけだね」

「んにゃ、ソーでもないっしょ？　実際、異能持ちじゃねーと遊戯に勝てねーなんてこたありえねーわけだし。異能とかただの道具、オプションパーツなんで」

　超能力じみた超感覚や概念操作など、あれば便利というだけの代物だ。

　本当に強い奴やつは素でも強い。勘違いされがちだが、最強の武術、最強の武器……などと歴史に名を残した強者の後を追う者は数多い、が。

「ホントに強いのは使うヤツっしょ。……だから、センパイ。アンタがオレに挑んでくれるんならウィッシュ上等。ガチでやって食っちゃいますよ？」

「……ははっ」

「？　笑ってるんスか。何、マゾ？　それとも男が好きな方とか？」

「違うよ。情けない話だけど、少し嬉うれしくなってね。……少なくとも、僕を君は敵として見てくれている。戦う価値がある、強い『かもしれない』とね」

　それは予測であり、万が一に備えた警戒であり、そして──『期待』だと。

　どこかわくわくしたような痩せぎすの少年、その言葉に興奮を嗅ぎ取って、朝あさ人とは笑む。




「約束するよ。いつか君が紅ぐ蓮れんに挑む時、僕は必ず君と戦う。今抱いてくれた期待に応えられるかどうかは、わからないけど……退屈はさせない」

「へえ。……上じよゥ等とぉ──……！　おもしれーじゃないっスか、パイセン。おいしソーなメシが待ってるとあれば、仕事にハリが出るってもんだ。モチベわざわざアゲアゲにしてってくれるとか、親切っスねー。キャハハ☆」

[image: ]




　軽薄な笑い。道化師の仮面の裏で、毒蛇の眼めが朝あさ人とを射抜く。




「──退屈させんなよセンパイ。覚えたかんな？」

「もちろん。バイクに乗る約束は改めて、後日。よければ連絡先を交換していいかい？」

「ハッ！　宣戦布告カマしといていきなりそれ？　……オイオイ、何っスかアンタ。距離感なし？　めっちゃわかるわ～……！　そういうのやべえオレけっこう好き。ホイ交換」

「……ばか？」

　端末を出し、メッセージアプリで連絡先を送る朝人。

　支離滅裂な反応を返しつつも、律儀にアドレスを受け取る紫し[image: ]れん。ふにゅりと兄の頭に顔を乗せ、旧時代のマスコットキャラのごとく、ぐでっと垂れて幼女が突っ込む。

　隠しきれない殺気と闘争の熱を秘めたまま、表面だけは穏やかに──Ｂクラスとの交渉は成立し、数分後にはＢ３軍事拠点からＣ１へ、《戦争》申請が為なされる。




　──Ｂクラス、参戦。

　その報しらせを受け、《獣王遊戯祭ベステイア》はさらなる段階へ進むのだった。





　　　　＊






「ＣＰとは民意の反映。現実の忠実な摸も倣ほう、予測演算──。ふふふ、そう伺った時から考えてはいましたが、やはり『当たり』でしたか」

「はい、フラヴィア様。教主たる貴女あなた様のお考え、まさに神算鬼謀。現実よりの仮想改変。『可能』であると判断致します」

　第五区画、Ｅクラス──欧州連合。フランス風のカフェテリア、早朝の席に座って本場のミルクティーを堪たん能のうしながら、フラヴィア・デル・テスタはそう言った。

　傍かたわらに立つは謎の影。カフェテリアの客を装い、普通の服装をしながらも帽子やフードを被かぶって顔を隠したまま、互いに顔を背けてメッセージアプリでのみやりとりを交わす。

　テスタ教団の誇る『司祭階級』──《黒十字》。獅し子し王おう学がく園えんで密ひそかにフラヴィアが育て、潜伏させてきた黒い手は、ここ第五区画に人知れず浸透しつつあった。

「元より我がテスタ教団は欧州系。アジア中心に展開していたものの、欧州には太いコネがいくつもあり、その流れでいくつかの組織に食い込むことができました」

「市民に噂うわさ、情報をそれとなく流し……現状の第五区画、第六区画よりはマシとはいえ、第一区画をはじめとする発展に取り残され、不満が溜たまっています」

「となれば……火をつけるのは容易たやすいこと。いいでしょう、すぐに実行を。10分以内にＥクラス上層部に参戦を決断させねばなりません。現実でのデモを扇動、目印となるジャケットを配り、至急の雇用対策や経済成長を求めて暴れさせなさい」

「は。……現実で民意が爆発したならば、仮想空間においてもそれは反映されます」

《黒十字》の男が言う通り、ＣＰとは民意を映す鏡。

　現実の市民の間で不満が高まり、暴動さえ起きたとなれば──。

　それはＣＰの激減、という形で表現されるだろう。防ぐには、より大きな成果、勝利を以もつて補うしかない。そしてちょうど、そのチャンスは目の前に転がっている。

「いかなる手管を使われたのでしょうか。Ａクラスに煮え湯を飲まされたＣクラスが反撃に出たのは当然として、Ｂクラスまでもがあの方の意図通り、Ａに牙きばを剥むいた。あとは弱小、従順な羊とさえ思われた……」

　このＥクラスまでもがＡを襲えば、完全なる包囲網が完成する。

　最強者カールス・アルセフィアの独走を許すまじ、と。残る他の王子王女全員が、彼の足を引っ張ろうとする。それはまさに、兄弟相克の地獄と言える。

（Ｃクラスを追い詰めるためにカールスと手を組んだ。しかしあの王子は私に何の相談もなくＤクラスと共謀し、一いつ気き呵か成せいにＦクラスをも潰つぶそうとした。……それは、私の本意ではありません）

　確かにフラヴィアはＦクラスを裏切った。だがそれはＣクラス──あの憎き清貧の聖女、クリステラを破滅させるためであり、Ｆクラスを敗退させる意図はなかった。なればこそ紅ぐ蓮れんの求めに応じて、こうしてＥクラスを突き動かすための工作に協力している。

　それに不可思議なこともある。あんな風に脅迫じみた態度で悪魔的にフラヴィアに迫っておきながら、紅蓮は彼女の裏切りについて一切仲間達に漏らさなかった。

　それは、恩情？

　あの日常を愛する優しい少年ならではの甘さか。

　あるいは──……。

「それすらも、貴方あなたの術中……？」

「フラヴィア様。何か……？」

「……失礼。久々に感じてしまったのですよ。芸術を前にした時の、昂こう揚ようを」

「？？？」

「ここ第五区画が模したオリジナル──欧州は芸術の都と呼ばれています。数多あまたの天才的な画家を輩出し、美術館には新旧問わず多彩な才能が集まっている──」

　人々の興味を惹ひきつけてやまない芸術。

　その本質は、神秘である。

　何を考えてこんな絵を描いたのか。この天才の心の奥にはどんな闇が潜んでいるのか。

　偽りの聖女、張り子の教祖に自らを飾る過程でさまざまな芸術を嗜たしなみ、本物の欧州感覚を身に着けたフラヴィアにとって、そんな芸術への憧憬はありきたりな日常へと昇華した。

　だが砕さい城じよう紅蓮の権謀術数は。遠大なる計画は。

「まさに今、天才がリアルタイムで未来の名画を描き上げようとしているような。いまだ白いキャンバスに、どんな絵が描かれるのか──本当に、興味が尽きません」

「よろしいのですか？　裏切りが露呈した今、フラヴィア様の御身が……！」

「そのときはそのときですよ。私を傷つければ傷つけるほど《絶対不運》はあの方を襲う。それをどう乗りこなすつもりなのか……お手並み拝見といきましょう」

　カチン、と磁器のカップを白いテーブルに置くと。

　……ズゥンッ!!

　一区画離れた街並み、アパートメントの一画が吹き飛ぶ。

　爆弾テロ……爆風と黒煙の中、シュプレヒコールが上がる。ヘルメットやマスクで武装した屈強な暴徒があふれ、「仕事をよこせ!!」「俺達にパンを食わせろ!!」と叫ぶ。

「積もり積もった不安と不満。それを解き放つお手伝いをした、ただそれだけ……。Ｅクラスの方には申し訳ありませんが、隙がある方が悪いのですよ。さあ」

　にっこりと、魔女の笑みを浮かべて。

「燃え上がりなさい第五区画。私と紅ぐ蓮れん様の未来を照らすかがり火として。いずれはあの『聖女』を燻いぶす磔たつ刑けいの焔ほのおとするために。ふふふ……ふふふふふ……！」

　うっとりと蕩とろけるように笑み崩れながら、フラヴィア・デル・テスタは紅茶に角砂糖を次々と放り込み、ねっとりと甘くなったそれを飲み干していく。

　さらなる爆風と暴動の叫びが響く。

　そんな中、ただひとり悠然とティータイムを続ける少女の姿は、後日居合わせた記者により配信され、アルセフィア暴動のニュースと共に一面を飾る。

　それより以前、暴動発生から数分後。事態を重く見たＥクラスはただちに暴動の鎮圧を命じると共に、最も手近な領土──Ａクラス第四拠点、Ａ４への侵攻を開始した。

　ＣＰ削減を免れるための逃げの一手。

　戦意なき侵略のポーズ、だがこれによりＡクラス包囲網は完成し──。

　見えざる人形師、紅蓮の糸が新大陸の獅し子しをからめ取ろうとしていた。
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●皇帝の末路インペリアル・フエイト２




『第２ターン目開始。両者、賭ける【財産カード】をセットしてください。

　制限時間は15分です』




　対戦遊戯ゲーム【皇帝の末路】が次の局面に向かう中、ユーリエルは第１ターン目敗北の事実に、未いまだ打ちのめされていた。

　──敗北──凡ミス──遊戯者プレイヤーにあるまじき浅慮──【皇帝】を通された──読み切られた──どうする？　──どうする？　──駄目だ、勝てない──このままじゃ全部──

　手の中の４枚の【財産カード】、その絵柄がブレて見える。混乱してはいけない、思考を冷静に保たねば──そんな遊戯者として当然の心構えを取り戻そうとする度に、先刻、その冷静さこそが裏目に出た事実を思い出してしまう。

　真の賢さ、真の強さとは、常識が覆された時にこそ物を言う。

　常識とは思考を簡略化し、高速で正解にたどり着くためのツールであり、それを身に着けているか否かは、頭脳の善よし悪あしとは無関係だ。

　常軌を逸した異常事態に直面しながら、尚なおも即座に対応しきれる者を本当の賢者と呼ぶ。

　自分は──ユーリエル・アルセフィアはどうか？

《黒の採決ブラツクバウト》を戦ってきたかもしれない。残酷で、容赦なき世界で、泥をすすりながらも勝利を掴つかんできたのは、なるほど世界でも一握りの天才だからこそだろう。

　しかし彼女はある意味で、裏世界の常識に慣れてしまっていたに過ぎない。常軌を逸した事態に直面した場合に、それでも勝利を手にするほどの力は彼女にはなかった。

　ゆえに、今も。

　限界まで頭脳を回し、冷静に物事に対処すべしという常識を覆された今。

　ユーリエルは、己の正しいと信じて昇ってきた梯子はしごを外された彼女は、何が正しいのか、どうすれば勝てるのかがわからなくなってしまったのだ。

（カールスの手に【皇帝】はもうない。私が勝つには、奴やつの【騎士】に【皇帝】を当て、【暗殺者】同士をぶつけて相殺するしか……でも、どの【財産カード】のときに仕掛ければいい……？）

　彼女が失ったのは【奴隷】。そして、得られなかったのはカールスの【金貨】。

　単純に考えれば、いかにも価値の高そうな【王権】を賭けたときに、全力で勝ちをもぎ取りに行くべきだが……勝負の場面であればあるほど、カールスの洞察力に思考がからめ取られるリスクも上がる。

　どうする？　どうする？　どうする？

　と、ユーリエルが思考の泥沼にはまっていると、ふいにそれは起こった。




『Ｄクラス、？？？がＡ３に《戦争》を申告しました。防衛者不在につき占領します』

『Ｄクラス、？？？がＦ４に《戦争》を申告しました。防衛者不在につき占領します』

『Ｄクラス、？？？がＦ３に《戦争》を申告しました。防衛者不在につき占領します』

『Ｂクラス、？？？がＡ１に《戦争》を申告しました。防衛者不在につき占領します』

『Ｂクラス、？？？がＣ１に《戦争》を申告しました。防衛者が配置されていたため対戦遊戯ゲームを開始します』

『Ｃクラス、クリステラ・ペトクリファがＣ３に《戦争》を申告しました。防衛者が配置されていたため対戦遊戯を開始します』




「……何……だと……!?」

　それは、突然の一斉蜂起。

　津波のごとく押し寄せたＡＩの申告音声に耳を押さえ、煩わしそうに顔をしかめるカールスの瞳は、遊戯開始後初めての困惑で塗りつぶされていた。

　防衛者が配置されていたＣ１、Ｃ３では対戦遊戯が勃発。留守を突かれた拠点は無条件で奪われる。全勢力が足並みを揃そろえたかのようなタイミングでの出兵。

　これは偶然か？　Ａクラスの独走を許すまいという集合無意識の生んだ珍事か？

　──否。奇妙な偶然の裏には、いつだって明明白白な必然が潜んでいるのだ！

（Ｄクラス……最も早く、最も多く出兵しているあそこが黒幕ッ!!）

　王子の直感は、即座に裏切者をロシア──ミラ・イリイニシュナ・プーシキナと看破。

（空き巣狙いとは。軍人の誇りすら捨てたか、女め狐ぎつねめ!!）

　ＤクラスによるＦクラスの軍事拠点売却は、今ここで得体の知れぬ遊戯者プレイヤーを脱落させることこそ肝要と、カールスの誘いに乗ったがゆえの決定だったはずだ。

　ＡクラスとＤクラスに同盟のような強固な関係は、ない。責められる謂いわれなど、ない。

　だがしかし。それでも王子は解せない。なぜだ。なぜなのだと心中問わずにいられない。

「フ……フフ……」

　この場で、真実に思い当たったのは、ただ一人。

　肩を揺らすユーリエルの口からは、歌姫が口ずさむ鼻歌めいた、喜劇の音色が漏れ聞こえる。

（すべて理解しましたよ、紅ぐ蓮れん……！）

　遊戯ゲーム開始前に伝言された、時間稼ぎの命令。そして、一斉蜂起というこの事象。

　どうやって他勢力の意思決定を促したのかは知らないが、この現象はあるひとつの事実を示している。

　紅蓮の狙いは、ただひとつ──




（《皇帝の末路》が決着するよりも先に、Ａクラスの総督府を制圧すること）




　もしもユーリエルとカールスの決着を待たずにＡクラスの総督府が陥落した場合。

　果たして、ＡＩはどんな処理を行うのか？

　ユーリエルに遅れて、カールスもその事実に気づいたのだろう。蒼あお褪ざめた表情で、彼は天上の神の声クオリアへと問いかける。

「……答えろ。この勝負を終える前に我が総督府が制圧された場合、遊戯はどうなる？」

『回答。対戦遊戯に参加中の遊戯者の総督府が、《戦争》中に制圧された場合、その時点で該当遊戯者は参加資格を失うため、対戦遊戯をただちに終了します。その際の対戦遊戯は進捗にかかわらず無効となります』

（やっぱり……！）

　簡潔かつ無機質なＡＩの返答に、ユーリエルが昂こう揚ようする。

　それは、奈落に落とされた愚者の眼前に垂らされた──蜘く蛛もの糸。

　絶体絶命の局面、しかし強者を倒さずとも、困難な壁を乗り越えずとも、あの砕さい城じよう紅蓮という悪魔は計略を以もつて大国を沈めてみせんとしていた。

「ＤのみならずＢやＣまで足並み揃そろえるとは。あの男が裏で糸を引いているのか？　……君が魂を売ったという、あのただならぬ雰囲気を備えた『男』に」

「……ふん。仮にそうだとしても、頷うなずくものか。お前にくれてやる情報などミリもない」

「答えなどいらんよ。……君に他国を動かす芸当などできはしない。他者を操り、盤面を操れるのは、ほんの一握りの強者のみなのだから」

　君はそうではない、言外にそう匂わせたカールスの物言いに、ユーリエルは怒りを押し殺しながら気丈に嘲あざ笑わらってみせた。

「虚勢だな。──震えているぞ、悪辣の王子」

「……何？」

　ガタガタ。ガタガタ。音を立てて小刻みに、彼の身体からだは震えていた。

　仮面の笑みを浮かべながらもその全身は、極寒の地に放り込まれた死にかけの肉食獣のように、悲惨な末路への予感に震えていた。

「フ……フフ……私が、震えている。……そう、そうか……震えているのか、私は……」

　ガタガタ。ガタガタ。

　無様だな、カールス。と、ユーリエルが口を開こうとしたそのとき。

　俯うつむいていた王子の口から、クスリ、と。笑みがこぼれた。

　そして、顔を上げる。




「これはいけない。──いくら勝ちを確信したからとはいえ、哀れな敗者を笑うのは貴族としてあまりにも礼を失している……！　ふふ、ハハハハ……！」

「!?」




　カールス・アルセフィアは満面の笑みで背を反らし、空に吼ほえるように哄こう笑しようしてみせた。

　そう、彼は震えていたのだ。

　悲惨な末路への予感に震えていた。

　ユーリエル・アルセフィアという名の妹姫の、策略に溺れ死んでいく未来の姿の滑稽さを思い浮かべ、笑いを堪こらえるべく震えていたのだ。

「君も。君の参謀も。愚か！　愚かだよ！　何のために私が直々に君に剣を向けにきたのか、まだわかっていないのかね？」

「何を言いたい？」

「私はたしかに強く賢い。おそらく他の王位継承候補者の誰よりも。だがね、私が王たる所以ゆえんは己の強さにはないのだよ。王とは腕力の称号ではない。知謀の象徴でもない。王とは、総すべる力を持つ者に与えられし栄光だ！　最強の王は、最強の駒である必要などない！　チェスでもそうだ。王よりも強く、より多くの敵を刈り取るのに適した駒はいくらでもある。故に──」

　カールスは歌劇めいた大げさな所作で、しかしすうっと熱が引いたような冷静さで言う。

「私はＡクラスの遊戯者プレイヤーの中で最弱だ。これが何を意味するかわかるかね、ユーリ？」

「……まさか。総督府やＡクラスの拠点を守っているのは……」

「アメリカが誇る最凶の遊戯ゲーム傭よう兵へい部隊《ドギー・バナナ》──そこから私の目利きで最強の五人を見み出いだした。《黒の採決ブラツクバウト》を戦った君なら、名前ぐらいは知っているだろう？」

「《ドギー・バナナ》……あの新興勢力の!?」

　彼女も耳にしたことがあった。

　五年間無敗を貫いた絶対不敗、勝利のチケットの引退と入れ替わりに裏の世界では複数の勢力が台頭し始めた。これまで絶対の最強に頭を押さえつけられてきた各国の強者達が、次こそは我の時代と言わんばかりに、こぞって覇を競い合った。

　そんな中、砕さい城じよう家やプーシキナ一派といった伝統ある遊戯ゲーム一族とは異なる起源を持つ、新たな複数の遊戯者プレイヤー勢力が頭角を現してきた──。

　北米の遊戯傭よう兵へい部隊《ドギー・バナナ》もそのひとつである。

「まだ詳しい情報を掴つかめていないが……断片的な遊戯実績や要人の証言によれば、彼らは年齢性別国籍を問わない多種多様な人員で構成され、一人一人の背に『獣』のタトゥーが彫られているという」

「その通りだよ、ユーリ。《黒の採決ブラツクバウト》を食い荒らす『獣』。弱者を踏ふみ躙にじり、食い殺す、絶対の強者。──不敗の神話に終わりをもたらす、黙示録の獣さ」

「……何を得意げに。そんな奴やつらと比べて自分は弱いと、そう認めているような男に、王の器があるとは思えない」

　力こそが正義。

　世界を変えるのに必要なのは、国を覆すために求められるのは、圧倒的な力。

　そう信じて自ら《黒の採決》に飛び込んだ王女にとって。

　カールスの言葉は、あまりにも軟弱。

　しかしそんなユーリエルの信念は。力に焦がれる飽くなき想おもいは。




「だから喰われるんだよ」




　詐欺師のたった一言で、食い破られる。

「君も。君の母親も。王の資質を何ひとつ理解していない」

　呆あきれるように。あるいは嘆くように。

　王子は妹姫に教きよう鞭べんを振るう。

「第三次世界大戦前、各国の首脳が持つ実力とは何だった？　世界一位の経済大国アメリカ──その大統領は己おのが豪腕を振るったかい？　怒ど涛とうの勢いで急成長を遂げた中国はどうだ？　武を極めた拳法家か？　名うてのヒットマンか？　──違うだろう」

　そう、けっして世の指導者自身が、圧倒的な暴力を備えていたわけではない。

　世界を滅ぼしかけたのは、彼らの拳ではない。

　では何か？　それは──……。

「──核兵器。生物兵器。大量の無人機による遠隔爆撃に、衛星から鉄てつ槌ついを下す神の杖つえ。彼らの持つ実力とは、暴力とは──ただの兵器。金と技術と権力で手に入れたモノに過ぎないのだよ」

　そう、それはシンプルだが核心を突いた答え。

「兵器を遊戯者というヒトに挿すげ替えた現代でもそれは同じだ」

　兵器が人の形を取る時代がゆえに、世界の頂点に君臨する者達が忘れそうになってしまう本質。自分自身が強くなければいけないのではないかという思い込み。

　指導者は強者を従えることさえできればそれでいいのに、何な故ぜか頑かたくなに己自身を強者の位置に置きたがる富豪はごまんといる。

　そういった手合いは旧財閥、白しろ王おう子じ家の方針を嘲あざ笑わらっていた連中に多い。

　当主は遊戯ゲームの最前線に出ず、家を継がせぬ落ちこぼれや分家の者を遊戯者プレイヤーとして育成、あるいは砕さい城じよう家をはじめとした遊戯の名門に依頼することで賄ってきた。

　しかしそれは臆病さゆえではない。

　──知っていたのだ。

　それこそが最も支配者に相応ふさわしい態度であると。長きにわたり日本一の大富豪として君臨してきた王者の嗅覚が、その器が、自らが武たりえる必要はないと本能で理解していた。

「王の実力とは！　指導者の武力とは！　いかに多く、いかに強力な兵器を所有できるか──ただ、それだけ!!　自分自身の持つ暴力の強さなど、単なるカッコつけ程度の意味しか持たないのだよ」

　覚悟も能も足りぬ指導者未満の妹へと、ユーリエルの眉間へと、手袋に包まれた細長い指を突きつけながら、カールスは薄笑いを浮かべ宣告する。

「それを理解できていないから、君達は喰くわれた。君の母親は事実上の死を迎えたのだ」

「よくも……」

　突きつけられた悪意を鋭い眼まな差ざしで撥はね除のけ、ユーリエルは激げき昂こうする。

「よくも堂々と母様を侮辱できたな……!!　国民が聴いている、この状況で!!」

「できるさ。この期に及んでまだ理解できていないのかい？」

「何……？」

「仮に百歩譲って私の意図で君の母上が失脚したのだとして。……民は誰ひとりとして、君の肩など持たない。彼女が何者かにハメられていたのかなんて、どうでもいいのだよ。甘えた感傷を振りかざしたところで、民には何ら関係ないッ!!」

「く……ッ」

　──この、悪魔め。

　ぎり、と。憎悪を込めて歯を食いしばるユーリエル。

「民の心は簡単に動かない。そんなことは、お前に言われるまでもなく私自身がわかっている!!　誰よりも、誰よりもだ!!」

　だからこそ。




「私は力を手にした！　人に頼らず、自分の力で悪魔を食いちぎるための、牙きばを研いだ!!　これが私の『王』の在り方だ──カールスッ!!」




　力について。武について。

　己の矜きよう持じをぶつけ合った二人が同時に賭けた【財産カード】は……当然、共に【剣】。




「フ。当てつけのような賭けカード。つくづく君は私が好きらしい」

　カールスの軽口に対し、ユーリエルは最も早はやいちいち反応したりはしない。

　勝手に言ってろと言い捨てながら、【役職カード】の選定を始める。

（今の時代、【剣】が象徴するような物質的な武力は重視されない。価値が高いとは到底思えない。しかし──）

　脳裏に過よぎる、ひとつの可能性。

【皇帝の末路インペリアル・フエイト】があくまでも《獣王遊戯祭ベステイア》を彩る、遊戯ゲーム内遊戯であるという事実から予想されること。

　もしもこの遊戯における【財産カード】の価値が、アルセフィア国民にとっての価値を反映しているのだとすれば？

（民は、強いアルセフィアを望んでいる）

　故に【剣】の持つ価値は想像以上に高い可能性がある。

　だとしたらこの勝負、落とせない。

（【司祭】を消費している私は【騎士】を出されたら四分の三の確率で負けか引き分け。勝つには、【皇帝】を使うしかない──と、考えてしまう）

　カードの縁ふちにかけた指をピタリと止める。

　普通に考えれば四分の一の【暗殺者】を恐れるなど馬鹿げている、そうと理解しながらもユーリエルは、冷静さを取り戻した頭で思考を巡らせた。

（感謝します、紅ぐ蓮れん。このＡクラス包囲網、一斉蜂起は貴方あなたの策なのでしょう）

　だとしたら。彼女の思考を透明クリアにしてくれたのは、彼だ。

（危なかった。私としたことが、すっかり詐欺師に思考を導かれていた。武力の理屈などを今更声高に語り、煙けむに巻こうとしたが──奴やつは……）

『……何……だと……!?』

　と。

　他クラスからの宣戦布告を受けたあのとき、カールスは確かに狼ろう狽ばいしていたのだ。

　その驚異的なまでの精神維持メンタルコントロールで即座に焦りを覆い隠し、議論を逸そらすことでユーリエルの思考を誘導したが……ほんのわずかな集中状態の断絶によって、彼女はひとつの気づきを得た。




（カールスはイカサマをしている）




　方法はわからない。だがこの遊戯で唯一見せたカールスの焦り、弱さの片へん鱗りん。取り繕ってみせたように、最強の遊戯者プレイヤー集団が拠点を防衛している自負があるのなら、他クラスにいくら攻め込まれたところで焦る理由はないはずだ。

　では何な故ぜ、取り乱しかけた？

　それはこの遊戯ゲームにおける『唯一の負け筋』を突かれたと感じたからではないか？

（唯一の負け筋。それが、私とカールスの遊戯決着を待たずしてＡクラスの総督府が陥落することだとしたら？　紅ぐ蓮れんの狙いがそれだとしたら？）

　遊戯開始前、「できるだけ時間を稼げ」という紅蓮の言こと伝づてとも符合する。

　可か憐れんから手渡された『アレ』の使い道は未いまだに不明だが、ひとまずここまでは紅蓮の思惑通りに事が進んでいるのではなかろうか。

　どこまで読んでいるか計り知れない、冷たい手に心臓を握られる感覚にさせられるが、それはさておき。

（問題はカールスだ。紅蓮のその戦術を『唯一の負け筋』と考えているとしたら。逆に、奴やつはこの勝負、『絶対の勝利』を確信していることになる）

　じゃんけんに等しいこの遊戯で『絶対』だと？

　人の心が読めるだと？

　そんなこと、あるわけがない。目の前の男は超能力者などではなくただの詐欺師だ。

　詐欺師は詐欺師の手管しか持ち得ない。

　異能者でない限り『絶対の勝利』を信じられる人種には二つのタイプしかいない。




　算数のできない馬鹿か、イカサマ野郎かの二択。




　そしてカールスは、クレバーな男だ。計算もできずに全財産を運うん否ぷ天てん賦ぷのギャンブルに賭けるようなタイプではない。

（最初から、疑って然しかるべきだった。私としたことが、やはり兄様の──コイツの前では、冷静でいられなくなるらしい）

　だがそれもここまでだ。カールスのイカサマを看破し、この遊戯を制する──！

　そのために必要で、最適な一手は……！




「これだ!!」




　ユーリエルが場に裏向きで叩たたきつけたのは、イカサマを看破する一手は──【商人】。

　そして、遅れてカールスが【役職カード】を伏せ、ＡＩが勝敗を判定する。




『両者【役職カード】の提示完了。オープンします。

　ユーリエル・アルセフィア、【商人】。

　カールス・アルセフィア、【騎士】。

　判定──勝者、カールス・アルセフィア。【財産カード】の【剣】と【剣】を獲得しました』




　その結果を目にした途端、電撃に貫かれるような感覚を受け、ユーリエルは硬直した。

　──これはまさか。だとしたら紅ぐ蓮れんに渡された『アレ』の意味とは、つまり。

　さまざまな思考が目まぐるしく脳内を駆け巡り、ユーリエルは俯うつむきながらブツブツと口の中で何らかの言葉を編む。誰が見ても病んだ敗北者の姿に、カールスは愉悦に笑う。

「フフ……随分と威勢良かったようだが、結果は御覧の有り様」

「…………」

「そろそろ理解できてきたんじゃないかな？　私にはけっして勝つことはできない、と」

「ああ……」

「……！」

　しかし次に顔を上げたとき、彼女の目に映る感情の色は、『狩られる者の絶望』ではなく。




「この結果で、たどり着いた。お前の、イカサマの正体に」




　皇帝の喉元にナイフの刃先を突きつける、暗殺者の如ごとき『狩る者の確信』だった。
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●ユーリエル・アルセフィア

残り【役職カード】：皇帝、騎士、暗殺者

残り【財産カード】：王権、十字架、金貨

獲得【財産カード】：なし




●カールス・アルセフィア

残り【役職カード】：司祭、商人、暗殺者

残り【財産カード】：王権、十字架、奴隷

獲得【財産カード】：奴隷、金貨、剣、剣
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●鉄血の遊戯者プレイヤーたち




　軍事基地が、燃えている。




　Ａ５。総督府を目前とした軍事拠点の前で、敗北にうなだれる男を見下し、紅ぐ蓮れん＝ミラは退屈そうに頭を掻かく。

（やめろ。髪が乱れる。髪の乱れは規律の乱れだ）

「風紀の乱れた奴やつに言われてもな。……まあ、謝るよ。つい癖でさ」

　あまりにも退屈な遊戯ゲームをしたときの。

　そう言って紅蓮は歩き出す。

「『王の眼め』とやらで選ばれただけあって、それなりの腕だったが──」

　ＮＹニユーヨークのマフィア間抗争、その陰にその男ありと言われた死のディーラー。

　対戦相手から金ならぬ命を奪い、抗争を煽あおり暴動の引き金となった。潜入捜査中の麻薬捜査官の正体を遊戯で暴き、その名前と家族の居場所まで聞き出し惨殺した結果、ついに逮捕され懲役２５０年を求刑、現在裁判中の殺人鬼──通称《ボックスマン》。

（あの変態か。人を閉じ込めて死ぬまで観察するのが楽しい箱男）

「そういうマネは人間じゃなく昆虫でやれ。あと小学生くらいで卒業しろよ」

　オールバックに黒スーツ。

　一見紳士のように見えるが、箱に閉じ込めた相手をいたぶり殺すのが大好きという若き連続殺人鬼。カールスのツテにより一時的に保釈されたという少年は、なるほど強かった。

「自分の金や家族を賭けた遊戯者はダメだ、負けられないって想おもいがプレイングに影響し、思考を鈍らせる。対戦相手を傷つけるのが好きなたぐいのサディストも向いてない」

（……あの殺人鬼もそうだった、と？）

「ギリギリ限界まで飢え切った変態だ。ちょっと苦しむそぶりを見せただけで、クールを装っても興奮しきってたよ」

　そうなってしまえば対処は簡単だ。悦楽という餌を撒まき、釣り上げてやればいい。

　特に今はミラという美少女の肉体を得ている。変態には格好の釣り餌だろう。

　紅蓮を攻撃、屈服させんと苛烈な攻撃を仕掛けてきたが、それを凌しのがれた後は脆もろく──逆に叩たたき潰つぶされた殺人鬼は。

（あれは当分、殺すどころではあるまいな？　お前の『眼』に怯おびえ、立ち直るまでかなり時間がかかるだろう。再配置もできるかどうか）

「勘違いするな。ビビられてるのは俺じゃない。お前だよ、ミラ」

（同じようなものだ。最も早はや私と紅蓮は一心同体なのだから、な？　ククク）

「はあ……謙虚なんだか何なんだか。大人しく功績として受け取っておけよ。あと、どうでもいいが脳のう味み噌その中で笑うな。うるさくてかなわない」

　軍事拠点Ａ５。Ａクラス総督府を臨む急所の中の急所、それを守る最後の砦とりで──。

　ＣＰを支払って防衛線が有利になるよう強化された拠点は、わかりやすく武装した兵、軍隊の形でそれを視覚化している。つい先ほどまで屈強な米兵が防衛線を組み、戦車を並べて厳重に守っていたそこが、今や焼け野原と化していた。

（ところでそろそろ説明してくれないか？）

「何をだ？」

（とぼけるな。我々はまずＡ３を攻め、そしてここＡ５を落とした）

「順調だな」

（ああその通りだ。だが解せん。なぜ、Ａ３に敵が配置されていなかったんだ？）

「あー……それな。まあ、偶然。たまたま。そんなところなんじゃないかね」

（馬鹿にしているのか？　貴様ほどの遊戯者プレイヤーが、偶然になど頼るものか）

「堪こらえ性しようのない女だな。どうせこの戦いが終われば紐ひも解かれる謎だ。おとなしく待ってろよ」

　紅ぐ蓮れんが冷たくあしらうとミラは何も出ないと諦めたのか、追及の声を止めた。代わりに背後の遠ざかっていく遊戯者の抜け殻に意識を向ける。

（しかし、カールスが見み出いだした熟練の遊戯者──《ドギー・バナナ》の怪物達すら手玉に取る、か）

「俺は現役時代、連中の師匠や先輩筋に当たるベテラン勢が主な相手だった。ついでに言えばそいつらにすら負けたことがない。……負ける理由もないしな」

　この年齢、学生として通用する世代において《ドギー・バナナ》は究極クラスのメンバーを集めたと言えるだろう。

　しかし相手が悪い──そうとしか言えない。ミラのアバターを纏まとった最強、砕さい城じよう紅蓮の前にその在り方を丸裸にされ、叩たたき潰つぶされるだけの作業だった。

　Ａ３、Ａ５。二つの軍事拠点はＤクラスの手に陥おち、総督府にチェックをかけるまで、あと一歩のところにまで──紅蓮＝ミラは迫り、戦火の中で足を止めた。

「アメリカの遊戯者はレベルが高い。世界最大級の遊戯ゲームの拠点、ラスベガス──その地下、最も《黒の採決ブラツクバウト》が盛んな地獄で学んだプロがうじゃうじゃいるからな。だが……それがそのまま、裏目に出た」

　最強クラスの遊戯者は、どこかが破綻しているものだ。

　何億ドルもの大金や顔も知らない群衆の人生。ひと勝負に賭けるものが莫ばく大だいすぎて、心をまともに保っていられない。すべての遊戯が表舞台の最高峰、世界大会決勝戦。

「そんな中で勝ち続けるためには常人のままじゃいられない。さっきの殺人鬼は同世代では最高峰の天才だ。《黒の採決》の一軍トップクラス、だが勝利の経験が大きすぎて、自分が勝ってきたスタイルに囚とらわれる」

（自分のスタイルを捨てられなかったのが敗因だ、と？）

「そういうことだ。逆にスタイルを早めにぶれさせていたとしたら、それはそれで負ける。いつも通りの自分、かつ、今までの場所にはいない──１秒前の自分を超えなきゃ常勝なんて夢物語さ」

（……軽く言ってくれる。化物め……！）

　勝利の法則を淡々と語る紅ぐ蓮れんに、ミラの意識がうめく。

　伝わってくるのは、敗北感。紅蓮の遊戯ゲームを間近で見たせいだろう、自分と紅蓮を比べ、圧倒的な戦力の差に打ちのめされているようだ。

「だいたい、今のアメリカはまっとうに伸びるのが難しいしな……。未成年がカジノを中心とする遊戯施設に出入りするのが法規制されてるから、なかなか遊戯者プレイヤー人口が伸びない。犯罪者まで駆り出してクオリアを獲とりにいく理由がわかるってもんだ」

（若手育成、次代の遊戯者を育てるためにクオリアが欲しい、と？　フン。国家を挙げて遊戯者を育成している我が祖国の鉄の結束を見習うがいい）

　どこか得意げな意思が伝わってきて、紅蓮＝ミラは瓦が礫れきを踏みしめながら苦笑する。

「お前のところはやりすぎだけどな。……接続してみて判わかったが、これはえぐい」

（ふふ、何を言っているのかと思えば。彼ら『端末』は自らの意志でそうなることを選び、進んで国家のために働いているのだ。国家英雄としての待遇も保証されているぞ？）

「どんな待遇も、他人と脳のう味み噌そを共有するなんて気持ち悪さを考えれば安いだろうさ」

　有機連結頭脳体。多重脳髄。その機能により、紅蓮はＤクラスの遊戯者全員の顔や名前、それどころかありとあらゆるプライベートな情報まで『知って』いた。

　多重脳髄、記憶の同期と共有。Ｄクラスの遊戯者達は皆、普通の子供だった。

　紅蓮が羨むような生活──ありきたりの家庭、地元の学校、友達と遊び、恋をしたり、さまざまな青春の悩みを体験しながら育っていって、そして……。

「公立小学校の遊戯試験。進学を賭けた対決で最高成績を挙げた者は、本人の希望にかかわらず強制的に遊戯養成校に進学させ、強制的に遊戯を学ばせる」

（本人の望む進路とも合致させているとも。遊戯養成校はロシアの最高学府だぞ？）

　からかうような意思。が、紅蓮はそれを鼻で笑う。

「どんなにレベルが高かろうが、強制的に収容される学校なんざ刑務所と同じなんだよ。クラーラは恋人と引き離された。色白でブルネットのあいつだ。アメリカ映画好きで、いつかハリウッドに行きたがってたラーザリは空港でとっ捕まって養成校送り。少数民族出のナザルはもっとシンプルだったな。かくまった親を特殊部隊が突入してタコ殴り、拉致同然に進学させた。……そんな不満も、今はない」

　有機的に脳を繋つなげた今。共鳴する意思により些さ細さいな不満は押し潰つぶされ、頂点に立つミラにより与えられる幸福感、必要とされる充足感に、アドレナリンが分泌する。

「βテストを済ませて少しはマシになったかと思えば、あの道化のやってたマネと大した違いはないな。辛うじて自我が残ってる分マシだが」

　ある意味、それは拷問だ。完全に消えてしまえば悩みも苦しみもない。

　だが、未いまだに記憶や自我が残っているミラの端末は──与えられる幸福に上書きされてなお、それが切れた瞬間に強烈な苦しみを味わい、水面下でストレスに晒さらされている。

「賭けてもいいが、保もって３年だ。それ以上は、脳内麻薬の過剰分泌で神経がやられる。果ては卒中、脳梗塞──この技術に未来はない。早めに見切ったらどうだ？」

「ほう、忠告してくれるのか？　だが無用だ。代わりはいくらでもいるからな」

　それは、これまでとは違った。

　声なき意思ではなく、この仮想空間に接続した者が放つ……『声』だった。

　振り返った紅ぐ蓮れん＝ミラの傍かたわらに立つ、その姿は、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、その人。

「同時に二つのアバターでログイン、か。……遠隔操作。俺の脳を使ってるな？」

「シェアしているのだから当然だろう？　私の脳をお前が使っている以上、私もまたお前を使うことができる。守りが固く、表層意識を操るのが精一杯だが……」

　にやりと妖艶に、もう一人の『ミラ』が微笑ほほえんだ。

　紅蓮＝ミラ。ミラの脳を使い、クオリアに接続した紅蓮が操るアバター。

　ミラ＝紅蓮。自身の脳を使い、クオリアに接続したミラが操るアバター。

　ふたりのミラは鏡のようにそっくり同じ。寸分違たがわぬその姿に、紅蓮は訝いぶかしむ。

「大した準備期間もないだろうに、コピーのアバターを用意できるってことは……。事前に用意してあった、ってことか」

「そういうことになるな。言ったろう？　私達はひとつ、個にして群の有機連結頭脳体。すべて私であるのなら、アバターも共通でかまうまい」

　全員が共通のアバターを使うメリットはある。

　代表として顔を晒さらすミラ以外、他のメンバーの素性を隠匿できる。対戦を通じてデータを集め、癖を読むような解析も不可能だ。５人のミラ、そのどれが本物かわからない。

「なるほど。半端に自我を残していたのは、それか。本人のクセが残っていれば、その思考やまぎれがそのままお前を隠す迷彩になる。不安定でも残す価値はある」

「そういうことだ。フフフ……さすが、切れるな、紅蓮。恐ろしいほどだよ」

　うっとりと言いながら、ミラは己おのが身体からだを抱きしめる。

　今、ミラは紅蓮の脳を利用し、クオリアが作った仮想空間にログインしている。

　だからだろうか、酷ひどく興奮した面持ちで──アバターの全身を確かめるように自ら撫なで、喘あえぐように荒い息をつきながら、熱のこもった視線を紅蓮＝ミラに向けた。

「震えるぞ。お前の脳は、恐ろしくなじむ。まるで純粋な力そのもののようだ……。お前自身の記憶や思考はプロテクトされていても、この超スペックの脳髄があるだけで遊戯者プレイヤーとしての実力がどれほど底上げされることか。想像もつかん」

「そうか？　自分じゃよくわからないな。……お前の脳はもったりして重い。複数端末を同時に扱ってるから当然だが、お前自身にも負担があるんじゃないのか？」

　言いながら、紅蓮＝ミラは瞼まぶたを閉じ、他のアバターの状況を確認する。

『Ｆ４、Ｆ３、Ｆ５、占領』

『Ｆ１、占領。──Ｆ２はＣが。Ａ１、Ａ２とＣ１はＢクラスが陥おとした』

『Ｅクラス、Ａ４に侵攻。こちらがＡ５を落とすタイミングを狙っていたようだ』

　すべてが『ミラ』だった。

　仮想空間に接続している紅ぐ蓮れん、そしてミラ本人以外に３人。

　同時接続可能な遊戯者プレイヤー枠をフルに使い、総勢５人の『ミラ』が仮想世界に存在している。

　一人は拠点Ｄ２からＦ４へ侵攻、無人のＦクラス拠点Ｆ３とＦ５を占領。Ｆ５には直前までカールスがいたが、《戦争》が開始した時点で一時的に拠点を離れる扱いとなるため、今のＦ５は無人である。

　一人は軍事拠点Ｄ４からＥクラスの動きを探り、隙あらば侵攻も視野に入れて待機。

　もう一人は総督府の守りとして軍事拠点Ｄ５を守り、残る紅蓮とミラは軍事拠点Ａ５の跡地で、間近にＡ総督府を見ながら侵攻の足を止めていた。

「ＢクラスとＣクラスの侵攻も恐ろしく速い。クリステラ・ペトクリファと……Ｂクラスはまだ《看破ペネトレイト》されてない名称不明の遊戯者だが、米国の遊戯ゲーム傭よう兵へい部隊をいともたやすく蹴散らしているのを見るに相当な実力者だろうな。──Ａクラスの防衛網はほぼ壊滅した。漁夫の利を狙うハイエナめいたＥクラスがＡ４を制圧すれば、Ａクラスはすべての軍事拠点を失い、総督府への直接《戦争》が可能な状態となる」

　その裁定が下るまでの数分間。

　ごくわずかなインターバル、ＥクラスのＡ４占領を待つ間に──

　ミラは狙い澄ましたかのように現れたのだった。

「自分自身の脳ではなく、私の脳を介して。しかも他の端末を操って空の軍事拠点を奪いながら、カールス・アルセフィアに見み出いだされた遊戯者を手玉に取る。……砕さい城じよう紅蓮。やはりお前こそ、新時代の戦略兵器。そのたぐいまれなる脳構造を解明できれば、不可能とされるあらゆる遊戯の必勝法すら見出せるだろう……！」

「買い被かぶりだ、人間の脳のう味み噌そにそこまでの価値はねえよ」

「砕城紅蓮。お前の思考速度は、地球上の全遊戯者の中でただ一人、現在のクオリアＡＩの演算速度に対抗できる。すなわち時間を無限に使えるに等しい」

　それは、他人が必死で暗算して答えを出す間に、コンピュータをぶん回すような行為。

「お前が欲しい。その頭脳、人類の頂点に最も近いお前のすべてが……な」

「だから、プロテクトを解除しろとでも？」

「そうだ。私とひとつになれ、紅蓮。病める時も、健やかなる時も、永遠に共に生きよう。お前には管理者の権限を与えよう。有機連結頭脳体の中枢、脳共鳴ネットワークの頂点に君臨し、たとえこの身が老いさらばえたとしても、永遠に若い肉体を操れる」

　ミラが語るのは、擬似的な不老化処置。自分自身の肉体が老いたとしても、端末の脳と肉体を利用して生きながらえることが可能という夢の技術。

「党幹部のさる老人が、アルツハイマーを発症した。そのままなら衰えていくところだが、脳共鳴ネットワークの応用で若い他者の脳と身体からだを借り、未いまだ健康を保っているよ」

「時間泥棒、か。アバターみたいに他人の肉体を交換できるってわけだ」

　ミラのアバター、女軍人の外装を使いながら、紅ぐ蓮れんは男らしい仕草で不快感を示す。

　反へ吐どが出る、と言いたげな顔。対するミラ本人は冷酷そのもの、動じることなく紅蓮を眺め、邪よこしまな情熱に満ちた笑みを刻む。同じアバター、まったく同じ顔なのに……。

「中の人格が違えば、ここまで違う。……当然だ、違っていいんだ。俺は誰かの代わりになるつもりはないし、誰かの人生や肉体を奪うつもりもない」

「だろうな。こうして繋つながってわかる。……お前は、誰も信じていない」

　砕さい城じよう紅蓮の奥底、深い深い最奥に──。

「決して他人を招き入れないモノがいる。ブラックボックスのように固まった闇が、私の侵略を許さない……アレは何だ？　穏やかな人間らしい暮らしを望む、お前とは」

　いつもの『砕城紅蓮』とは。

「……プロファイリングに合わない。まるでお前の中にまったく別の存在が在るようだ。この秘密こそ、紅蓮。お前の最強伝説の答え……違うか？」

「さあな。脳のう味み噌そを繋がなきゃその程度のことも理解できないあたり、哀れだと思うが」

「……ッ!?」

　見つめる紅蓮＝ミラの眼めは、まるで弱々しい子猫でも見つめるかのごとく。

　紅蓮の脳を使い接続し、万能感すら感じているミラの背筋に冷水をかけた。

「解わかるはずがない。私以上にお前を理解した者など、いない。そうだろう？　……あの妹、あれは凡人だ。お前のような遊戯者プレイヤーの極限を理解できるなど……！」

「可か憐れんじゃない。認めたくないが、実力と才能を併せ持った中二病患者だよ。まあ、実力がある時点で本物の怪物、道化じみた中二病と一緒にするのも何だが」

　紅蓮の頭に浮かんだ男。銀の長髪をなびかせた男の面影──。

「カールスといい、お前といい。姿を見せないわりに、思い出させることが多い奴やつだ。奴がいつか再び俺の前に立った時、さぞ面倒なことになるだろうな」

「……私を前にして、他の男を語るか。妬やけるな」

「勝手にしろ。このままＡ総督府を落とせば勝利はＤクラスのもの──その時点で契約は成立、俺は脳共鳴ネットワークから外れる。約束は守れよ？」

「約束、か。……守らない、それどころか裏をかくのはお前の得意技じゃないか」

　カッ、と焦げた瓦が礫れきをヒールが踏む。

　己と同じ貌かお。ミラは己のアバターを纏まとう紅蓮に寄り添い、軍帽の庇ひさしを上げて麗しい唇に自らのそれを寄せていく。互いの息が混じり合う、至近距離で。

「甘い言葉で私を釣り、裏切って仕留めたオホーツクの夜のように。Ｄクラスの勝利という餌で私を釣り、脳共鳴ネットワークに潜入して何を企たくらむ？」

「俺は約束を守るさ。ただし、約束の前提条件をお前は満たしていなかった」

　ちろりとアバターの唇を舌先が舐なめる。ねっとりと近づいてくるロシア美女を、歓迎も嫌がりもせず──徹底した無視を決め込んで、紅蓮はあくまで平板に答えた。

「砕城本家との婚約も嘘うそ。日系ロシア人みら、ごく普通の小学生を名乗った存在も嘘だ。存在しないものとの約束は意味がない。本当に俺を縛るのならば」

　嘘うそをつかず、誠実に、あらゆる駆け引きを捨てて。

「裸のお前自身を、素のままのお前自身をぶつけてくるんだな、ミラ。嘘も策略も陰謀も、すべては俺の専門分野だ。ドブの底みたいな臭いをさせているうちは、俺を騙だますことはできない。誠実に、正しく報いられることの方が百倍うざい」

「……そんなところまで、まさにお前は悪魔だな。紅ぐ蓮れんよ」

　だが、とそこまで言い、ミラは邪悪に笑みを深める。

「私には切り札がある。そう言ったら、どうする？」

「やめておけ。それを言ったら、この同盟もご破算だ。あとは戦争になる」

「戦争？　とっくに始まっているとも。私の裏をかき、騙し、利用して捨てるつもりだな。それをわかっていながら誠実に接しろなどと甘い蜜を放る。信じてしまいそうになる乙女、弱い女の心を熟知した上で。……怪物め。その手には、私は乗らない」




　だから、仕掛けさせてもらった──。




　その囁ささやきを聞くや、紅蓮＝ミラは眉をひそめ、一瞬だけ瞼まぶたを閉じる。

　再び開いた、瞬間──




「──ッ!!」




　ゾクリ、とした。

　開かれた瞼。両方の眼めが赤く、鬼火のように煌きらめいている。

　当然、アバターを設計したミラは、自身のそれにそんなエフェクトが存在しないことを知っている。ならばこれはただの幻、実体の存在しない虚構に過ぎない。

　──ゾクゾクゾクッ……!!

「なんだ……その『眼』は。私を見てくれるのか？　憎んでくれるのか？　砕さい城じよう紅蓮!!」

「相手にされないからって、一線を越えたな。もう、戻れないと解わかってるのか？」

「そのつもりもない。……貴様のことだ、予想済みだろう？　──砕城可か憐れん、私はお前の最愛の妹、その生殺与奪を握っている。かつて道化師が注入したナノマシンによって」

　その殆ほとんどは獅し子し王おうレジャーランドの医療設備と獅子王創はじ芽めの処置により分解、停止した。

　が──極少量でも残っていれば自己を複製、再び脳を接続できる。

　機能を停止したまま、重大な病のごとく潜伏し、次の機会を窺うかがって。




「今は同期の指令を送っていないから何もない。が、上位者たる私がサーバー権限を以もつて命じれば……！」




　──可か憐れんの人格は、死ぬ。




　肉体は生きている。だがその記憶を侵され、他者のそれを刷り込まれれば終わりだ。

　オレンジジュースにコーヒーを混ぜてしまえば、それはもうオレンジジュースではない。他者の記憶が混ざり、融合した時点でそれは有機連結頭脳体、衆の中の個となって。

「紅ぐ蓮れん、お前のような卓越した脳、私の侵食すら跳ね返すブラックボックスは妹にはない。私に侵され、私に塗り潰つぶされ、私となった妹を……お前は認められるかな？」

「逆に聞くが。それを、俺が気づいてないとでも思ったのか？」

　技術の世界は日進月歩だ。日本トップクラス、世界の頂点と言っていい獅し子し王おう創はじ芽めすら、追いつき追い越さんとする勢力がいる。アメリカ、ロシア、アジア、あらゆる技術者達が総力を挙げて追いすがれば、あのインチキ親父おやじの裏をかくこともあるだろう。

　──そう、紅蓮は。

「無効化に成功した、なんて言葉を信じちゃいない。信じたいとは思ったがな。……お前がそれを切り札として持ち続けるだけなら、それを言葉にしなければ……まだ、俺達はこのままでいられた。殺し合わずに、新しい関係を始められる可能性があった」

「ほう。……それほど、妹が大切か、紅蓮」

「ああ、大切だとも。俺自身の存在のためにもな。あいつ風に言うのなら──」

　ミラの長い髪を獅し子しの鬣たてがみのごとく逆立て。

　赤い眼めで瓦が礫れきに立つもうひとりの『ミラ』をしかと睨にらむ。

「お前は逆げき鱗りんに触れた。──代償は重いと知れ、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ」

「まるで小熊を傷つけられた母熊だな。新しい関係だと？　……笑わせてくれる」

　紅蓮の赤眼を睨み返し、それどころか愉悦すら感じながら、ミラは嘲あざ笑わらう。

「お前と私の間に、どんな関係が築かれると言うのだ。お前は私を否定し、私を拒んで、私を捨てた。ゴミのようにな……！　私を今さら、愛するとでも言うのか!?」

「可能性はあった。偽物の『みら』じゃない、本物のお前と。遊戯ゲームとは関係ない間柄を、お前と誠実に手を結んでこの遊戯を締めくくる、そんな未来が存在した」

　が、今。

「その可能性は消え、世界線は断たれた。分岐は定まったんだ、ミラ」

「……世よ迷まい言ごとを。私を、このままの私を、愛する可能性があっただと……？」

「あった。そして、もうない。お前の記憶を覗のぞき、お前と同期した遊戯者プレイヤー達の心を知り、お前らも人間なんだと──わかり合えるかもしれないと、期待していた」

　紅蓮の中には、同期した遊戯者達の記憶がある。

　黒髪のクラーラを女友達としてボルシチを食べる可能性があった。

　洋画好きのラーザリとＢ級映画について語り合い、佐さ々さ木きを交えて夜通しダメ映画を観賞する可能性があった。ナザルと果てしない草原で、馬を追いかける未来があった。

　ミラと、愛し合う未来があった。遊戯という地獄の底で、可憐の命という切り札を握りながら、それを決して使うことなく誠実に接した、その果てに──。

「お前に話を持ちかけたのは、その可能性があったからだ。かつてお前を貶おとしめ、破滅させた詫わびに。未来を、名誉を奪ったお返しに。お前が俺への恨みを捨てたなら、俺もまたお前に対するわだかまりは捨てるつもりだった」

　──ミラの記憶がある。

　絶望に塗り潰つぶされた想おもいが。

　革命ですべてを失い奴隷同然の身に堕落し、激動を生きた貴族の歴史があった。

　三次大戦の惨禍を越えた祖父に遊戯者プレイヤーとしての素質を見み出いだされ、一族の期待を背負った過去が、両親に愛された喜びがあった。そして、そのすべてが敗北によって泡と消えたのだ。

「……同情した、とでも言うのか？　私の失ったものに」

「いいや。反抗しているだけだ、このくだらない世界のルールに」

　国家の威信だの、顔も知らない先祖の因縁だのに惑わされ。

　自分が欲しかったわけでもない。親から、環境から、支配者から命じられたことに唯い々い諾だく々だくと従って、本来あるべき人生を奪われた『遊戯者』達へ。

　──そのままでいいのか？　と。

「俺は問うだけだ。そして、その答えに応じて運命を選択する。ミラ、お前は俺の問いに可か憐れんを、俺の大切なものを人質にするという形で答えた」

　チャンスは三度。

　Ｄクラスに拠点を売り渡した昼食の席で。

　今朝、Ａクラスの求めに応じてＦクラスを裏切った時に。

　そしてたった今、紅ぐ蓮れんとの取引に応じたにもかかわらず、可憐を人質としたこと。

「お笑いだな。……では、私がお前の問いとやらを見破って、お前を裏切ることなく、脅すこともなく、ただ普通に接していたとしたら──」

　それはあまりにも虚むなしい、解答。

　試験が終わった後、ケアレスミスに気づいた学生のように。ほんのわずかに、鉄壁とも思えたミラの仮面にヒビが入り、冷酷な遊戯者ではなく。




「──この想いは、叶かなっていたのか。それは……気づかなかったな」




　シベリアの春に咲いたたんぽぽの花のように。

　不意に美しいものを見つけたかのように、ミラは笑う。

「だが、それはありえない。たとえ時を遡ろうとも、私は同じ選択をするだろう。私に、『日常』など存在しない。お前が言うような恋愛の駆け引きなど、知らない。私は、ただロシアの威信にかけてクオリア分枝を祖国へ持ち帰る、ただそれだけの存在だ」

「人の心を、手放してもか？」

　ぽつりと紅ぐ蓮れんは問いかける。

「誇りを捨てて、恋を捨てて、そして最後に脳と記憶すら他人と共有しながら。お前は何になりたいんだ。お前はどうしたいんだ。ミラ……いや」

　もう、ここにいるのは。

「昔、ミラという女の子だった。今、お前は女ですらない。人間ですらない。接続された無数の脳に走る人格データに過ぎない。──ほら」

　紅蓮は言い、戦火に曇る空を指差す。

　軍事基地のただ中にある白亜の教会──神の教えが深く根付いた米国ならではの光景。だが戦いの中で焼け焦げ、朽ちた十字架の奥。風が吹き、寂しく鐘の音が響く。




　コォ──……ン……。




「弔いの鐘だ。さようなら、ミラだったもの。せめて最後の契約は果たしてやろう。──Ａクラスの滅びという形でな」

「……待て、ぐれ……ッ!?」




　──ブツッ!!




「馬鹿な……接続、がっ!?」

　共有していた紅蓮の脳、それとの接続が断たれた。

　表層意識だけは操れていた、だからクオリアへの接続は可能だったのに──本来なら、サーバー権限がない限り絶対不可能なはずの強制操作を、砕さい城じよう紅蓮は可能にしたのだ。

　紅蓮の様子がモニターできない。お情けのように伝わってくるのは紅蓮の視界、そして音。視覚と聴覚を共有しながら、彼の心を読むことは一切許されぬまま。

　ミラのアバターは消え、紅蓮は屍しかばねすら残らぬ虚無を踏んで、ゆっくりと進んでいく。




『Ｅクラスが軍事拠点Ａ４を制圧しました』

『Ｄクラスより、《戦争》が申請されました。

　攻撃者、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。標的はＡ総督府、防衛者は？？？アンノウン。

　防衛戦を開始します──』




　脳に響くアナウンス。

　そして、Ａクラスの命運を決める決戦が始まる。





　　　　＊






「ホワイトハウス……か。アメリカかぶれのカールスらしい総督府だな」

『ま、そいつはアタシも同感だ。ショボい同盟国にしちゃ調子コキ過ぎだロ？』




　──Ａクラス総督府。

　緑の芝に囲まれた白亜の館。第三次世界大戦を経てもなお健在、アメリカ合衆国大統領官邸、ホワイトハウスを模した建物の周りに、一人を除いて気配はない。

　婀あ娜だっぽいスペイン語訛なまりの英語。

　かつての植民地からの移民の血を濃く感じさせる褐色の肌、肉厚の唇。見事に突き出たロケットのような胸とくびれた腰、尻のラインは芸術品と呼ぶには俗気が強すぎる。

　服装はタイトなタンクトップにホットパンツ。

　まるで雑誌のグラビアからそのままモデルが抜け出して来たかのような、妖艶かつ絶世のラテン美女。そんな女が、シャクッと小気味よい音をたてて──。

「総督府の防衛役か。……食事中、邪魔したか？」

『ああ、コイツか？　オヤツみたいなもんさ、気にすんナ』

　純白の歯。歯科医が見み惚とれる規則正しい並びのそれで、手にしたリンゴをひと齧かじり。

　瑞みず々みずしい果肉、豊かな香りまで感じられるのはクオリアシステムならではの再現だ。が、彼女は不満げな様子で眉をひそめると、人食い鮫ざめのような眼めつきになって。

『マズッ……やっぱダメだナー、仮想空間じゃ野菜も果物も死んだ味しかしない。ロシア人はダーチャとかいう日曜農場をヤルらしいじゃないか。どう思う？』

[image: ]

「俺は生あい憎にくやってない。が、料理はともかく野菜の味がイマイチなのは同感だ。あくまでＶＲ上で料理を作る素材として、最低限のサンプリングで済ませたんだろう」

『ホー、さすが日本、本場シシオー学園の生徒だ。詳しいじゃないか』

「……！」

　紅ぐ蓮れん＝ミラの眉がピクリと動く。

（今の台詞せりふ。コイツ……）

『お。ダメ元でカマかけてみたら正解か。ま、中の人がどこの誰サンでもいーけどサ』

「…………」

　見抜かれている。ミラの中身が別人、それも日本代表の遊戯者プレイヤーである、と。その事実に紅蓮は内心での警戒レベルを大幅に引き上げた。

『おかげさまでウチはあっちもこっちも大炎上。この局面でトクしてんのは、はてさてどこの誰サンかってネ。有機連結頭脳体だっけ。ロシアのハイテクならそーゆーこともできるだろうし』

「猿のくせによく喋しやべる。お勉強も得意なようだ」

『んーやアタシはちょイと、そういうハイテクには縁がなくてネ。路地裏で金や命を賭けてヤるのが合ってる』

　──ギャング上がり、か。

　紅蓮はこのラテン美女の正体を察した。

（三次大戦以前からマフィアが事実上の支配者だったメキシコ。戦後、米国の統制が緩む中、混乱した南米、ラテンアメリカはひどく荒れたと聞く）

　その混乱の中、頭角を現したのが新時代に適応した犯罪組織だ。

　彼らは表立った抗争をやめた。暴力を捨て、あらゆるいざこざを遊戯ゲームによって解決する新時代のルールに適合し、裏社会に秩序を取り戻した。その原動力となったのは若い世代、戦後に生まれ、さまざまな遊戯に親しんできた者達だという。

「あんた、とても高校生には見えないな。大した美人だ」

『女に褒められても嬉うれしかネーけど、あんがとサン。こう見えても十七だヨ。アンタこそ、言葉やしぐさ──いや、立ち方に女っぽさがカケラもない。アバターと中身で性別から違うだロ？』

　当たりだ。鋭い観察眼を持っているのは、確からしい。

　紅蓮は眼前の遊戯者の評価を改めながら、はぐらかすように苦笑する。

「さてな。そう読まれるのを狙って、あえて振る舞っているのかもしれない」

『マ、ダネ。さテ、ヤる前にチョイとつきあいなよ。チョイとくらい、いいだろ？』

「時間稼ぎか。さっさと終わらせたいんだがな」

『そう言うナイ。アタシはね、のんびりやるってことの尊さを、日本で覚えてきたんだ。急がばマワレ、ヒトヤスミヒトヤスミ。イッキュー・サンの言葉だろ？』

「知らん。どこで覚えてきたのか知らねえが、微妙に間違ってないか？」

『かもネ。ホームステイ先の人ラ、テキトーだったからナ』

　カラカラと笑う。笑顔を見せると、とたんに人懐こい雰囲気が出る。

　凶暴な雌め豹ひようが喉を鳴らして甘えれば、大きな黒猫に化けるように──『よっ』と軽く声をあげ、足元に転がしてあった麦わら帽子を冠かぶって歩きながら、振り返ると。

「コッチだよ。ま、ついてきナって」

「……？」

　疑問はあるが、ひとまず進むと──ホワイトハウスの裏手、人目を避けるように。

「……畑？　仮想空間に、か？」

『現実の方でも作りたかったんだけどネー。土地貸してくんないからここでヤッてるのさ。キツい災害も雨風もない超ヌルゲーだし、アンマ意味ネーけどナ？』

　わずかに切り開かれた家庭菜園。作物は定番のトマトやジャガイモ、トウモロコシなど。

　仮想空間上だからかどれも青々と茂り、まるでそう作られたサンプルのように美しい。

　中でもトウモロコシ。彼女の背丈ほどもある高さに伸びた茎から一本もぐと、ビリリと音をたてて皮を剥むく。茹ゆでる前の真っ白な粒、瑞みず々みずしいそれを。

　……ボリッ。

『ン～、やっぱ薄いワ。本物はネ、超甘くてウマいのさ。アタシがホームステイ先でネ、食わせてもらったトウモロコシは……人間が食うモノだって味がしたヨ』

　生のまま味わう女に、紅ぐ蓮れん＝ミラはふと訊たずねる。

「今まで食ってたのは、人間が食うようなモノじゃなかったのか？」

『まーナ。レストランの残飯突っ込んだカレーとか、当時はスゲーウマいって思ってたヨ。だって、いつもハラペコだったからネ。けど……スマン。ありゃ、エサだったワ』

　誰かの食べ残しをさらに煮込んだドブのようなエサで生きてきた、惨めな半生。

　けど、と女は言葉を繋つなぎ。

『遊戯ゲームで這はい上あがった。女とみりゃ娼しよう婦ふ扱いしやがる汚職警察も、弱いものイジメしか能がないギャングどもも、みんなアタシを頼ってきたヨ。遊戯が強い、ただそれだけでネ』

（嘘うそじゃない）

　異能を使うまでもない。女の声にはありありとしたリアリティがある。単なるハッタリには絶対に乗らない深み、積み重ねてきたものに対する絶対の自信だ。

『カネのタメならどんなクズの味方もしたヨ。麻薬カルテルのボスと検察相手に有罪賭けてヤッた時もあるし、弁護士に雇われて殺し屋を証言台に立たせたこともネ』

「遊戯傭よう兵へいか。……他の奴やつらもそうだったんだろうが、最後の最後に、その中でも特上の奴を持ってきたもんだな。──あんた、Ａクラスの他の連中とは格が違う」

『アイツらもヘボってワケじゃないんだけどナ？　……実力はあるヨ。けどマー、クセが強すぎるよナ。ボックスマンは救いようがネーけど』

　己の生きてきた環境に特化しすぎている。

　白亜紀当時の気候でしかティラノサウルスは生きられない。

　環境の激変が恐竜を絶滅させたように、特化型の遊戯者プレイヤーは自分が有利に、相手が不利になるフィールドへ相手を引き込むものだ。が、それを見破られれば。

『対策は喰くらっチまうよナー。あんたクラスのベテランが相手じゃ誘いは読まれちまうシ、半端な揺さぶりは意味がない。となりゃ、まあ敗まけも仕方ネーだろ』

「そうでもない。他のクラスの最上位以外には通用するだろうな」

『アイツらが弱いんじゃない、テメーが強すぎるだけだっテ？』

　傲慢な言いぐさ。だが、紅ぐ蓮れん＝ミラに気負いはなく、ただ事実を述べているだけだ。

　それを察し、褐色のラテン美女は呆あきれたように肩をすくめる。

『やれやれ。ロシアの女……ってことにしとくヨ。なあ、アンタには守りたい人っているカイ？　死んだら泣いてくれそうな男とかサ』

「さあな。……いないだろう。俺ミラには」

『あっソ。寂しいねえ、そりゃ。……アタシには、いるヨ。敵に回したマフィア連中が、今時珍しいガチの殺し屋を差し向けてきやがってネ。ＣＩＡが証人保護プログラムに手を回して、アタシを留学生ってコトにして日本に逃がしたんだケド』

　──そこで、出会ったものは。

『あったかかったヨ。……優しい人達がいた。誰かを傷つけたりしなくても食い物が手に入る世界、腹をすかせた子供を迷わず腹いっぱいにさせてくれる世界』

　あまりにも眩まぶしくて、羨ましくて、妬ねたましくて。

『すっげー楽しかったヨ。そこんチの娘サン、頭はパーだけどラッパーの才能あるコでサ。そのコと仲良くなって、妹ができたみたいな気がしてネ？』

　もし、どこかの路地裏で自分が死体で発見されたとしたら。

『あのコはきっと、アタシのために泣く。……そうわかったら、死ねなくなったヨ。日本じゃアタシは頭の軽いラテン大学生女。クソバカでノーテンキなメールを送って、試験のグチだの教師がクソだのって言い合う、そんな嘘うそだらけの関係だけど』

　死ねない。死なない。──絶対に。

『その想おもいが、アタシを強くした。負けネーよ、ツンドラのお姫サマ？』

「オカルトだな。……想いで勝てるなら、そんな楽なことはないんだが」

『まーナ？　アタシに今まで負けた連中が、勝ちたくなかったワケじゃねーヨ。けど違うのサ。アタシは生きていてもいいんだッテ想いが。相手がどれほど正しくても、アタシがここで勝っていいんだって想いがあるから、迷わず勝ちにいけるんダ』

　それは単なるジンクスだ。根拠のない思い込み、まったく信用できないデータ。

　本来なら害悪でしかないそれを、この美女は堂々と誇り。

「あんた、何な故ぜこの遊戯ゲームに出たんだ。報酬か？」

『ブッちゃけそれもアル。カールスは金払いがいいからネ。アタシはさー、故郷に農場を持ちたいんだ。核汚染された熱帯雨林の焼け跡で、大勢を腹いっぱいにするメシを作る』

　だが、それには莫ばく大だいな金がいる。

『カネ、カネ、カネさ。ＡＩ管理以外の農法、たくさんの人が介在する昔ながらの農法を導入できりゃ、大勢が仕事にありつけル。けど、昔バカみてーに畑を増やそうと森を焼きまくったせいで、今やアタシの故郷はＡＩ管理以外の農法を完全否定しちまってる』

「……アメリカの圧力があれば、それを変えられる？」

『可能性はあるってヨ。……ウチの故郷のため。金のため。理由はまだいるカ？』

「いらないな。正直、あんたの夢は嫌いじゃない。……立場がこっちなら、応援したってよかったんだがな。厄介なことに、負けてやるわけにもいかない」

『そりゃーそうサ。お互い、ダイスひと振りに命も運命も賭けちまウ。イカれてんのさ。けど、他にやり方を知らネーんだ。土のいじり方は知ってても、世の中は動かせない』

　だから遊戯ゲームをする。他にやり方を知らないからだ。

　勝者はすべてを得、敗者はすべてを失う。シンプルな弱肉強食、絶対勝利の世界。

　暴力を排した世界に君臨する新たな法の残酷さに、ほんの少しだが──。




「バカバカしい話だ。……あんたの名は？」

『アビゲイル。友達は、アビーって呼ぶヨ。……覚えなくていいけどサ』




　妙な親近感を覚えて、紅ぐ蓮れんとアビーは微笑ほほえみを交わし。




『防衛戦が開始されます。遊戯種目、選定開始。各遊戯者プレイヤー、スタンバイ』




　システムメッセージの託宣のもと、憎しみ無き殺し合いに突入する──。





　　　　＊






　──Ａ総督府決戦開始より、わずかに前。




　Ｆクラス総督府の薔ば薇ら園で、砕さい城じよう可か憐れんは遊戯の行方を見守っていた。

「あの女……！　お兄様を裏切ったばかりか、漁夫の利狙いとは。あざとい、卑ひ怯きようなどという言葉では表現しきれません、ああっ……!!」

　憤ふん怒ぬと焦りに身を焼かれ、手にしたスマートデバイスに釘くぎづけとなって可憐は唸うなる。

　ユーリエルの総督府防衛戦はギリギリの攻防を続け、その間に他勢力がＡクラスの拠点を食い荒らす、激動の最中。その仕掛け人が兄であることを、可憐は知っている。

（白しろ王おう子じ朝あさ人とやフラヴィア・デル・テスタは各クラスを動かし、静しず火かさんはお兄様の護衛。皆が役に立っているのに、お兄様は、なぜ……どうして……？）

　自分にもっと役割を与えてくれないのだろうか？

　やったのはＣクラスに紅ぐ蓮れんの書いたメッセージを転送するだけの、ワンタップで終わる作業のみ。

　朝あさ人とはいい。性癖に目をつむればそれなりに優秀だし、紅蓮への忠誠心もあるようだ。

　だがまるで信頼できないフラヴィアや、かつて可か憐れんに敗れた静しず火かにも指示があるのに、自分だけが待機名目の放置状態。これは……あまりにも、苦痛だった。

　今この瞬間、兄がどこで何をしているのか、可憐は知らない。

　ただ沈黙の中、戦い続けているであろうことだけはわかる。

　今できることは不満を口にして兄を困らせるのではなく、ただじっと耐え忍び、兄からの連絡を待つ、ただそれだけ……わかっているけれど、やはり。

（可憐は……切ないです。……お兄様、今、どうしているのですか……？）

　胸に挟むように抱きしめたスマートデバイス。

　切ない想おもいを秘めて可憐がそう心で叫んだその時、ふくよかな双丘が震えた。

「！　メッセージ……お兄様から!?」

　慌てて画面を確認する。それは無言のまま、何の指示もない。

　明かされたのはクオリア接続用のログインキー。

　ただし干渉不可、接続した場所の情景をただ見るだけ、だが……！

「なるほど、そういうことですか、お兄様。どうやってこれを入手したのか、想像もつきませんが……」

　が、考えている時間などない。総督府の中、すでにユーリエルが没入している筐きよう体たいの隣、空いているポッドに入り込み、ゴーグルを下ろしてログインキーを入力しながら。




「ついに、私を頼ってくれたのですね……。このお役目、必ずや果たしてみせます!!」




　必要とされる喜びに満ちた叫びをあげて、砕さい城じよう可憐は彼女の戦場へと向かう。

　見えざる戦い、その正体が露あらわになるのは、まだ先のこと──。





　　　　＊






　その頃、ユーリエルとカールスの遊戯ゲームは──




「イカサマ……か。その言葉の重み、裏の世界に身を浸した君なら知ってると思うがね。証明できませんでしたでは済まないよ？」

「べつにそれを指摘して、失格にさせようとは思っていない。そもそも、お前はイカサマをしているがルール違反は犯してない。なぜならもともとこの遊戯において、イカサマの禁止なんてルールは存在してないのだから」

「ほう。……気づいたというわけか。この遊戯のからくり、抜け穴に」

「随分と遠回りした。もっと早く気づいて然しかるべきだった」

　だけど怒りがそれを邪魔した。

「お前があえて私の憎悪を膨らませる言動を続けたのは心理を読むためじゃなかったんだ。私に、ある単純な真実に気づかせないこと。それこそが、本当の狙い」

「興味深い。答えを聞こう」




「私の手札を覗のぞいているんだろう？　──全国民に公開されている遊戯ゲームの映像を使って」




　ユーリエルの指摘に、しかしカールスの笑みから余裕は消えない。虚勢か本当に脅威を感じていないかは定かでないが、その態度にくすぐられた腹立たしさをぐっと堪こらえ。

「国民と同じ方法で遊戯経過を観測し、私の出したカードをお前に教えている仲間がいる。──通話をかけっぱなしの携帯端末と、ワイヤレスイヤホンという、原始的な方法でな」

「……ほう」

（紅ぐ蓮れんが可か憐れんを通じて私に渡してくれた『コレ』──通話をかけたままのデバイスと小型のワイヤレスイヤホン。クオリア筐きよう体たいの中に持ち込み、筐体のヘッドホンの下につけながらログインしてみたものの一度も声が発されず、何かと思ったが──）

　これは何かしらの指令をユーリエルに渡すためのものではなく、暴くためのヒント。

　まったく同じ方法でカールスがイカサマを使うことを示唆するためのガジェットだったのだ。

「カールス、お前はＤ、Ｃ、Ｂクラスの一斉蜂起の報しらせを受けたとき、確かに動揺した。だが、その割には遊戯そのものの勝敗に不安を覚える様子はなかった」

「言った通りさ。遊戯傭よう兵へい部隊《ドギー・バナナ》の精鋭を揃そろえているからね。もっとも、そのうちの四人の実力は──他クラスのトップ、クリステラ・ペトクリファやあのロシアの雌め豹ひように後れを取るかもしれんがね」

　だが、とカールスは笑う。

「総督府を守る『彼女』は無理だ。絶対に落とせない。鉄の女、人間要塞、霊長類の盾。異名は多々あるが彼女の豪腕だけは破れん。──何せ、かの五年間不敗、絶対勝利のチケットが消えた後の《黒の採決ブラツクバウト》において……彼女はまだ一度も敗れたことがないのだから」

「新たな……不敗……!?」

「そういうことだ。私はただ淡々とＦクラスを制圧すればいい。どれだけの国土が奪われようと、彼女を崩せない限り何も問題はないのだよ。君の切り札──噂うわさに聞く元世界最強の遊戯者プレイヤーも、今は機能しないしね」

（コイツ……私が紅蓮を味方に引き入れたことに、気づいているのか。……いや、それもそうか）

　何かしらの、脅威になり得る情報を掴つかんでいるからこその、迅速なＦクラス潰つぶし。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、砕城可か憐れん、白しろ王おう子じ朝あさ人と、御み嶽たけ原ばら水みず葉は、フラヴィア・デル・テスタ──

　そのうちの誰が『ソレ』かまでは知らないが、誰かが世界最強の遊戯者プレイヤーだとわかっている。そして今、その人物が遊戯ゲームをできるステータスになく、挽ばん回かいのチャンスを与えられていないことを知っている。

「……だからこそ、だ。勝利を確信しているはずのお前があのとき、一斉蜂起の報しらせを受けて焦りを見せたのは──Ａ３への攻撃結果をアナウンスされたからだ」

「……!?」

　ピク、とカールスの眉が微かすかに動く。長きにわたり裏の世界に身を浸した者でなければ、温室育ちの王女では見落としてしまいそうなごくわずかな変化でしかなかったが。

　それは、正解の証あかし。

「Ａクラスの防衛上、もっとも効果的な遊戯者配置はＡ３、Ａ５、Ａ総督府、Ｃ１、Ｃ３の５か所。何な故ぜなら、そこに置いておきさえすれば、どの拠点を攻められたとしてもただの一手で奪還可能だからだ。多少なりとも頭の切れる人間なら、ここまでは誰でもたどり着く予想。しかし──」

　ユーリエルの眼まな差ざしが、王子の欺ぎ瞞まんを射抜く。

「ＤクラスがＡ３に侵攻した際、防衛者は不在だった。《戦争》の必要もなく、軍事拠点はあっさりと占領されていた」

「…………」

「つまりＡクラスは今、軍事拠点に４人しか遊戯者を配置していない」

　不合理な配置。ただでさえ少ない手駒をあえて使い切らないという無意味な配置。そんな無駄を、この頭脳明めい晰せきな王子が選ぶはずがない。そう考えれば、答えはたったひとつに絞られる。

「遊戯中継を眺め、自軍に有利な情報を流す。──諜ちよう報ほう要員として一名、どうしても人員を割かなければならなかった。国民の信を問う選挙で、参加メンバー以外の人間を買収し発覚したとなればリスクが高い。それよりは、メンバーの中だけで完結させた方が良い、そういう判断だったんだろうが……」

　ふん、と鼻で笑い、ユーリエルは。

「残念だったな、詐欺師。真実は暴かれた。お前が人の心理を覗のぞけるなど真っ赤な嘘うそだ」

　強い言葉で詰なじり、軽蔑の眼差しを容赦なく向けた。

　沈黙。貫く刃やいばのような言葉をその身に受けて俯うつむいたカールス。そして。




　パチ……パチ……。




　乾いた音が、彼我の間の沈黙を埋める。

「エクセレント!!　素晴らしい推理だよ、ユーリエル」

　拍手喝采。イカサマを暴かれた詐欺師とは思えぬ鷹おう揚ようさでカールスは手を叩たたく。

「だがそれを暴いたところでどうなる？　最初に君も言っていた通り、コレはクオリアが禁止していなかった行為。すなわちルールの内側の戦術に過ぎない。君に裁かれる謂いわれはないね」

「ああ。断罪のつもりはない。ただ、種がわかれば対応もできるというだけだ」

「……!?」

　カールスの目が見開かれる。それだけ彼女の行動が意外だったのだ。

　手札から３枚のカードを裏面に伏せ、シャッフルしてみせるというユーリエルの行為が。




「私はこれより、カードを見ずに【役職カード】を選ぶ」





　　　　＊






（カードを見ずに【役職カード】を選ぶ、だと？　く、クク……血迷ったか、ユーリ）

　裏向きに伏せられた手札を従え強い眼まな差ざしで睨にらむ妹の姿に、カールス・アルセフィアは一いち縷るの憐れん憫びんを抱かずにいられなかった。

　彼女は健けな気げにも運うん否ぷ天てん賦ぷに身を任せた遊戯ゲームに持ち込もうと企たくらんでいる。どうせモニターで手札を見られ、選択が筒抜けになるくらいなら目隠しをして五分五分の確率に賭けようと考えたのだろう。

　──あまりにもズレた決定だ、と言わざるを得ない。

（シャッフルをした程度で、カードの位置がわからなくなるような遊戯者プレイヤーを、この私が雇ったとでも思ったか？）

　ユーリエルは不正の発覚、イメージの毀損を恐れてモニター役に国民を使わなかったと推理したようだが、それは違う。

　イカサマを見抜かれ、今のユーリエルのように手札を伏せ、破れかぶれの戦略を取ってくることを想定していたからこそ、モニター役は遊戯者でなければならなかったのだ。

　ユーリエル・アルセフィアは才ある王女だった。それは才能を見極める『眼め』を持つ、カールス自身がよく知っている。

　瞬間記憶能力──。

　一度見たものを写真のように瞬時に脳内に保存し、いつでも正確に引き出せる超能力。

　彼女はそんな特殊な力を宿してこの世に生まれ落ちた。

《黒の採決ブラツクバウト》に飛び込み泥にまみれながらも生き永らえてこられたのも、その能力の恩恵を受けなかったかといえば、それは絶対にあり得ないだろう。

　頼ってきたはずだ。寄る辺としてきたはずだ。これがあるから生き残れる。これがあるからこその自分なのだと、瞬間記憶能力に依存してきたに違いない。

　だが、悲しいかな。

（そんなことは、強い集中状態でさえあれば誰にでもできる。すこしばかり記憶力が良いぐらいの人間など、ごまんといるのだから）

　人間の記憶能力を遥はるかに超えた長丁場の遊戯ゲームなど滅めつ多たにない。

　普通の人間が最大限努力した果てに獲得できる記憶能力で、充分に渡り合えてしまう。瞬間記憶能力とは、こと遊戯に限って言えば、『過剰な力』でしかないのである。

（当然、我が軍のモニター役も、瞬間記憶能力ほどではないがカードの位置を覚えている。一度ユーリの手札を見た以上、いくらシャッフルされようとも、しっかりと目を離さずに見ていれば、どこに何のカードがあるかくらい当然把握できるのだよ。それに──）

　カールスはニヤリと笑う。

（今は、君の方が不利なはずだ。フラヴィア・デル・テスタからもたらされた情報。あのＢクラス、砕さい城じよう家に名を連ねる遊戯者プレイヤーの魔眼によって、君は一時的に瞬間記憶能力が使えない状態にある──つまり、当てずっぽうに頼るしかないわけだ）

　と内心ほくそ笑みながらも、彼は慎重な男。

　もしもの時の保険もかけている。

　このターン。この攻防の結果次第で、ユーリエルの現状を完璧に把握してみせる。

（もし瞬間記憶能力が失われている、という報告が嘘であるなら。ユーリはこのターン、作為ある手を打つ。だがもし、そうでなければ──）

　彼女には何も見えていないことの証左となる！




　そして【財産カード】の提示フェーズに入る。

「ふん。こんなモノ、何でもいい。勝てばいいのだから」

　ユーリエルはぞんざいな手つきで【財産カード】の一枚を放った。デジタル情報でありながら実物の質量感でひらひらと宙を舞うそれは、風に揺られて遊戯卓の端に落ちた。

「行儀が悪いね、ユーリ。きちんとセットしたまえ」

「手を伸ばすのも億おつ劫くうだ。どうせ意思決定は変えない。お前が勝手にやれ、カールス」

「ふう……。妹に使いっ走りにされるとは。私もまだまだ兄の威厳が足りないな」

　兄妹きようだいの確執を感じさせる珍事件。

　クオリアＡＩのカメラシステムは落ちたカードや、カールスの呆あつ気けにとられた顔を抜き取って面白可お笑かしく放送していることだろう。こんな娯楽価値の高い映像を、聡そう明めいなＡＩが見逃すはずもない。

　大勢の民衆の視線を感じながら落ちた【財産カード】を手に取る。

　それは、カールスの選んだ【財産カード】と同じ。




　どちらも、【十字架】。




　その本当の価値はマスクされている。かろうじて予想できるとすれば、宗教にまつわる何かを暗示しているのであろうことだけ。

　それを拾い上げ、カールスは本来置かれるべき遊戯ゲーム台の上に、彼女のカードをはめ込んだ。

　カールスとユーリエル。神の象徴を賭けた両者が睨にらみ合い、運命の【役職カード】を、その手にかける。

　果たして、結果は──……。




『両者【役職カード】の提示完了。オープンします。

　ユーリエル・アルセフィア、【暗殺者】。

　カールス・アルセフィア、【商人】。

　判定──勝者、カールス・アルセフィア。【財産カード】の【十字架】と【十字架】を獲得しました』




「く……!!」

「ふ、フフ……ハハハ……」

　カールス・アルセフィアの勝利。

　それは、すなわち証明だ。伏せられたユーリエルのカード、その行方を、ユーリエルが記憶できていないことの。




『Ｄクラス、？？？がＡ総督府に《戦争》を申告しました。防衛者が配置されていたため対戦遊戯を開始します』




　耳に届く、Ａクラス落城の危機の報しらせ。

　だがしかし問題はない。あの城を守るのは、当代最強の遊戯者プレイヤーアビゲイル・ナダール。Ｄクラスのツボルグ王子には到底敵かなう相手ではなく、たとえＤクラスの頭目を張るミラでさえも牙きばを覗のぞかせたその瞬間に喉元を食い破られているだろう。

　何も問題はなく、ゆえに──




「さあ、決着をつけようか、ユーリ。この無益な兄妹きようだいの争いの結末に、私の勝利という花を飾ることとしよう」
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●ユーリエル・アルセフィア

残り【役職カード】：皇帝、騎士

残り【財産カード】：王権、金貨

獲得【財産カード】：なし




●カールス・アルセフィア

残り【役職カード】：司祭、暗殺者

残り【財産カード】：王権、奴隷

獲得【財産カード】：奴隷、金貨、剣、剣、十字架、十字架
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●初めての敗北




　ズンチャ♪　ズンチャ♪　ジャカジャカジャンジャン♪




　聴くだけでＩＱが１００下がると科学的に立証されても納得の暴力的な騒音で満ちていた。

　Ａクラス総督府。米国のホワイトハウスを参考に構成された巨大建造物の、中庭。対戦遊戯ゲームのためのスペースは、そこに用意されていた。

　ダム、ダムと大理石を小気味良く叩たたくゴム毬まりの音が二つ。七号ほどの大きさのそれを、華麗にドリブルするのは麗しきロシア美女と、猛たけ々だけしいラテン美女。その手さばきは本場米国ＮＢＡのスカウトマン垂すい涎ぜんもの。

　いま紅ぐ蓮れん＝ミラとアビゲイルは、音楽に合わせバスケットボールを操っていた。




　音楽スポーツ遊戯、【リズム・ｄｅ・シュート】。

　空中にランダムに出現するゴールリング。最初は大きく、音楽に合わせて徐々にその幅を狭めていくリングにバスケットボールを放り込んでいくだけの単純な遊戯である。

　ただしゴールの瞬間に音楽を彩る音が鳴る──理想的なタイミングでシュートを決めなければ音の美しさは損なわれ、充分な得点は得られない。

　そう。いわゆる『音ゲー』と『バスケ』を組み合わせたのが、この遊戯ゲームなのだ。

　求められるのは音感、リズム感。そして当然ながら正確無比なシュートのセンス。

　そして──相手をいかに妨害するかの駆け引き。

　ゴールリングは遊戯者プレイヤー両方にそれぞれ設定されているため、相手を無視して徹底的に自分の得点のみを追求することもできるが……相手がそのマイペースに付き合ってくれるとは限らない以上、望めないことだ。




「ハハッ！　雪国育ちの細腕でアタシについてこられるたぁ、やるじゃないカ！」

「俺の台詞せりふだ。太腕のアマゾネスかと思ったら、随分と繊細に音を聴きやがる」




　軽口を叩たたきながら、二つの影が宙を踊る。

　クオリアＡＩが演出するＶＲ空間の中、そのアバターの身体能力は筐きよう体たいに繋つながれた生身の肉体のスペックから算出された等身大に設定される。仮にここが仮想空間でなかったとしても、この二人は同じ芸を披露することができるのだ。

　ここまではまったくの互角。リズムよく空中に跳ねる『Perfect』の文字列。

　二人ともいまだに一度のミスもせず、全五分の曲のうちすでに三分が経過していた。

　シャン!!と、音を鳴らしてシュートを決めながら、アビゲイルは横目でロシア美女を一いち瞥べつする。

（ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。アタシにはわかるよ。その恵まれたセクシーな身体からだ、魅惑的なボディライン──その下に、えげつないほど磨き抜かれた鋼鉄の筋肉が隠されてるってネ。でも……）

　路地裏、荒野、社会の泥沼、戦場。野生の世界で生きてきた女の目は見逃さなかった。

　涼しい顔で舞踏を披露する踊り手が醸す、微かすかな違和感を。

（そのわりには、動きがビミョーに洗練されてないンだナ。これも、『中の人』が違うからかネ）

　対戦格闘ゲームにたとえるなら、世界トップクラスの最強プレイヤーが、これまで使用していた強キャラをセレクトせず、弱キャラを操作しているかのような。

　恵まれた肉の器を操りながらもどこか窮屈そうな。

「よそ見している時間はあるのか？　──ゴリラめ」

「ム……!?」

　思考の隙を突かれ、ぬっと伸びてきた手にアビゲイルはぞっとした。

　手からボールが弾はじかれる寸前、ギリギリのところで紅ぐ蓮れん＝ミラの手を逃れ、進路変更。

「フン。ゴールから多少離れるけど問題ないネ。ダンクやレイアップ──ゴール下の攻防だけじゃない。バスケの華は、スリーポイントだロ？」

「そらそーだ。この遊戯じゃ遠くから入れたところでボーナスはないが、観客は難易度が高けりゃ高いほど熱くなれる。みんな期待してるのさ、芸術的なシュートを」

「はン、なら望み通り見せてやるヨ。距離なんざ関係ねーって……ンぬぁ!?」

　アビゲイルの台詞せりふが空転する。まるで重力を奪われたかのように体勢を崩した彼女が、その手から無造作にボールを放ったのを見て、紅ぐ蓮れん＝ミラはにやりと笑う。




「そうそう、それだ。そうやって、曲芸じみたシュートを見せてくれよ」

「シット!!　なんでここにモロコシが!?」




　紅蓮＝ミラの妨害を逃れて距離を取ろうとしたアビゲイル、その足元に転がっていたのは、Ａクラス総督府の畑で採れるトウモロコシ。硬く、丸みを帯びたそれを踏みつけて、それまでの俊敏な動きが仇あだとなり彼女は勢いよく転倒しかける。




「ファアアアアアアアアアアアアアア────────────────ック!!」

「……！　おいおい、冗談だろ……」




　紅蓮＝ミラでさえ目を瞠みはらざるを得なかった。

　曲芸じみたシュート？　否、そこに在ったのは、曲芸そのものの光景だ。

　アビゲイルは頭から地面に落ちながらもポケットに片手を突っ込み、踏んだのとは別のトウモロコシ──先ほど自分で食べた後の芯を取り出すと、もう片方の手を地面についてジョーダン。ブレイクダンスの要領でピタリと体勢を整えて──。

　投げた。トウモロコシの芯を。ふらふらゴールリングから軌道を逸それるボールへと。

　恵まれた肩から放たれた高速の芯が球体の端を掠かすめて軌道を修正させると、アビゲイルのシュートは見事にゴールリングの中に吸い込まれた。

「やりやがった……！」

「はン。ナメんじゃねーよ。この程度でミスるわけねーだロ？」

　この一連の攻防を見ていた第三者がいたとしたら、アビゲイルの技をどう判断しただろうか？　身体能力全振り。頭脳は足りないが無む茶ちや苦く茶ちやな曲芸でしのぐ遊戯者プレイヤー──そう見えただろうか？

　否。彼女は周到に頭脳を巡らせる遊戯者だと、砕さい城じよう紅蓮はそう判断する。

「食べカスを懐に忍ばせておくとはね。まるで俺の妨害に備えてたみたいだ」

「どーだか。そーいうアンタこそ、何ウチの畑から作物をくすねてんダヨ」

「キレる女だ。──クオリアからルールを聞くや否や、遊戯と何の関係もない曲を爆音で流し始めるあたり本当にタチが悪い」

「やっぱ気づいてたのカヨ。そーだよな、そーじゃないと理屈に合わないもんナ。知ってなきゃ『Perfect』を出し続けるのは、ムリ！」

　中庭に満ちる暴力的な爆音。遊戯ゲーム開始とともに鳴り始めたこの曲がニセモノだと、紅蓮＝ミラは判断し、音には頼らず、ゴールリングの幅だけを目で見てタイミングを合わせていた。

「一見、頭脳戦の入る隙のない純粋な遊戯ゲームだってのに。あんたは即座に俺への妨害策と、俺の妨害への備えを用意した。即興で、だ。……恐ろしいよ、まったく。野生動物って奴やつはホントに厄介だ」

「ならアタシの細工を全部見抜いて突破したアンタは、何者なんだい？」

「──鷹たか」

　紅ぐ蓮れん＝ミラはその美麗な顔に凶悪な笑みを浮かべ、断言する。

「地上を這はう強者面した連中を遥はるか高みから喰くらう狩人かりゆうど。食物連鎖の頂点に君臨する、お前らの力が及ばない強者。それが私──ミラ・イリイニシュナ・プーシキナだ。我がＤクラス、そして盟友ツボルグ・アルセフィアこそが次代を総すべる王にふさわしい!!」

（ほざケ──）

　クールな鉄仮面で、歯の浮くような決め台詞ぜりふを吐いた雌め豹ひように対し、アビゲイルは内心で唾を吐きかけた。

（どこの誰か知らないガ、しらじらしいヤツ。この局面、Ａクラスの総督府を陥落させて一番トクするのはＦクラス──つまりアンタは、そこの刺客だロ？）

　ならばどの口でＤクラスの威光を語る？　一ミリも信じていない言葉をよくもぬけぬけと言えたものだと呆あきれ返る。

　ＦクラスはいまＡクラスのカールスからの襲撃を受けている。第四王女ユーリエルと、第一王子カールスの実力は拮きつ抗こうしているが、事前にアビゲイルとの協議を経て仕込んだ裏技を考慮に入れれば、圧倒的にＡクラス有利！

　だからその方法はさておきＦクラスの刺客はＤクラスに協力を取りつけ、ＢやＣ、Ｅまでをも巻き込んでＡクラスの殲せん滅めつに動いた。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナが勝てば、カールスとユーリエルの遊戯は無効となり、Ｆクラスは生き永らえる。しかしここでアビゲイルが勝てば、その夢は潰ついえる。これはＡとＤの対立ではない。ＡとＦの対立。

　アビゲイルは天性の嗅覚でそこまで状況を読み切っていた、が……！




　タァン……！




　自身の放ったボールが地面に落ちる音を聞いて、アビゲイルは唇を噛かむ。遠くから投げ、すぐに拾いに行ける体勢にない彼女は『Perfect』一回分を犠牲にしなければならない。

　残り時間のどこかで敵にミスをさせなければ勝機はない。

（布石は打ったけど……アイツがンなショボい罠わなにかかるかどーか。ギャンブルだね）

　片手をバネに反発力を使って起き上がり、転がる自分のボールへ一直線に駆け寄る。

　常軌を逸した身体能力でボールを回収し、鍛え抜いた脚力で地面をぐっと踏んだ、その刹那の、ことだった──。

（ア……!?）

　彼女の脳に、落雷が如ごとき衝撃が走ったのは。

　気づいてしまったのだ。

　アビゲイル・ナダールが理のみを積み重ねた遊戯者プレイヤーではなく、野生の中でその牙きばと頭脳を磨いた、暴と知のハイブリッドだからこそ、たどり着いてしまった。

　仕掛けられた時限爆弾。常識では測れない、神話の領域。深しん淵えんに潜む瞳を、覗のぞき込んでしまった。

（なんてコトを、考えるんダ……！　『コイツ』は……!?）

　爽やかにデータ上の汗を弾はじけさせてレイアップを決めるロシア美女の横顔。その口元に浮かぶ笑みに不気味なものを感じながら、アビゲイルは慌てたように問う。

「あ、あ、アンタ。わざと負ける気カ？」

「ん？　可お笑かしなことを言うな、あんた。勝つつもりでやってるに決まってるだろ」

　放ったボールが放物線を描くのを見送りながら、紅ぐ蓮れん＝ミラは虚空に指を滑らせて。




「──そうじゃないと、女ミ狐ラは騙だませない」




　その動作は本人にしか見えない画面──メッセージアプリを操作する、挙動。

　そのときに何が起きたのか、アビゲイルに知る術すべはない。

　だが確かにそれは、この遊戯ゲームの運命を決定づける一手だったのだ。





　　　　＊






「ふ、フラヴィア様!!　こ、これは一体……!!」

　Ｅクラス、欧州連合の敷地にて茶会を楽しんでいたフラヴィア・デル・テスタのもとへ、ピコン♪という愛らしい着信音とともに届いた報しらせ。

　メッセージアプリにてグループ全員宛てに発信された、文章。

　差出人は、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。

　その、内容は……！

「ふ、ふふふふ。ここで、これとは！　紅蓮様、やはり貴方あなたはどこまでも私を……この私のカラダを、道具として、玩具おもちやとして弄もてあそぶのですね……!!」

　怒りなのか、憎しみなのか。それとも悦よろこびなのか。

　このとき自分自身に湧き上がった感情の正体を、フラヴィアは自己解析できなかった。

　遊戯者としては失格かもしれない。だが人間としては仕方のないことだと、多くの者が納得することだろう。

　なぜなら初めての経験だから。これは初めての敗北の味。

　獅し子し王おう学がく園えん、砕さい城じよう紅蓮と生徒会役員で争った《ゴーメンガーストからの脱出》。あの日、白しろ王おう子じ朝あさ人ととの遊戯ゲームにおける引き分け、集団戦における敗北をフラヴィアは自身の確かな敗北とは認めていなかった。

　紅ぐ蓮れん本人はフラヴィアの異能を破る手段などいくらでもあると言っていたが、それが真である証明などできておらず、ただの虚勢である可能性すらあった。

　だが、これは違う。完全に、格付けは済んでいる。いま、ミラから送られたメッセージは、紅蓮からの最後通告に他ならないのだ。




『フラヴィア・デル・テスタはＦクラスの裏切者だ。Ａクラス、カールス・アルセフィアと結託し、Ｆクラスの情報を流した。もう仲間とは認められない。今後彼女のことは排除、獅し子し王おう学がく園えんメンバーは彼女との一切のコンタクトを禁じる』




　このメッセージはフラヴィアだけじゃない、グループ上での発言である時点で他の仲間全員に共有されている。

　すなわちこれは、裏切者の吊つるし上げ。

　モニターに映されている、現在進行形で行われているミラと米国代表の遊戯。あれがもしミラ本人ではなく、そのアバターを借りた砕さい城じよう紅蓮なのだとしたら。あるいはミラが戦っている間に、ミラの端末を使ってこれを行ったのだとしたら。どちらでもいい。どちらでもおそらく結果は同じになる。

「恩情などと……貴方あなたの本性は優しい、などと……一瞬でも、そんな甘い幻想に囚とらわれてしまったとは。砕城紅蓮、貴方は……！」

　裏切りを仲間に漏らさずにいたのは、フラヴィアのためを想おもってなどではなかった。

　今、このとき。

　最高の瞬間に、天罰を受けるためだけに。

　フラヴィアの体質を勝利に必要なピースに使うためだけに。

　温存していたに、過ぎないのだ。




「やはり貴方しかいない。貴方こそが……！　この腐りきった世界のルールを、根底から打ち壊してくれる救世主……!!」





　　　　＊






　裏切りの暴露。フラヴィア・デル・テスタへと明明白白な悪意の鎌を振り下ろした後。

　放物線を描き自由落下するボールを、紅蓮＝ミラは空中でキャッチしていた。

　バスケの妖精と見み紛まごう華麗なプレイ。

　己おのがそうと名乗ったように鷹たかの如ごとく、大胆、かつ、華麗に。大空を翔かける。白銀の狩人かりゆうど。

　だが如い何かに食物連鎖の頂点であろうと、七十七万五千分の一の確率で雷に打たれ、無惨に羽を散らすこともある。

　滅めつ多たにない。そうそうない。だが仮に小数点以下の確率であろうとも。

　ゼロでない限りは、起こり得る。




「むっ……ほおおおおおおおおおおおおおう!?」




　再びレイアップを決めようと跳ねるように地を蹴っていた紅ぐ蓮れん＝ミラが、突然、あまりにも無様な悲鳴を上げて、こけた。

「……！」

　間近で見ていたアビゲイルも、何が起きたのかわからないとばかりに瞬まばたきするしかなかった。

　全国民の観みている前。モニター中継されている最中、目の前のロシア美女は、はしたなく大股をおっぴろげ、めくれきったスカートから下着を惜し気もなく晒さらして尻餅をついている。計算され尽くしたサービス目的の創作物のような完璧なパンチラ。否、パンモロだ。

　涙する乙女のように、ごしごしと袖で目元をこすっている。彼女の股下にはコロコロと転がる、剥むき出しのトウモロコシ。

（アレは、さっきアタシが仕込んだ罠わな──）

　実はミラの仕掛けたトウモロコシを踏んだとき、アビゲイルは転倒しながらもその驚異的な反射神経で蹴り飛ばしていた。このままプレイを続けていけば、いずれミラが通るであろうルートを計算し、正確に。

（でも、『コイツ』なら充分避よけられたよネ。足元を注意しながらでもプレイできる実力はあったはず。やっぱり、わざと……ヤっ、ちガウ!!）

「く……うう……」

　座り込んだまま目をこするミラの姿に、アビゲイルはハッとして『ある物』を探して、そして見つける。

　剥き出しのトウモロコシのすぐ近く。

　先ほどアビゲイルが投げた、『食べカスのトウモロコシ』を!!

（アレか……！　アタシの唾液か、トウモロコシの成分かわからないけど、アタシが空中でアレをボールにぶつけたときに飛び散った汁が、ミラの目に入ったんダ……！）

　一時的な視力、注意力の低下によりロシア美女は足元のトウモロコシに気づけなかったのだ。

　──そんな偶然、あり得るのか？

　フラヴィア・デル・テスタの存在とその異能を知らないアビゲイルは、起きた現象を正確に把握することができずにいた。

　すべてを掌握しているのは、たった今、盛大にパンモロしている──




　紅ぐ蓮れん＝ミラ、本人だけ。




　そして、転倒によるビハインドを埋められるわけもなく、ミラＶＳアビゲイルの遊戯ゲームはその決着を迎える。




『遊戯終了。【リズム・ｄｅ・シュート】の勝者は──

　──Ａクラス、アビゲイル・ナダール！』




　ＡＩの無慈悲な宣告を聞きながら仰あお向むけに倒れた紅蓮＝ミラの脳内に、慌てふためく声が響く。

（紅蓮……ッ！　砕さい城じよう紅蓮ッ！　貴様……何をしているッッッ）

（よう、ミラ。お前が真っ赤になって怒りくるうザマを見たくて、接続を戻してやったよ。どうだ、俺からのプレゼントは？）

（ふざけるな。敗北など許されるものか。貴様の初めての敗北は、私のモノだった!!　誰の許可を得て、あんなラテン女にくれてやったんだ！）

　そこかよ、と内心ツッコミを入れつつ、紅蓮はニヤリと笑う。

（おいおい勘違いするなよ、ミラ。大事なことを忘れてるぞ）

（何……？）

（もう一度冷静に状況を見てみろよ。負けたのは、本当に俺か？）

（え……？　なっ……！）

（お前だよ。ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。この遊戯で負けたのは、あくまでお前。当然だろ、肉体もアバターも精神さえ。今この瞬間、俺はお前自身なんだから）

（ぐ……うぅ……。貴様、Ａクラス総督府を陥落させるのが目的ではなかったのか？　Ｆクラス総督府を落とされる前に、先に敵を制圧する。それが貴様の戦略だと──）

（ああ、あれは嘘うそだ）

　ごく日常的な会話とでもいうようにあっさりと言ってのける紅蓮に、ミラは絶句した。

（どうせユーリは負けない。ここで『ミラ』が勝とうが負けようが、どっちでもよかったんだ）

（なぜだ。なぜ、あの姫が勝つと、そう言い切れる？）

（毒を盛ってあるからだよ。ジワジワとＡクラスを──いや、お前ら裏世界の遊戯者プレイヤーどもを蝕むしばむ、毒）

　紅蓮の宿ったミラの肉体はもはや何の表情も浮かべていない。その必要がないからだ。ミラの肉体を借りて浮かべた表情は、すべてが戦略上必要なことだけ。彼女のことを見捨てた時点で紅蓮は、もはや一切の日常を彼女にくれてやる気はなかったのだから。

　今、紅蓮＝ミラは、笑うことも、悲しむこともなく、ただ淡々と事実を紡ぐだけ。

　倒れたミラの肉体が光の粒子に分解されていく。敗北者は総督府から追い出され、もともと駒の置かれていたＡ５に強制転移させられる。

「待テヨ、ロシアガール！」

　消えかけたミラの肉体に向けて、アビゲイルが声を荒らげる。

「どこの誰だか知らネーけど、説明されなきゃキモチワルイ。アタシが仕掛けた爆音を見抜き、即座に対応。ンな対応力を持つ人間が、カールスの裏技、その本質を見抜けてないワケがねーんダ。──なあ、答えロヨ」

　それは純粋な好奇心。先の先。先の先の先まで読んで遊戯ゲームを支配できるレベルの遊戯者プレイヤーが、己よりも強いと認めた者に対して投げかける、尊敬の問いかけ。




「アンタ、この先の展開を全部読めてるノカ？　一体、どこマデ──」

「答えるわけないだろ。バーカ」




　神託を求めて縋すがるラテン美女をすげなくあしらって、遊戯の悪魔は不敵な笑みとともに虚空に消えた。





●王冠の価値




（私の残り【役職カード】は【皇帝】と【騎士】。カールスは【司祭】と【暗殺者】。この４ゲーム目は、実質、最後の戦い──）




　ユーリエル・アルセフィアは、現状を冷静に分析して自嘲的な笑みを浮かべる。

　このターンの結果次第で次のゲームの勝敗も確定する。手札が残り１枚になれば選択肢はないからだ。

　どちらの【役職カード】を、使うべきか。

　自分の手元、テーブルの上に伏せられた２枚のカード。このどちらを提示するかによって、運命は決まる。

　とはいえ彼女の中ではもうどちらを出すかは決まっていた。思考しても仕方ない。

　さっきのターンでハッキリした。モニター越しに観測している遊戯者は、彼女の伏せたカードのどちらがどちらであるか、明確に記憶していることだろう。

　だとしたら出すカードは決まっている。いくら思考したところで結果は変わらないから。

　そしていま、カールスの獲得した【財産カード】は【奴隷】、【金貨】、【剣】２枚、【十字架】２枚の合計６枚。

　実際の価値次第ではあるが、この時点でユーリエルの勝利は絶望的と言えるだろう。

　国民の嘲あざ笑わらう顔が目に浮かぶ。

　ほらやっぱり。無能の子は無能だ。あんな奴やつは王にふさわしくない。弱者は消えろ。

　弱者、弱者、弱者。

　弱者を救えと。王の義務を果たせと言いながら、その弱者たちは容赦なく弱者を責める。

　王の務めを果たせず強きに屈してしまった指導者に、冷たい言葉を浴びせ、心が壊れるまで批判し続ける。

　ここで敗北したら、きっと自分もそうされるのだろう。

（私も、母様のように喰くわれてしまう。この男に。……カールス・アルセフィアに）




　ＤクラスがＡクラスの総督府制圧に失敗したという報しらせは先ほどメッセージで届いた。

　フラヴィア・デル・テスタの裏切りを報せるメッセージの直後で、ユーリエルにも一体何がどういう因果でこうなっているのか全貌は理解できていない。

　ただ、これがもしも彼──砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの描いた絵だというのなら。

　Ｄクラスの侵攻失敗さえも彼の計算通りだというのなら。せめて。




（彼の人形として、最後まで気高く踊り切らなければ……！）




　ユーリエルはコレと決めていた【役職カード】に指をかける。

（記憶違いでは困る。しっかりと、確かめて──）

　カードを軽く持ち上げ、内容を確認する。

　ちらりと見えた表面、描かれていたのは堂々たる威容を以もつて民を導く、【皇帝】の姿。

　その姿を確認したユーリエルは念のためにもう一度、入念にシャッフルして卓の上に伏せ直すと。

「私は、【王権】を賭ける」

　まずは賭け代となる【財産カード】を迅速に場に提示する。

　上限時間一杯まで粘る気は最も早はやない。おそらく時間稼ぎの命令は、Ａ総督府を攻め落とすまでに必要だった策。結果的に陥落させることは敵かなわなかったが、きっと何か意味があったはず。その役目は、すでに終えていると考えるのが妥当だ。

　故にもういたずらに時間を浪費する必要はない。

「フ。まあどちらでもいいさ。どうせここで勝った方が、残りの【財産カード】を総取りできるのだからね。──提示。私も、【王権】だ！」

　互いに賭け代を提示し、次のフェーズへ。

【役職カード】の提示をＡＩに求められるが──これもまた、ユーリエルは一秒の躊ちゆう躇ちよもなしに、バン!!と勢いよくカードを叩たたきつける。その白い手のひらでカードを覆ったまま、覚悟の眼まな差ざしでカールスを睨にらみつけている。

「……。怖い顔をする。昔みたいに、兄様、と微笑ほほえみかけてほしいものだがね」

「お望みならそうしようか？　──おとといきやがれ、です。兄様」

　訣けつ別べつの意志を込めた鋭い声音。妹の強烈な拒絶に対し、しかし兄の方もまた動揺の片へん鱗りんすら見せることはない。

　今の哀切な仲直りの訴えさえ、カールスにとってはただの観測気球。

　ユーリエルの内心を炙あぶり出だすための揺さぶりでしかなかった。




（諦めていない……生きた、目。何か策があるのだろうか？）

　カールスは思考する。

　瞬間記憶能力が戻っていて狙い通りのカードを出せるのか？

　しかしたとえそれができても、モニターで観測している遊戯者プレイヤーがいる以上、勝ちの芽はない。

　もしそれを覆すような手が彼女にあるのなら、話は別だが──。

（それに、どちらでもいいんだ。どちらにしても、すでに勝利は我が手にある。万が一にもあり得ないだろうが仮にこのゲームを落としたとしても、私の勝利は揺らがない）

　カールスの口元に笑みが浮かぶ。

　ユーリエルは気づいておらず、カールスだけが気づいている、この遊戯ゲームの真実。




「さあ、勝負だ!!　カールス・アルセフィア!!」

「引導を渡してやろう、我が妹よ!!」




　互いに【役職カード】の提示を終え、そして、裁定が下される。

（モニター役の情報で君の出すカードはわかっている。君の【皇帝】を、私の【暗殺者】で刺す。……これで、終わりだ!!）

　悪政を重ね民の信用を失った皇帝は、いくら奮起し意地を振りかざしたところで民衆の支持を得られず。差し向けられた暗殺者にその胸を貫かれて絶命するのみ。

　その残酷な現実を思い知らせてやる！




　カールスの昂こう揚ようとは無関係に、判決は下される。

　クオリアＡＩの無慈悲な機械音声によって──……！

　果たして、その結果は……？




『両者【役職カード】の提示完了。オープンします。

　ユーリエル・アルセフィア、【騎士】。

　カールス・アルセフィア、【暗殺者】。

　判定──勝者、ユーリエル・アルセフィア。【財産カード】の【王権】と【王権】を獲得しました』




「な……ぁ……!?」

　皇帝の虚を突き、背後からナイフを突き入れようとした刹那。傍かたわらに侍はべる屈強な騎士が、その無骨な暴力によって搦からめ手てだけを得意とするか弱い暗殺者を、一刀のもとに斬り伏せた。

「【騎士】だと……？　馬鹿な。君は今、確かに……ッ」

「【皇帝】を出したはず、か？」

　カールスの狼ろう狽ばいの声を遮って、カードの提示スペースに手を置いたユーリエルが言う。

「ああそうだったな、カールス。お前の仲間の名誉を守るために教えてやるが、けっしてそいつがシャッフルの行方を見失ったわけじゃない。正確に追ってくれていたよ」

　だが、その正確さが。

「私の、運ではない、確実な勝利に貢献しただけのこと」

　ス……と。

　白く滑らかな手を持ち上げる。

　姫の柔肌に覆われ隠されていた、提示スペースの上。

　白日の下に晒さらされたそのカードの絵柄は、豊かな髭ひげをたくわえた白髪の王……！

「なっ……それは、【皇帝】ではないか！」

　混乱。困惑。焦燥。

　クオリアＡＩの裁定にミスやエラーなどあるはずがない。もしそんなものが発見されれば、遊戯ゲームですべてが決まる裏社会の根幹を揺るがす大事件だ。

　しかしどうしたことか？　ユーリエルが提示したのは、カールスの仲間がそうと告げたように、【皇帝】のカードだったということではないのか？

　あまりにも不可解な展開に言葉を失うカールスの姿に、かつてあれほど殿上人に見えた兄の、神童としての威厳など欠片かけらも感じられず、ユーリエルの目に哀切の影が落ちる。

「やはり……わからないのですね。貴方あなたは、今も、昔も。天才のフリをしていただけの、ただの人」

　哀れみの眼まな差ざしを向けながら、かつて妹だった頃の口調に戻り、ユーリエルは。

　カジノのディーラーのように、わずかにその手を横に滑らせた。

　すると、顔を出す。

【皇帝】の下に隠された、【騎士】のカードが……！

「な、何だそれは。二枚重ね、だと……!?　許されるのか、そんなことが……！」

「ルールをよく思い出してください、カールス」

「ルール……？　……あっ」




　──それぞれのカードの提示方法はテーブル上、カードと同じ大きさに縁ふちどられた光の枠に置くだけです。

　──向きなどは問いません。この提示スペースにカードが接触してさえいれば、システムが判定できます。




「あ……あああああああああああ……!?」

「気づきましたか？　ここにあるのは【皇帝】ですが、私はシステム上【騎士】のカードしか提示していない」

「そ、そうか、だからあのとき君はッ、わざとっ……」

「ええ、記憶が定かではないフリをして【皇帝】を確認した。貴方あなたのお仲間に、どちらの伏せカードに【皇帝】があるのかを、しっかりと観測してもらうために」

「ま、待て。それはおかしい。ならばそのもう１枚の伏せカードは一体何だ!?　【皇帝】と【騎士】が重なっていたのなら、なぜ【役職カード】がもう１枚伏せられている！」

「この世界で、王──【皇帝】に取って代われるものがあるとしたら、それは」

　ユーリエルは、伏せた１枚をめくる。

　２枚重ねの偽りの【役職カード】、それをカモフラージュするために使われた、それは。

　金色の輝きを放つ、それは。

「──【金貨】です。ここに伏せたのが【役職カード】だと勝手に思い込んだのは、貴方たちですよ、カールス・アルセフィア。そして名もなき米国の遊戯者プレイヤー殿」

「き……んか、だと……？」

「大方、こう考えたのでしょう。『瞬間記憶能力など過剰な力だ。しっかり集中して観察していれば、いくら手札をシャッフルしたところで少しばかり優れた記憶力さえあれば、まったく同じことができる』──と」

「……！」

　思考を紐ひも解かれる感覚に、カールスは喉を鳴らす。国民向けに必死に鉄仮面を保とうとも、それでも隠せない困惑に揺れる瞳に向けて、ユーリエルは。

「ですが、間違っている。瞬間記憶の最大の武器は、『集中状態である必要がないこと』──集中とはすなわち視野の狭きよう窄さく。一点に集中すればするほど、他の場所から意識が外れる。私なら絶対に見逃さなかった。いつの間にか、私の【財産カード】が手元から消えていた事実を」

　流れはこうだ。第３ゲーム、ユーリエルが場に【役職カード】を伏せ始めたとき。




『ふん。こんなモノ、何でもいい。勝てばいいのだから』




　そう言って彼女は【十字架】のカードをぞんざいに投げた。その特殊な動きに釣られ、カールスやモニター役、あるいはもしかしたら実況中継中のカメラも、投げられたカードの動きに注目したかもしれない。

　その隙にユーリエルは【皇帝】の上に【騎士】を重ね、【金貨】をその隣に伏せた。

　あとは話術と【皇帝】の位置を確認するようにチラリと覗のぞき、ふたたびシャッフルすることでモニター役の集中を【役職カード】に集めて、【財産カード】が１枚しか手にない異常から目を逸そらすように誘導した。

　それがこの第４ゲーム。土壇場で、カールスの首を刈り取ったのだ。




「化けの皮は剥はがれた。詐欺師の仮面を砕くだいてやったぞ……カールス！」




　第４ゲームの奪取。それは自動的に第５ゲームの結果をも決定づける一撃。

　残りはユーリエル【皇帝】、カールス【司祭】。

　つまり最終結果はこうなる。
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●ユーリエル・アルセフィア

獲得【財産カード】：王権、王権、金貨、奴隷




●カールス・アルセフィア

獲得【財産カード】：奴隷、金貨、剣、剣、十字架、十字架
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「【財産カード】の枚数では４枚と６枚。わずかにお前が勝っているが、私には【王権】が２枚ある。この価値が大きければ、私の勝ちだ。──国土は蹂じゆう躙りんされ、Ｆクラスは制圧できず。もうお前は終わりだ、カールス」

「…………」

　断罪するように指を突きつけながら、ユーリエルは己の胸が疼うずくのを感じた。

　かつて兄と慕った相手。知恵ある者を傍そばに侍はべらせ、金で雇い、その力と知恵を借りることで強者である自分を演出してきた虚栄の王子。すべてを暴かれ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすその姿は、とても平常心で見ていられるものではなかった。

「ク……」

　その肩が震える。

　これから訪れる、敗北の烙らく印いんを捺おされる瞬間に。

　否。




「クク……ハハハハハハハ!!」




　その震えは、哄こう笑しよう。

　敗北者ではあり得ない、遥はるか高みからの笑い。

　必死に崖を上がってきた登頂者を、無慈悲に岩を落として叩たたき落とすようなサディズムに溢あふれた愉悦の笑み。




「哀れだな。本当に君って哀れだよ、ユーリエル」

「え……？」




　この期に及んでまだ虚勢を張るのか。そう反はん駁ばくしかけた口が、縫いつけられる。

　そう、まだクオリアＡＩの裁定は終わっていない。

　結果が出ていないのだ。

　あくまでも第４ゲーム、第５ゲームをユーリエルが奪ったというだけの話。

　最終的な対戦遊戯ゲームの結果は、獲得した【財産カード】の【価値ポイント】の合計で決まる。

「確かに枚数ではお前の方が上かもしれない。だが【王権】を２枚持っている私にも充分に勝機はある！」

　胸の中に生まれる、不安。それに押し流されぬよう、ユーリエルは食い下がる。

「【金貨】と【奴隷】は互いに１枚ずつ。ゆえにこの２枚の価値は相殺されるはず。だから、【剣】２枚と【十字架】２枚の価値が、【王権】２枚よりも低ければ私の勝ち。高いはずだ。これが、王位継承戦ならば。当然、【王権】の価値は最大……！」

「フ、ハハハ……哀れだな。だから哀れだと言うのだよ、ユーリエル。君が持つ【王権】には何の価値もないと、まだわからないのか？」

「な……に……？」

　カールスは両手を広げ、詐欺師特有の悪辣な笑みを浮かべてみせる。

　それこそ新時代の製品をプレゼンする、最新鋭のＩＴ企業の代表が如ごとく。見る者を惹ひきつけてやまない演出家の、魅惑的な種明かし。

「【財産カード】の【価値ポイント】はマスクされている……この手の、クオリアＡＩがオリジナル遊戯において何らかの条件を隠すとき、87％以上の確率で、遊戯者プレイヤー本人の脳にアクセスした情報をもとに変数を決定している」

「遊戯者本人の……脳……？　待て、何だそのデータは。どこでそんなものを──」

「知らないのか？　《黒の採決ブラツクバウト》の実施件数が年間で最も多いのはアメリカ──かの国は、過去何千何万という遊戯の情報をデータとして蓄積している。クオリアＡＩは完全中立、高度に発達したＡＩだが、それゆえに人間と同じく『性格』と呼べるものに近い、一定の癖のようなものが生じている──」

　それが、遊戯者の心にアクセスした上での変数管理。

　当然だ。毎日数多あまたの遊戯を管理、統制しているＡＩなのだ。そして遊戯の重要度に応じて、その都度、新たなオリジナル遊戯を考案し続けている。

　どんな遊戯者にとっても同条件の、何の代わり映えもしない遊戯など、もはや生み出せないのだ。過去の遊戯ゲームと差別化するためには、ある程度の遊びの改良で済むくらいが都合よく──そうしてクオリアＡＩの傾向として、遊戯者プレイヤー本人の特性を遊戯に反映させる、というものが表面化した。

「もちろん他にもさまざまな遊戯傾向の存在が科学的に実証されている。他の国も似たような研究を進めているだろうが、ここまでの徹底したデータドリブン・ゲーミングを可能としたのは、ＩＴ分野ではアメリカが未いまだに世界の最先端を行っているからだろうね」

　クオリアシステムはかつて数名の天才が作り出し、いまやブラックボックスとなった技術だと言われている。

　内部を解析することは、もはや敵かなわず。とある日本のソフトメーカーが部分的なコード改変に成功したという噂うわさこそ流れたが、それだけだ。

　しかしアメリカは別の角度からクオリアシステムを丸裸にした。

　出力される膨大なデータ。

　それを用いて、ある一定の法則性を見つけ出し、新たな遊戯においても隠されたルールにたどり着けるようになった。

「確率にして、86％。１００でないのは心もとないが、充分に勝ち得る数字だ」

「つまりこの【皇帝の末路インペリアル・フエイト】。隠された【価値ポイント】を、お前は知っている……？」

「ああ。もっとも、そもそも君の【価値ポイント】と私の【価値ポイント】は違うのだけどね」

「……え？」




「『それぞれの遊戯者にとって、その【財産】にどれだけの価値があるのか』。クオリアが《獣王遊戯祭ベステイア》で我々の何を量ろうとしているのかを考えれば、当然の結論さ」




「自分に……とっての、価値……？」

　それは、つまり。

　どれだけの金銀財宝も。

　誰もが憧れるような玉座や王冠も。

「私にとって無価値なら、【価値ポイント】は……」

「ゼロ、だ」

　──ああ、なんということだろうか。

　カールスの発したその仮説を真実だとするならば、こんな残酷な結果はないだろう。

　母を追い詰めた兄への復ふく讐しゆう。そのために欲した大きな力。

　強さを持たぬがゆえに王族から排斥され、幽閉された弟を救いたいという純粋な想おもい。

　貧困にあえぐ第六区画の民を思いやり、子ども達に笑顔をと願う姫の純真。

　だとしたらユーリエルにとって、価値があったのは。

「【奴隷】とは『人材』、『人』の象徴。【十字架】は弱者を救わんとする清き『祈り』の象徴。そして【剣】は何者にも負けぬ『力』の象徴。【金貨】は文字通りの『金』や『経済』、……では、【王権】は？」

　カールスの言葉が、ユーリエルを追い詰める。

「私はね、君のことを調べてきたんだ。君のことはよぉーく知っている」

　蛇のようないやらしい目が、王女の四肢に絡みつく。

「心優しく、それゆえに甘く。そしてその望みは──弟との平穏な暮らしのみ。君はね、王様になんてなりたくないんだ。だから君が獲得したその２枚の【王権】の価値は……」




　ゼロ。




「イカサマを見抜き、私の裏をかいたつもりになっていたかもしれないね？　でも駄目なのさ。第３ゲーム終了時点で、もう勝負はついていた」

　ユーリエル・アルセフィアが最も大切にしていた、『人』すなわち【奴隷】。そして、『力』すなわち【剣】。『祈り』すなわち【十字架】を奪われた時点で。

「そ……んな……私は……」

　──ああ、なんということだろうか。

　もう一度繰り返そう。

　カールスの発したその仮説を真実だとするならば、こんな残酷な結果はない。

　だって、そうだろう……？




『では、これより双方の獲得した【財産カード】──

　その【価値ポイント】の合計値を発表します』




　ユーリエルの中ですべてが崩れ去っていく。

　必死に必死に幼い手で築き上げた砂の城。

　美的センスも建築技術も知らぬまま、ただひたむきに自分が美しいと信じるものを築き上げてきたのに。

　その波は、何の憎しみもなく、何の喜びもなく、ただそこにあるからというだけで慈悲なく壊してしまう。

　三度目になるが、これはユーリエルにとって残酷な結末だ。




　自分自身の薄汚く、泥のような怨念と向き合わなければならない、この結末は。
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　ユーリエル・アルセフィア　　　獲得ポイント１２５

　カールス・アルセフィア　　　　獲得ポイント１０５




【価値ポイント内訳】

●ユーリエル・アルセフィア

　　王権：50Ｐ

　十字架：０Ｐ

　　奴隷：０Ｐ

　　　剣：25Ｐ

　　金貨：25Ｐ




●カールス・アルセフィア

　　王権：35Ｐ

　十字架：10Ｐ

　　奴隷：０Ｐ

　　　剣：30Ｐ

　　金貨：25Ｐ
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『──以上。よってこの遊戯ゲームの勝者は、Ｆクラス。ユーリエル・アルセフィア！』




「……？」




　ＡＩの機械音声がその判決を下したとき、カールスの口元には笑みが浮かんでいた。




「…………??」




　しかしそれは余裕からの笑みではない。何を言われたのか、すぐには状況を理解できず、表情の変化が間に合わなかったに過ぎず。ゆえに。




「……………………は？」




　脳が事態に追いついたそのとき、彼の顔は、人生で最も間の抜けたものになっていた。

　その言葉の意味を理解した瞬間、彼本来の速さで脳のう味み噌そが猛回転を始め。

　それは──




「待て。待て待て待ておかしいだろう！　もう一度計算しろ！　どうなっている!?　なぜ、ユーリにとっての【王権】が50もあるのだ!?　私よりも上だと？　そんなはずがない！」




　──何倍速もの見苦しい反応となって爆発する。




『要望を受け入れます。再演算開始……終了。演算結果は変わりません。各人にとっての【財産カード】の【価値ポイント】にも、獲得したポイントの合計値にもエラーはありませんでした』




「ふざけるな!!　そんなハズがあるかッッッ!!　では何だ、アメリカの連中のデータが、間違っていたとでも!?　それともたった13％の確率を引き、この遊戯ゲームにおける隠れた数字の扱いがズレていたと!?　どうなんだ!!」




『先ほどのカールス様の推測と、今回のマスクデータの基準は一致しています。

【皇帝の末路インペリアル・フエイト】における【財産カード】の【価値ポイント】とは、

　それぞれの遊戯者プレイヤーごとに異なる数字が設定されていました。

　合計値が１００であることは共通ですが、その内訳については、各人の脳波を調査し、

　深層心理ではなく最も表面的な部分から価値基準を測定。

　それぞれの財産に対して、どの程度大切にしているかで算出していました』




「だったら……何な故ぜ……！　ユゥ──────リエル!!　お前はッ!!　玉座になどッ!!　王になどッ!!　これっぽっちも興味がなかったんじゃないのか!!」

「──黙れ。どれだけ無様を晒さらしたら、どれだけ私の兄様との思い出を汚したら気が済むんだ、この……臆病者めッッッ」

「……!?」




　カールスの悪あがきを、ユーリエルのただひと言が両断した。

　そのどこまでも澄んだ碧へき眼がんから、大粒の涙がこぼれゆく。

　筐きよう体たいに入った生身のユーリエルの状態を機械が読み取った、データ上の涙。しかしそれは、本物の感情から生じた涙であり、それをニセモノと呼べる人間などいないだろう。

　そう、泣いていた。

　仇きゆう敵てきを打ち倒した王女は、悦よろこびではなく、哀かなしみに打ち震えていた。

　もしもこれを狙っていたのだとしたら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは本物の悪魔だ。遊戯の前。彼女の耳元で囁ささやいた悪意の数々。あれが、この遊戯の結末を見据えての予言だったのなら。

　彼は、奪ったんだ。清らかな姫という幻想を。

　そして、暴き出した。──汚れた売国奴の、本性を。

「王冠なんていらなかった。私も、母も。王権にしがみつく気なんてなかった。それなのに。強いと信じていたはずの兄様が、その人望と力を恐れて母様を陥れ──他の兄妹きようだいたちもそれに追随した。おまけに無能な民衆どもは、どいつもこいつも真実を知らないくせに、この詐欺師どもの流したプロパガンダを信じて母を批判し──私から、私やユリウスから、何もかもを奪っていった……！　力もないくせに。口だけは達者に、陰から私を攻撃し、この選挙でも弱者と見下した──……」

　漏れる。心が。これまでの人生で積み重ねてきた憎悪が。

　民に罪はない？　悪いのは王族だけ？

　──嘘うそだ。そんなものは、自らを綺き麗れいで高潔な姫たらんとする矜きよう持じが作り上げた、偽りの感情。

　心の奥底のどこにも、闇がなかったのだとすれば。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという悪魔と、契約などしなかった。

　だからこれは本音。

　紅蓮と。そしてクオリアシステムが暴き出した、ユーリエル・アルセフィアの闇。




「だが結果はこれだ!!　愚かな王族ども！　頭の腐った愚民ども！　お前らが弱いから、アルセフィアは──この国は、目の見えない幼子ひとり優しくかばってあげることもできない、心貧しい国になったのだ!!　全部全部全部全部、お前らの無能が招いたことだ！　人のせいにするな、弱者ども!!」




「【奴隷】？　【十字架】？　ハハッ、そんなものは無価値に決まってる。踏みつけられる弱者に何の価値がある。いつか来る幸せを清らかに祈ったところで、誰が救ってくれる。違うだろ。圧倒的な権力！　暴力！　金!!　人に幸せをもたらすのは、それだけだ!!」




「もう野望を隠すのはやめた。私は【王権】を手にし、アルセフィア王国をぶっ壊す！　そして手に入れた権力を、暴力を、金を、ゴミクズのように捨ててやる。私は、そのためだけに《獣王遊戯祭ベステイア》に参加している!!」




「そうして解体された既得権は誰のモノだ？　──そうだおめでとう、お前らだよ、愚民ども。掴つかませてやる、新しい世界で上り詰めるためのチャンスを！」




「嫌いたければ嫌え。憎みたければ憎め。私はもうお前らの目など気にしない。お前らの嘲あざけりなど、知ったことじゃない。──この私についてこられる奴やつだけ、来ればいい。こんな王は信用できぬと言う輩やからに、付き合う気は毛頭ない！」




　遊戯ゲームを観覧しているであろう、すべての国民に向けられた憎悪。

　そして、母への最後の憧れを奪い去った悪魔に向けられた怨恨。




「これで満足か、紅蓮！　これが私だ！　私の心の、いちばん汚い場所だ！　こんな……こんな肥こえ溜だめのような欲望を暴き出して、満足か!?　は……はは、あはははははは!!」




　悪魔に魅入られたような壮絶な哄こう笑しようは、それを見る者の心を大きくかき乱し。

　目をそむけたくなるほどの汚物だというのに、けっして目を逸そらすことのできぬ魅力を振りまく彼女に、すべての者の関心が惹ひきつけられる。

　カールス・アルセフィアでさえ、妹の変貌ぶりに圧倒され、ただ膝をつくのみ。

　今、この瞬間──。

　良きにつけ悪あしきにつけ、ユーリエル・アルセフィアの存在は、その強烈なインパクトを以もつてあらゆる人間の脳に灼やきつけられた。
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●暴かれたルール




『Ｆクラス総督府、防衛戦が決着しました。

　勝者、ユーリエル・アルセフィア。防衛側の勝利によりＦクラス総督府の所有権を維持。

　敗者、カールス・アルセフィアから賠償金として５００００ＣＰをＦクラスへ移譲』




『カールスはＦ５軍事拠点に配置されていましたが、《戦争》によりＦ総督府へ移動。

　不在中のＤクラス侵攻により拠点を奪取されておりますので、Ｆ５への再配置は不可。Ａ総督府へ撤退、再配置は翌朝８時から９時の再配置可能時間まで不可となります』




『以上。《獣王遊戯祭ベステイア》、Ｆ総督府防衛戦、最終決着リザルト──』




　淡々と響くシステムメッセージ。

　Ａ総督府争奪戦に敗北、引き戻されたＡ５軍事拠点の廃はい墟きよ。

　無残に焼き払われた米軍基地のただ中で、ミラのアバターを纏まとったままの砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、すべての糸が望むままに動いた結果を、笑みもせず退屈そうに受け止めた。




　──うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……




　現在の各都市のＮＰＣの様子をサブモニターで確認してみれば、ユーリエルの、本心をさらけ出した演説に賛否両論ありながらも、しかし一部で熱心な支持者が現れ、異常なほどの盛り上がりを見せている。

「まあ、こうなるわな」

（……貴様には、すべてわかっていたと？　あの小娘が勝つことも、ああして暴君めいた本性を現すことも……!?）

「カールスは虚像を見ていたに過ぎないんだ。妹のことを見切ったつもりで、実は自分の思うユーリエル・アルセフィアしか見えていなかった」

　慌てふためいたミラの意識に向けて、紅蓮はフッと鼻を鳴らして解説した。

「だからズラしてやったのさ。奴やつの考える、甘い正義感や復ふく讐しゆうに燃えながらも捨てきれない理想に身を浸すユーリの皮を、べりべりと剥はがしてやった。どんな遊戯ゲームをやることになるかは始まるまでわからないが、奴がユーリの人間性を読んだ上で戦略を立ててくるのだけは確かだろうからな」

（思考を、信念を、操り、捻ねじ曲まげた……!?　仲間にも、かかわらず……!?）

「人聞き悪いこと言うなよ。アレはもともとユーリが持ってた闇さ」

　何も強制などしていない。

「【王権】にこだわり、暴力や金を欲する心。それさえありゃあ、王国を潰つぶせるんだから初志貫徹ってヤツだよ」

（……貴様は、またひとり、いたいけな少女を。その心に、闇を植え付けたのだな）

「被害者ぶるなよ、ミラ。お前も、ユーリも。最初に悪魔を取り込もうとしたのは、お前らの方だろ。──俺はお望み通り、悪魔の務めを果たしたまで」

（くっ……）

　どこまでも突き放すような紅ぐ蓮れんの冷たい声に、脳内のミラは返す言葉もなく声を呑のむ。

「答え合わせをしようか」

　そして紅蓮は今回の顛てん末まつをひとつずつ紐ひも解き始めた。

「カールス・アルセフィア、奴やつは策士だ。二重三重に保険と対策を用意し、勝負にありがちな紛まぐれや運の偏りによる結果の狂いすら想定している」

　即すなわち、『敗北の対策』『対策の対策』『対策の対策の対策』まで──。

「準備をし、戦う前から勝ちを決定づけてはじめて戦争を起こすタイプ。奴の戦略は完璧だ。穴がない。まるでどんな技術を用いても破れない金庫のような男だ。──では、その金庫の中身を奪うにはどうすればいい？」

（拷問し、鍵の保管場所、又は暗証番号を吐かせる）

「お前らしいな。工作員め」

　ひどく前時代的な発想に苦笑しながら、紅蓮は言う。

「『最初から金庫に中身なんかなかった』──そういう状況を作ってやればいいのさ」

（……!!　ふざけるな。それでは前提が覆っているではないか!!）

「それだよ、ミラ。前提を覆してやるんだ」

　理論武装し勝てる理由を積み重ねる手合いを相手にするのは、実は骨が折れる。

　ギャンブル漫画の多くは計算や効率で合理性を求める人間が予想外の展開で逆転されて泣きを見る展開を描く。しかし現実ではこの手の手法の勝率は非常に高い。

　一いちか八ばちか、天運に賭ける──そんな不確かな望みに縋すがる者よりも、堅実に着実に勝利の方程式を積み上げた者に勝利の女神は微笑ほほえむのだ。

　そしてこういう人間の用心深さ、ガードの固さは並大抵ではない。

「が……方程式で答えを求めた人間は、そもそもこれが数学の問いではなかったなんて、思いもよらない。──付け入る隙がないなら、作っちまえばいい」

（な……）

　何という、発想の転換。

　ミラは砕さい城じよう紅蓮という悪魔の声に、ただただ魅入られていた。

　自分自身と同じ声なのにこうまで迫力が違うのか。

　恐れに身体からだが震え、しかし同時に胸の奥底からこみ上げてきたのは、確かな愉悦だった。




「ふふ……はははははははは……!!」




　ミラ＝紅ぐ蓮れんの眼前で光が凝縮する。それは一人の人間の姿を作り、紅蓮の前に立つ。

　軍服の美女、ミラ。紅蓮の脳から締め出された分、他の端末から接続したのだろう。

　紅蓮と寸分違たがわぬアバター。しかし歓喜に震えるその表情はまったくの別人だ。

「たとえ、Ａ総督府を落とせずとも。Ａクラスを窮地に追い込んだことには変わらない。《獣王遊戯祭ベステイア》の勝利は私のものだ。カールスの大帝国はすべてこちらが奪った……！」

「それが馬鹿だって言ってるんだよ。お前らは《獣王遊戯祭》の本質を理解していない」

「フン、ハッタリを。そんなブラフで私を惑わせるとでも？」

「ブラフなんかじゃない、単純な事実だ。遊戯ゲームの勝利に絶対法則があるとしたら、それはルールを理解することだ。お前らは、ルールを中途半端にしか理解していない」

　他の陣営が地盤を固めている間、紅蓮はそれのみに注力していた。

　法則を読む──《獣王遊戯祭》という特殊な状況、それの勝利を決定する要素を暴く。

「軍事拠点の確保？　そんなものはオマケでしかない。それが本質だったら、なぜこんなにも完全な制圧が難しいルールになっている？」

「……何……？」

「気づかなかったのか。駒として使える遊戯者プレイヤーは五人。総督自身を含めても六人。たったこれだけの人数ではいくら拠点を制圧して回っても、今回のようにイタチごっこになるのが目に見えてる。──制圧するには、カールスのように特殊な手段で一息に敵を追い詰め、一気に総督の首を取るか。あるいは、今回の俺達のように他勢力を盛大に巻き込んだ上で、１クラスにターゲットを絞るか。……なんて実現性に乏しい、針の穴を通すようなやり方だろう。本当にこんな方法でしか勝てないなら、欠陥だらけのクソゲーだ」

　だが違う。そうではないのだ。

「勝利に必要なのはＣＰの所有額。たとえＦ総督府ひとつしか拠点が残っていなくても、１ＣＰでも他の陣営より多ければそれで優勝が決まる。軍事拠点の奪い合い？　陣取りゲーム？　──勝手にやってろ」

　皮肉げな笑みを浮かべる紅蓮＝ミラ。

　そして、対するミラ本人は。

「支持だと？　……この大帝国を見ろ。我が国の威勢を前に、民衆は当然従う！」

「どうかな。人の評価は状況によってバイアスがかかるもんだ。たとえば予選で敗退する程度のチームの選手がいくつ凡ミスを重ねたところで批判は少ししか起こらない。が、散々に強さを喧けん伝でんした者が、優勝を決める大事な試合でたったひとつのミスを犯したら。批判は、何倍にも何十倍にも、膨れ上がる。──うるさい奴やつは粛清すればいい、そんな、単純な理屈じゃあ済まないこともあるってこった」

　言うと、紅蓮＝ミラは右手を掲げ、パキッと指を高く鳴らす。




「さっきのアビゲイルとの遊戯、どんなふうに国民に放送されてたか教えてやるよ」




『録画データを再生します。

　ファイル名【ミラ・イリイニシュナ・プーシキナＶＳアビゲイル・ナダール】

　再生──』




『おおお[image: ][image: ][image: ]っとシルバーポークビッチ──失礼、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナが無様に転倒!!　ドヤ顔でレイアップを決めようとしてこの失態は恥ずかしいッ!!　恥ずかしすぎます!!　しかもパンモロ!!　パンモロです!!　あれだけカッコつけておいてこのお可愛かわいいパンツ御開帳は芸術的なダサさですよプギャーーッ!!』

「なっ……!?」




　ＶＲ空間内に投影されたビジョン。そこに映されていたのは、おそらくは全国民に公開されていたであろう、ミラとアビゲイルの一戦。

　なぜか紅ぐ蓮れんが土壇場で不幸に見舞われ、無様な敗北を喫したその瞬間。

　それはいい。それはもう変えられない、受け入れざるを得ない事実。

　しかし、何だこれは。

　なぜ。どうして。




「なぜ、砕城可憐が実況している……!?」




　未いまだかつてここまで片方に肩入れした実況中継があっただろうか。

　紅蓮の唇を奪い、あまつさえＦクラスを陥れたミラへの鬱憤をすべて晴らすかのように。

　砕さい城じよう可か憐れんは今日一番のノリノリ具合でミラの失態をこき下ろしていた。

「俺がこのミラの中の人だと知ったら、あいつは絶対にディスれなかっただろうけどな。ま、真実を知らなきゃきっとこれぐらいの力は出してくれると信じてたよ」

「ば、馬鹿な。しかしこんなモノ、誰が信じる。日本人イポーシユカの恣し意い的てきな嘲ちよう笑しようになど、民は騙だまされるものか！」

「騙されるさ。誇張した過激な発言は時に反発を生む。しかし例外もあってな。大衆迎合。より多くの人間の深層意識をくすぐる過激発言は、支持されるんだよ。この場合、クソだせえ負け方をした俺──いや、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナへの嘲笑は、どんな口汚い言葉を使っても受け入れられる。ほら、お前の大好きな、コレだよ、コレ」

　紅蓮はニヤリと笑い、自らのこめかみを人差し指で突つつく。

「意識の、共有。有機連結頭脳体じゃなくても、人間はクラウドネットワーキングじみた特性を最初から持ってるんだよ」

「……!!」

「メディアを制する者が選挙を制する。この遊戯ゲームを陣取りゲームと考えるか、選挙と考えるか──比重がどちらなのか？　俺はこれを有権者の奪い合い、民衆の支持をかき集める遊戯ゲームと考えた。《戦争》はそのための『手段』であって……ミラ、お前が考えるような、『目的』じゃない」














　勝ちも負けも関係ない。

　領土も拠点もいらない。

　古今東西、勝者より敗者の方が遥はるかに人気を得た戦いなど珍しくもない。

　磔たつ刑けいによって歴史に残り、永遠の支持を得たキリスト。火刑に処され、フランスの正義を永久とし、イギリスを悪と決定づけたジャンヌ・ダルク。




「遊戯のことだけを考えてお前は俺に自分の脳を──アカウントを使わせた。だが、ミラ。お前は市民への呼びかけという要素を見落とした。……その結果が、これだ」




　再び紅ぐ蓮れんが指を鳴らす。

　虚空に現れるのは、Ｄクラスの支配地域、その街角──。

　冷戦期のソ連を思わせる無骨なコンクリートの建物、その辻つじ々つじに建った街頭テレビ。

　派手な宣伝ポスターに飾られたモニターに映し出される、無様な敗北……！




『情けない……！　国家の名を背負いながらなんだあの体たらくは!?』

『勝てると思っていたからこんな風にモニターを増設したんでしょうけど……無様ね』

『よくわかんねえけど、敗まけたんだろ？　本当にロシアは頼りになるのか!?　火事場泥棒はできても、肝心なところで負けちまうなんて……ダセェよな』

『吊つるせ!!　吊るせ!!　吊るせ!!　無能が!!　──吊るせ!!』




　──民衆が沸騰し、熱狂する。

　それだけではない。空いた左手で、紅蓮＝ミラがふたたびパチンと指を鳴らすと……！




「忠実に再現されたＶＲ環境。現実をシミュレートした市民。無数に存在するＮＰＣ、ほぼ全員がＡＩであり──感情で行動する『人間』の摸も倣ほう」




　ならば、その行動は。




「理性より感情が先に立つ。絶対的勝者の敗北は、完璧だと思っていたモノへの傷は──どうしようもない失望感と怒りを煽あおり、愚か者達は支配者に叫ぶ」




　それがただひとつ、民主主義国家の庶民に許された権利。

　次に映し出されたのは別の場所。旧Ａクラスの支配地、他国に奪われた街角で……！





　　　　＊






『カールス・アルセフィアには失望した。……領土拡大にかまけ、他クラスの侵攻を招き、滅亡寸前にまで追い込まれるだって？　口だけデカいこと言いやがって……！』

『あいつはダメだ！　今の支配者はロシアだって？　……嫌だ、自由のない国は！』

『誰を信じればいい？　……いっそのこと、他の国に……！』

『あの圧倒的不利を覆してカールスに勝った、ユーリエル。もしかして、彼女なら』

『勝ったら王政自体を壊すって言ってたよな？　雑魚は生き残れないかもしれないけど、ワンチャンある国になるってことなら──』




　ガヤガヤと叫ぶ群集。辻つじ々つじに集まった自由主義の民衆。

　アメリカの影響を強く受けた第一区画、Ａクラス支配地域のリテラシーは非常に高い。他の領域に比べて優れた教育水準、インテリ層の厚さ。

　すなわち自らを強者と信じる者達が多い、ということは。

「露骨な宣伝工作なんて必要ない。Ａクラスの市民、先進国の住民は自分で情報を集め、賢い判断ができる……と思いこんだ連中だ。ユーリのさっきの演説は、意外と響く」

　根強い反ロシアの意識も、それに拍車をかけた。

　今やカールスへの失望、情けない弱さを見せたロシアへの不信感。




　そのすべてが、たったひとり──暴君、ユーリエル・アルセフィアに集中する！




「まさか……まさか、貴様っ!!　すべては、貴様の演出だと言うのか!?」

「そうだ。よく踊ってくれたな、人形。選挙劇場第一幕、これにて閉幕だ」

　愕がく然ぜんと叫ぶミラを前に、同じ貌かおに爪をたてる。

　ベリッと音をたて、紅ぐ蓮れん＝ミラのアバターが裂ける。テクスチャが剥はぎ取られ、まるで変装を解くかのように……そこに現れたのは、癖っ毛の少年……砕さい城じよう紅蓮。

「もう、お前の姿は必要ない。アバターを変更させてもらった、返すぞ」

「……勝手な真ま似ねを！　サーバー権を持つ私に刃向かえると思っているのか!?」

「普通は無理だな。外部からの干渉が必要だ。……だから、用意しておいたんだよ」

「ッ!?」

「インチキ親父おやじの技術力を侮ったな。可か憐れんに施したのと同じ、対抗用ナノマシンだ。注射一本で可能な対策、用意しておかないわけがないだろう？

　完全な排除はできなくても、回線を止めてしまえば……俺には、それで充分だ」

「……!!」

　種明かしに、ミラはハッと息を呑のむ。

　ポケットに手を伸ばす。取り出したデバイスに叫ぶ……！

「私だ!!　中庭、庭園で眠っている男を確保しろ。今、すぐに!!」





　　　　＊






『ミラ様からの指示だ。……制圧しろ!!』

　紅ぐ蓮れんの体が眠る、アルセフィア王立学園中央庭園。

　ベンチに寝転がっている男めがけ、複数の男達が飛び出していく。

　非武装ながらロシアの軍隊格闘技、サンボに熟達した屈強な者ばかり。緊急事態に備えミラが手配し軍学校から偽装留学させてきた実働部隊は、寝転がる紅蓮に殺到し……！

「甘い。この私が、それを許すと思ったか!!」

『げっ!?』

　その蹴り、まさに──電光石火。

　先頭にいた実働部隊の男。その前に跳び出した制服姿の少女──キリリと髪をポニーテールに結い、戦いを前に熱い決意を浮かべた少女の、斬りつけるような上段蹴り。

　ゴッ……!!

『ミーシャ!?　……首がヤられてる。クソッ、なんて女だ……!!』

『ゴリラか!?　こいつ、素人じゃないぞ!!』

「誰がゴリラだ!!　……ロシア語がわからないと思って好き勝手言うな!!」

　倒れ伏した屈強なロシア人学生を蹴り飛ばし、庭園に立つ御み嶽たけ原ばら『水みず葉は』。

　手にした無針注射器、脳共鳴ネットワーク撹かく乱らん用のナノマシンが入っていたそれを放り捨て、紅蓮を守るように立ちはだかると、フンと居丈高に言う。

「なるほど。遊戯ゲームにおいて、私は他の者より一歩も二歩も劣る──だが、それだけにこの手の騒ぎ、前時代的な暴力沙汰なら」

　ただひたすら、姉を守るために。

　磨き上げ、地道なトレーニング、修行と研けん鑽さんの果てに得た格闘技術があれば！

「学園内でまさか銃器の類は使えず、暴力沙汰は即通報される……警備ドローンの到着までのおよそ60秒。砕さい城じよう紅蓮に、指一本触れさせないなど、容易たやすいことだ!!」

『……制圧しろ！』

　呟つぶやきの途中で一人のロシア人が襲いかかる。

　腰を低くしたタックル、押し倒して関節を極きめる構え。

　だがフッと『水葉』──いや、獅し子し王おう学がく園えん生徒会の誇る《氷剣》御嶽原静しず火かは。

「タックルの切り方も知らない素人だとでも思ったか。……沈め、田舎熊!!」

『ぼ……ッ!?』

　グシャッ……！

　凶器じみた膝が跳ねる。迂う闊かつに飛び込んだ大男、腰を掴つかんで引き倒そうとした顔面に、ミサイルのような静火の膝が叩たたきこまれ、鼻骨が90度横を向いた。

　鼻血が噴き出し、クルンと白目を剥むく。すかさずその首に肘を落として地面を舐なめさせると、倒したばかりの男達ふたりを踏みつけながら……！

『これで終わりか？　──来るなら、来い』

『……くっ!!』

　流りゆう暢ちようなロシア語での挑発。高飛車な眼めに射すくめられ、男達がたじろぐ中。

　紅ぐ蓮れんに打ち込まれた対抗用ナノマシンは、静かに活動を始めていた。





　　　　＊






　──崩れていく。




「……ネットワークが……！　私の端末が、反応しないだと……!?」

「一度接続してはいても、ラインを確立していない可か憐れんとは違う。ミラ、お前は俺の情報を探るために俺の脳に接続した。どんな強固なセキュリティも、内部からのクラックにはどうしようもない。……クラッキングの初歩だよ」

　砕さい城じよう紅蓮の眼前で、ミラは瓦が礫れきに膝を屈した。

　彼女を構成するアバターに激しいノイズが混じっている。

　紅蓮の体内に侵入した対抗用ナノマシンが、その脳を経由してミラと接続した脳、端末すべてに干渉し、強制的にその機能を停止、凍結していた。

　脳が強制的に鎮静化される。頭の芯が凍りついたように冷え、猛烈な頭痛がミラを襲う。だがその中でも彼女は意識を失わず、残された力を振り絞って命令を行った。

『……同期命令。対象《砕城可憐》!!　……塗り潰つぶされ、私に染まるがいい!!』

　それは禁断の命令。停止状態にあった可憐の脳、沈黙していたナノマシンに同期命令が送られる。しかし、肝心のそれは……届かない。

「命令が届かなければ、同期されない。ネットワークそのものが落ちてる状況で、外からデータを入れようがないだろう？」

「……！　ネットワークの再構築さえできれば、すぐにでも可憐は私になる。私の記憶と、意志によって妹が潰され、殺されても……いいと言うのか、砕城紅蓮!!」

「それをさせないために俺はお前と接続したんだ、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。俺の脳を媒介して、ネットワークの停止信号は全端末に届いている。回線を繋つなぎ直せば、同期命令より先に実行される。お前自身の脳が出した、最優先命令でな」

「！　私の脳を……勝手に使うな!!　紅蓮ッ!!」

「脳を共有しようなんて発想を最初に現実化したのはお前らだろ。何を今さら」

　ミラの持つ脳共鳴ネットワークの最優先権限。それに裏打ちされた停止信号は、すべてに優先して実行される。すべては最高権限を持つ自身の脳を紅蓮に貸した、それが……。

「私の脳を手に入れるために……!!　私をハメるために、すべてを……!!　初日の拠点の売却から、すべての絵を描いていたと言うのか、貴様……!!」

「目的のひとつだったのは確かだ。お前に俺と協力する意思があったのなら別だが」

　さらにノイズが増していく。輪郭が崩れ始めたミラの前に立ち、紅ぐ蓮れんは告げた。

「──破滅を選んだのはお前だ、ミラ。そのまま、ネットワークごと停止するか？　俺と接続している限り、停止信号は続くぞ。俺や可か憐れんはともかく、人格を同期しているお前達、有機連結頭脳体にとって──ネットワークの停止は、ほぼ人格の『死』だ」

　それは即すなわち最悪の二択。

　猛毒を流し続ける病巣と化した紅蓮の脳。その接続を切ってネットワークを保つか。

　あるいは死なばもろとも……強引にネットワークを再構築し、停止命令より先に同期の指令を出せることに賭け、人質である可憐を殺すことに賭けるか。

「言っておくが、可憐を残して俺だけ追い出そうとしたら強制的に停止命令を同期させる。さて、どっちの命令が早いかね？　自信があるなら、試してみればいい。──これも一種のギャンブルってやつだな」

「くっ……」

　ミラは唇を噛かむ。

　紅蓮の言葉をすべて信じるわけではない。だが、もしもの可能性が残っている以上──

（あまりにも分が悪い……！）

　ミラはそう判断する。自分の脳と接続し、最優先アカウントを使用できる紅蓮に、下位の端末しか使用できない彼女では対抗できない。

　紅蓮自身の脳、その超スペックを使えれば五分以上に戦えるだろうが……今やその脳、超スペックこそが脅威となっている。放置し続ければ、それこそ……！




『ッ……!!　全ネットワーク、最優先命令!!　接続アカウント《砕さい城じよう可憐》《砕城紅蓮》を……削除!!』




　ミラが下した結論は……死に至るギリギリでの、病巣切除。

　紅蓮と可憐の脳に食い込んだ全ナノマシンのアカウントを削除。ネットワークから切り離された微小機械はただの蛋たん白ぱく質しつとなり、新陳代謝と共に分解され消えてしまう。

　つい先ほどまで感じていた黒い塊のような意思──砕城紅蓮。同じ人間とは思えない、無限の情報を蓄えたブラックホールじみたものとのつながりが消えていくのを感じる。

（紅蓮……紅蓮、紅蓮、紅蓮、紅蓮、紅蓮、ぐれぇ……んっ!!）

　それは絶叫。

　ミラの脳内で嵐が起きる。激怒と悔恨、愛と憎悪が入り混じった複雑な感情。

　すべてのネットワークが停止し、復旧するまでの間……久しぶりに単独、スタンドアローンで自らの脳を動かしながら、次に感じるのは途方もない心もとなさだ。

　手足をもぎ取られたかのような喪失感。一度拡張された感覚を失った時、そのショックは非常に大きい。ミラが特殊な訓練を受けた工作員でなければ、最悪死んでいただろう。

（私がっ……甘かった。甘すぎた、ヤツという餌に釣られて……!!）

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんを屈服させ、身も心もひとつとなる。

　その甘い甘い誘惑に釣られ、その超スペックの脳を手に入れた快楽に浮かれて、ミラは勝利に酔ってしまった。砕城可か憐れんという人質を抱え、一度ネットワークに溶けあった以上叛はん逆ぎやくなどできないと考えて、手の内にあるアカウント権限まで盗まれて。

　たったひとり。ネットワークから切断され、ぽつんと暗闇に変わったＶＲ空間で孤独に膝を抱えながら、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナは血を吐くように叫んだ。




「よくも、騙だましてくれたな……!!　やってくれたな、砕城紅蓮!!　またしても、私の想おもいを裏切ったな……!!　絶対に、絶対に……!!」




　──殺してやる。

　その命尽きた骸むくろ、脳細胞から残らずデータを吸い出して。




「生きたお前を手に入れることは、諦めた。死んだお前を永久に私が奪う。遊戯ゲームの果て、今度こそ貴様を殺し……！　私のものにしてやる。待っていろ、待っていろ、待っていろ……!!」
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　殺意をこめた笑いが、虚むなしく溶けていく。

　ネットワーク復旧、意識が肉体に戻るまでの間、敗者はただただ吠ほえ続けていた。





●戦後のゆくえ、揺らぐ戦場




　──果たして勝者は誰なのか？




　その日、《獣王遊戯祭ベステイア》参加者全員の端末に通知されたＣＰ更新は、荒れた。
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「Ｆクラスを攻め切れず、逆にＤクラスをはじめとした各国から標的にされ追い詰められたＡは民の支持を失い大失速。だっていうのに、Ａクラス侵略の功労者であるはずのＤも最後の最後に無様を晒さらしたせいで同じく失速。Ｄの方が下落幅が大きいのは、投資でもいくらかＣＰを使っていたからかな？　そして最後のユーリエルさんの鬼気迫る演説で平等に活躍したＢ、Ｃ、Ｄ、ＥのどこよりもＦクラスに注目が集まった。──結果、デイリーで最多ＣＰ獲得めでたしめでたし……っと。……どこまで君の狙い通りだったんだい？　紅ぐ蓮れん」

「どこと言われてもな。……だいたい、全部だよ」

　深夜０時、スキヤキホテル内展望カフェ、閉店後の室内を貸し切って。

　それぞれ自分の端末を確認、ＣＰの変動を確認する遊戯者プレイヤー達の中、一人つまらなそうな面持ちの砕さい城じよう紅蓮に、白しろ王おう子じ朝あさ人とは囁ささやきかける。

「Ａクラスの膨張も、君を利用しようとしたＤクラスの裏切りも、すべて……。さらに、他のクラスがＡクラスに反旗を翻すことまで……初日の段階で、かな？」

「分岐の可能性は無数にある。未来は常に不確定だ。いくつか『視みえた』ラインの中で、そこに生きる人間の選択が現在を決める。別に何もかも俺が決めてるわけじゃない」

　紅蓮の朱あかい『眼め』──遊戯ゲームの流れを読み切る謎の超感覚、共感覚モード。

　現役時代に感覚が近づくにつれて研ぎ澄まされてゆくそれにより、王立学園にいる無数の生徒や出会った遊戯者、選ぶであろう未来を『読んで』予測を立てた。

「情報不足から読み切れない可能性もある。俺が知らないところで誰かが動き、違う因子を場に持ち込む可能性もある。傍はたから見てるとピッタリはまったように見えるがな」

「……そうだね。そうとしか思えないよ。魔法使いかな？　紅蓮は」

「馬鹿言うな、たまたまイレギュラーが発生しなかっただけだ。もし俺の知らない場所、観測できない領域で事態が動いていたら、どうしようもなく詰んでたかもしれない」

　恐らく現時点で、砕城紅蓮ほど『未知』の恐ろしさを知る者はいないだろう。

　Ａクラスの没落、Ｄクラスの失望、そして強烈にハネたＦクラスの急騰。

　一手間違えるだけでこの奇跡がすべて壊れてしまう。綱渡りで掴つかみとった幸運だ。

「理想はどんなイレギュラーが発生しようと変わらない、完全な未来事象の確定。……そこまでいけりゃあ多少は誇れるだろうが、この段階じゃバクチと変わらん。あまり誇れるもんじゃない、つまらない勝ち方だよ。──なあ、お姫様？」

「つまらない、ですか。よくもそんなことが言えますね」

「怒ってるのか？」

「……いいえ。むしろ、スッキリしました」

　カールスとの遊戯直後、しばらくは精神が不安定だったユーリ。

　しかし今では泣き腫らした目もその痕跡を薄れさせ、憑つきものが落ちたような表情で。

「なぜでしょう。あんな醜い姿を見せたのに。なぜ、こんなにもＣＰが……」

「民に憎悪を見せちゃいけない。そういう思い込みが、あんたの心を追い込んでたんだ。それが心の余裕を奪い、上っ面の清せい楚そを見抜かれて国民からもそっぽを向かれた」

　空気を読む、という言葉がある。

　よくその言葉は勘違いされているが、真に空気が読める人間とは、他人の事情を優先して何も言わず自らの本心を閉ざす人間のこと、ではない。

「人間関係と一緒さ。好かれたきゃ、腹を割るんだ。ありのままの自分を知ってもらうのが第一歩。まずはそこに同調する仲間を集め、そこから勢力を広げていくしかないんだ」

「だから、暴いたのですか？　私の、汚い部分を」

「ま、そーいうことだ。文句なら受け付けんぞ。──これが俺と契約するってことなんだからな」

「……文句など、言いません。酷ひどい人、と。そう思いますが……感謝はしているのですよ、紅ぐ蓮れん。私に、勝利をもたらしてくれたこと」

　ユーリはそっと自らの胸に端末を抱きしめ、蒼あおい瞳を潤ませる。

「私は、生涯忘れないでしょう。──頭上に冠を戴いただくことができたなら、なおさら」

「大おお袈げ裟さだな。カールスを倒したのはユーリ、お前自身の実力だろう？」

「いえ、そこに至るまでの流れを作ってくれたのは紅蓮、貴方あなたです。貴方という存在が、裏で勝利の絵を描いていなければ……私は、ただあの男に喰くわれるばかりでした」

　想像するだけでぞっとする、ありえた未来。

　ユーリエル・アルセフィアが貪欲に勝利を掴つかめたのは。

　覚悟を決め、三つの貌かおの裏側、真実の自分自身を見せて仇きゆう敵てきを討てたのは──。

「すべて……貴方の力です、紅蓮。ありがとう……私の、悪魔」

「気にするな。誘惑を囁ささやいて堕落させたのは俺だしな。契約者」

　ほんのわずかな邪悪が滲にじむ笑み。

　悪魔に傅かしずく魔女のように、背徳の喜びを感じながら頭こうべを垂れるユーリエルと最愛の兄の間をきょろきょろと見回し、さる人物が『ピーーッ！』と盛大にホイッスルを鳴らす。

「そこまで、妹警察です！　お兄様ロマンティック罪により警告点１、イエローカード。５点溜たまったら可か憐れん絶ぜつ許ゆるレッドカードを提示しますので、そのつもりで！」

「は、はあ……。よくわからないのですが、注意します」

「そうしてください。私も一国の王女をアレするのは少々気がひけますので」

　ふんす、と鼻息荒くユーリと紅蓮の間に割りこんで、可憐が兄の手をがっしり掴む。

　甘え癖の強い子猫のように頭をすり寄せ、ラフな部屋着姿の紅蓮の意外とたくましい手を堪たん能のうしながら、少しばかりの不満をこめて。

「でも私は怒っているんですよ、お兄様。せめて私にはもう少し、事前にお話ししてくださってもいいでしょう。最後まで役立たずのままかと心底不安だったんですから！」

「悪い悪い。とはいえ、話す人数が増えれば増えるほど、それがイレギュラーになりかねない。ほんのわずかな行動や表情の変化、ブレだけで戦況は大きく動くからな」

　敵はすべて一騎当千の遊戯者プレイヤーだ。表情、しぐさ、言語化されないサインを読むなど当然。

　超能力じみた観察力を持つ者達を出し抜くには、単純な演技ではなく『何も知らない』ことによる素の反応が望ましい。そのため、あえて誰にも話さなかった。

「……こほん。おほん。あの……なんだ。私にも何かないのか？」

「？　静しず火かさん、ドッグフードでしたらそこに用意しておきました、どうぞ遠慮なく」

「それは素で酷くないか!?　わ、私とて護衛任務をちゃんと果たしたんだぞ！」

　髪をポニーテールに高く結い上げた『静しず火か』に戻り、涙目になって彼女は叫ぶ。

　そんな悲痛な叫びをふいっと無視し、可か憐れんはじっとりとした眼めで静火を睨にらんだ。

「その功績は認めなくもありませんが……特に何も起きなかったのでしょう？　温室でお昼寝なさっているお兄様の寝顔をただ観察していただけでご褒美がもらえるのだとしたら、そのような仕事は断じて私がします。いえそれがご褒美なのでは？」

「い、いや、寝顔を観察など……し、仕事だ！　あと何もしていないわけではな……！」

　反論しかけた時、静火は短く息を呑のむ。

　ジロリと彼女を睨む紅ぐ蓮れんの視線。その鋭さの意味することは、ひとつ。

（喋しやべるな、と言うのか？　……ロシア人の襲撃や、あの……）

　静火は、紅蓮に投与した謎のアンプルの中身を知らない。

　ただホテルを出る紅蓮に渡され、指示があれば打てと言われただけだ。

（……砕さい城じよう紅蓮はあの女、ロシアの女工作員に何かを飲まされ、昏こん倒とうした。投与してすぐ目を覚ましたわけだから、恐らく解毒剤のようなもの、なのだろうが……）

　紅蓮の策謀、そのすべてを静火は知らない。

　有機連結頭脳体の存在を知ってはいても、あのアンプルの中身が脳共鳴ネットワークをクラッキングするための対抗ナノマシンだ、などという無む茶ちやな結論には至らなかった。

「……まあ、そう、だな。特別なことは、起こらなかったが……」

「ほらみなさい。よもやとは思いますが、お兄様にイタズラなどしていないでしょうね？　ドＭの貴女あなたのことですから、穢けがれた下着を見せつけるくらいはしそうです」

「していない！　砕城可憐、お前の中で私は何なのだ。変態か!?　変態なのか!?」

「……ごめん静火さん。横から口を挟むのも良くないけど、聞かない方がいいと思うな」

「白しろ王おう子じ朝あさ人と!?　お前まで!?　わ、私はそんないやらしい女では……!?」

　ドタバタとした空気を醸す三人。そんな風景を眺め、紅蓮はほのかに笑む。

（思った以上に使えるヤツだ、静火。……遊戯ゲームの腕前はともかく）

　忠誠心篤あつく、腹芸ができ、裏工作も辞さない。

　間違っても狼おおかみではない、飼い主に忠実な『犬』──。

（世話役のアイツを思い出すな。……クールを気取ってるくせに情に溺れるあたりが）

　幼少期の紅蓮を世話していた黒服長身の女。

　情が移るのを避けるため個別の名前すら名乗らず、世話役として彼の傍そばに侍はべっていた。

　が──根が、善良だからだろう。上と交渉してわずかでも紅蓮の望みを叶かなえ、駄菓子を買ったりたまの気晴らしにつきあってくれたり、いい思い出も多く残る人物だ。

（……あいつと同じ、駒としては最良の人物だ。これからも役に立つだろ……ん？）

　ごく自然に物騒な方向へ流れそうになった思考を自覚し、紅蓮は首を傾かしげる。

「お兄様、どうかなさいましたか？」

「いや。悪いな、妙なことを考えそうになった。……これだから遊戯は」

　ドロドロした足の引っ張り合い、地獄のような関係に浸っていると、どうも心が荒すさんでいけない。きっとこの妙な感情、思考の偏りもその影響だろう。

　そんな風に自分を納得させ、紅ぐ蓮れんは沈黙している最後の人物──その場の全員があえて触れないままに流してきた女へ、覚悟するように視線を向けた。

「それで？　……フラヴィア、何のつもりだ。その恰かつ好こうは」

「悔かい悛しゆんの証あかしです。……あの女め狐ぎつねのメッセージで暴かれた通り、Ａクラスへすべての情報を売り、Ｃクラスを襲撃させた裏切者は私。その贖しよく罪ざいのために……」

　美しい裸体。白く朧おぼろな絹のネグリジェ、煽せん情じよう的てきなレースの奥に肉感的な肢体を包んで、きつくその両腕を後ろに縛り、まさしく罪人のように布で眼めを覆っている。

　蒼あお褪ざめながらも上気した頬。熱い吐息を吐きながら紅蓮の足元、靴の爪先を舐ねぶるようにすり寄る姿は、まるで鞭むちを待つ躾しつけのなっていない愛玩動物のようだった。

「どうぞ、鞭打ってください。……我が身を奴隷として差し出し、すべてを貴方あなた様に。ふふふ……待ちわびました、救世主、紅蓮様。その真の到来を……！」

「これだから宗教は……。お前ら、見てないで少しは止めたらどうだ？」

　ちらりと周りの人物を探るように視線を流す。が、仲間たちの反応は冷たく──。

「……紅蓮の迷惑になるようなら排除するけど、正直言うだけ無駄じゃないかな？」

「ええ。この期に及んでお兄様に媚こび、助命を図ろうなど浅ましい。いっそこの場で追放なりしてしまい、獅し子し身中の虫に鉄てつ槌ついを下しておくべきでは？」

　溜ため息いき混じりの朝あさ人とと、冷酷な軽蔑を示す可か憐れん。

「正直、擁護のしようもない。自陣営の情報を売り、絶対絶命のピンチを招いた戦犯だぞ。遊戯者プレイヤーの入れ替えが認められているかどうかは要確認だが、それも視野に入れるべきだ」

「ええ。……ですが、判断は紅蓮に委ねます。どういたしましょう？」

　比較的冷静ながら、どうしようもない『やらかし』に言葉もない静しず火かとユーリエル。

　カールスと通じ情報を流し、個人的恨みからＣクラスを襲わせた事実を知らされて以来、フラヴィア・デル・テスタに対する一行の反応は完全に冷え切っていた。

（それさえもお兄様の掌てのひらの内だと、わかってはいるのですが──）

　フラヴィアの異能。敵対者に対し問答無用の不運を押しつける『絶対不運』を利用し、どのような手管を使ってか、紅蓮が今回の勝利を得たのは確かだ。

　そう考えればフラヴィアの存在は勝利に不可欠なピース。が、用が済んだのならばもう不要と言えなくもない。むしろ不確定要素は切るべきだろう、と可憐は思う。

　……が。そんな妹の思惑を超えて、この『兄』が下した判決とは──

「そう言うな。このウザプリンが色々とウザいのは今に始まったことじゃない。禊みそぎは必要だろうが、俺としてはまだチャンスを与えてもいいと考えている」

　思わぬ温情。冷静なままに紅蓮は靴先に侍はべる女の顎を、クイッとその爪先で上げる。

「今どんな気分だ、フラヴィア？」

「……最低の羞恥と最高の興奮、どちらもが入り混じっています。ふふふ……くふふふふ。私という存在を道化師に貶おとしめ、敵とすら見ずに操ってみせた、その恐るべき辣腕……！」

　興奮し、ビクビクと震えながら喘あえぐフラヴィア。

「だからこそすべてを差し出しましょう。私は賭けに敗まけたのですから。私のすべては、紅ぐ蓮れん様のもの。今度こそ身も心も委ね、いかなる扱いも受け入れます。たとえボロ雑巾のように使い捨てられるとしても本望。その代わり──」

「──Ｃクラス、クリステラを始末しろと？　ふざけるな、ごめんだ。お前の家族の仇かたきは自分でとれ。俺は殺し屋じゃない、恨みもない相手を頼まれたからって消せるか」

「そう仰おつしやると思っていました。そうできるものなら、そうしたい。ですが……！」

「できるさ。やれ。俺がお前に与えるのは罰じゃない、ただひとつの『選択』のみだ」

「んっ……!?」

　グッ、と靴先に力をこめる。躾しつけのなっていない犬を押さえるように。

　凌りよう辱じよくされる姫君のように、ホテルの豊かなカーペットに沈む金髪碧へき眼がんの偽聖女。

　本物ではない、偽者であるが故に煽せん情じよう的てきなレースの華を眺めながら、紅蓮はまるで道端に落ちた小銭を見るような──わずかに惜しむ気持ちと突き放した感覚を混ぜて。

「あれだけのことをやらかしておいて同列のゼロに戻るのは無理だろう。罪を洗い流す禊みそぎ、贖しよく罪ざいが必要だ。俺がくだらない欲望をお前に吐き出して終わる、なんて甘い話があるわけないだろう。お前の身体からだにそんな価値があるとでも？」

「……！」

　己の美貌にそれなりの価値を見み出いだしていたのだろう。

　心底うんざりした紅蓮の言葉に、フラヴィアは胸を突かれたように身をよじる。

「……お許しを、お許しください……紅蓮様。我が、神……！」

「その偏った宗教観をなんとかしろ、と言いたいが……ま、後でいい。ところでいい報しらせがある。入国管理局と話がついたらしくてな。さっき楓かえでのヤツから、獅し子し王おう学がく園えん生徒会名義でアルセフィア王国へ入国許可が下りたと連絡があった」

　第三次大戦以降、経済交流以外の海外への渡航は制限されている。

　特別な許可を得ている《獣王遊戯祭ベステイア》参加メンバー以外が審査を数日で終え、他国への入国許可をとりつけられたのは、獅子王学園生徒会Ｓランク、生徒会の特権のおかげだ。

「まだ本調子じゃないらしいが、水みず葉はもどうにか退院できたらしい。さっきからあいつらのメッセージでデバイスがやたら震えて困ってるよ」

　そう言いつつもほのかに和んだ表情で、紅蓮が端末を眺める。

　日本＝アルセフィアの飛行機、搭乗直後から真夜中、着陸は明日の早朝になる──その機内の様子だろう。送られてきた写真やメッセージをいくつか、適当に開いていくと。




『ファーストクラス、ソファがふっかふかですよふっかふか！　お尻が沈んじゃいそうですー！　まさに王様気分ですね。キング！』




　ソファにふんぞり返り、王様ヒゲまで装着しつつりんごジュースのグラスを掲げる桃もも花か。




『ふふ、機内食はまずまずのお味ですわね。セレブなわたくしにはちょうどいい量ですが、桃もも花かさんたちには少々物足りないようです。……大盛りは注文できませんわよ!?』




　淑しとやかに機内食を口に運びつつ、食い散らかす桃花や庶民の佐さ々さ木きをフォローする楓かえで。




『──……酔った。飛行機、つら……朝あさ人と。でも、行く。早く、逢あいたいから……──』




　青い顔で毛布にくるまり寝ている聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。

　異能レベルまで発達した超感覚にとって、爆音の響く飛行機は厳しいのだろう。




『ども、紅ぐ蓮れんさま。水みず葉はさんはどうにか無事ですよ？　とはいえ本来もっと入院しなきゃいけないところを無理やり出てきたので、なるたけお世話しときます、佐々木です。Ｖの者佐々木咲さき。初海外ロケ、アルセフィア攻略！的な現地ゲーム事情レポ動画録とる予定なので、お時間頂ければ幸いです、先っちょだけでいいですから！　以上、佐々木でした』

『ぐれ　ん。　さ　ま。いま　い　く』




　なぜか機内トイレの前。車椅子に身を預けてぐったりした様子の水葉を支えてピースの佐々木と、自ら入力したのだろう、酷ひどく荒れた短文の水葉、それぞれのメッセージ。

　そんなたっぷりと日常力の詰まったつぶやきを──。




「お前の代わりは、ここにいる。俺のもとに戻りたいのなら、Ｃクラスとの因縁にケリをつけてこい。そうだな……Ｃクラスに奪われたＦクラスの拠点、領土を取り戻せ。それが禊みそぎだ」

「…………！」

　眼めが、赤く煌きらめいている。

　彼にとっては宝物。日常のカケラを拷問の針に変えて紅蓮は偽りの聖女を刺す。

　そのゾクリとする『本気』の気配に、可か憐れんや朝人、ユーリや静しず火かも口を挟めずにいた。

（お兄様……本気ですか!?）

　嘘うそなどつくはずもない。が、どこか甘く温情的な紅蓮にしては珍しい苛烈な態度。

　Ａクラス打倒に必要だったとはいえ、Ｃクラスが占領したＦクラスの軍事拠点を攻めた場合、高確率で本物の聖女が──クリステラ・ペトクリファが出てくるだろう。

　それは因縁の対決だ。自分では勝てない、そう判断したフラヴィアが紅蓮を巻きこむと決め、策を巡らせた天敵に、自らの力で勝てと言っている。

（事実上の、追放。……まさか、本気で用済みになったフラヴィアさんを……？）

　可憐は心を窺うかがうように、兄を密ひそかに見上げる。だが兄の赤い眼からは何も読めない。

　遊戯者プレイヤー交代が認められるかはわからないが、表向き『水みず葉は』で通している静しず火かと違い、完全な別人であるフラヴィアと他のメンバーの交代は難しいはずだ。




　当然、紅ぐ蓮れんもそれはわかっているはず。

　ただの脅し、そう思える……が。




「……あの女クリステラを、刺せ……と？　それが、できれば、私は……！」




　媚こびが消えた。あるのは愕がく然ぜん、驚きよう愕がく、そんな言葉で示される動揺。

　裏切りの代償として与えられた試練の重さに震え、フラヴィア・デル・テスタはすがるように紅蓮を見上げたまま──しばし身を震わせ、動けずにいた。





　　　　＊






　翌日早朝。

　第一区画、カールス・アルセフィアの個人オフィスにて。




「……愚か者が!!」




　ガシャンッ……!!




　投げつけられたグラスが砕くだけ、琥こ珀はく色いろの液体がガレージに飛び散る。

　古今東西の名車、旧車が陳列された博物館のようなそこは、カールス・アルセフィアが誇るショールームだ。数千万ドルをかけてレストアされた大戦以前の車が製造当時の輝きを取り戻し、塵ちりひとつ残さず磨き上げられて照明を跳ね返している、そんな中で。

「Ｄクラスの女め狐ぎつね、腐肉狙いのハイエナ風情に連敗とは。……遊戯ゲーム傭よう兵へい部隊の中から選び抜いたアメリカの若手最強遊戯者のはずが、我が《王の眼め》も曇ったものだ……！」

「そーデスか？　そうでもないと思いますけどネー」

　おどけたイントネーション。外国人っぽい訛なまりを残した日本語で言うラテン美女。

　下着をつけず、あえて素肌の上から整備用のツナギを着込み、オイルを頬につけたままある車のエンジンを調整している、その姿は遊戯者というより技術者にしか見えない。

「……アビゲイル。歴戦の遊戯傭兵、南米の最終兵器と謳うたわれた君から見ても、あの女。ロシアの工作員、ミラはそれほど強敵だったと言うのかね？」

「ノーよ。あの女、カラダはそうでもない。ただ中の人がネ、たぶん次元が違う。カラダと心がバラバラだった、チグハグで合ってない。アタシが勝てたのはそのおかゲと、ヘンテコな運の偏りがあったから。そうでなかったらたぶん負けてたネー」

「ふん！　……なら、ロシアには何らかの切り札があるということか。クッ……やはり、Ｆクラスなど無視すべきだった。あの気持ちの悪いツボルグを、ロシアかぶれの陰気な弟を先に始末すべきだった。優先順位を誤った……！」

「だとしたらそっちの責任はそちらでヨロ。良くも悪くもアタシらは『兵器』ヨ、王様？」

　レンチを操り、摩耗したナットを交換しながら素っ気なく、アビゲイルは言う。

「アタシらの仕事はテッポーダマ。狙いをつけて誰を撃つかはボスの仕事。守りをブチ抜いて殺すマデはこっちの責任だけど、作戦ミスはフォローできないネ」

「……私の失策だ、と言うのかね？」

「まさカ。ただ、聖女様に敗まけたショックで寝込んでる自称吸血ガール《†クロス†》も、プライドへし折られてくたばりかけの箱男も、敗けはしたけどアンタのために最後まで戦ったネ」

　求めるのは、ただ。

「感謝しろとは言わないケド、リスペクトは大事ネー。兵器にも心はあるのヨ」

「気の抜けた喋しやべりを……。もういい、下がりたまえ」

「まだこの子のエンジン修理終わってないんだけどネ。もうちょいで終わるヨ？」

「私は修理技師を雇った覚えはない。兵器だと言うのなら実戦でその価値を証明したまえ。……このままでは、私は敗ける。そうなれば報酬もないのだぞ」

「半金はもう貰もらってるヨ。だからマ、プロとして損じゃないんだケド」

　ジッ……!!

　ツナギを留めるジッパー。胸の谷間からイルカのように滑らかな腰のくびれまで一気に下ろし、汗ばんだそれを外気で冷ましながら、アビゲイルは雇い主へ振り返る。

「やられっぱなしじゃナメられるからネー。……ま、落とし前はつけるさ。コミュニストの末まつ裔えいに手加減は無用。引き金はいつでも引きな。アンタの敵を潰つぶしてやるよ」

「いいだろう。……再侵攻の際には連絡しよう」

　雌め豹ひようという言葉が似合う、遊戯ゲーム傭よう兵へいの殺気。

　穏やかでしなやかな裏に隠した獰どう猛もう性。訛なまりの抜けない田舎女、あえて演出したキャラの裏に隠されたそれに頼もしさを感じ、わずかに落ち着きを取り戻して、カールスは答え。

　ひらひらと手を振りながらガレージを立ち去り、アビゲイルはんー、と軽く唸うなった。

（さて、どーしようかネ？　授業、って気分でもないし）

　勉強は嫌いだ。這はい上あがるために読み書き計算の初歩くらいは覚えたが、元がスラムの住民だけあって難しいことを考えるより、直感で正解を引く方が遥はるかにたやすい。

　まだ始業時間前。シャワーを浴びて着替え、出発すれば授業が始まる前に王立学園へとたどり着けるだろう。しかし、遊戯の後でもあって、戦いの火照りがそれを許さない。

「サボってどっかで一杯ヤッてこよーかネ？　キューバリブレ、飲みたい気分ヨ」

　コーラとラム酒を混ぜたカクテル、そのほのかな苦みと香りを思い出し、バーに心が向く。彼女が暮らしたスラムでは、10歳の子供すら酒も薬物もオールフリーだ。

　それが正常とは彼女も思わない。だが、この過酷な世界で生き残るために、心をほぐすツールとして利用することまで責めるのは、恵まれた先進国のインテリだけだ。

「この国も、ミョーに気にいらないんだよネ。……何が不満なんだカ」

　核の焔ほのおで熱帯雨林を焼き払われ、不毛の大地と化した故郷を想おもえば。

　外国のヒモつきとはいえ、食うにも困らず清潔な環境を保っているアルセフィア王国は恵まれているようにしか感じず、この王位継承戦も素直には見られない。

　が──彼女は傭よう兵へいであり、雇い主を疑うことなどありえない。報酬を約束され、戦場に立った以上、裏切られるまでは決して裏切らないのが、なけなしの誇りだ。




「……えーと、たぶん次の角を左だと思います。きっと。メイビー。おそらくは」

「桃もも花かさん!?　貴女あなた飛行機を降りてずっとそう言ってますけど、さっきからこう同じ景色をぐるぐる回ってますわよ。迷ってるでしょう、迷ってますわよね!?」

「水みず葉はさんもどっか行っちゃいましたし、これヤバいですよ佐さ々さ木きです。せめて道を聞くなり、タクシー捕まえるなりしたほうがいいんじゃないですか？」

「──……ホテルの電話番号がわからない。こわい、どうしたらいい……──？」

「……ヘッ？」




　ふと聞こえてきた気が抜けたような日本語に、思わず声が漏れてしまう。

　頭をデコピンでひっぱたかれたようなショック。振り返ったアビゲイルは、ガレージの前でデバイス片手にうんうん唸うなっているピンク色のかたまりに、思わず声をあげた。

「も……モモカっ!?　なぜにホワーーーーイ!?」

「え？　わ？　あ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?　アビーさんじゃないですかー!!　あれ、故郷の南米で、大学に通ってるって聞いたんですけど。なんで北欧にいるんですか？」

　かつて殺し屋に命を狙われ、姿をくらますために潜り込んだホームステイ先。

　日本、桃もも貝がい農園の娘、桃貝桃花。乗っ取りをかけられた実家を救うため、日本の遊戯ゲーム養成校である獅し子し王おう学がく園えんに入学したとは聞いていた。というより、そそのかしたのは。

（アタシだからネー……。ぶっちゃけアタシ雇うおカネあったらそれで解決でしタけど）

　桃貝農園にそんなカネはない。だから正体を明かさず、彼女自身の力で──か細くとも実家を救える可能性がある選択肢として、獅子王学園入学を勧めたのだが。

「モモカこそ。そこの縦ロール貴族の奴隷トカに成り下がって連れてこられたデスカ？　海外旅行行くようなおカネ、桃貝さんチには逆立ちしてもネーでしょうに」

「……縦ロール貴族って、わたくしのことですの？　いえ、間違っていませんけど……」

「あ、いえ、一度はそうなりかけましたけど平気です。今、桃花は獅子王学園のＳランク、なんというかエラい感じに成り上がったんですよー！　エアメール見てないんですか？」

「あー、たぶんアパルトメンに届いてると思うケド……。つーか今ドキ物理媒体の手紙で送らないでくだサイ、メッセージアプリでいいデショ。遅すぎデース！」

「遠く離れている人ほど、手紙で気持ちを伝えたいじゃないですかー！　デジタル文字は便利ですけど、やっぱりお手紙が一番ですよ。ぷりんとコッコもまだ現役ですし」

「……あの骨こつ董とう品ひんのお手軽印刷機、まだ使ってるんデスねー。日本人、コワイ……」

　宇宙人と会話しているような頭痛を覚え、アビゲイルは思わず天を仰ぐ。

　桃もも貝がい桃もも花か、楠くすの木き楓かえで、佐さ々さ木き咲さき、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。獅し子し王おう学がく園えんの制服ではなく、それぞれ私服姿で大きなスーツケースを抱え、デバイス片手に歩くという観光客丸出しのスタイルだ。

　彼女たちの名前や素性こそ知らないものの──。

「……桃花さん、こちらの方は？　紹介してくださいません？」

「──……私も気になる。この人、ただならぬ雰囲気……──」

「あ、はい。確かぶらじる？あたりの大学生のアビーさんです。もともとウチの実家の農場でしばらくホームステイしてまして、今も手紙でやりとりしてるんですよ」

「ええ、そーヨ。今はネ、自動車修理のエンジニアとして、そこのガレージへ学費を稼ぎに来てるのヨ。ほんと、グーゼンネー！」

　いささか苦しい言い訳だったが、油の染みたツナギ姿に説得力があったのだろう。

　桃花も同行している少女たちもさして疑うことなく、そうだったのかと頷うなずいて。

「わたくしは楠木楓と申します。桃花さんとは……同級生の腐れ縁、ですわ」

「たまにフグ大変な天敵ですけど、普段は仲良しですよ。ご飯オゴッてくれますし」

「何ですかその処理間違えたら死にそうなことわざ！　あとそのたまに地雷埋まってそうな独特の人間関係、なんとかなりませんかね。そんな裏がない普通の友達、佐さ々さ木き咲さきです。濃いメンツの中ささやかな癒いやしですね！」

[image: ]

「──……押しが強いと思う。聖せい上じよう院いん、姫ひめ狐こ。獅し子し王おう学がく園えん生徒会の仲間、です……──」

　ぺこりと下げた頭が、育ちの良さを感じさせる。

　スラム育ちの自分にはない礼儀正しさに感心するとともに──

「モモカ。友達……できたんデスね……！　ワ[image: ][image: ]オゥ!!　コングラッチレーション！」

「そ、そこまで喜ぶほどですか!?　桃もも花か、友達くらい……いませんでしたけど！」

「ショージキ心配デシタから……。桃もも貝がい農園のヒトたち、基本超善良ですけど、脳が筋肉に汚染されてるというか、クワもって畑耕す以外しちゃいけない人種デース」

「……的確すぎる表現ですわね。桃花さんを知ってるとその通りとしか思えませんわ」

「ひ、ひどくないですか、ひどくないですかそれ!?　最近は少しマシなんですよ!?」

　わっ、と年頃の少女たち特有の笑顔が咲く。

　ぷんすかと頬をフグのように膨らませる桃花に、笑み崩れながらアビゲイルは想おもった。

（……よかっタ。幸せになれソーデスね、モモカ……）

　殺し屋と依頼者を始末し、母国に戻った後。弁護士を通して密ひそかに桃貝農園と連絡し、海外の投資家という名目で援助してきたが──その甲か斐いはあったようだ。

　遊戯ゲームの場に放り出されてなお、桃花の明るさは変わっていない。彼女は彼女の良さを、底抜けの明るさと能天気ぶりをそのままに、周囲に恵まれて成長しつつある。

（……ちょっと、羨ましいデスけど。……嬉うれしいデスね）

　ドブで浚さらったゴミのような汚い金。

　傭よう兵へい稼業、誰かを地獄に落として稼いだ穢けがれが、恩人の幸せのために正しく使われたと認識できて、ほんのすこしだけ救われたような切なさと……そして、寂しさを感じた。

「幸せデスね、モモカ。……会えてよかったデース」

「ホントによかったです！　……いやマジで本当に丁度いい感じ、助かりました！」

「？　……何デスか、じりじり寄ってきて。ホワイ!?」

「逃げないでくださいよう！　空港から日本エリアの第六区画まで、観光しながら歩いていく予定だったんですけど……気づいたら地図にない場所に！」

「朝ごはんもまだなんですのよ!?　……もう、段取りが悪いというか何というか」

「──……四し面めん楚そ歌か。窮地。おなか、すいた……──」

「というか桃花さんにお任せした時点で佐々木的には見えてました、この結果。最近覚醒したかと思いましたけどやっぱり人間、そうそう変わりませんよね」

「今さら言っても遅いですわよ！　……というわけで道を教えてもらえません？　その、第六区画のスキヤキホテルまでの経路と、あとはぐれた連れを……」

「……事情はわかったヨ、オーケーオーケー。ココ、第一区画にイルならまあなんとか、うちのボスのツテで探せると思うネ。そのコの名前とか、特徴は？」

　端末を取り出し、第一区画を管理するシステムに接続しながら、アビゲイルが訊たずねる。

　すると楓かえでもまた電子手帳端末、獅し子し王おう学がく園えんの校章入りのそれを操作して──。




「この子ですわ。大事を取って車椅子に乗っていますけど、短い距離なら歩けます。ちょっと目を離した隙にいなくなってしまいまして……」

「……！」




　面目なげな楓が差し出した写真データ、それに写った人物にわずかな驚きが走る。

　それは昨日、早朝開示された情報。髪型こそ違うがまったく同じ顔。Ｆクラスの遊戯者プレイヤーとして登録され、その存在を《看破ペネトレイト》によって暴かれた人物の。

（ミタケバラ・シズカ。この顔、確かＦクラス遊戯者のミタケバラ・ミズハ……？）

「あれ、ご存じでした？　今、双子のお姉さんが先に入国してまして。佐さ々さ木きです！」

　疑問がわずかに顔に出たのか、慌てたようなフォローが入る。

「え……エエ。どこかでお見かけした気がしたのデ驚きマシタ。双子デスか？」

「はい。こちらは妹の『静しず火か』さんで、先に入国してるのが『水みず葉は』さんです。だいたい同じ顔ですけど、変態みが強いほうが水葉さんだと思って頂ければと」

「……ソレで見分けるのっていいんデスか？　アタシの故郷なら逮捕されマース」

「ですよね。けどされないんですよ、恐るべき国、ニッポン」

　しみじみ言う佐々木に毒気を抜かれ、はあ……とアビゲイルはため息をつく。

（ま、要報告でしょうケド。たとえば双子で入れ替わってたとしても……そうデカい問題にはならないデスね、入れ替わりを証明する手段がネーですシ）

　発覚したら多少のペナルティはあるだろうが、この戦況を動かすほどではあるまい。

　そんな風に感じながら、都市管理システムに侵入。カールスから委託されている権限で街頭の監視カメラと顔認証システムを検索、楓に送られた画像データを基に照合する。

　手元のアプリを操作するだけの簡単な作業。歴戦の遊戯ゲーム傭よう兵へいとしてシステムに熟達し、世が世なら手て練だれのハッカーとしても名を馳はせたであろう彼女なら容易たやすいことだ。




「いまシタ。２ブロック先をフラフラ移動してマース。あっちデスね。ホテルまでの経路と一緒にナビ情報を送りまスから、ドーゾ？」

「助かりますわ！　……お仕事中、すいません。急ぎますので失礼いたしますわ！」

「改めてお礼とご挨拶に来ますー！　よければあとで遊びません？　佐々木的にはラテン系ちょいエロお姉さんの登場は、再生数爆上げの予感がして超オイシイですし！」

「──……ありがとう……──」

「わわ、待ってくださ[image: ][image: ]いっ！　……あ、そうだ」




　口々に言い、『静火』を追って走り出す楓、佐々木、姫ひめ狐こ。

　三人を追おうとしながら、不意に桃もも花かは振り返り──。




「アビーさん、なにか悩みとかありません？」

「……ハ？　いえ。ベツに……」

「そーですか？　なんでしょう、育ててたトマトが萎しおれてたみたいな感じです。なんにもないならいいんですけど、もし桃もも花かにできることがあるなら言ってください！」




　にこにこと、あくまで何の陰りもなく。




「──友達が、できました。楓かえでさんも、佐さ々さ木きさんも、姫ひめ狐こさんも、水みず葉はさんも、可か憐れん様もそうですけど。でも、桃花にとって……アビーさんは、特別な。お姉さんですから！」

「……ハハッ。あんがトサン。でモ。アタシを心配しようなんテ、百万年くらい早いですヨー？」

「わぷっ!?　す、すいません。じゃ、また後で会いに来ますね。行ってきま～す!!」




　ピン、と軽くおでこを弾はじかれ、桃もも貝がい桃花は走りだす。

　その元気のいい子犬じみた動きに、アビゲイルは苦笑を誘われて──。




「……あー。キツいデース、ね……」




　普段影にいる存在、手を誰かの血に染めた遊戯ゲーム傭よう兵へいとしては。




「あの太陽は、眩まぶしすぎマス。……お願いだから、あんま闇に寄らないでくだサイ。そのまま、綺き麗れいなままでいてくれればいーんデスよ。モモカ……」




　嘆きを含んだ呟つぶやきは、北欧の朝。

　澄み切った高い青空に溶け──そして、消えていった。





　　　　＊






　第一区画、軍事拠点Ａ１付近オープンカフェ。

　仮想空間における支配者の変化は、現実世界に影響を与えない。

　しかし市民に秘匿された領域においてはその限りではなく──。

「さすが米帝サマ。やっぱコーヒーの味は第一区画がだいぶマシだわ。中華なウーロンも悪くねーけど、続くと飽きんだよね。そう思わない、未み恋れんちゃん」

「……すー」

「あ、また寝てんのね。すんませーん。店員さん、お手拭きくーださい、っと」

　軽く店員に合図。使い捨てのお手拭きで隣の幼女にしゃぶられた指を拭きながら。

　凍とう城じよう紫し[image: ]れんはシャレたコーヒーカップを片手に奪ったばかりの市街をニヤニヤと眺める。

「オレの指そんなウマいのかねえ？　ちょっと差し出すとぺろぺろしゃぶって、てめェじゃ軽くしょっぱ味があるだけだってのに。まー、ンな程度で装備コストが払えるんなら」

　タダ同然、あまりにも安すぎるっしょ。

　そんな風に軽く一人ごちる、ちゃらけた雰囲気の男。街角を舐なめるように観察しながら、隣で眠る幼女──凍城未み恋れんに語りかけるように、独り思惑を語る。

「ンー。公開された遊戯ゲームのログ見てっけど、やっぱおかしーよね、この流れ。普通こんな負け方するかぁ～？　幸運操作、あるいは悪運不運の類か……この乱数の偏り、概念系の異能でなんかされてんじゃねーかなあ。不自然すぎね～？　未恋ちゃん？」

「……ふにゅ？」

「あ、聞いてナイ。ま、イーけど。今回の遊戯に噛かんできてる概念系は、代表がアイツ。Ｃのクリステラだけど……あの聖女サマは微妙っつーか、テメエの性能をそういう方向で使う感じじゃないんだよね。汚れる覚悟はあっても聖女サマっしょ？」

　違和感がある。言語化されないアラート、直感という名の本能の警告。

　多くのデジタル系遊戯者プレイヤーはそれらをノイズとして忌み嫌う。ＡＩ的な処理を理想とし、根拠なき手を嫌うからだ。しかし、感覚を切り捨てては真の境地には至れない──。

「人間ってのはそう便利な兵器じゃねーもんな。論理と直感、獣性と理性。どっちかだけが必要なら、それこそ機械でコト足りる。バランスよき配合こそキモっしょ」

　それこそ旧時代の戦車や戦闘機、無人ドローンのような。

「ハードのスペックだけ整えて使い方考えりゃ勝てる時代じゃないモンなあ。愉快な時代になったモンさ。裏で糸引いてるのは紅ぐ蓮れんサマっしょ？　未恋ちゃん」

「……にゅう……？」

「ホイホイ、寝てなって。実績なき最新型とかつて世を支配した旧型。果たしてどっちのスペックが上か……く～っ、滾たぎるねえ。比べてみてェ……！」

　考えるまでもない。事件捜査の基本にして鉄則、『得をした者を疑え』だ。

　Ｄクラスの敗戦により、その権威は大きく傷つけられた。あのままＡ総督府を陥おとしていれば、それこそ圧倒的な力の誇示により、Ｄクラスの支持は固まっていただろう。

　が、あのタイミングで負けた。しかも実況解説による煽あおりつきでその権威を貶おとしめ、それを全仮想空間に知らしめる形で。これがＦクラスの策でなければ、何だと言うのか？

　問題は、それを可能にした手法。

（Ｄクラスのミラを操った……？　にしても方法がわかんねーな。買収や脅迫が効く相手じゃない、となりゃ何らかの取引をしたってことだろーが）

　その正体が読めれば、Ｄクラスの抱える大きな秘密さえ暴けるだろう。

　が、まだ動けない。彼らは兵器、ボスであるＢクラスの王位継承者の意向なしで動けず、狙った獲物を打ち倒すのみ。ボスが次の一手に迷っているから、こうして……。

「朝コーヒー飲むヒマもあるってワケで。ありがてーのかウゼーのか、微妙っしょ」

「……ん」

　その時、未み恋れんが動いた。

　ピクリと紫し[image: ]れんが薄い眉をもたげる。

　夢うつつ、閉じかけた妹の眼めと鋭い兄の眼、二つが交錯する一点にいるのは──？

「やっぱり。……砕さい城じようの人、だよね？」

「ハッ。何すかエロッぱいねーちゃん。いや……マジで何？　そのカッコ」

「おかしい？　……うごきにくかった。あと、あつい……」

　元は恐らくサマードレス。だが袖を引き千切り、裾を引き裂いてズタズタだ。

　あたかもアクション映画女優が、戦闘に至って行動の自由を得るためにしたような──そんな装いで、介護用の車椅子に座った少女が、どこか茫ぼう漠ばくとした眼を兄妹きようだいに向けている。

　焦点の合わない、赤い眼球。それが示すものは。

「何でえ。……ハッ、ご同類じゃん？　アンタも砕城の人間兵器か」

「うん。ちょうどよかった。……第六区画って、どっち？　みんな、迷子になったから」

「いや絶対アンタだろ迷子になったの。おとなしく介護されてろよ、病人」

「もう治った。痛くない。怖くない。……ふふ。紅ぐ蓮れんさまと『水みず葉は』、可か憐れんちゃんを守るためなら。かみさまにだって……かぶりつく」

　引き裂いたドレスの裾から覗のぞく、痛々しい包帯。

　まさに満まん身しん創そう痍い──だが、その放つ殺気、突き刺すような空気は手負いの獣。皮肉にも窮地に陥ることで感覚を研ぎ澄ませ、鋭く尖とがった死兵の気配が彼女にはあった。

「あなたたちも……ソウ、だよね？　燃えられない、滾たぎれない、煮えたりない。ジリジリに焦げるまで戦いたいのに誰かに我慢サセられてる。……ヤでしょ？」

「あー、まあね。クライアントってのはそーゆーモンだし？　つうかアンタ、精神制御の失敗作か何かだろ。その不安定っぷり、聞いてるだけでこっちまで安定剤の類が欲しくなっちまう。軸がぶれてるヤツの気配だ」

「そう感じるのは、貴方あなたもそうだからでしょ？　……完成品はただひとりだけ。私達は、哀れなゴミクズ、偽りの人造ダイヤモンド。輝けるけど、ニセモノだから」

「本物に成り代わるためには、本物に勝つしかねえ。……あんた、名前は？」

　チンピラめいた演技が崩れ、鋭い真の貌かおを覗かせて紫[image: ]が少女を睨にらむ。

　すると視線を感じたか。彼女は車椅子の上、悶もだえるように艶なまめかしく身をよじり。

「みたけばら……しずか。……覚えておいてね、砕城の人。バケモノに戻ってでも、私は大切なモノを守る。たすける。そのためなら……」

　ニコッ、と麗しい歯を覗かせて少女は笑う。

　だがそれはまるで、人食い虎の威嚇としか紫[image: ]には映らず。

「がりごりばりぼり、食べてあげる。ほねものこらず、くいころす……!!」

「ハッ……！　こりゃ面白いのが出てきたワ。怪獣退治ってワケ？　上等じゃんよ……！　紅ぐ蓮れんサマと戦やる前に、ちょっくらデザートつまむのも悪かねェなあ！」

　油断なく言いながら、紫し[image: ]れんはそっと妹の服をつまむ。軽く引き、合図を送って眠る武器、彼の最強のオプション武装たる『妹』を目覚めさせようとするが──……。

（反応がねえ……チッ。時間帯が、やべーか）

　人工的な超感覚。いわゆる異能と呼ばれる能力の覚醒には代償が伴う。

　たとえば常人の限界を超えた脳領域の解放は細胞の壊え死しを誘発、実験初期では若年性の認知症や記憶喪失といった弊害を生み──瞳術、視神経の強化は感覚野に重い負担をかけ、脳の疲労からそれを解消するため、強い眠気を誘発してしまった。

　不定期に訪れる『眠り』。凍とう城じよう未み恋れんという人間兵器の弱点。奇くしくもそれを突いた形となった『水みず葉は』を前に、危機感にゾクゾクと背筋を震わせながら。

「ここで戦ろうっての？　あー、伊い邪ざ那な美み機き関かんのクソバカどもが実験台を離して育ててた理由がわかるワ。会ったとたん、ブッ殺したくなるもんな……！」

「うん。だって、私達は」




　かたや人。

　かたや獣。




「究極の一人を摸も倣ほうして造られたニセモノなんだから、同族が許せないのは当たり前。私達は壺つぼの中の毒虫。ただ一匹が生き残るまで噛かみ合う、さだめ……！」

[image: ]

「あー、なるほどね。そりゃそうだ。ゴミムシ同士、ちょっくら噛み合うか。いいぜェ、そのデカ乳首、食い千切ってやんよ……！」

「……おおきくないもん。うそつき」

「そんだけデケーんだから比例してでけーだろ。ま、剥むいて確かめてもいいんだぜ？」

「……だめ。これは、あのひとだけのものだから」




　天敵と天敵が出会ったように、互いの緊張が高まっていく中で──。




「あ～っ、『静しず火か』さん、発見ですっ！　あわわわわ、また服とか破っちゃってますけどまさかえっちな被害を!?」

「落ち着きなさい桃もも貝がいさん。常識的に考えてあのチンピラ風な殿方が犯人っぽいですが、まさか幼女を連れて性犯罪を犯すとは思えません。恐らくあれは……」

「『静火』さんですし、あれは自分で脱ぎましたね。以上証明終了！　犯人はいつも一人。名探偵佐さ々さ木きと年金暮らしのおじいちゃんの名にかけて！」

「──……違う気がする、なにか……──」

「……はあ!?」

　ドタバタとした気配が高まった場の空気をかき乱し、紫し[image: ]れんはあんぐりと口を開けた。

　突然横から現れた４人の少女。彼にとっては見たことのない妙な連中が次々集まって、車椅子を取り囲む。その姿に、紫[image: ]はヤベェ、と内心で思った。

（あそこまで昂たかぶった人間兵器にうかつに近づくとか……死ぬ気かよ？）

　機関の研究者なら、それは絶対にしない危険行為だ。身も心も強化されて昂ぶった超人、その不安定な精神はちょっとした刺激で爆発し、禁じられた暴力行為すら行うだろう。

　が、爆弾の炸さく裂れつを予感した紫[image: ]の前で。

「……みんな、迷子になってた。探した。ぷんすこ」

「いえ逆ですわよね!?　いなくなったのは貴女あなたですわよ！　もう、探したんですから！　早く行かないと始業時間に遅れますわ。紅ぐ蓮れん様へのご挨拶が……！」

「というわけで、すいません。うちの変態がご迷惑おかけしました？　佐々木です！」

「へ？　……ああ、まあ。ちょいビビッただけっスわ。え、何？　アンタ」

　突然割り込んできた少女の『押し』に釣られ、紫[image: ]が瞬まばたきする。

　尾を踏まれたライオンじみた猛獣が、突然可愛かわいい三毛猫に化けたような気分。

　ついさっきまで周囲のすべてにかぶりつき、肉を食い千切ってもおかしくない破壊兵器。それが仲間とおぼしき連中に囲まれると、攻撃性を落として急激に精神を安定させている。

（新手の精神制御……新技術のメンタルコントロール？　いや、ありえねえ……！）

　砕さい城じよう本家の実験体に、これほど急激な変化──狂気と安定の振れ幅を示した例はない。

「佐々木です！　苗みよう字じだけ覚えてくれれば問題ありません、基本ストーリーに絡むことのないモブキャラですので、忘れてくださって大丈夫ですよ。そちら妹さんですか？」

（何より、コイツ……コイツだ。この女、ナニ!?）

　やたらグイグイ迫ってくる、『普通』の女。

　悪党、マフィア、ヤクザにイカレた科学者。化物じみたヤツとならいくらでも相対した。恐怖など感じることはない。が、彼女はどのパターンにも該当しないのだ。

　まったくの未知、未経験に緻密な脳がエラーを吐く。その空白が……！

「……まあ、うん。そだけど」

　紫し[image: ]れんに適当な返事を吐かせてしまい、とたんにニコリと少女は微笑ほほえむ。

「そうですか、やっぱり！　お兄ちゃん大好きなんですねー、指掴つかんじゃってますよ？」

　半ば腰を浮かせた紫[image: ]。それを繋つなぎ止めるかのように、未み恋れんの手が指を掴んでいる。

　突然話しかけてきた、可愛かわいらしいがごく普通。そうとしか言いようのない、特別な気配も殺気のカケラもない一般市民中の一般市民に、対応の方法がわからない。

「あ、うん。……まあこいつとは離れらんねーカンケーなんで……」

「いいですねー、麗しき兄妹きようだい愛。ウチにも若干重めのがいますけど、あれは微笑ましいというよりたまに怖いので。すいませんでしたお邪魔して、どうぞ妹さんとごゆっくり！」

「……あ、おい!?　まっ……!?」

　咄とつ嗟さに出た制止の言葉も聞こえなかったかのように。

　強引に桃色ツインテールの少女が馬鹿げた勢いで車椅子を押して走り去る。

　一目散、という言葉が似合う勢いで他の２名が続き、最後まで残っていた佐さ々さ木きもまた、やけに爽やかに振り向いてから。

「日本人ですか？　貴方あなたも留学生ですよね？　ならまたそのうちお会いしましょう。──謎の転校留学生、佐々木でした！」

「……どっちだよ!?　あと質問は一回にしろや！　意味わかんねー……何アレ……？」

　まるで嵐が過ぎたよう。

　突然場の空気をさらっていった日常の暴風に、取り残された凍とう城じようの兄妹は呆ぼう然ぜんと座り、むにゅ……と瞼まぶたを開きかけた未恋が声をあげる。

「……あれは、わからない。あんのうん……」

「だよな。紅ぐ蓮れんサマの関係者なのは間違いなさそうだが……遊戯ゲームとカンケーねえのに」

　とてつもなく扱いにくい。理解できない、ワカラナイ。

　闇の世界に沈み、遊戯ですべてを勝ち取ってきた兄妹には存在しない概念。

『日常』の眩まぶしさに惑わされた二人は、釈然としない様子でカフェの椅子に座り直し。

「……なんか食う？　未恋ちゃん」

「ちょこばなな。……ぱふぇ」

　問いかけに眠そうな声が答え、カフェでの邂かい逅こうは過ぎるのだった。





●獅し子し王おう、復活




　アルセフィア王国滞在、４日目早朝。

　スキヤキホテルエントランス、ロビーの一角に明るい声がこだまする。




「と[image: ][image: ][image: ][image: ]ちゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]くっ!!　道を間違い陽ひ射ざしにやられ、倒れる虚弱な都会人。みんなの荷物をこの身に背負い、桃もも貝がい桃もも花か、到着です！」

「おう、来たか……っておい。どこの高山シェルパだ、お前は!?」

　飲みかけの水のペットボトルを片手に、ロビーへ迎えに出ていた紅ぐ蓮れんが突っ込む。

　大きなスーツケースを二つ背負い、さらに二つを両手に抱え。

　細々としたバッグ類を首にかけ、疲れも見せずのしのし歩いてくる桃花の姿は。

「……ロボットアニメの最終回でフル装備になった主人公機か、途上国の行商か。フルアーマー桃貝と名付けよう。で、他の連中はどうした、フルアーマー？」

「はあ。軟弱な都会人のみなさんでしたら、そちらに」

「ここぞとばかりにマウント取るなお前。純朴になれよ田舎人」

　荷物をドカドカロビーに下ろす桃花のもとへ、わらわらとヤクザ顔のホテルマンやベルボーイが群がっていく。そんな様子を横目に眺め、他のメンバーへ視線をやると。

「……もう少しもう少しと言うから歩きましたけど、絶対車使う距離ですわよね!?　く、靴擦れが……おしゃれな最新ブランドのミュールが、仇あだに……！」

　涙目になってホテル玄関前の段差に座り込む楓かえで。

　お嬢様風のサマードレスや夏向けミュールで着飾っているものの、過酷な旅路で汗だくになり、痛めた足首を伸ばしているさまは、まるでどこぞの難民である。

「さ、ささっ……きっ……。インドア、なんですよ……。森林教室だのキャンプ体験だのマラソン大会だのは動画的につまんないからＮＧだと思う、今日このごろ……。けど息たえだえになりようやくホテルに到着、この様子って、伝説の旅番組的に考えて、けっこうイケてないですか。どう●しょう的に……！」

「いや知らん。というかけっこう余裕あるだろお前」

　楓の隣でやはり汗だく、へばっている佐さ々さ木き。

　ラフな服装でちゃんとした靴を履いているおかげか、楓よりは元気なようだが、砂漠でオアシスを見つけた難民のごとく、ミネラルウォーターを差し出すとすがってくる。

「ごくごくごく……ぷは[image: ][image: ]っ♪　ありがとうございます、紅蓮さま！」

「まあ、いいが。俺が口つけたやつだから汚いぞ、新しいの買ってくるから待ってろ楓」

「ちょ、ちょっと佐々木さん!?　そのような至宝を独占とか貴女あなた狙ってますの!?　よこしなさい、ラップに巻いて永久保存いたします！」

「……それ雑菌まみれになると思いますよ？　おなか壊すので佐々木は飲み切ります、主に恋愛脳のみなさまのために。ボクのおなかを守って……！」

「お前は何かをパロらないと会話できない病気か何かか？　……で、あとは」

　紅ぐ蓮れんが渡したペットボトルをめぐってドタバタ争う佐さ々さ木きと楓かえで。

　それを横目にチラリと見た、その先には。

「……遠いところをご苦労、聖せい上じよう院いん。というかどっから湧いてきた、朝あさ人と」

「ははっ、やだなあ、紅蓮？　僕が姫ひめ狐こ姉さんを迎えないなんて選択肢、あるはずないさ。……遠いところをありがとう、姉さん。このまま部屋へ案内するよ」

「──……!!　だめ、汗、くさい……！　シャワー……浴びさせて……──」

「大丈夫、最高にいい香りだよ。このまま部屋へ行ったら……我慢、できるかな？」

「！　……ばか、ばか、ばかっ──……恥ずかしい……でも、嬉うれしい……──」

「ごはっ……!?」

　口の中に砂糖の塊を突っ込まれたような甘々トークに、紅蓮は思わずのけぞった。

　汗ばんだ婚約者を抱きかかえ、意外な逞たくましさを見せる朝人。うっとりと彼を見上げつつ、汗の臭いを気にしてか少しでも身を離そうとするいじらしい姫狐。

　だが触れていたい、近づきたいのも確かなようで、恐る恐る手を伸ばしては止める。

　初々しい少女マンガのひとコマのようなラブシーン。背景に謎の花が咲き誇り、海の苔りを千切ったような謎の花びらが風に吹かれて飛んできそうな、そんな世界に。

「……比較的嫌いじゃないはずなんだが、あそこまで濃くて甘いと胸焼けするな……」

「わかるマン。からかう余地もないラブシーンって不可侵領域ですよね、佐々木です」

「明確に心の壁が見えますわ。……まあ、あのカップルは放っておきましょう」

　佐々木から奪った水を飲み干してようやく余裕が戻ったのだろう。

　はあ、と息を吐きながら楓が顔を上げ、汗ばんだ頬をハンカチで拭くと、

「水みず葉はさん？　紅蓮様がお迎えに来てくださってますわよ、ほら」

「……今、会いたくない」

「は!?」

　姿が見えないと思えば──。ホテルの門前でへばる一行から少し離れた柱の陰に車椅子を止め、半ば隠れるようにしながら、御み嶽たけ原ばら水葉が紅蓮の様子を窺うかがっている。

「少し痩せたか？　……入院してたんだ、当たり前か。元気な顔を見せてくれよ」

「……だめ。わたし……役立たず、だから。紅蓮さまに迎えてもらう、資格は……」

　そんなことを気にしてたのか、と紅蓮は想おもう。

（無理もないか。獅し子し王おうレジャーランドで倒されて以来だからな）

　何度か見舞いなどで顔は合わせたものの、自責の念は強いのだろう。

　来る途中で暴れたのか、袖やスカートの裾が裂けてどこか荒れた様子が窺える水葉に、紅蓮がそっと手を差し伸べながら近づいていく。

「いいから、長旅で疲れたろう。部屋まで連れて行くから、こっちへ……」

「……や。だめ。わたしに……かまっちゃ、だめ」

「そんなこと言われてもな。可か憐れんとユーリは先に学校へ行ってるし……」

　昨夜処分を下したフラヴィアは姿を見せない。王立学園の始業時間はすでに過ぎており、紅ぐ蓮れんと朝あさ人とが残っているのは遅刻覚悟で仲間を出迎えるためだ。

「かなり急な話だったが、一般生徒枠でどうにか留学参加の手続きはできた。公式の遊戯ゲームには参加できないが、状況によってはわからん。まあ、海外旅行ついでの短期留学と思って適当にくつろいでてくれればいい。ピリピリする必要はないぞ、水みず葉は」

「……だめ。それじゃ……。私が、紅蓮さまに……」

　恐怖心を濃く滲にじませる表情。敗北の重みを知るからこそ。

「……かけためいわくを、つぐなうまで……あまえない。そう、きめたから……！」

「なら。私がお世話をする分には問題ないのでは？　──お姉様」

「！」

　姿を見せた人物に、水葉はハッと気づき。

「しずか。……しず、かぁ……っ!!」

「!?　お、お姉様!?　どうなさったのです、そんな……！」

　ばね仕掛けの人形のように、車椅子から跳び上がる。まだぎこちない足を強引に動かし、ちょうどホテルの入り口を出たばかりの少女、双子の妹である静しず火かのもとへ。

　髪型は獅し子し王おう学がく園えんでのいつもの装い──水葉を装うのではない、ポニーテール。

　獅子王学園の制服すら纏まとっていない姿から、水葉には妹がなぜホテルに残っていたか、そして自分に何を伝えるために現れたのか、ほぼ一瞬で理解できた。

「……本調子ではないのでしょう!?　無理をして、歩いたりせず……座ってください！　もうっ……！　いくら異能で痛覚を遮断しても、身体からだそのものは痛むのでしょう!?」

「しんぱい……してくれるんだ。えへへ……♪」

「します！　私は好きな人にイジめられるのはけっこう好きだと自覚しましたが、お姉様が傷つくのは我慢できません。それくらいならこの身を刻んだ方がまし……！」

　微妙にアレな感覚を吐露しつつ、静火は歩み寄ってきた姉を抱きとめる。

　互いに抱き合う姉妹。一見すると感動の再会。互いの長い髪に顔を埋め、子犬の姉妹が出会った時のように匂いを確かめ合うその姿は、人々の感動を誘うものがあった。

　……が。




『しずか。そのまま、きいて』

『!?』




　耳元で、声がする。喉を鳴らし、感動の嗚咽おえつを漏らしている──

　ように見えるが、水葉は妹の首筋に顔を埋うずめ、唇をピッタリとつけて『喋しやべって』いた。

　音は空気の振動である。伝導物さえあれば通じるのなら、骨と皮膚を震動させて、密着した相手のみに言葉を伝える──かつて紅蓮が通学中のバスで見せた忍びの技にも連なる、密着状態で他人に察知されぬよう会話する、独特の話法だった。

『御み嶽たけ原ばらの家から、連絡があった。白しろ王おう子じ本家に、何かあったみたい』

『……何か、ですか？　詳細は……!?』

『ふめい。裏取りもまだ。詳しい情報を集めてほしい。それと』

『はい。遊戯者プレイヤーの身分、名前はすぐにでもお姉様に……』

『いらない』

　ぎゅっ、と妹の肩を掴つかみ、水みず葉ははただひとり、妹にのみ。

　どろどろと煮えたぎる情念を。戦場にたどり着いたケダモノの声を、聞かせる。

『紅ぐ蓮れんさまがアルセフィアに来たことで、砕さい城じよう本家や白王子家──。日本の裏社会、紅蓮さまを過去に雇っていた勢力が動いた。あいつらは、紅蓮さまを。……このお祭りの陰で、消すつもり。あまりにも危険すぎるから、って』

『…………ッ!?』

　さすがに驚きよう愕がくを隠し切れず、静しず火かがビクリと震える。

　だが抱きついた水葉が震えているおかげで、さほど周囲から不自然には見えなかった。その間にも水葉は、妹の髪に顔を埋うずめて獣の本性を隠しながら、ただ囁ささやき続ける。

『遊戯ゲーム時代の戦略兵器、人間核弾頭。五年間不敗の紅蓮さまは野放しにできない。本心から遊戯を止やめて姿を消すつもりなら、どこの勢力の手駒にもならないのなら、藪やぶ蛇へびにならないように無視するつもりだったけど──今は、違う』

『獅し子し王おう学がく園えんに……入学したから、ですか？』

『ししおう、はじめ。……紅蓮さまの動きだけを見れば、理事長のモノになった。そうとられてもおかしくない。あの人の技術力と紅蓮さまの実力を考えれば……日本を、あの国の裏にいる老人たちの権力をすべて乗っ取ることすら、できるから』

『話がうますぎると思いました。砕城の人間兵器が、いくらよい条件だったとしても他国へ引き抜かれるなど、ありえない。……本家の老人が、裏にいると？』

『まちがいない。《獣王遊戯祭ベステイア》とは無関係の裏側で、紅蓮さまを狙う動きがある』

　平和な学園の裏で進行する、この国の王位を決める継承戦。

　さらにその裏──裏の裏で、コントロールを外れた遊戯時代の最強兵器を。

『こわそうとする、ものがいる。紅蓮さまや、しずかや、可か憐れんちゃんを……。わたしの、好きなモノを壊そうとする。そんなの、ゆるせない。……だから、わたしは』

「はきゅん……っ!?」

　耳たぶを弄もてあそぶ姉の舌。

　いやらしい声が漏れてしまう。愛をこめたキスが頬から耳に移り、舌先が肌をくすぐる快感に震える妹を抱きしめながら、御嶽原水葉は狼おおかみのごとくその『眼め』を光らせた。

『紅蓮さまの敵を、砕城の裏を──潰つぶしに来たの。だからしばらくは【水葉】をやって。紅蓮さまを、みんなを……守ってね？』

『ですが、それでは……！』

　姉の身を案じる言葉は、そっと添えられた人差し指で。




「大丈夫だから。……ね？　お願い」

「は、はいっ……」




　姉に抱きしめられ、人体越しではない生の声で頼まれて……断れる、はずがない。

　かつては妹を、家族を救うために我が身を生いけ贄にえとし。

　そして今、愛する人を、仲間を守るために、再び同じ道を選ばんとする水みず葉は。

　あまりにも優しい怪物。そんな姉妹の抱擁を、ただ。




「……なるほどな」

「どうかしましたか？　紅ぐ蓮れんさま」

「別に、なんでもない。……人間ってやつは、ちょっとやそっとじゃ変わらないなって。ただそんな風に、当たり前のことを思っただけだ」

「ほえ？」

　きょとんと見上げる桃もも花かの髪をふかふかと弄もてあそびながら。

　砕さい城じよう紅蓮は朱あかい眼めをほんの刹那光らせると、遠くやってきた仲間を迎える。

「さてお前ら、朝飯まだだろ？　授業は午後から出るとして、ひとまずメシだな。そのあとで部屋に案内する。俺がプロデュースした結果ナイスな部屋に仕上がったぞ」

「おおっ！　どんな感じになったんですか？　佐さ々さ木き、超気になります！」

「名付けて『90年代ビジネスホテル風いい感じの部屋』だ！　倉庫になぜかあったビデオカードつきのテレビに温度調節が微妙なバスタブ、社長の顔がプリントされたレトルトカレーまである。さすが海外、日本にないグッズの山だ」

「……それ、ただの安い感じのビジホですよね!?　海外まで来てそれとか切なすぎます！　もうちょっと普通の感じのリゾートなお部屋にしてくださいよ、お金払いますから！」

「なに……不評だと!?　バカな……！　社長か!?　社長のカレーが嫌なのか、佐々木!?」

「社長のカレーは関係なく、旅行先なんですからもうちょい気分をアゲましょうよー！　普通のスイートルームでいいんですよ、普通のスイートルームで」

「だから『普通』にしたんじゃないか。どこが不満だ」

「戦前の普通はもうとっくに普通じゃなくなってるからですよう！　歴史シミュゲーなら戦車に長弓兵ぶつけるのと同じではないかと……」

「……そう言われると理解できるだけ返しに困るな。くっ……！」

　かなり本気で悔しげな紅蓮を見上げ、佐々木はかくんと首を傾かしげた。

「ところで、例の遊戯ゲームの方はいいんですか？　なんだか余裕ありげですけど」

「ああ。昨日デカめのヤマを越えたからな。詳しい事情は後で説明するが」

　紅蓮が『視みた』ところ遊戯の流れは、膠こう着ちやくするはずだ。

「大打撃を喰くらったＡクラス、肝心なところで玉を逃がしたＤクラス。どちらも、互いの敵てき愾がい心しんは最高レベル、報復しなければただでさえ下落した支持を失う。瀕ひん死しのＦを叩たたきたい気持ちもあるだろうが、当面はお互い鬼ゴッコだろう」

　他のＢ、Ｃ、Ｅクラスはどう動くか？

「まず地力が怪しいＥクラスはＡからもぎ取った領土を維持できるかどうか、疑わしいな。奪回にカールスが動けばまず落ちる、その分守りを固めるだろう。Ｃクラスはシンプルだ。完全な敵となり滅亡寸前まで追い詰められたＡを討つ……が、目的が同じＤクラスとは、共闘できない。国家間の仲が悪すぎる」

　同じ宗教でも派閥が違うロシアとヴァチカンは、表立って敵対せずとも対抗心が強い。おまけにかつて宗教を弾圧した過去があるロシアを、未いまだ許してはいないともいう。

　そうしたしがらみを越えて手を取り合えるなら──いや、ありえない。

「Ｃの第三王女ヌグネはそうとう根性の悪いタイプらしい。宗教屋のクリステラだけなら丸め込めるかもしれないが、交渉相手がＤじゃな。あの国は外交が基本ヘタだ」

　威圧による服従や軍事カードをチラつかせての交渉ならともかく、対等な同盟関係ともなると簡単にはいくまい。となれば、当面は……。

「結論。Ａ、Ｃ、Ｄの三国が削り合う間、一進一退の攻防を続けるだろうさ。Ｂクラスがどこかに肩入れすれば大きく情勢が動く可能性はあるが」

「Ｂ……。基本的な内容は伺っておりますけれど、中国ですわね？」

　横から話を聞いていた楓かえでが補足し、紅ぐ蓮れんは軽く頷うなずく。

「そういうことだ。切り札級の遊戯者プレイヤーを抱えてるのは確かだが、あいつらだけはまだ明確な動きが見えない。積極的に動くようなら、俺の予想は大外れだが」

「そうはならない……。そう、お考えなのですね？」

「ああ。３日後……《獣王遊戯祭ベステイア》７日目の中間発表までは、そうなるだろう」

　それにより現時点での国民の眼めが誰に注目しているかを判断できる。

　選ばれた者は余裕を。選ばれなかった者は這はい上あがるために上位を狙う──争いに拍車がかかるまで、エアポケットのように数日間、Ｆクラスは平和なはずだ。

「で、では、遊戯ゲームは行わないのですか？」

「ああ、ひとつだけ領土を奪い返しておいたが、それ以上に取り返すかは怪しいな。他の連中が陣取りゲームに夢中になるのはいいが、武力の誇示はアピール手段のひとつに過ぎない。それに溺れるさまを国民に見られるのは、逆にマイナスだ」

「ほへー……。よくわかりませんけど、それなら３日間、お休みですか？」

　不思議そうな桃もも花かに、紅蓮は軽く首を振る。

「そうでもない。だから可か憐れんやユーリ──今回のクライアントは先に登校してるんだしな。拠点が減ったのは逆に幸いだ、いくらＡから分捕り、他の勢力から支持を奪ったとしても、それは一時のこと。何もしなきゃ忘れ去られる、民衆は移り気だからな」

　だから、軍事とは違う方面で存在感を出していく。

　その、手段とは。

「Ｄクラスの連中がウチの拠点を引き取ってくれたのは、正直ラッキーだ。未開発どころか国民を養うだけの負債だからな。この総督府と周辺の施設、第六区画で富を生むのは、ここだけだ。ここ、つまり総督府とＦ５拠点だけあればいい」

　ただ１点。１か所にのみ絞った拠点と領土に、得たＣＰを注ぎ込めば──

「アルセフィアで唯一、争いなき楽園が完成する。戦いを憂え、平和を保障し、自ら強者として盾となるお姫様。相応のプロパガンダをつけてやれば、評判は上げ放題だよ」

「……悪い顔をなさっておられますわね、紅ぐ蓮れん様……！」

「そうか？　ま、誰かが予想を裏切ってくるなら、その時はその時だ」

　……が、今は。

「ひとまず部屋へ案内してやるよ。……ビジホ再現部屋が嫌なら他のにするか？　留学生連中と同じフロアの、日本基準でリフォームさせたシンプルなヤツだが」

「それ！　それがいいですよ、紅蓮さま。佐さ々さ木き的には普通が一番だと思います！」

「俺もそれは同感なんだが……。ほら、水みず葉は、静しず火かも来い。バカンスと思って楽しめよ」

「……うん。ありがとう……」

　手招きすると、水葉は何事もなかったように微笑ほほえむ。座り込みそうになった彼女を静火が支え、危なげなく運んできた車椅子に乗せると、押してエントランスをくぐる。

　獅し子し王おう学がく園えんの一行がチェックインしてから３日後、中間スコア発表の日。




　──予想を裏切る『その時』は、訪れた。





　　　　＊






「Ａクラスが脱落……だと……？」

「は、はい！　間違いありません。……これを！」




　スキヤキホテル、ロビーの朝。登校直前の留学生たちで混雑する風景を悠然と見ていた紅蓮のもとへ慌てて駆け寄ると、可か憐れんはデバイスを取り出す。

　画面に映っているのは《獣王遊戯祭ベステイア》、その侵攻ログ。

　勢力図と共に各領域の仮想世界における支配地域、今現在の国境線が一目でわかるそれは、昨日……土曜日の夜から日曜０時、日付変更直後に見たものと様変わりしていた。

「昨夜の段階だと、だいたい一進一退で現状維持って感じだったが──」

　国境線が、ずれている。

　可憐がデバイスをタップすると、その状況に至るまでの過程が再現される。

「最初に動いたのはＡクラスか。中間発表までの下落ぶりがだいぶ痛かったらしいな」

　ガチの最低値から一日あたりの上昇幅トップに上り詰めたＦクラス、ユーリエルは別格としても、当初勢いがあっただけに後の凋ちよう落らくは大きなイメージダウンとなった。

「ＢとＥは目立たず現状維持。ＤクラスはＡに対する策略が評価されたものの、イメージダウンの影響がでかく、伸びなかった。逆にＣクラスはかなり伸びたな」

「Ａから領土を奪還、Ｆクラスの領土も奪い、さらに積極的な布教活動で主に貧困層へと支持を拡大しているようですから。現実世界でも炊き出しや奉仕活動など、ヴァチカンの留学生によるさまざまなボランティアが、好評を博しているようです」

「いつの時代も布教、宣教の手法は変わらずか。あいかわらずえげつない連中だ」

　貧しい者、持たざる者ほど宗教にハマる。

　それはなぜか？　そうした人間は従来のコミュニティから疎外される。もともと属していた人間関係から高い確率で弾はじき出され、トラブルを抱えて孤立するのだ。

（そうした人間にとって、解決策を示してくれる新たなコミュニティは、まさに福音だ）

　それこそＣクラスの最も得意とするところ──。貧民、食い詰め者、どうしようもない債務者などなど、それこそＡクラスのハイソな市民に比べれば塵じん芥かいのような者をかき集め、いつしか宗教的情熱に燃える信者に変えて、ヌグネを王にせんと活動していた。

「Ｆ、Ｄ、ＣにＣＰ獲得量で水を開けられ、このままでは保有量すら逆転しかねない。Ａクラスが外征に打って出たのは当然でしょうね」

「とはいえ、ヘタな膨張政策は前と同じ反撃を喰くらう。一度やらかした失敗のトラウマがある以上、無む茶ちやな勢力拡大はしにくいだろうな」

「ええ。そこでＡが選んだ侵攻先は……ここです」

　可か憐れんの桜色の爪が、とある拠点を示した。

「軍事拠点Ａ４と周辺領土。……反撃を喰らった時、Ｅに漁夫の利で奪われたところか」

「はい。ＣとＤの攻勢に対抗するため後回しになっていましたが、元はＡクラスの領土。大義名分はありますし、Ｅ……欧州連合はこの遊戯ゲームに力を入れていませんから」

　確かに、本気でクオリアを獲とりに来ているＤクラスや本物の聖女を送りこんできたＣに比べ、中華系のＢと欧州系のＥは比較的動きが鈍く、目的が見えてこない。

「奪いやすく、てっとり早い実績アピール……。クソ手だな」

　明確な目的があるわけでもなく、単なるその場しのぎのための攻勢など意味がない。

　ただＣＰをドブに捨て、ギリギリ中立に回っていたＥクラスを明確な敵にするだけの、一時的な勝利は買えても後々己の首を絞める外交破綻。

　カールスの混乱がそれだけで解わかるというものだが──。

「普通に考えれば、勝つのはＡクラスだが。……負けたのか」

「はい。【？？？アンノウン】──《看破ペネトレイト》されていませんから顔も名前も不明ですが、配置された防衛者によりＡクラスの侵攻者、ボックスマンは撃退。今度こそ再起不能かもしれません」

「……殺し屋まがいの遊戯者プレイヤーだ。自業自得と言えなくもないが」

　使い捨て同然に磨すり潰つぶされたことには多少の同情心も湧く。

「しかし、Ｅの遊戯者といえば正直頼りないイメージしかなかったが。Ａへの反撃の時も、ほぼ渋々動かされた程度でやる気を見せなかったしな。ついに本気でも出したのか？」

「……そこなのです、お兄様。ご覧頂ければ、パニックの理由がわかりますよ」

　どこか含みを持たせ、可か憐れんは当時の動画を再生する。

　表示された映像は、クオリアによって自動生成された煉れん獄ごくの戦場。

　焼野原となった軍事基地、血にまみれたカジノのディーラー風の少年──多くの犠牲を出してきた殺人鬼、ボックスマンのアバターが、まるでボロ雑巾のように。




『この程度か？　……温ぬるい、甘い、不ま味ずい。何十億年もの遊戯ゲームの煉獄から脱したこの俺に、こんなゴミをよこすとはな。もうしばらく不詳の弟どもの動きを見物するつもりだったが……興が冷めたぞ』




　銀の髪が戦場になびく。

　白しろ王おう子じ家が誇る拷問、《億年スイッチ》──体感時間を加速され、１秒が数年に値する仮想空間の檻おりに閉じ込められながら、その男は微み塵じんも変わっていなかった。

　その背後に侍はべるのは民族衣装で顔を隠した４人の男女。その柄や細工からインド、中央アジア方面の者だろう、という程度の推測はできるが、それ以外は完全に不明。




『遊戯大国？　遊戯先進国？　お笑わらい種ぐさだ。白王子の拷問を脱して以来世界を旅したが、真の遊戯者プレイヤーは、法の支配のもとでは育たない。遊戯に頼らず、法と権力によって支配された環境では、遊戯により己を勝ち取る必要がないからだ。温い環境に身を置き、才能を腐らせた者のなんと多いことか──』




　反へ吐どが出る、とでも言いたげな貌かおで。

　美しき白い獅し子し、そうとしか呼べない男は自ら纏まとっていたボロ布を捨てる。

　マントのようにそれがはためき、仮想空間の太陽を覆う。一瞬の影がその身を隠す。

　そして次の瞬間、その全貌が露あらわになり──




『中央アジア、インド、パキスタン。三次大戦における激戦地、かつての地獄の戦場を見よ！　先進国が見捨てた煉獄の中で、真に自らを磨き上げた遊戯者どもを見よ！　偽りの戦場ではなく、我が身と家族を守るため戦い抜いた獅子どもの群れを見よ！』




　三次大戦の中心地のひとつ。国境問題により摩擦を強め、争ってきた中央アジア。

　大動乱を経て熱核兵器すら飛び交った地獄の戦場。現在なお復旧が進まず、戦後の混乱から抜け出せずにいると言われ、正確な情報すら入ってこない暗黒地帯。

　そこから連れてきたとおぼしき覆面の遊戯者達を従えて。




『──相手にして不足はなかろう？　前のＳランクなどとは格が違うぞ。お前をもてなすために用意した。お前を招くために鍛え上げた。最強に挑む者としての礼儀と思ってもらおうか』




　塵ちりひとつない獅し子し王おう学がく園えんの制服姿。

　微み塵じんも揺るがぬ帝王の風格、だが違う点がひとつあるとしたら。

（片目が……!?）

　物々しい眼帯で、片目を覆っている。

　丁寧に縫われた薔ば薇らの刺し繍しゆう。美しい工芸品のようなそれを眼がん窩かに嵌はめた姿は、神か英雄を象かたどった彫刻のよう。神話的とすら言える威厳を見せつけるように──。




『待たせたな、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。今度こそ──俺の飢えを満たしてもらおうか』

「白しろ王おう子じ、透とう夜や……!?」




　戦慄と共に、紅蓮はその名を口にする。

　白銀の獅子王。その名にふさわしい男は謎の遊戯者プレイヤー達を引き連れて、そのままＡクラスへと逆侵攻。守備に当たっていた遊戯者達を次々と蹴散らしていく。




『Ｅクラス、【？？？】がＡクラスの拠点３に戦争を仕掛けました。

[image: ]

　防衛戦を開始します。──勝者、Ｅクラス。拠点の所有権はＥに移譲されます』

『Ｅクラス、【？？？】がＡクラスの拠点５に戦争を仕掛けました。

　防衛戦を開始します。──勝者、Ｅクラス。拠点の所有権はＥに移譲されます』

『Ｅクラス、【白しろ王おう子じ透とう夜や】がＡクラス総督府へ戦争を仕掛けました。

　防衛者、カールス・アルセフィアおよび【？？？】。

　攻撃者１名、防衛者２名による特別戦。詳細は非公開となっています──』




（守備側を２名配置していたか。万が一にも総督府を落とされないように……。カールス本人と、もう一人は恐らく、Ａが雇った遊戯者プレイヤーでは最強の、あの女）

　南米の雌め豹ひよう、アビゲイル。あの女の実力はかなりのものだ。少なくとも遊戯ゲーム傭よう兵へいとして新時代に名を馳はせるだけのセンスはある。紅ぐ蓮れんがかつて戦った相手と比べても。

「第一級のベテラン相手にも勝ち筋が見える、そんな遊戯者だ。それに、カールスが加わって……」

「ええ、Ａクラス最強の布陣でしょう。ですが」

　直後に表示された素っ気ない文字列が、その惨状を伝えている。




『──勝者、Ｅクラス。Ａ総督府は陥落しました。

　第一王子カールス・アルセフィア、王位継承戦より脱落。継承権は剥はく奪だつ。

　支配地域はすべて解放、王族籍、貴族籍は剥奪され平民となります』




『１クラス目の脱落により、《獣王遊戯祭ベステイア》は第二段階へと移行します。

　詳しいアナウンスは登校後、各教室でペラペンより通達いたしますので、

　遊戯者および王位継承候補者は必ず登校してください──』




　眠れる獅し子しは鎖を破り、ついに戦場へと帰還する。

　欲望のままに牙きばを剥むくその顎が次に噛かみ砕くだくのは、果たして誰か。




「……まったくしぶとい奴やつだ。可か憐れん、行くぞ」

「はい、お兄様。車は玄関に回してあります」




　デバイスから視線を外し、砕さい城じよう紅蓮は制服の上着を軽く羽織ってロビーを出る。

　手はしっかりと可憐のそれを重ね、決して兄妹きようだいの絆きずなを手放すまいと。




　一人、また一人とその背後に従う遊戯者達。




「──……まさか、白王子の牢ろう獄ごくさえ、抜け出すなんて……──」

「……大丈夫。今度こそ、あの人が目の前に現れたとしても。僕が、必ず……！」

　不安に震える姫ひめ狐こを抱く朝あさ人とがいる。




「だれがきても……関係、ない。わたしは、紅ぐ蓮れんさまを。みんなを……守る」

「はい……ですが、くれぐれも無理だけは、なさらず」

　眼めに熱を滾たぎらせる『静しず火か』と、『妹』の乗る車椅子を押す『水みず葉は』がいる。




　ほえー、と状況をわかっていない笑顔の桃もも花かが、緊張に固まりかけた楓かえでがいる。

　遠く離れた一般グループに混じり、談笑している佐さ々さ木きが軽く手を振って見送る。




　そして──。




「……待っていました、紅蓮」

「ああ。なんというか、カールスのことは……」

「良いのです。……確かに彼は、兄様は私の仇かたき。トドメもこの手でと、考えた日もあります。しかし今はただ……勝利のために、進むのみ」

「そうか。なら、いい」

「はい。《獣王遊戯祭ベステイア》第二幕……です」

「ああ。誰が出てこようが、やることは同じだ」




　待ち受けていたユーリエル・アルセフィア、自信と不安に揺れる王女を最後に連れて。




「獲とりに行くとするか。この国の、王冠を」




　鬼火のように赤く双眼を輝かせ、獣たちの遊戯ゲームは第二局面を迎えるのだった。








《つづく》







電子書籍特典　書き下ろし短編

『桃貝バナナと南米美人』





　──正直、世界はクソだと思ってた。

　ヘタをすると十歳になる前から女は身体を売り、男はギャングの手先になる弱肉強食のスラムを生き抜き、南米の雌豹の異名をとる遊戯傭兵、アビゲイル・ナダール。

　彼女をバックアップし、身元や取引の保証をしてくれていたギャング組織。その裏が、米国諜報機関の息がかかった工作部隊だと知った時、彼女は世界の黒さを知った。

（テメーの都合で作った地獄から、出てくんなってことかい。……クソ野郎ども）

　かつての大戦により、ほぼ焦土と化した南米大陸。

　前大戦の教訓から、二度と同様の惨事を起こさぬために──そんな身勝手な戦略のもと、先進国の復興が着々と進む中、南米をはじめとする被災地域のはほぼ放置されている。

　そんな中、生き残るために米国の息がかかった組織に雇われ、彼女は。

『君の手腕は認めるが──少々、やりすぎだ。しばらく身を隠したまえ』

　事実、米国は取引相手としては悪くない。莫大な報酬、そして遊戯の結果恨みを買ったマフィアの刺客に襲われ、命の危険に晒された彼女を保護し、同盟国へ逃がしてくれた。

　が、問題は、その先。ホームステイ名目で送り込まれた、場所にあり……！

「アビーさーん。それ終わったら今日はあがりでいいですよ、お疲れさまですー！」

「……そ、そーデスか……。つーか、死ぬデス……!!　何時間労働デスか、コレ!?」

「あはは、そんな大げさですよう。夜明けから日暮れまで、常識ですよね？」

「断じて違いまファッ×ン。コワい……伝統農家の体力、パネー……！」

　なるほど地球の裏側だ。ここまでは殺し屋も追ってこれまい、絶対安全。

　……が、連れてこられた先は、朝から晩までニコニコ笑顔で働き続ける。

（超絶ブラック農場だってのが問題すぎんだろ……!!　ナメてたわ、世界……！）

　労働初日。速攻畑仕事に駆り出され、ようやく迎えた夕暮れで、アビゲイルは息をつく。

「まっとうに働くって、大変デス……。つーか、死ぬ……殺してくだサーい……！」

「あはは、そんなの大袈裟ですよう。今は機械もありますから、楽ちんですし」

「そりゃそーカモしれませんケド。……こんなんで、モモカは……幸せデスか？」

　留学と言うから勉強でもするのかと思っていた。が、うまい話は、やはりない。

　そうしみじみ思っていると、農園の一人娘──桃貝桃花は、あっけらかんと笑う。

「はいっ！　幸せですよ。おいしいものを食べて、ガンガン働く。たーのしーです！」

「そ、そーいうもんデスか……？　おいしいって、コレが……？」

　地面から生えている草が食べられる、というのがいまいち実感できない。

　熱核兵器の影響で食料自給率が無残なことになっている故郷では、犯罪で得た金により輸入された保存食が中心となり……まともな食材の味など、知るチャンスはほぼなく。

「食べてみればわかりますよう。ささ、バナナでもどうぞ。桃花のおやつですけど」

「……ちょっと待ってくだサーイ。日本、寒いですよね？　なぜ、バナナ……？」

「温泉を利用した国産バナナ栽培は旧平成期には確立してますよ？　うちの名物です」

「はア……」

　いささか不気味にさえ感じる天然食品。とはいえ黄色い皮でパッケージされたバナナは、故郷でも偉そうなマフィアのボス連中が食べていたので、存在は知っている。

（マ、どーセ大したモンじゃ……ほあッ!?）

　味が、爆発した。

　ねちっ、と前歯が果肉に触れたとたん、異様に柔らかく溶けていく。

　バナナに果汁があることをアビゲイルは今まで知らなかった。驚くほど濃厚なジュース、果肉とともにとろける甘いミルクのようなコク。喉をすべり落ちていく快感！

「うッッッッま!?　なんデスかコレ、マジ!?　美味すぎデ[image: ][image: ][image: ][image: ]ス!!」

「でしょでしょ。ふっふっふ、欲しければまだあるので好きなだけ食べてください」

「はー……!!　は[image: ][image: ][image: ]……!!　前言撤回。地獄じゃない、天国デス。ココ！」

　微妙にドヤ顔の桃花。そのウザさもまるで気にならず、夢中でバナナを食む。

　これが本物の『人間が食べるもの』だとしたら、今まで食べていたのは何なのだ？

（何だよ、コレ。あるじゃねえか。……スゲえって思えるものが、この世界に!!）

　こんなものが、食べられるのなら。当たり前に作ることができるのなら。

「モモカ。……私、やりたいコトが、できまシタ」

「え？　いいですね、何ですか？　桃花でよければなんでもお手伝いしますけど」

「ハイ。じゃ……バナナの作り方。教えてくだサイ!!」




　これは、回帰の物語。

　一本の黄色い果実と友情が結んだ、修羅の傭兵による《日常》の物語──。
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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